






































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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まえがき




　ほとんどのみなさんにははじめまして。

　一〇年以上前からのドラゴンブック読者のみなさん、お久ひさしぶり。

　ライターのたのあきらと申します。

　本書は『アリアンロッドＲＰＧ』というテーブルトークＲＰＧを使った『アリアンロッド・サガ』というリプレイシリーズの一作品です。

　まず最初に本書の簡かん単たんな解かい説せつから始めたいと思います。




　ＴＲＰＧとは〝テーブルトークＲＰＧ〟の略りやく称しようで、ゲームマスター（以下、ＧＭ）と呼よばれる進行役ひとりと、複ふく数すう人にんのプレイヤーで行なう遊びです。プレイヤーは各自ひとりのキャラクターを担たん当とうし、ＧＭの進行管理のもとに冒ぼう険けんへと旅立ちます。




　リプレイとは、ＴＲＰＧを遊んでいる様子を読み物として書き起こしたものです。

　本書で使用しているのは『アリアンロッドＲＰＧ』というゲームのルールです。少々ややこしいのは本書の一話目がファーストエディションで、二話目がセカンドエディションの『アリアンロッドＲＰＧ　２Ｅ』（以後、『ＡＲ２Ｅ』と略りやく）でプレイされていることです。それぞれの収しゆう録ろくの間に版はん上あげをした結果なのですが、少し戸と惑まどうかもしれません。




　また前ぜん述じゆつの通り、本書は『アリアンロッド・サガ』というシリーズに属ぞくしています。

『サガ』シリーズは〝戦せん乱らんの大陸〟と呼ばれるアルディオンを舞ぶ台たいとした戦記ものリプレイです。複数の作者が別べつ個こにリプレイを書くことで大たい河がドラマ的な壮そう大だいな物語が紡つむがれてきました。それらのリプレイを〝正しい歴史〟として捉とらえ、それらに対する仮か想そうの歴史、つまり〝イフ〟の物語を描えがくのが本書の役やく割わりになります。

　そんなわけで、本書から『サガ』シリーズにエントリーするのは、あまりお薦すすめしません。ただ、何が書いてあるのかは分かるように解説はしてあります。本書をめくって「楽しそうだな」と思ったら「正しい歴史」である『サガ』シリーズを読むとよいでしょう。なお、『サガ』シリーズは基き幹かんとなる『アリアンロッド・サガ・リプレイ』シリーズ（通つう称しよう『無印』）の他、『アクロス』『ブレイク』『デスマーチ』『エチュード』『ゲッタウェイ』の文庫リプレイシリーズと、漫まん画がである『コンチェルト』、ファンブックと呼ばれるドラマＣＤ付き単行本『Fellowship of Stone』と『Heartbreak Memory』が発売中です。




　少々解説が長くなりました。それでは本ほん編ぺんをお楽しみください。
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◆Preplay 01◆是ぜ非ひも無し




　昔々、といっても二〇一一年のある日。かわいそうな田た中なか、略して〝かわたな〟と呼ばれるゲーマーズ・フィールド（以後、ＧＦと略）誌しという本の編へん集しゆう長ちようがいました。

　ちなみにその本は『ＡＲ２Ｅ』のサポートをしている本です。

　以下、かわたなと、私わたくしことたのあきらによる会話の応酬です。

「次号のＧＦ誌に載のせるリプレイがありません」

「なんとかせんといかんね」

「たのさんが書いてください」

「わかった、是非もない」

　おおむねこんな感じで、私わたしは急きゆう遽きよ『アリアンロッド・サガ』シリーズのリプレイを立ち上げることになりました。……さて、めでたしめでたし、といきますか、請こうご期待！







◆Preplay 02◆〝もしも〟な人々




　……という感じで、あっという間にやってきた収録日当日。東京秋あき葉は原ばらにあるＴＲＰＧ制せい作さく会社、Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．の会議室に五人の男女が集まった。

　たの以外のメンバーは次のとおり。




▼藤井忍ふじい・しのぶ

　フリーの女じよ性せいライター。『アルシャードガイア リプレイ　君といるセカイ』『アルシャードガイア リプレイ　美少女★女神と黄金の林りん檎ご』『アルシャードガイア リプレイ２　美少女★女神と伝説の愛天使』（いずれもエンターブレイン刊かん）などを執しつ筆ぴつ。現げん在ざい『ゲッタウェイ』シリーズを執筆中。




▼鈴吹太郎すずふき・たろう

　Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．代表取とり締しまり役やくにしてゲームデザイナー。代表作は『トーキョーＮ◎ＶＡ』『ブレイド・オブ・アルカナ』など。『ブレイク』シリーズの著ちよ者しや。『無印』のナヴァール、『エチュード』のパル、『デスマーチ』のギィといった人気ＰＣのプレイヤーでもある。




▼大畑顕おおはた・あきら

　Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．に所しよ属ぞくするライターで、『アリアンロッド』を始めとして多くのシステムのデータを担たん当とう。コミカルなＰＣのプレイヤーとして知られるが、実じつ際さい一いつ緒しよにプレイすると、他のプレイヤーによく話しかけ、会話を引き出すのがうまい印象が残る。

『無印』のベネットのプレイヤー。




▼齋藤幸一さいとう・こういち

　Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．所属のライター。『ナイトウィザード The 2nd Edition リプレイ　蒼そう穹きゆうのエンゲージ』『ナイトウィザード The 2nd Editionリプレイ 星空のラストリゾート』『アルシャードガイア リプレイ　本当のＲＰＧ』（エンターブレイン刊）などを執筆。元もと自じ衛えい官かんで、当然軍事についてはプロフェッショナル。

『アリアンロッド』のリプレイにはプレイヤーとして初参戦。




たの（以下、ＧＭ）：それでは、これから『アリアンロッド・サガ』を使った、戦せん略りやく級きゆう〝イフ戦記〟シナリオを始めたいと思います。

藤井：あのう……一いち応おう事前に聞いてはいたんですけど、その〝イフ戦記〟のシナリオというのは具体的にどうやってプレイするものなんでしょう？

ＧＭ：では、そのあたりの説明から始めましょうか。まず、イフ戦記について藤井さんはどのくらい知っていますか？

藤井：実はあまりよく知らないんです（笑）。架か空くう戦記とかそういう単語は知ってますが。

鈴吹：「もしもこの戦争の勝ち負けが逆ぎやくなら歴史はどうなるのか？」というお話のことだよね、イフ戦記って。

ＧＭ：イフ戦記は、サガ・シリーズを始めたときからやりたいという話はスタッフ間でしていたんですよね。

鈴吹：ただ、始まってすぐにイフといってもピンと来ないだろうから、チャンスをうかがっていたんだよね。

ＧＭ：『サガ・Ｇゲツタウエイ』シリーズが立ち上がり、二〇一一年夏発売のファンブックが『ＨHeartbreak Memory』ということになったので、はれて『Ｉイフ』を立ち上げられたというのもあります。

齋藤：そんな理由なのか（笑）。

大畑：そうですねえ……イフもので戦記と言われて、僕ぼくがぱっと思い出すのは『反はん三さん国ごく志し』ですかねえ。

ＧＭ：ああ、それは有名だね。




『三さん国ごく志し演えん義ぎ』は昔の中国の歴史を元にしたフィクション。日本でも著ちよ名めいで、戦記ものと言われれば高こう確かく率りつで名前が挙がると思われる。そのイフストーリーにあたるのが、『反三国志』、より正しくは『反三國志演義』だ。

『反三国志』は、史実と違ちがい、劉りゆう備びや諸しよ葛かつ孔こう明めいの率ひきいる蜀しよつ漢かんが中国を統とう一いつするという筋すじ立だてになっている。




鈴吹：そういえば、大畑は『三国志』や『水すい滸こ伝でん』や日本の戦国ものに詳くわしかったな。

ＧＭ：今日は頼たよりにしてるよ。

大畑：そ、そんな、あっしは、ぶげらばぁ！（←死んだらしいポーズ）

藤井：大畑さん！　死んじゃだめです!!

齋藤：ほ、ほんとうに大畑さんは隙すきあらば死にますね（笑）。




　さすがは『サガ』シリーズファンにお馴な染じみの、ベネットのプレイヤーだけのことはある。




ＧＭ：でもまあ、そういうのは本ほん編ぺんで存ぞん分ぶんにやっておくれ。

大畑：（生き返って）は、申しわけありません（深々と頭を下げる）。……それで、いったい何の話でしたっけ？

鈴吹：イフ戦記とはなにか、という話……だったはず。

ＧＭ：そのとおりです。イフ戦記の楽しさは、一言でいえば想そう像ぞう力りよくを刺し激げきする、ということに尽つきるでしょう。野球やサッカーなどスポーツの試合が終わったあと、「あそこでこうすれば」「いや、あれでよかった」などとイフ談だん義ぎで盛もり上あがるのと同じですね。

鈴吹：そうだねえ。時間は戻もどせないし、正しい結けつ論ろんもないんだけど、あーでもない、こーでもないって話をするのは楽しいよね。

藤井：そういう楽しさはわからなくもないですが……イフものって普ふ段だんあまり接せつしてないじゃないですか。だから改まって言われると、どういうものかイメージできないんですよ。

ＧＭ：なるほど……。ところで、意外なお話が実はイフ戦記だった、という例があります。

齋藤：意外なイフ戦記……はて？

ＧＭ：これは見方によってはという話でもあるんだけど……騎き士し道どう物語として有名な『アーサー王物語』は一種のイフ戦記なんですよ。

齋藤：えっ！

藤井：そ、そうなんですか？




　アーサー王の物語は、ヨーロッパの騎士道ロマンストーリーとして、日本でも有名だ。アーサーが岩に刺ささった剣けんを抜ぬいて王になるくだりや、聖せい杯はいを巡めぐる探たん索さくなど、多くの日本人に知られるエピソードが多数ある。




鈴吹：より厳げん密みつには『アーサー王物語』の原点になったエピソードの中にそういう逸いつ話わがあるって話だな。

大畑：えーと『ブリタニア列王史』でしたっけ？

ＧＭ：そのとおり。その中でアーサーという王がローマを負かすエピソードがありまして。

藤井：へー。

鈴吹：日本で知られているアーサー王の伝でん承しようは聖杯の探索とかキリスト教関連の方のエピソードの方が有名で、ローマとの戦争については知らない人も多いからね。

ブリタニア列王史　一一三六年頃。ジェフリー・オブ・モンマスが執筆した。歴代のブリタニア王たちの生涯を記した偽史書。シェイクスピアのリア王の原点にあたる王も描かれている。

大畑：そういや、『水滸伝』もそんな話ですね。史実では遼りように滅ほろぼされて南に逃にげたはずの北ほく宋そうが、『水滸伝』では梁りよう山ざん泊ぱくのメンバーによって遼を征せい伐ばつしたことになっていたはず。

藤井：へえ。そうだったんですか。




『水滸伝』は中国の宋そう時代を舞ぶ台たいにした義ぎ侠きよう物語だ。梁山泊という要よう塞さいに籠こもる英えい傑けつたちと、国こく政せいを壟ろう断だんする悪い高官たちとの争いを描えがいている。

　お話の最後の方で、官軍に認みとめられた梁山泊のメンバーが遠えん征せいし、史実では敵かなわなかった遼という国を征伐したことになっている。




ＧＭ：でまあ、何を言いたいかというと、「イフ戦記だからと特別に難むずかしく考える必要はない」ということです。

齋藤：普段接している物語の中にも、イフものが含ふくまれているから、ということですね。

ＧＭ：そういうことです。つまり普段と同じように遊んでいただければ結けつ構こうですよと。

藤井：なるほど。理り解かいしました。

鈴吹：イフ戦記の方はまあそれでいいとして、「戦略級」のイフ戦記シナリオという方が気になる（笑）。

齋藤：戦略級とか言うと、ウォーシミュレーションゲームを思い出しますね。




　ウォーシミュレーションゲームでは、そのゲームで扱あつかう規き模ぼや内ない容ようによって、戦略級、戦せん術じゆつ級というように分類されるのである。




ＧＭ：実はイフ戦記をＴＲＰＧのシナリオに落おとし込こむために、少し工く夫ふうをしまして。

齋藤：工夫……というと？

ＧＭ：説明しなくちゃいけないことが多いので、少し待ってください。順番に説明するから。

齋藤：了りよう解かいです。




＊　＊　＊




ＧＭ：それでは、前置きが長くなりましたが、そろそろセッションを始めます。

一同：よろしくお願いしまーす。

ＧＭ：では、最初に今回予告を読み上げます。




●今回予告とハンドアウト

　時は帝てい紀き八一二年、女王ピアニィたちの抵てい抗こう虚むなしくフェリタニア王国は、レイウォール・グラスウェルズ連合軍の前に敗れ去った。
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一同：えぇぇぇぇぇぇぇぇえっ！

藤井：ピアニィ……負けちゃった。

大畑：ベネットは!?　ベネットはどうなったんでしょう？

[image: ]

齋藤：なんか、ベネットは嬉き々きとして死んでいるイメージが……。

鈴吹：フェリタニア滅めつ亡ぼうか！　これはいい！　実にわかりやすいイフ戦記だ!!

ＧＭ：ありがとうございます。……では続きを読み上げます。




　共通の敵てき国こくを滅ほろぼした両大国はただちに友好の手を振ふりほどき、剣けんを取って殺し合う。

　ベルフトやリシャールのような英えい雄ゆうたちすらも死んでいくこの激げき戦せんを制せいしたのは、グラスウェルズ。

[image: ]
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一同：ベルフト死んだー！

鈴吹：しかもリシャールも死んだのか！

藤井：こっちのゴーダ伯はくは目的を果たしたんですね（←ゴーダ伯の大ファン）。

[image: ]




　すべては白はく竜りゆう王国軍ぐん師しオスウィン・ゴーダの思おも惑わくどおりに進みメルトランド戦せん役えきはグラスウェルズの勝利に終わった……かに見えた。




一同：おっ？




　劣れつ勢せいに立たされたレイウォールに上がる反はん撃げきの狼煙のろし。赤竜王国国王代理ステラに未来を託たくされた将しよう軍ぐんが今、歴史を変える。




『アリアンロッド・サガ・リプレイ・イフ』

　第一話「レイウォールの奇き跡せき」




───すべては、竜の石の導みちびきの下もとに。




齋藤：ステラが国王代理!?

大畑：ヒューバードは!?　ヒューバード兄ちゃんはいずこへ？

ＧＭ：その辺はこのあと順番に説明していきましょう。
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＊　＊　＊




ＧＭ：まず、時じ系けい列れつ的には帝紀八一二年、メルトランド戦役と言われた複ふく数すうの国々による大戦争をやっていたころのお話です。

大畑：リプレイで言うと、『無印』（『アリアンロッド・サガ・リプレイ』）三巻の時期ですかね？

ＧＭ：そのとおり。『無印』三巻でフェリタニア王国がレイウォールとグラスウェルズの連合軍に攻せめられた際さいに、抵抗しきれず滅亡した、というイフを扱あつかっています。

鈴吹：つまり「もしピアニィが失敗してフェリタニアが滅ほろんだら？」というイフなわけだ。

ＧＭ：そのとおりです。

藤井：ベルフトさん死んじゃったんですね……。

ＧＭ：そういうイフでもあります。色々考えたんですが、ベルフトとリシャールはある意味破は格かくなので、このふたりが生きていない方が、ＰＣの選せん択たく肢しが増ふえそうだな、と思いまして。

鈴吹：藤井さんがゴーダ伯はく萌もえなのは知っていたが、もしかしてベルフトも好きなの？

藤井：えと、リシャールも好きです（笑）。ただ、ベルフトさんは最近手芸好きとかキャラが立って、活かつ躍やくしだしたばかりなので、ちょっとしんみりしてしまいまして。

齋藤：最後の「ステラが国王代理」というのは？

ＧＭ：それについてはシナリオ開始後にあらためて詳くわしく説明するけど、ヒューバードは失しつ踪そうし、ハーリング伯領りように囚とらわれていたステラがそこから脱だつ出しゆつ。国王代理にならざるを得なかった、というイフです。

大畑：ヒューバード失踪かぁ。

鈴吹：というか、ハーリング伯も逃にげ出だしてるだろ、それ？

齋藤：……そうか！　バルムンクの息が掛かかったレイウォールのお偉えらいさんたちはみんな逃げ出しているのか！

ＧＭ：ご名答。大体そんな感じです。

藤井：そんな中で、わたしたちは……。

ＧＭ：はい。レイウォールを守って戦うことになります。

一同：うげ───ぇっ!!

大畑：なんたる無理ゲー！（笑）

齋藤：普ふ通つうに考えてもう詰つんでる……。

ＧＭ：それでは、みなさんに喜んでいただけたところで、ハンドアウトを読み上げます。

ピアニィ　『アリアンロッド・サガ・リプレイ』（無印）のＰＣ。プレイヤーは大竹みゆ。躍進著しいフェリタニア王国の指導者で、優れた魔法使いでもある。戦闘がことのほか大好物だ。

ベネット　『無印』のＰＣ。プレイヤーは大畑顕。『アリアンロッド・リプレイ』でも活躍した手練れの盗賊である。現在はピアニィを助ける立場。まれにみる三下的性格の持ち主だ。

フェリタニア　ピアニィが建国した新興国家。アルディオン大陸を統一した古代の強国の名に由来する。

ベルフト　レイウォール王国第二王子で、ピアニィの兄にあたる人物。大陸最強の武人と名高い。

リシャール　グラスウェルズ王国の幻竜騎士団の団長で、ベルフトと並び称される将軍。

ゴーダ伯　グラスウェルズ王国の軍師。事実上、王国を仕切る切れ者の策士だ。

ステラ　レイウォール王国第一王女で、ピアニィの姉にあたる人物。優秀な女将軍として知られている。臥竜とも鳳雛とも呼ばれる。

ヒューバード　レイウォール王国第一王子で、ピアニィの兄にあたる人物。優秀な政治家である。

メルトランド戦役　帝紀八一二年に勃発した。グラスウェルズ王国が大陸中央のメルトランド王国に侵攻した戦争。レイウォール王国、フェリタニア王国も深く関わった大がかりな戦役だ。




＊　＊　＊




●ハンドアウト

ＧＭ：それでは、ハンドアウトを読み上げます。ＰＣ①は藤井さんにお願いします。

藤井：はい。わかりました。




　実はこのセッション開始前に、イフ戦記のシナリオをプレイすると伝えるとともにＰＣ作成は済すませてある。レギュレーションは次のとおり。




・成長点：一三〇〇点

・所持金：三万九五〇〇Ｇ

・装そう備び：一〇万Ｇ以下のマジックアイテムひとつ

・ギルド成長点：五二〇点




　キャラクターレベルにして、大体16レベルほど。ギルドレベルは10程てい度どを想定してある。

　ただ、今回予告やハンドアウトは事前には公開していなかった。また、ライフパスは「セッション開始時に振ふろう」ということになっている。




▼ＰＣ①用ハンドアウト

コネクション：ステラ・ヴェレンガリア　　　関係：忠ちゆう誠せい

　レイウォール王国は、今や風前の灯ともし火びである。有ゆう能のうな将軍や軍師は次々と討うち取とられ、三二将しようも多くの席が空いてしまった。

　しかし、まだ負けたわけではない。キミは、国王代理となったステラから、竜りゆう炎えん騎き士し団だんの団だん長ちようとなってこの危き機きを救うように命じられた。有能な者を幕ばく僚りようとして集め、騎士団を再さい編へんし、グラスウェルズを押おし返かえすのだ。




藤井：竜炎騎士団団長！　やったー。生きてる部下がいるー（笑）。

齋藤：すごい喜びようだ！

鈴吹：藤井さんは部下がいるキャラクターがやりたかったの？

藤井：部下が……部下が生きていることがすごく嬉うれしいんです。

齋藤：それは……もしや。

大畑：そう言えば……。




『ダブルクロス The 2nd Edition』リプレイ（富ふ士じ見み書しよ房ぼう刊・菊きく池ちたけし著）に登場するＰＣ、薬王寺結希やこうじ・ゆうき。藤井忍演えんじるそのキャラクターは部下のＮＰＣがよく死んだため、〝全ぜん滅めつ支し部ぶ長ちよう〟と渾あだ名なされた。




鈴吹：……ってことは竜炎騎士団が全滅したら、今後は全滅将軍と呼よばれることに（笑）。

藤井：やめてえええ！　それはいやあああぁっ！（笑）

齋藤：すごいな、今度は全滅将軍か。

鈴吹：敵てきも味方も全滅させてしまうというのはどうだろう（笑）。

大畑：「敵も味方もみなごろしじゃあー！」って感じですかね。

藤井：敵はともかく、味方は全滅しないようにがんばりますっ！（拳こぶしをぐっと握にぎりしめる）

ＧＭ：お願いします（笑）。では、次のハンドアウトに行きましょう。




▼ＰＣ②用ハンドアウト

コネクション：ＰＣ①　　　関係：ビジネス

　キミは、レイウォール軍に所属しながらも軍から冷れい遇ぐうされていた。しかし、国家危き急きゆうのこの時に、キミにチャンスがめぐってくる。キミを疎うとんじていた者たちが軒のき並なみいなくなり、その手しゆ腕わんを存分に振ふるう事ができるようになったのだ。新たに竜炎騎士団の団長となったＰＣ①の隣となりで、キミの力を見せつけてやるとしよう。




齋藤：これは社長のキャラクター用ですか？

ＧＭ：そのとおり。知ち恵え袋ぶくろ的なキャラクターを想定して、お願いしました。

鈴吹：軍師キャラはナヴァールと被かぶるからなあ。さてどう変えていくか……。

[image: ]

ＧＭ：それではＰＣ③のハンドアウトを読み上げます。




▼ＰＣ③用ハンドアウト

コネクション：ＰＣ①　　　関係：恩おん人じん

　キミは生死の境さかい目めをさ迷まよっていた。人生が終わりを迎むかえようとしたその時、キミに救いの手が差さし伸のべられる。その人こそ、ＰＣ①であった。聞くところによると、この恩人は手が足らなくて困こまっているらしい。相手からの恩おん義ぎに報むくいるため、キミは助すけ太刀だちすることにした。




一同：これはひどい！

藤井：それって、『無印』一巻のベネットと同じ展てん開かいなのでは？

大畑：特定のプレイヤーはともかく、特定のＰＣをなぞるようなハンドアウトはどうなの!?

ＧＭ：実は事前に大畑君からエリンディル出身のＰＣがやりたいという要望がありまして。色々考えてこういうハンドアウトにしました（笑）。

大畑：……すみません。そう言えばそうでした（笑）。

藤井：エリンディル出身？

ＧＭ：詳くわしいことはこのあと説明しますのでしばらくお待ちください。

鈴吹：さっきから「しばらくお待ちください」が多いな（笑）。

ＧＭ：すみません。イフ戦記ってただでさえ説明することが多いので。

鈴吹：まあね。ある状じよう況きようを説明して、さらにそれが「もしこうなったら」という展開についても別に説明しないといけないからね。

齋藤：なるほど、大おお雑ざつ把ぱに言って説明の量が倍になるのか……。

藤井：それにしても、なんでエリンディル出身なんだろう？　どきどき。

齋藤：……気のせいか大だい惨さん事じの予感が（笑）。




▼ＰＣ④用ハンドアウト

コネクション：ＰＣ①　　　関係：上官

　キミは竜炎騎士団の一員である。

　メルトランド戦役ではベルフト将軍麾き下かとして従じゆう軍ぐんし、彼かれの最さい期ごを看み取とることとなった。偉い大だいなる男がまたひとり逝いき、その分レイウォールは崖がけっぷちへとまた一歩追いやられる。

　このままだと、レイウォールはベルフト将軍の仇かたきをとれぬまま、終わってしまうだろう。急ぎレイウォールに戻もどり、王国防ぼう衛えい戦せんに参加しなければ。




大畑：おお！　なんだか軍人っぽい。

ＧＭ：齋藤君用に作ったからね。

藤井：軍人君って感じのキャラなんですね（笑）。

鈴吹：……なるほど、ＰＣ②からＰＣ④は全員ＰＣ①にコネクションを持っているんだね。

ＧＭ：そのとおりです。ＰＣ①の許もとに集結して、みんなで戦うっていうハンドアウトになっています。

藤井：（目を輝かがやかせながら）みなさん、わたしの部下になるんですね。

大畑：げっへっへっ、あっしが肩かたでもお揉もみいたしましょう。

鈴吹：さっそく三下かよ（笑）。

藤井：いや、肩とか揉まなくていいですから！　その代わり生き残ってくださいね！

大畑：バ、バカなー!?　私はあなたの右みぎ腕うでだったはず！　うぎゃあ～！

ＧＭ：また死んだのか（笑）。

鈴吹：隙すきあらば死ぬからなぁ（笑）。

齋藤：なくても死にますけどね（笑）。

藤井：だから！　死んじゃダメですよー！（笑）

竜炎騎士団団長　レイウォール王国の主力となる騎士団。その団長。

ナヴァール　『無印』のＰＣ。プレイヤーは鈴吹太郎。ピアニィを支えるフェリタニアの軍師。臥竜とも鳳雛とも呼ばれる。




●ライフパスの決定

ＧＭ：それでは次にみなさんのＰＣのライフパスを決めていきましょう。




　ライフパスとはＰＣの過か去こや現在に何が起こっていたかを表を使って決める手順のこと。これを手がかりにして、それぞれのＰＣがどんなヤツなのかを決めたり、他のプレイヤーにアピールしたりする。




▼ＰＣ①のライフパス

ＧＭ：まずは出自から。藤井さんからどうぞ。

藤井：はい。ハンドアウトから考えて、［王おう侯こう貴き族ぞく］をチョイスします。

ＧＭ：了解です。［王侯貴族］の特とく徴ちようは、家伝の武ぶ具ぐ……武ぶ器きの攻こう撃げき力りよくか防ぼう具ぐの防ぼう御ぎよ力りよくを１点上げることができます。

藤井：では、防具の防御力を１点上げる方向にするですよ。

ＧＭ：では次は境きよう遇ぐうですね。

藤井：はーい。……12です。

ＧＭ：では、境遇は［師し匠しよう］。あなたには、あなたを鍛きたえ上あげてくれた師がいる。師匠の設定は、ＧＭと相談とのこと。

藤井：……そうですね。レイウォールなんで、コネクションのステラかベルフトがいいです。

ＧＭ：ステラだと軍ぐん師し系けい、ベルフトだと騎士系とかそんな感じだな。

藤井：では、師匠はベルフトさんにします。ベルフトの弟で子しですよ。

大畑：ベルフトは「見て学べっ！」とか言って、あまりきちんと教えてくれないイメージがあるなあ。

鈴吹：いやいや、きっと「オレが殴なぐるからダメージを軽けい減げんする方法を学べっ！　たぁー!!」と言って攻こう撃げきするんだよ。

大畑：そして戦せん闘とう不ふ能のうになる（笑）。

藤井：はにゃー!!（青ざめた表ひよう情じようで）

齋藤：そしてまた立ち上がり、気がすむまで殴られる……精せい神しん力りよくだけは鍛きたえられますよ、きっと（笑）。

藤井：そんな鍛えられ方は嫌いやですー!!

ＧＭ：では次、運命表を振ふってください。

藤井：（ダイスを振る）34です。

ＧＭ：34は［支し配はい］……あなたは何かを支配するだろう。支し配はい者しやであるあなたは、それを自由に扱あつかえる。

藤井：支配ですか。

鈴吹：「次のレイウォールの王は私だぁー！　大陸の覇は者しやは私だぁー！」とか、そんな感じ？（笑）

藤井：えええ！　なんでそんな感じになっちゃうんですか（笑）。

ＧＭ：将しよう来らいはレイウォール王か。

大畑：そして国民が全滅する……。

齋藤：なんと恐おそろしい未来だ！

藤井：だ・か・ら！　そんな未来はいやですよぅ！（一同笑）




▼ＰＣ②のライフパス

ＧＭ：次は社長のＰＣのライフパスを決めましょう。

鈴吹：（他のＰＣのキャラクターシートをのぞきこみながら）われわれには《ガーディアン》が必要だ。

大畑：それは重要！

鈴吹：ということで、チョイスで［出生の謎なぞ］、スキルは《ガーディアン》を取得します。

ＧＭ：では、境遇をお願いします。

鈴吹：（ダイスを振る）……54。54だと［策さく謀ぼう］だな。

ＧＭ：誰だれかに陥おとしいれられたとか、そんな感じですかね。

鈴吹：ハンドアウトだと冷遇されているようだからな。たぶん、無実の罪つみか何かで刑けい務む所しよに入れられているんだ。

大畑：なるほど。

鈴吹：……だが、こんなところで燻くすぶっているオレじゃない、と立ち上がるんだ、きっと（笑）。

大畑：どこのハンニバルですか（笑）。

ＧＭ：では境遇はそれでいきましょう、次は運命。

鈴吹：運命は……41で、［旅立ち］。

大畑：じゃあ、戦いが終わったら旅立つんですね（笑）。

齋藤：あとはまかせたぞー！　とか言って去っていきそうですね。

鈴吹：頼りになる神しん出しゆつ鬼き没ぼつだからな！

大畑：……気に入ったんですね『Ａチーム』ネタ。

鈴吹：（力強く）うん！（笑）

藤井：社長……なんていい笑え顔がお（笑）。




▼ＰＣ③のライフパス

ＧＭ：では、次は大畑君のＰＣのライフパスを決めましょう。

大畑：えーここでちょっと変わったことをやります。

齋藤：ほう、変わったことですか？

大畑：実は、先日発売されたサプリメント、『エリンディル東方ガイド』に収しゆう録ろくされた、東方出身のキャラクタークラス……バートルのＰＣをやりたいと希望しまして。




『アリアンロッド』ファーストエディションのサプリメント『エリンディル東方ガイド』は現在でも富士見書房より発売している。




藤井：ああ、それでエリンディル出身のＰＣにしたいって言ったんですね。

大畑：そのとおりでございます（笑）。

齋藤：……バートルって、竜りゆうに乗る地ち域いきクラスですよね。

藤井：地域クラスってことは……それってつまり、このアルディオン大陸にはいないクラスってことなのでは？

大畑：まあそうなんですけどね。




　バートルとは『エリンディル東方ガイド』で追加された遊牧民や旅人を表ひよう現げんする新しいキャラクタークラスである。




ＧＭ：実はこのリプレイを収録するに当たって、大畑君に、今回はイフもので、大だい規き模ぼ戦せん闘とうルールを使用すると伝えたところ……。

大畑：バートルを！　馬を！　騎き乗じようキャラを是非やらせてくださいっ!!

ＧＭ：……と、このように懇こん願がんされまして（笑）。

齋藤：それで許きよ可かしたと。

ＧＭ：そういうこと。私としても一度リプレイでバートルを使いたいと考えていたし、いろいろな参考にもなると判はん断だんし、許可しました。

藤井：なるほど。

大畑：で、変わったこととはいったい何かというと！

齋藤：いうと？

大畑：私のＰＣのライフパスはエリンディル東方の表を使います！

一同：なるほど!!

齋藤：そういうことですか。

鈴吹：でも、あんまり大したことじゃなかったな（笑）。

大畑：というわけで早さつ速そく決めましょう。まずは出自ですが……［風ふう来らい坊ぼう］をチョイスしました。これで、サポートクラスのスキルを取得できます。なので、バートルのスキルから《コンパニオン》を取得しました。

藤井：どういうスキルなんですか？

大畑：嵐らん竜りゆうっていう戦闘訓練を受けた騎竜を相あい棒ぼうとして取得します。具体的にいうと【移い動どう力りよく】が20と【攻撃力】が10上がります。

齋藤：ほう。それは強力ですね。

ＧＭ：続いて境遇を決めてください。

大畑：境遇は43……［没ぼつ落らく］ですね。

一同：没落かよ！

齋藤：風来坊が没落って一体？

大畑：実はこのＰＣはタルタル・ハン国でも有力な部族の出身だったんですが……没落し、解かい散さんしました。

藤井：解散っ!?（笑）

齋藤：部族ごと解散ですか!!

鈴吹：なんだそりゃ！（爆ばく笑しよう）

大畑：で、ちょうどいいタイミングだったので、世界に旅立った。

ＧＭ：では次に旅に出たあとの運命を決めてください。

大畑：旅をした結果は……65。

ＧＭ：65は……［死］。

一同：し、死んだー!?（一同笑）

齋藤：大畑さん、あなたそこまで!!（笑）

大畑：濡ぬれ衣ぎぬだー!!　さすがにここまでは狙ねらえませんよ!!

鈴吹：でも、ハンドアウトにピッタリじゃん。

ＧＭ：しかし……それって、運命じゃなくて現げん状じようだな（笑）。

藤井：現状［死］って……（笑）。

大畑：……じゃあ、この先に何か死ぬような目に遭あうってことで勘かん弁べんしてください。




▼ＰＣ④のライフパス

ＧＭ：では最後に齋藤君のＰＣのライフパスを決めましょう。

齋藤：僕は出自と境遇はチョイスで決めました。

ＧＭ：出自は何を選んだの？

齋藤：［隠かくれた才さい能のう］です。これで、マイナーアクションで【感知】分のダメージを上げるというガンスリンガーの《デスターゲット》というスキルを取りました。

ＧＭ：なるほど。では、境遇は？

齋藤：境遇は［修しゆ行ぎよう］を選せん択たくしました。日々これ修行なり。

ＧＭ：なるほど。では最後に決まっていない運命を決めましょう。

齋藤：（ダイスを振る）14です。

ＧＭ：……14は、［勝利］ですね。

鈴吹：おっ！

齋藤：では、何かに勝利することが決まりました。

藤井：それは縁えん起ぎがいいですね。

チョイス　ライフパスは、「ＲＯＣ（ロール・オア・チョイス）」といって、ダイスロールで決定しても、任意に〝チョイス〟してもよいのだ。

エリンディル東方の表　エリンディル大陸東方固有ライフパスのこと。『アリアンロッドＲＰＧ　エリンディル東方ガイド』に掲載されている。




＊　＊　＊




ＧＭ：では、ライフパスも決まったところで、それぞれのＰＣを紹しよう介かいしてください。まずは藤井さんからお願いします。




●キャラクター紹介




▼リディル・バウエス──藤井忍

藤井：では、ＰＣ①の藤井忍です。キャラクター名はリディル・バウエス。ベルフトの従妹いとこにしました。一七歳のヒューリンです。

ＧＭ：ほう、ベルフトと従兄妹同士ということですか。

藤井（以下、リディル）：はい。ベルフトのお母さんの弟がわたしの父、ということで。キャラクタークラスはパラディン／モンク。16レベルです。攻撃力と堅かたさを追求してみました。

鈴吹：（キャラシートを見ながら）《ワイドプロテクション》と《ハンマーフォージ》持っているのか。

リディル：はい。性せい格かくは生き真ま面じ目め。ベルフトから鍛えられたので防御力も高めです（笑）。

齋藤：何度も殴なぐられてきたからですね（笑）。

リディル：すっかりそんな設定になってしまった（笑）。……あと、バウエス家の伝でん統とうで、手芸とか得意。

一同：手芸か!!

鈴吹：手芸って、あれベルフト個こ人じんの趣しゆ味みじゃなかったんだ（笑）。

大畑：バウエス家って、そういう一族だったの？

齋藤：バウエス家に生まれたからには何かひとつ手芸を身につけなければいけない（笑）。

鈴吹：権けん威いよりも魔ま法ほうよりも、バウエスの名を持つ者は手芸が先だー（笑）。

大畑：ものすごいスパルタで手芸を何か学ばなければならない（笑）。

鈴吹：レイウォール建国の時に、バウエス家が伯はく爵しやくに任にんじられたストーリーは、その手芸の技わざを使った感動的な昔話があるんだよ、きっと。

リディル：はにゃ～。意外に設定が膨ふくらんでしまった（笑）。で、その家訓を真面目に守りながら、武ぶ芸げいに励はげむような女の子です。

ＧＭ：わかりました。

[image: ]




▼グレイ・ウォーデン──鈴吹太郎

ＧＭ：次は、ＰＣ②の社長、お願いします。

鈴吹：はい。エルダナーンのソーサラー／メンターで、16レベル。いちおう、フォーキャスターだったこともある。外見はもう白しら髪がの爺じいさん。今はメンターだから、現げん役えきフォーキャスターを退しりぞいて、先生になった。年ねん齢れいはきっと一〇〇歳さい以上だよね。

大畑：エルダナーンなんで、二〇〇～三〇〇歳でもおかしくないっすよね。

鈴吹（以下、グレイ）：そうだよな。で、軍師ネームは何にしようかな？

齋藤：軍師ネーム!?

リディル：それって〝裏うら目め軍師〟みたいな、軍師としてのふたつ名のことですか？

グレイ：そうそう、それそれ。

ＧＭ：別にわざわざふたつ名を付けなくても……。

齋藤：裏目軍師マルセルのプレイヤーであるたのさんが、それを言っても説得力がないと思います。




　それもそうか（笑）。




大畑：ふたつ名ふたつ名……。じゃあ……〝冷や飯軍師〟。

グレイ：冷や飯軍師っ！（一同笑）

リディル：そういえばハンドアウトに冷遇されているって書いてありましたね（笑）。

グレイ：……そう、俺おれはレイウォール三二将のひとりだったが、バルムンクの陰いん謀ぼうで濡れ衣を着せられ、監かん獄ごくに入れられた。だが、そんなところで燻くすぶっている俺じゃあない。

大畑：『特とつ攻こう野や郎ろうＡチーム』ネタを引ひっ張ぱりますね（笑）。

グレイ：……ふむ。特攻軍師ってのもいいと思わない？（一同爆笑）

ＧＭ：もう軍師でも何でもないでしょう、そこまでいくと（笑）。

グレイ：まあいいや。そこは後で決めよう。あと、口くち癖ぐせは決めた。

リディル：どんな口癖ですか？

グレイ：「そうかも知れない」で「そうなんですか？」と聞かれると「そうでないかも知れない」って言う（笑）。

齋藤：厄やつ介かいな（笑）。

グレイ：ちなみに、ブーストロッドと白びやく羽う扇せんの両方を持っている。

ＧＭ：また、珍ちん妙みような絵え面づらを（笑）。

グレイ：珍妙って言うな（笑）。魔ま術じゆつの効こう果かと知力判はん定ていにそれぞれプラス。効果タイミングがそれぞれ違ちがうから、一応大だい丈じよう夫ぶ。

齋藤：それはデータの話であって、絵面の話ではないのでは？

グレイ：そう堅かたいこと言いなさんな（笑）。……まあ、こんなところかな。

[image: ]




▼バヤン──大畑顕

ＧＭ：では、ＰＣ③の自じ己こ紹しよう介かいを。

大畑：はい、名前はバヤン。二二歳のヴァーナの男だん性せい。狼族アウリルです。タルタル・ハン国出身で、現在のクラスはナイト／バートル。でも、生まれはサムライ。最初のクラス、サムライだったんで、言いい訳わけを考えたんですが……。

齋藤：言い訳ですか（笑）。

ＧＭ：サムライが大陸に渡わたって弓使いになったとか？

グレイ：どこの源みなもとの義よし経つねだ（笑）。

大畑（以下、バヤン）：いえ、元々は貧ひん弱じやくなもやしっ子の少年で、タルタル・ハン国で「お前なんて馬にも乗れないくせによ」といじめられていましたが……ある時、旅のサムライに出会い、その技を教えてもらったのです。

ＧＭ：ああ、なるほどね。

齋藤：貧弱ないじめられっ子だったのに、《レイジ》で殴なぐり返かえしてくる逞たくましい男に（笑）。

バヤン：そして師匠から「ついでにモンクも取るといいよ」と言われ、１レベルだけモンクも経けい由ゆし、《インデュア》を取得しました。

グレイ：身も蓋ふたもない師匠だな（笑）。

バヤン：まったくもってそのとおり（笑）。でまあ、そんな風にすっかり脳のう筋きんとして育ち、一族が解散したのをきっかけに「オレより強い奴やつに会いに行く」と旅に出ました。

リディル：一族が解散したのに、ノリがお気楽です（笑）。

バヤン：そして、適てき当とうに船に乗ったら、いつの間にかアルディオンへやって来てしまった。ざっぱーん！　「いったいここはどこなんだ!?」（笑）。

齋藤：行き先ぐらい船に乗る前に、あらかじめ訊ききましょうよ（笑）。

バヤン：いやあ、ここじゃないどこかならどこでもいいやっていう、冒ぼう険けん心しんにあふれた気持ちだったので（笑）。

ＧＭ：そんな状じよう態たいから始まるのか（笑）。……では、最後に齋藤君。
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▼カルロス・ウィンチェスター──齋藤

齋藤：じゃあ自分です。名前は、カルロス・ウィンチェスター。ヒューリンの男性で、24歳。クラスはスカウト／ハイランダーで、竜炎騎士団に所属するスナイパーです。

ＧＭ：いかにも銃じゆう使つかいな名前だよね。

齋藤（以下、カルロス）：有名なスナイパーと銃じゆう器きメーカーから、名前をもらってます。自作の銃を使い、シンディという名前までつけて、相棒としてこよなく愛しています。

一同：やっぱりこいつも変だ！（笑）

カルロス：常つねに山野を巡めぐり、敵の頭を撃うち抜ぬくという作業をしていました。

バヤン：（カルロスのキャラクターシートをのぞき込こみながら）頭をぶち抜く前に、全身消しよう滅めつしそうな銃なんですけど（笑）。

グレイ：攻撃力高いよな。

カルロス：モットーは〝ワンショット・ワンキル〟。得とく意い技わざは《デスターゲット》と《ダブルショット》。

ＧＭ：二発撃うつじゃないか！（笑）

リディル：本当だ！（笑）

カルロス：そこはあくまでも、モットーということで。

リディル：ああ、実は心こころ掛がけているだけなんだ（笑）。

バヤン：そんな最初から守れないような心掛けでいいのかっ！（笑）

カルロス：これまでは、ベルフト将軍に「お前、オレの後ろから撃うて」と言われ、安全な後方から狙そ撃げきするという、とても簡かん単たんな作業をしていました。

グレイ：ああ、そうだよねぇ。

カルロス：あの人がいると、絶ぜつ対たい前ぜん衛えいが抜いてこないから絶対安心。防ぼう御ぎよ手しゆ段だんを捨すて、攻撃手段に偏かたよる。……なので、《バタフライダンス》すら持っていません。

グレイ：それもひどい話だな（笑）。

カルロス：ただ、性せい格かく的てきには軍人らしい軍人です。寡か黙もくに、スナイパーらしくあろうと思いますのでよろしくお願いします。

ＧＭ：了解です。
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●ギルド結成

ＧＭ：次にギルドの作成に移うつりましょう。

リディル：ＰＣ間コネクションは？

ＧＭ：全員がリディルにコネを持っているから、今回はＲＯＣして決めるのは省しよう略りやくします。

[image: ]

グレイ：なるほどね。みんなリディルの許もとに集まるもんな。

バヤン：じゃ、まずギルド名から決めましょうか。

カルロス：ギルド名？　竜炎騎士団じゃまずいんですか？

ＧＭ：いろいろまぎらわしいから、別の名前を付けてください。竜炎騎士団内の部隊ということで。

グレイ：じゃあ……竜炎騎士団イフ（一同笑）。

カルロス：いったいなにが〝もしも〟なんだろう？（笑）

グレイ：なら、竜炎騎士団だからドラゴンファイヤーとか（笑）。

バヤン：それはエンジェルファイヤー的ななにかですか？（笑）

カルロス：まじめに考えるとリディル伯旅りよ団だんとか？

リディル：ちょっとまじめすぎるような……。

グレイ：やっぱりドラゴンだろう！　リディルだし。

カルロス：それは竜の心しん臓ぞうを取り出した剣の名前なんで、ギルド名には逆に微び妙みようでは？

リディル：でも赤竜王国の竜炎騎士団なんでドラゴンは棄すてがたいです。……というわけで、ドラゴンファイヤーにしましょう。わかりやすいから。

ＧＭ：では、ドラゴンファイヤーに決定ということで。あとは、ギルドスキルです。10レベル分取得できますよ。

リディル：《蘇そ生せい》《祝しゆく福ふく》は基き本ほんですよね。

グレイ：あとは、《限げん界かい突とつ破ぱ》か《再さい行こう動どう》あたりだろうな。




　プレイヤーたちの相談の結果、ギルドスキルは次のようになった。




▼取得ギルドスキル

《蘇生》《祝福》《限界突破》《命の雫しずく》《命の泉いずみ》《ギルドシンボル》《偽ぎ装そう情じよう報ほう》《再行動》《陣じん形けい》《派は遣けん販はん売ばい》《耐たい性せい：重じゆう圧あつ》




リディル：全部は持っていけないので、いくつか置いていかないとですね。

ＧＭ：では、持っていくギルドスキルを、改めて宣言してもらえますか。




　再び相談に入る一同。……しばらくして持っていくギルドスキルが決まる。




リディル：持っていくのは、《蘇生》《祝福》《限界突破》《命の雫》《命の泉》《ギルドシンボル》《偽装情報》《再行動》です。

ＧＭ：了解しました。では、これからオープニングに移りましょう。







ＯＰＥＮＩＮＧ　ＰＨＡＳＥ







◆Opening 01◆騎き士し団だん長ちよう就しゆう任にん




　赤竜王国の王都ノルドグラム。

　世界最大級のこの都市は、絶ぜつ望ぼう的てきな緊きん張ちよう感かんに満ちていた。

　建国以来はじめて陥おちいった国家滅めつ亡ぼうの危き機き。

　国民の誰だれもが暗い未来を想そう像ぞうする中、ひとりの少女が王都の中心へと向かっていた。




ＧＭ：それでは、これからオープニングフェイズを開始します。今まで簡かん単たんに紹しよう介かいしていた状じよう況きようについて、詳くわしく説明していきます。

一同：はーい。
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ＧＭ：まず、最初のシーン。シーンプレイヤーはリディルから。他のＰＣは登場不ふ可かです。

リディル：はい。

ＧＭ：場所は、レイウォールの王都、この大陸最大級の都市であるノルドグラムの王おう城じよう。リディルは、国王代理になったステラの執しつ務む室しつへと呼よび出だされました。

リディル：はい、了りよう解かいしました。

ＧＭ：ときに、リディルは……一七歳さいでしたね？

リディル：はい。おそらくレイウォールの軍学校に入り立てくらいだと思います。

グレイ：軍学校で学んでいるんだ。

リディル：ベルフト殿でん下かを輩はい出しゆつしたバウエス家ですから、軍人ルートなのかなと。

ＧＭ：『無印』六巻かんによれば、三歳さい児じを特訓して鍛きたえるような家か系けいなので、十分あり得る設せつ定ていですね（笑）。

リディル：小さい頃ころは、ベルフト殿下から指南をしていただいていました。「この一いち撃げきを受けてみよ！」と、攻こう撃げきを止める特訓などを（笑）。

グレイ：（ベルフトになって）「この一撃、《ガーディアン》を使うことまかりならぬ！」

リディル：それは死ぬ！　死んじゃう！（一同笑）

ＧＭ：まあ、そんな壮そう絶ぜつな生おい立ちはともかく、現げん在ざいリディルは国王代理となったステラの執務室に呼ばれてやって来ています。

リディル：……では、緊張しながら、入室します。

ＧＭ：挨あい拶さつもそこそこにステラはリディルに言います。「よく来てくれた。知ってのとおり、我わが国くには存そん亡ぼうの危機にある」

リディル：は、はいっ！

ＧＭ：「その状況下において、我わがレイウォール各地の領りよう主しゆたちは、自分たちの兵力を温おん存ぞんするために、自じ領りように引きこもっている」

リディル：そ、そうだったんですか。

グレイ：まあ、旗色の悪い方にわざわざ付きたくはないわな。

ＧＭ：「また、ラングエンドが西方で蠢しゆん動どうしており、国軍をすべてグラスウェルズ戦線に割さくわけにもいかぬ。このような状況だが……我が国の対グラスウェルズ方面軍の総そう司し令れい官かんを、リディル……おまえに任まかせる」

リディル：……えーっと。わたしは初うい陣じんもすませてませんよね？　まだ一七歳ですし。

ＧＭ：その辺はどちらでも。アルディオン大陸なら一四～一五歳で初陣を飾かざる人は珍めずらしくはないでしょうし。プレイヤーが決めて構かまいませんよ。

リディル：（少し考え）……では、初陣はまだということにしようと思います。「失礼ながら。まだ、初陣もすませていないわたしが、指し揮きなど執とれるはずもございません！」

ＧＭ：するとステラは「お前に、このような任にん務むを与あたえることに、忸じく怩じたる思いはある」。

リディル：は、はぁ……。

ＧＭ：「しかし、私わたしが王都から動くわけにはいかない。我が父オーギュスト王が昏こん睡すい状じよう態たい。他の王族も不ふ在ざいの中……」

バヤン：ヒューバードもベルフトもピアニィもいないからなあ。

カルロス：貧びん乏ぼうくじもいいところだな、ステラ殿下。

ＧＭ：ステラは続けて言います。「さまざまな勢せい力りよくが乱みだれ動く中、私まで王都を離はなれては、このノルドグラムを守る者がいなくなってしまう」

リディル：それは、確たしかにそのとおりですね……。

グレイ：ノルドグラムを直ちよく接せつ海から攻こう略りやくするようなやつもいるからな。当然警けい戒かいしないと。

カルロス：……その作戦は『無印』五巻で社長が実じつ施ししたやつでは？

グレイ：はっはっは（笑）。まああくまで仮か定ていの話だ。

ＧＭ：ステラは言います。「最前線の司令官を任せる以上、一定の家か格かくが必要なわけだが……度たび重かさなる抗こう争そうの結果、王族は減へり、前線に立てるのはもはやお前しかないのだ」

リディル：……アッ、アハハハッ（←引きつった笑い）。

カルロス：無茶苦茶な状況だ（笑）。

リディル：でもそのとおりですよね。ヒューバード殿下は行方ゆくえ不明。ベルフト殿下はお亡なくなりになり、ピアニィ殿下は……。

ＧＭ：「ピアニィ……彼かの女じよがいればっ！」と、わなわなと肩かたを振ふるわせるステラ（笑）。

カルロス：今いま頃ごろ、最前線に氷漬づけの彫ちよう像ぞうの群むれができていた、と（笑）。

リディル：いけない、ステラ様の前で、言ってはいけないことを言ってしまいました（笑）。

バヤン：ＮＧワードってやつですな。

リディル：うーん。そうか。そうやって血族をたどっていくと、わたしに行きつくのか。……でも家格ってそんなに重要なんですか？　軍人としての経けい験けんよりも？

ＧＭ：もちろん軍ぐん務む経験は重要ですが、それ以前に軍隊が人を集めるために不ふ可か欠けつなものがあります。

リディル：それは一体？

ＧＭ：お金です。

一同：ああ……。

リディル：せ、世せ知ち辛がらい（笑）。

ＧＭ：家格の高さは領りよう地ちの広さ、領地の広さは収しゆう入にゆうの多さにつながります。まず、トップが兵士たちに与える食料と武ぶ具ぐと給料を保ほ証しようできる人じゃないと、軍隊にならないんです。

リディル：そういう事じ情じようで、バウエス家の人間が出ざるをえない……というわけですね。

ＧＭ：「本当に申もうし訳わけないのだが、お前に引き受けてもらうしかない」

リディル：わ、分かりました！　いまだ未み熟じゆくな身ではありますが、大命、必ずや果たして見せます！

ＧＭ：任務を引き受けると、ステラが近づいてきて、あなたのことをぎゅぅぅぅっと抱だきしめます。

リディル：ぎゃあぁぁぁぁぁっ!?

グレイ：うん。菊池さんが出したステラだと、そんな感じだな。

リディル：ベキベキっとイヤな音がするんですね。分かります（一同笑）。

ＧＭ：とまあ、ステラがリディルを抱きしめた状態で。「もちろん、お前ひとりでこの大たい任にんを果たせるとは思っていない。だからリディルよ……」




　レイウォール国王代理ステラはリディルの両りよう肩かたをつかみ、その目をのぞき込こんで言った。

「人を……有ゆう能のうな部下を集めるのだ」

　その勢いきおいは、有う無むを言わせぬ迫はく力りよくがあった。




リディル：は、はい！　ステラ殿下、了解しました！

ＧＭ：「衰おとろえたとはいえ、このレイウォール……まだまだ有能な人材が眠ねむっているはず。それを発はつ掘くつし、現在の対グラスウェルズ戦線を立て直し、必ずや敵てきの侵しん略りやくの意図を挫くじくのだ！」

リディル：分かりました。つまり、わたしが部下を……！　よし、やったー！　生きた部下がいるーっ！（一同笑）

一同：生きた部下がいる!?

グレイ：全ぜん滅めつ将しよう軍ぐんのデビュー戦か（笑）。

リディル：あっ、今のは心の声なのでステラ殿でん下かには聞こえませんよ（笑）。声に出しては「謹つつしんでお受けいたします」と答えます。

ＧＭ：では、この時をもってリディルはステラの命令で国こく防ぼう軍ぐんの総司令官になりました。

リディル：有能な人材を捜さがして何とかしないと……。とりあえずわたしはこれから人ひと捜さがしに行く、という感じでしょうか。

ＧＭ：そういう感じですね。では、ここで一度シーンを切りましょう。

ラングエンド　モード・レドリック率いる軍事国家。彼の指導のもと、近年著しく勢力を拡大している。







◆Opening 02◆地ち下か牢ろうの軍ぐん師し




　昼なお暗いノルドグラムの地下。

　その中でももっとも奥おくまった独どく房ぼう。

　そこにひとりの男が収しゆう監かんされていた。

　現げん状じようをすべて逆ぎやく転てんしうる可か能のう性せいを持つ、危き険けんな男が。




ＧＭ：では、次はグレイのオープニング。舞ぶ台たいは、レイウォール王都ノルドグラムにある、軍の刑けい務む所しよ……ってことでいいんですよね？

グレイ：それでよい。その刑務所の地下六六六階に、ワシの独房があるのだ（一同笑）。

一同：六六六階!?

カルロス：どんだけ深いんですか、レイウォールの刑務所!!（笑）

グレイ：いや、言ってみただけ（笑）。

ＧＭ：まあ、ともかく地下深くにある独房ではあります（笑）。

グレイ：ここは、リディルがスカウトにくるのだな？

ＧＭ：その予定ですが。

グレイ：それならば、やはり最初はワシは登場してはいないのだよ。リディルが看かん守しゆに案内されて、地下牢まで続く階かい段だんを下りているのだ。「このようなところに、元レイウォール三二将しようがいるなどとは信じられんな」とか言ってほしい。

リディル：えーっと……それでいいんですかＧＭ？（笑）

ＧＭ：お任せします。

グレイ：ちなみに、この地下牢の一階に、アルが捕つかまっていたのだ。それよりは何階か下なのは間ま違ちがいない。

リディル：では……「逆ぎやく賊ぞくですら、もっとマシな場所に入れられるでしょうに……。ここまで地下深くに、かつてレイウォール三二将に名を連ねた者がいるというのですか？」

ＧＭ：「三二将だからこそです」看守が緊張した表ひよう情じようで言います。

リディル：えっ？

ＧＭ：「その能のう力りよくは、大陸全土を焼き尽つくすとまで言われた、恐おそるべき軍師ですから」

一同：なんだってー!?

カルロス：一体どんな軍師だよ!?（大だい爆ばく笑しよう）

リディル：……ぐ、軍師が焼き尽くすのですか!?

バヤン：（看守になり）「あの軍師を外に出すなど……あなたは何と恐おそろしいことを考えられるのか！」

カルロス：（看守になり）「かの者が出した合図ひとつで、国ひとつが滅ほろんだとも言われるというのに……！」

バヤン：「彼かれが歩いただけで、国が三つ滅んだという！」

グレイ：……なんかどんどんひどいヤツになっていくな、ワシ（笑）。

リディル：……今のレイウォールには、優ゆう秀しゆうな人材が必要なとき。前歴は問いません。……しかし、なぜ、それほど優すぐれた軍師が牢ろう獄ごくに？

ＧＭ：実は看守たちはグレイに関する恐ろしい噂うわさを聞いているだけで、本当のところはよく分かっていないのです。

リディル：なるほど。……まずは一度その人に会ってみないとどうしようもないですね。

ＧＭ：というわけで、今、リディルはグレイの入れられている独房の前に立っています。

リディル：じゃあ、「こんなところに？」と言いながら独房のドアを開けてもらいます。

ＧＭ：看守がいくつかの鍵かぎを順に回し、シリンダーロックが金きん属ぞくをこする音をたてながら外れます。やがて、重々しい音とともに、ゆっくりと独房のドアが開いていきます。

カルロス：まるで、銀行の大金庫室みたいな描びよう写しやだ（笑）。

グレイ：では、リディルがそうやって独房の扉とびらを開くと、ワシは部屋の中で全身を目め隠かくしや拘こう束そく衣い、鎖くさりによって縛しばられておるのだ。そして、直立不動の姿し勢せいで、牢の中に立っておる。
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リディル：おおっ!?

バヤン：ものすごくヤバい犯はん罪ざい者しや扱あつかいをされている!?

グレイ：で、気配でリディルを察知して言う。「小こ娘むすめ……お主、ワシになんぞ相談事があってきたのだろう？」

一同：そっちのハンニバルかよ！




　詳くわしく知りたい人は、映えい画が『羊たちの沈ちん黙もく』をご覧らんください。原作小説の方でもいいです。




リディル：それではまず自分の名を名乗ります。「わたしはリディル・バウエスと申します。ご存ぞんじないと思いますが、バウエス家に名を連ねる者です」

グレイ：知っておるぞ、お主のことは。……と言ってリディルの名前から、ここに来るまでの経けい緯いなどをすべて言い当てるのだ。……ってことでいいよね？

ＧＭ：その方が面おも白しろそうな上に話が早いので認みとめます。

リディル：「この人はすごい！」とわたしは素す直なおに感心しますよ。

グレイ：……そうか。レイウォールはお主のような小娘まで引き出すまでに落ちぶれたか。

リディル：あなたの力があれば、レイウォールは立ち直ることができるはずです。お願いします、わたしに協力してください！

グレイ：ふうむ、ワシをここから出してくれるのかね？

リディル：……わたしの権けん限げんで、ここから出すことをお約束します！

グレイ：ふはははっ、バウエス家とはいえ、軍学校も出ていない小娘に、そのような権限があるのかね？

リディル：それは……。

グレイ：さしずめ、人のいないレイウォール軍で、竜炎騎士団の団だん長ちようでも押おしつけられたか？　はっはっはっ。

リディル：……はにゃぁ。完全に言われたとおりなので、何も言い返せない……。

グレイ：ふん、おぬしのような小娘が上に立つようでは、レイウォールの先も見えたか。このままグラスウェルズが勝ち続ければ、この大陸全土が悲ひ惨さんな状況になるのは明白よ。グラスウェルズの裏うらでは魔ま族ぞくどもが糸を引いておるに違ちがいないのでな。

リディル：──えっ？

グレイ：まあおぬしには、ワシが何を言っているかは分かるまいて。

リディル：なぜそんなことを知っておられるのですか？

グレイ：それは──。

リディル：それは？

グレイ：……ワシが『ブレイク』シリーズのＧＭだからじゃ！（一同爆ばく笑しよう）

一同：社長[image: ][image: ][image: ][image: ]!!

バヤン：なんという開き直ったメタ発言！

ＧＭ：すると看守が「ときどき、このような意味不明の発言をしますので気にしないでください」とリディルに言います（一同笑）。

カルロス：知的犯罪者のイメージが、一転してダメなおじいちゃん扱いに！（笑）

リディル：あなたが何を言っているかわたしには理り解かいできませんが（笑）……グラスウェルズに、この大陸を好きにさせるわけにはいかないことはよく分かります。

グレイ：うむ。グラスウェルズがいかに悪いかは、ワシはよーく知っておるぞ（一同笑）。

カルロス：またメタ発言（笑）。

バヤン：そういうシナリオ組みましたからね、社長みずから。




　詳しくは、グレイのプレイヤー鈴吹太郎が担たん当とうする『アリアンロッド・サガ・リプレイ・ブレイク③　キングダム・フォールズ』を読んでいただきたい。




グレイ：まあ、レイウォールもグラスウェルズと大して違ちがわぬがな。

リディル：そ、そのようなことは……。

グレイ：では訊きくが、ヒューバード殿下はどうした？

リディル：えっと、（ＧＭの方を見ながら）ヒューバード殿下は雲くも隠がくれしてるんですよね？　……。現在、行方ゆくえは分からないそうです。

グレイ：ハーリング伯はくは何をしておる？

リディル：ハーリング伯も行方しれずで……。

グレイ：グラハム将軍は？

リディル：グラハム将軍？
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ＧＭ：『デスマーチ』の四巻（このリプレイ収録時点では発売前）に登場した人物ですね。

リディル：……ああ、原げん稿こうは読ませてもらいました。あの人はこの『サガ・イフ』では、どうなっていますか？

ＧＭ：グラハムも行方不明です。

リディル：では、それを伝えましょう。……彼も行方不明に。

グレイ：他にも数名の高位貴き族ぞくや王族の──ことごとく、姿すがたを消した者の名前を聞く。

リディル：そして、わたしはその度たびに「その人はすでにいません」と答えるわけですね。

グレイ：ひとしきり聞き終えたところで、ワシは大声で笑って言うのだ。「ついにレイウォールは、バルムンクにすら見み捨すてられたか！」

リディル：ううっ!!　なんだかひしひしと絶ぜつ望ぼう感が！（笑）

カルロス：しかし……なぜグレイはそんなことまで知ってるんだろう？

グレイ：ワシはそいつらに陥おとしいれられたのだよ。バルムンクの存そん在ざいに気づき、オーギュスト王に報ほう告こくしようとしたが……先手を打たれて虜りよ囚しゆうとされてしまったわけだ。

カルロス：ああ、なるほど。そういう風に設定をつなげるんですね。理解しました。

リディル：……あなたのいう事情が本当であれば、この国にはもうバルムンクとやらもいません。残っているのは、わたしのような未み熟じゆく者ものだけです。

グレイ：……そのような状況ならば、ここはひとつ、手伝ってやるかな。

リディル：あ、ありがとうございます！　グレイ殿!!

グレイ：このジジイに、何かができるとも限かぎらぬがな。

リディル：いいえ、かつては三二将と謳うたわれたあなたならば。きっとわたしの期待に応こたえてくださるでしょう。

グレイ：三二将など大したことはない。三二人もいて、この状況を防ふせげなかったのだろう。

リディル：……うっ！

グレイ：ワシひとりが今いま更さら戻もどったところで、何がどうなるわけでもなかろうよ。……だが、それはいい。とにかく、ここから出してくれ。自分の手で、温かい飯が腹はらいっぱい食いたい。

リディル：分かりました。それはご用意いたします。そうすればレイウォールのために、力を振ふるってくださいますか？

グレイ：……ふむ。このワシは一度この国から見捨てられた身じゃからのう。

リディル：では、レイウォールのためではなく、大陸の万ばん民みんのために、あなたの力を振るってください！

一同：ほう！

カルロス：おお、それは格かつ好こいい。

バヤン：しかもこういうひねくれ者タイプのジジイにはよく効きくはず。

グレイ：ふむ、なるほどそうきたか、と感心し……。ニヤリと笑って「フフ、小娘が言いよるわ。そこまで言われては、もはや断ことわるわけにはいかんな」と言おう。

リディル：……よ、よかった。

グレイ：とりあえず、牢からは出してもらえるようなので、髭ひげとかも剃そって、外に出るとしようかの。

リディル：一気に雰ふん囲い気きが変わったりして。




　グレイは三〇分ほどで身なりを整え、ふたたびリディルの前に現あらわれた。

　先さき程ほどまで髭だらけの囚しゆう人じんだったとは思えぬ老ろう紳しん士しが、そこにいた──。




グレイ：どうかね、なかなか男前だろう？（一同笑）

リディル：はい男前です（笑）。

グレイ：すでに齢よわい百を超こえておるが、エルダナーンゆえ、まだまだ現げん役えきよ。

バヤン：……という設定なんですね（笑）。

ＧＭ：それではリディルに救われたグレイは、地下牢から地上へと上がっていくのでした。

カルロス：で、六六六階を歩いて上っていくのか（一同笑）。

グレイ：……うーむ。さっきつい言ってしまったが、六六六階を上るのは大変だな（笑）。

ＧＭ：というところで、シーンを終しゆう了りようします。

アルが捕まっていた　アルとは、『無印』シリーズのＰＣのひとり、アル・イーズデイルのことである。『無印』一巻の冒頭、アルはレイウォールに捕まったところから、物語に登場する。その後、地下牢でピアニィと運命的な出会いをして、彼女の第一の騎士となった。

羊たちの沈黙　サイコホラーの名作映画。高い知能と常軌を逸した精神を併せ持つ殺人鬼、ハンニバル・レクターの存在感は圧倒的である。

『ブレイク』　グラスウェルズの特殊部隊、ファントムレイダーズの活躍を描いたシリーズ。

『デスマーチ』　フェリタニアに集った志願兵で結成されたチーム〝エンジェルファイヤー〟の悪戦苦闘を描くシリーズ。







◆Opening 03◆漂ひよう流りゆう者しやたち




　海に面しているノルドグラム。

　海流の関係か、その近くの沿えん岸がんには漂ひよう着ちやく物ぶつが多く流れてくる。

　その男もそんな漂着物のひとつにすぎなかった。

　このとき、流れ着いた漂流者が大陸の未来を変えるとは誰だれも予想していなかった。




ＧＭ：では、今度はバヤンのオープニングになります。

バヤン：み、水……!!

一同：早っ!?（笑）

ＧＭ：えーと、描びよう写しやの隙すきくらいは与あたえてください。

バヤン：はっ！　まことに申しわけございません（笑）。

ＧＭ：とはいえ、アルディオン大陸の海岸で、リディルに拾われるところは、あんまり細かく考えてはいないんだけどね（笑）。

一同：結局拾われるのか！（笑）

バヤン：では、エリンディルの港で船に乗ったあっしは……。

一同：あっし!?（笑）

バヤン：いやいや、俺おれっちは（笑）。……ゆったりくつろいでいると。

カルロス：強い風が吹ふき付つけてくる、と（笑）。

バヤン：やばい嵐あらしがきた！　逃にげろーっ！　うおー！　「別に嵐が来ても沈しずみませんから！」いや、船は嵐がきたら沈むものだよ！　そして、海に飛とび込こむ！（笑）

グレイ：まさにいつかどこかで見たような光景！

バヤン：とまあ、そういう感じで海に飛び込んだ（笑）……そのあとで。しまった、俺は草原の民たみ！　海はダメ……だった……がくり（一同笑）。

リディル：バヤンさん、死んじゃダメですー！

グレイ：ところで、バヤンが騎き乗じようする竜はどうした？

バヤン：はっ！　そう言えばそんなものもあった!!

カルロス：（竜になって）「ご、ご主人さまー！」どぼん！

バヤン：……と追いかけてくる竜りゆうだったが。「しまった！　俺は草原の竜……」（爆ばく笑しよう）

リディル：二重遭そう難なんになったー！（笑）

バヤン：そして、海にもまれて、俺は、俺たちはノルドグラムの近くの海岸へ。

グレイ：……つまり、ベネットが拾われたのと同じ海岸に打ち付けられるわけだな（笑）。

バヤン：そのとおり！　場所もノルドグラム近きん郊こうで好都合（笑）。というところで、俺は竜と一いつ緒しよに仲良く「ぐでー」っと打ち上げられています（笑）。

リディル：これは……どうしよう？

ＧＭ：何を悩なやんでいるんですか？

リディル：この流れだとわたしが水を差し出して助けることになりそうなんですが……。

ＧＭ：それが何か？

リディル：わたしが水を差し出したら、ひとりと一匹ぴきで奪うばい合あうのでは？　と危き惧ぐしまして。

バヤン：……しまった！　まったくそのとおりだ!!

一同：肯こう定ていするのか!!（爆笑）

ＧＭ：では、ノルドグラムの海岸付近に不ふ審しん者しやがいると聞いたリディルがそこへやってくると、目の前にひとりと一匹が打ち上げられており。

リディル：だ、大だい丈じよう夫ぶ……ですか？

バヤン：がばっと起き上がって！

リディル：ひっ！（笑）

バヤン：手をつかんで……み、水！

リディル：と、とりあえず持っている水すい筒とうをちらっと見せます。

バヤン：その水筒をひったくるように受け取り──。

カルロス：その腕うでをがぶりと竜が噛かむ。

バヤン：ぎゃーっ！　き、貴き様さまーっ!?（一同爆笑）（竜になって）「ご主人、ここは私わたしが先に！」、「馬ば鹿か野や郎ろう、俺が先にきまってんだろう！」




　ここから、大畑によるバヤンと騎乗竜のひとり劇げき場じようが繰くり広ひろげられる。




「ご主人！　あんた低レベルの時、すげえ俺に頼たよってたじゃねえかよ！」

「すみませんでしたー！」

「わかりゃあいいんだ。ふい～、水がうめえぜ」

「あの、一口だけでもいただけると嬉うれしいんですが……！」

「いいぜ。ほら一口な！」

「お水おいしいです……！」




一同：奪うばい合あいにすらなってないっ!!（笑）




　全員、爆笑して机つくえに突つっ伏ぷす。




リディル：ふっ……あはははっ！

グレイ：なんでお前、自分が騎乗する竜に負けるんだよ！（一同笑）

バヤン：草原の民としては仕方ないんですよ！　竜あっての俺！　俺あっての竜！　竜は友だち！　怖こわくない！

カルロス：友だちなら水くらい分け合えばいいのに（笑）。




　竜がバヤンにかぶりつく描写を入れたのは齋藤君だがな。




リディル：えーと、仲良くしないとこの水を地面にこぼしますよ？（笑）

バヤン：す、すみませんでした～！　ぴたりとケンカを止めます（笑）。

カルロス：ケンカというか、竜が一方的に圧あつ倒とうしていたというか（笑）。

リディル：ところで、あなたはいったいどういう素す性じようの方なんですか？　どうしてこんな海岸に打ち上げられていたんですか？

バヤン：俺はタルタル・ハン国のバートルなんだけど、その国から旅に出てみたら、船が嵐に遭あってね、と言ってみる。

カルロス：そんな簡かん単たんな説明では、言われた方が困こまるんでは？

リディル：えーと、わたしはタルタル・ハン国のこと、知らないですよね？

ＧＭ：リディルは知らないでしょうね。でもグレイなら……。

リディル：あ、そうか！　せっかくだから、グレイさんに説明をしてもらえばいいんだ。

ＧＭ：というわけで、グレイはこのシーンに登場できます。

グレイ：では、リディルの後ろについて来ていたことにしよう。……お主、タルタル・ハン国とは、ずいぶんと遠くから来たな！

リディル：知っているんですか、グレイ（笑）。それはどこにある国なんですか？

グレイ：嵐の海を越こえた東の大陸のさらに東……極東とでも言えばいいか。そこにある広大な草原の国よ。

リディル：へえ……。

グレイ：どのくらい遠いかというと、専せん用ようのワールドガイドが作られるぐらいだ（笑）。

カルロス：またメタな発言を（笑）。

グレイ：……そうか！　いいこと思いついた！

ＧＭ：何を思いついたんですか？

グレイ：ワシの軍ぐん師しネームなんだがな……メタメタ軍師でどうだ？




　……まだ考えていたんですか、軍師ネーム。




リディル：なんだか、不安をあおるようなふたつ名です!!

カルロス：軍師のふたつ名は本当にろくでもないですね。裏うら目めとか、弱気とか、死神とか。




　……もしかして、ＧＭ（たの）のせいだったりするのだろうか？（笑）




バヤン：などとみなさんがメタな会話を楽しんでいる間に、ひと心ごこ地ちついた俺は言う。……ところで、いったいここはどこなんだ？（笑）

カルロス：や、やっとそこまで意い識しきが回ったのか（笑）。

リディル：じゃあ、バヤンさんに解かい説せつしましょう。ここはアルディオンという大陸ですよ。

バヤン：あるでぃおん？　聞いたことねえな？　そして竜に「知ってるか？」と訊たずねると、首を横に振ふったりする。

カルロス：感かん情じよう表ひよう現げん豊ゆたかだな、竜。

リディル：でも、かわいいかも（笑）。

グレイ：まあ、知らぬのも無理もない話よ。この大陸には、その竜の同族はおらんからな。

バヤン：そ、そうなのか……。

グレイ：そしてワシはリディルにこう言う。「この男は使えるかもしれん。エリンディルの地でバートルと呼よばれる者たちは、竜に乗り類たぐいまれなる騎き兵へいとして活かつ躍やくすると聞く」

リディル：おおっ！　そう言われると、なんだか頼たのもしそうな気がしてきました（笑）。

バヤン：バートルといえば、タルタルの国でも選ばれし騎兵と尊そん敬けいされてるもんだ。その中でも、俺はかなりの腕うで前まえだぜ。……具体的に16レベルぐらいの（一同笑）。

グレイ：それは有ゆう能のうさがわかりやすいな（笑）。

バヤン：ちょっと武む者しや修しゆ行ぎようの旅に出ようと思ったらこれだ。……この辺で、強い相手と戦える場所はあるかい？

リディル：この大陸なら、戦場には事欠きません。戦せん乱らんの大陸と呼ばれるくらいですから。

バヤン：「そいつはいい場所に流れ着いたもんだ」と竜と一緒に大笑します。

カルロス：……本当に感情表現豊かですね、竜。

リディル：そういう事じ情じようなら、うちの軍にきませんか？　寝ね床どこと食事を用意しますよ。

バヤン：ほう！　寝床は草原の民なものであまり気にならないのだが。飯は温かいものの方がいいな。それに、あんたには水をもらった恩おんもある。俺の部族じゃ、恨うらみは十倍に、恩は百倍にして返せと言われてるんだ。

グレイ：恨みは十倍、恩は百倍とな。




　なんというインフレな恩おん返がえし！




バヤン：……それじゃあ、しばらく厄やつ介かいになろう。俺の名前はバヤン。あんたの名は？

リディル：わたしはリディルと申します。

バヤン：リディルか。もしかして、あんたが大たい将しようなのか？

リディル：若じやく輩はいですが、この国の王族の末席に並ならばせていただいています。

グレイ：タルタル・ハン国でいうならば、ハンに相当する立場かの。

バヤン：ハンだって!?




　タルタル・ハン国は、宗そう主しゆであるタルタル族の大ハンの下に、各部族の族長であるハンたちが集つどい、合議によって運うん営えいされている。

　王族であるリディルは、グレイの言うとおり、ハンに相当すると解説するのは、あながち間ま違ちがいではない。




バヤン：その言葉に驚おどろきます。……あんたのような娘むすめさんがハンなのか。分かった。ここは俺に任まかせろ。あんたの敵てきはすべて俺が粉ふん砕さいしてやるよ。

リディル：期待しています。

バヤン：任まかせといてくれ。ゲヘヘ！　……やばくなったら逃げ──なんでもない（笑）。

一同：なぜここで三さん下した化かするのか!!

カルロス：せっかく格かつ好こう良く決めたのに（笑）。

リディル：はにゃぁ（笑）。

ＧＭ：それでは、バヤンのオープニングはこのあたりで終しゆう了りようします。







◆Opening 04◆復ふく讐しゆうを誓ちかうもの




　メルトランド。

　アルディオン大陸のほぼ中央に位置する要よう衝しようの地。

　そこでひとりの英えい雄ゆうが傍かたわらにいる男に後こう事じを託たくして果てようとしていた。




ＧＭ：最後に、カルロスのオープニングとなります。舞ぶ台たいはメルトランド中央部の平原。リシャールとベルフトが一いつ騎き打うちをし、両方とも果てるという状じよう況きようです。

カルロス：了りよう解かい。そうか、その場面をやるのか……。

ＧＭ：両名とも身み柄がらは回かい収しゆうされている状況で、あなたはベルフトの傍らで彼かれの最さい期ごを看み取とることになります。

カルロス：自分がベルフト殿でん下かの隣となりにいるということは……他の将しよう軍ぐんたちはすでに死んでいるのだな。

バヤン：もしくは行方不明になったりしているんでしょうな。

グレイ：ワシの中では、ベルフトは死ぬとき、仁に王おう立だちで「我わが生しよう涯がいに一いつ片ぺんの悔くい無し！」とやってくれそうなイメージなのだが（笑）。

ＧＭ：残念ながらそんな展てん開かいにはならず、倒たおれています。なぜなら、リシャールとの一騎打ちの際さい、横からバルムンクが一いち撃げきを加えてきたからです。

カルロス：なんだとっ!?

バヤン：ベルフトとリシャール、まとめて殺すチャンスと見たか。

カルロス：では、横たわるベルフト殿下を見て、感かん慨がいにふけりましょう。……よもやこのお方が、このような姿すがたで横たわることになろうとは。

グレイ：レイウォール軍は、もう終わった感じがするな。

カルロス：周りに兵士は……いないだろうか？

グレイ：忠ちゆう誠せい心しんの低い者は、ベルフトが倒たおれた時点で逃にげ出だしているだろうな。「ベルフト様が倒れたぞ！　わー、もうダメだーっ！」（笑）

バヤン：親しん衛えい隊たいなら忠誠心高いだろうし、少しは残ってるんじゃないか？

ＧＭ：ベルフトはその戦法故ゆえに最前線に立っていたので、この時、残ることができたのはカルロスだけです。

カルロス：なるほど。

ＧＭ：ベルフトは、編あみ上あげたマフラーをキミに託して。「国に戻もどり、これをジュリアナに渡わたしてくれ……」と言います。

一同：マフラーかよ！（笑）

リディル：べ、ベルフト殿下……死ぬ間ま際ぎわだというのに手芸のことを（笑）。

カルロス：ジュリアナですか……ベルフト殿下を育てたという、フィルボルの女じよ性せいですな。




ジュリアナ

　ピアニィとベルフトの乳母うばだった人物。若わかい頃ころのベルフトをおしおきとして王おう城じようから蓑みの虫むしにして吊つるしたという。
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グレイ：そうか。最期は、あのお婆ばあちゃんに渡すのか。

リディル：母親は死んでるっぽいですし、肉親といえるのは、彼かの女じよぐらいなのかもしれませんね。

ＧＭ：「それから……俺の従兄妹いとこに、リディルという娘がいる……」

リディル：おっ？　こっちに話題が振ふられた。

カルロス：リディル様ですね？　初めて耳にする名前なので、どんな人なのかと想そう像ぞうしつつ。ベルフト殿下が口にするほどなのだから、よほど優ゆう秀しゆうな軍人なのだろうと思っている。

バヤン：優秀な軍人……（ちらりとリディルを見る）。

リディル：コホン、コホン！

ＧＭ：「若いが才さい能のうがある。なにせ、俺の一撃を止められるほどだからな」

カルロス：なんと！　それは素す晴ばらしい才能だ！

リディル：いや、その、ちょっと……（笑）。

ＧＭ：「おそらく、あの娘がこのあとのレイウォール軍を託たくされることになるだろう。お前にはそのサポートを頼たのみたい……」

カルロス：……承うけたまわりました。必ずや補ほ佐さをして見せます。

ＧＭ：「……俺は、存ぞん分ぶんに生き、存分に戦った……。無念といえば、無ぶ粋すいな輩やからの横やりで戦えなくなったということか……」

カルロス：申もうし訳わけございません！　あの時、《インターフィアレンス》が失敗しなければ！（一同笑）

グレイ：お前のせいか！　ベルフトが死ぬのは!!（笑）




《インターフィアレンス》

　射しや撃げきをすることで、対象の攻こう撃げきの命中を失敗させるスキル。




ＧＭ：カルロスのせいというよりは、相手の攻撃がすごかったんですよ。具体的に、ベルフトとリシャールを、両方葬ほうむれるぐらい（笑）。

カルロス：自分程てい度どでは、とても止められるものではなかったと……。「殿下、あなたの勝負に水を差した者たちにその罪つみを必ず償つぐなわせます」と言おう。

ＧＭ：カルロスのその言葉を聞くと、ベルフトは安心したのか、目をつむり、やがて息を引き取ります……。




　アルディオン大陸の歴史中、類いまれなる武ぶ勇ゆうを誇ほこり、恐おそれられた傑けつ物ぶつベルフト・バウエス・レイウォール。メルトランドの地で戦せん没ぼつす。享きよう年ねん二七歳さい──。




カルロス：では、ベルフト殿下の両手を組ませて。そして、医い療りよう用ようのテントから出て声を上げる。「……撤てつ収しゆうだ！　レイウォールへ戻もどるぞ！」

ＧＭ：というタイミングで、グラスウェルズ兵が、鬨ときの声こえを上げ、ベルフト死亡により指揮が乱れたレイウォール軍を攻撃してきます。

カルロス：何だとっ!?

ＧＭ：どうやら、敵は自軍のリシャール死し亡ぼうまで織おり込こんで計けい略りやくの準じゆん備びをしてあったようですね。なだれ込こんでくる敵てき兵へいにより、カルロスの仲間は次々と討うち取とられていきます。

カルロス：おのれ……これもオスウィン・ゴーダ伯はくの策さく謀ぼうか！

バヤン：（レイウォールの兵士になり）「早くいけ、カルロス！　あなたは殿下から託されたものがあるのだろう！　なに、俺もあとから行くさ。帰ったら、俺の部屋の電気を消しておいてくれ……」

リディル：……なんでそんなに、すらすらと死にゼリフが言えるんだろう？（笑）

カルロス：では、生いき延のびられる者だけでも生き延びさせるよう兵たちを移い動どうさせましょう。とにかく、今はレイウォールへ帰ることを第一に……。




　敗軍の兵は、無む惨ざんなものである。

　追っ手をかわしながら、生き延びた者を率ひきいて、カルロスは王都への帰き還かんを目指す。ろくな食しよく糧りようも、装そう備びもない。

　ひとり、またひとりと脱だつ落らくし……結局、王都にたどり着いたのは、カルロス以下数名という有様だった。




＊　＊　＊




ＧＭ：……と、なんとか故こ国こくにたどり着いたカルロスは、ベルフトの遺ゆい言ごんを伝えると、軍の上じよう層そう部ぶからリディルのもとへ報ほう告こくをするように言われます。

カルロス：了解です。場所は竜炎騎士団の団だん長ちよう室しつあたりでしょうか。

ＧＭ：そうですね。それでいいでしょう。

グレイ：なら、ワシもその場所に登場しておこう。

ＧＭ：了解です。グレイもすっかり軍師らしくなりましたね。

グレイ：まあな（笑）。

カルロス：では、リディル閣かつ下かに敬けい礼れいしたのち、ベルフト軍の帰還報告をします。

ＧＭ：恐おそらく、カルロス自身も包帯でぐるぐる巻まきにされているでしょう。

バヤン：まさに激げき戦せん！

リディル：ご苦労様でしたカルロス。……ベルフト殿下の遺言があるとのことですが？

カルロス：殿下が編み上げたマフラーを差し出し……これを、ジュリアナへ渡して欲ほしいとのことでした。

リディル：これは……確たしかに殿下の手によるもの……。

ＧＭ：編み方の癖くせでわかるんですね（笑）。
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カルロス：それはそれとして……バルムンクの横やりについてはどうしよう？　言うべきか言わざるべきか……。

グレイ：ならば、そこでワシが口を挟はさもう。……ベルフトとリシャールの戦いのさなか、横やりが入ったのであろう？　さもなくば、あのふたりが死ぬことなどないはず。

カルロス：驚きよう愕がくで目を見開きます。……貴様！　なぜそこまで知っている!?

グレイ：それは、その場面の描写を横で聞いていたからだが……。

バヤン：またメタ発言が！（笑）

グレイ：まずは名を名乗ろう。ワシの名はグレイだ。お前のような小こ僧ぞうが軍に入るより以前から、レイウォールの軍師をしておる。……少しばかり、ブランクがあったがな。

カルロス：では、その名を聞いた自分はさらに驚愕します。あなたが、あのグレイか！　さすがのご慧けい眼がんです。

グレイ：ふむ。……もっと持ち上げてもいいんだぞ（笑）。

カルロス：（無む視しして）でまあ、あらためてリディル将軍の方を見るわけですが……。

リディル：な、なにか？

カルロス：何とも言えない表ひよう情じようになり、黙だまり込こんでしまいます（笑）。

リディル：な、舐なめられた！（笑）　……まあ、無理もないけど。

グレイ：そういう態たい度どを取るならば、これを言おう。お前の前にいる小こ娘むすめが、今や竜炎騎士団の団長だ。このワシが指し揮き下かに入ることを決めた、な。

カルロス：ではそれを聞いて、考えをあらためよう。……失礼しました、将軍閣下！

リディル：そこまでかしこまらなくても……。とりあえず握あく手しゆをしましょう。

カルロス：はっ！

リディル：そこで、思いっきり手を握にぎります。【筋きん力りよく】はわたしが勝ってるし！（一同爆笑）

カルロス：えーっ!?　そういう勝負なんですか!?

バヤン：まさか、力でねじ伏ふせるとは。

グレイ：うむ。力で実力を示しめすのはよいことだぞ。




　力の意味が違ちがうんでは？




リディル：よ・ろ・し・く・お願いしますねっ!!　ぎゅーっ！

カルロス：ぐおああっ！　な、なんという握力っ！　さすがはベルフト殿下の血けつ縁えん！（笑）

グレイ：はははっ（笑）。

バヤン：力の差を身にしみて感じたようで（笑）。

カルロス：それではあらためまして……これよりカルロス・ウィンチェスター以下、生せい還かんした兵士は、閣下の指揮下に入ります。

リディル：よろしくお願いします。頼たよりにしていますよ。

ＧＭ：それでは、このあたりで、カルロスのオープニングを終了します。

その戦法　ベルフトには、大規模戦闘の際、同じフィールドにいるキャラクターが死んでしまうという能力がある。そのため味方も死んでしまうので、最前線にひとりで立ち続けることになるのだ。







◆Opening 05◆立ちはだかる敵てき




　レイウォールで混こん乱らんしつつも国こく防ぼう体たい制せいが再さい編へんされていくそのとき。

　もう一方の大国グラスウェルズでも、新たな事じ態たいが進行しようとしていた。




ＧＭ：では、オープニングの最後はマスターシーンです。場所はグラスウェルズ王都ベルクシーレの王城。

リディル：なるほど。今度はグラスウェルズ陣じん営えいを描写するんですね。

ＧＭ：そのとおりです。ベルクシーレの王城にある、国王謁えつ見けんの間。そこではひとりの男が、愕がく然ぜんとしています。

グレイ：ほう。

ＧＭ：グラスウェルズ王フィリップの前に呼よび出だされた王国軍師オスウィン・ゴーダが、国王より事実上の更こう迭てつを申もうし渡わたされたのです。
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カルロス：ゴーダ伯が!?

リディル：えっ!?　でもゴーダ伯って、メルトランド戦せん役えきの勝者ですよね？

ＧＭ：はい。形式はメルトランド戦役勝利の功こう績せきをもって、領りよう地ちを増ふやすということなのですが……栄転に見せかけた、事実上の左さ遷せんですね。

バヤン：なるほど、地位が上がる代わりに、権けん限げんを剥はく奪だつされるってわけか。

カルロス：ゴーダ伯が「ば、ばかな……」とか言っていそう。

ＧＭ：その辺は口に出したりはしないのですが、「嵌はめられた！」と思ったゴーダ伯が後ろを振ふり向むくと……。

バヤン：振り向くと？

ＧＭ：そこには、「ニヤリ」と笑う、エダム公アンリの姿が。

一同：キター！

グレイ：ここでエダム公アンリか!!
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「次の王国軍師兼けんグラスウェルズ幻竜騎士団の総そう指し揮き官かんに、我が叔父おじ、エダム公アンリが就しゆう任にんすることとなった」

　グラスウェルズ国王フィリップは、重臣たちの前でそう宣せん言げんした。こと、ここに及およんで決定は覆くつがえせない。

　この裁さい定ていは、誰だれかが──おそらく、エダム公アンリの息の掛かかった者が、吹ふき込こんだのだろう。フィリップ自身は、これをゴーダ伯を陥おとしいれる策謀であるとは、気づいていまい。

「このオスウィン・ゴーダがたばかられるとはな……」と、ゴーダ伯はひとり自じ嘲ちようした。

　今さら異いを唱えたところで根回しはすんでいるだろう。謹つつしんで拝はい命めいするより他はない。

　すでにゴーダ伯の脳のう裏りでは次に打つべき一手へと思考が進んでいた……。




ＧＭ：……と、まあそんな感じです。

リディル：はにゃあ～。ゴーダ伯がぁ……。

バヤン：ゴーダ伯萌もえの藤井さんがへこんでいる（笑）。

ＧＭ：一方、さらにその後ろに控ひかえているブランドル女伯もアンリと同様な笑えみを浮うかべているのですが……。

グレイ：なるほど、この絵図を描かいたのはアザゼルか。




　ブランドル女伯。グラスウェルズ宮きゆう廷ていに勤つとめる有能な地方貴き族ぞく。だがその正体は、〝報復者フラガラツハ〟のアザゼルというバルムンクの幹かん部ぶである。
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グレイ：兵士がダダッとゴーダ伯の周りにやってきて、アンリが「お連れしろ、軍師はお疲つかれのようだ」とか言って部屋から連れ出すんだな？（爆笑）

ＧＭ：そうすると、ゴーダ伯は「ひとりで歩ける。私に手を触ふれるな！」と言ってひとりで退たい場じようします。

カルロス：なるほど、そっちの方が、ゴーダ伯っぽい。

リディル：ああ……格かつ好こいいなあ。

バヤン：萌えてますね、藤井さん（笑）。

ＧＭ：ゴーダ伯が退たい室しつしたあとアンリが、「このエダム公アンリ、国王陛へい下かから命を受け、大陸制せい覇は軍ぐん総そう司し令れい官かんとして尽じん力りよくいたします」と宣せん誓せいします。

一同：大陸制覇軍!?（爆笑）

バヤン：なんという仰ぎよう々ぎようしい役やく職しよく！

リディル：で、でもなんだかアンリらしい（笑）。

ＧＭ：アンリは「では、さっそくメルトランドに向かいます」と、謁見の間から去ります。きっと、転送石を使ってあっという間にメルトランドへと移動するのでしょう。

カルロス：なるほど。

ＧＭ：というわけで、これで当面のみなさんの敵はゴーダ伯からアンリになりました。

バヤン：やったぜ！（笑）

リディル：なんだか勝てそうな気がしてきました！（笑）　ゴーダ伯だったら、勝てそうになかったけど。

ＧＭ：で、翌よく日じつのノルドグラムタイムズとかレイウォール日につ報ぽうとか、そういう新聞に「ゴーダ伯更迭！　後こう任にんはエダム公アンリ　か!?」などというニュースが掲けい載さいされると（一同笑）。

リディル：あるんだ、新聞（笑）。

グレイ：まー、『無印』三巻かんでもやっていたネタだからなあ（笑）。

ＧＭ：軍事評ひよう論ろん家かは、今まで無名だった王族をここに配置したということで、グラスウェルズの本気が見て取れると、そういう論ろん調ちようで煽あおりまくるわけです。

一同：ああー。

グレイ：そのころワシはスポーツレイウォールとかいう感じのスポーツ新聞を畳たたみ（笑）。

一同：スポーツ新聞！（笑）

カルロス：一面の写真が、アンリとフィリップが両手でがっしりと握手しながら笑ってる「契けい約やく成立！」風のイメージが浮うかんでしまう（笑）。

グレイ：まあ、それはともかく、リディルに向かって、「これはチャンスかもしれませんな」と、ニヤリと笑ってみせる（笑）。

リディル：でもアンリって、軍事的にダメダメな人ですよね？　なんでここでアンリが司令官になったんですか？

ＧＭ：グラスウェルズの貴族の中には、ゴーダ伯が勝ちすぎることで、権けん勢せいが増ますことを嫌きらう人たちがいるのです。

グレイ：……という理由をつけて、アザゼルあたりが煽っていそうだな。

ＧＭ：もちろん、それもあります。一方アンリには、ここまで戦局が有利なら自分が司令官になっても負けることはない、という読みもあるわけです。

リディル：な、なんと情なさけない（笑）。

バヤン：ある意味自分がわかっていると言えるのかも（笑）。

ＧＭ：メタ的な理由としては……このままゴーダ伯が司令官だと、隙がなさ過すぎると。

一同：ぶっちゃけた！（笑）

ＧＭ：今回は不利な状況をＰＣたちが頑がん張ばってひっくり返す、〝大だい逆ぎやく転てんもの〟を想定しているので、敵を適てき度どに有能で、適度に勝ち目がありそうに見える人物にしました。

リディル：なるほど。確かに勝てそうな気はしてきました（笑）。

ＧＭ：ただ、これで勝ちが決まったわけではないので、油ゆ断だんしないでください。アンリは『ブレイク』で描写されたように、頭が良く狡こう猾かつで、本来は自分のできることとできないことをわきまえている人物です。

リディル：あーそっか。ちょっと舐なめてました（笑）。油ゆ断だん大たい敵てき。

グレイ：ゴーダ伯と比くらべると勝ち目はあるが、それでも十分強きよう敵てきだ。

ＧＭ：そういうわけで、みなさんが与あずかり知しらぬところで、大陸を巡めぐる趨すう勢せいは動き、これから二大国、グラスウェルズ対レイウォールの戦せん端たんが開かれるでしょう、……というところで、オープニングフェイズを終了します。







ＭＩＤＤＬＥ　ＰＨＡＳＥ







◆Middle 01◆エストネルからの使者




　リディルの許もとにまずは三名の仲間が集まった。彼かれらとともに、早急にレイウォール軍を立て直さねばならない。

　さもなくばアルディオン大陸は、秘ひ密みつ結社バルムンクに操あやつられたグラスウェルズ王国に支し配はいされてしまうのだ。




ＧＭ：では、ミドルフェイズ開始です。

リディル：ああ、なんかどきどきします。

バヤン：リディルは騎き士し団だん長ちようで、母国の運命が双そう肩けんにかかっているからな。そりゃプレッシャーもかかるよなあ。

カルロス：その発言はより強くプレッシャー与あたえると思うが（笑）。

リディル：はうぅ。ま、負けませんよ！

ＧＭ：頑がん張ばってください。……では全員が集まって顔合わせをするシーンを始めます。

一同：はーい。

ＧＭ：場所はレイウォール王国王都ノルドグラム。王おう城じようにある竜りゆう炎えん騎士団団長の執しつ務む室しつに、ＰＣたちが集まって顔を合わせていると思ってください。

グレイ：リディルの前に、ワシらが並ならんでおるところじゃな。




　リディルの許に集まったのは、三名。

　かつてレイウォール三二将しように数えられるも、投とう獄ごくされていた老ろう軍ぐん師しグレイ。

　エリンディル大陸東方のタルタル・ハン国からやってきた勇者バヤン。

　ベルフト王子の最さい期ごを看み取とり、生せい還かんを果たした狙そ撃げき手しゆカルロス。

　危き急きゆう存そん亡ぼうの時に心こころ許もとない人数ではあるが、まずはこの四人から始めなければならないのだ。




ＧＭ：とりあえず、信しん頼らいできそうな仲間がそろい、さらなる戦力増ぞう強きようや今後の戦局について考えている、そんな夜のシーンだと思ってください。

カルロス：信頼できる？　初うい陣じんもまだの司令官、投獄されていた軍師、得体の知れない漂ひよう流りゆう者しやの野の良ら犬いぬ。……状じよう況きようは絶ぜつ望ぼう的てきじゃないだろうか（笑）。

バヤン：まあ、そんなにツンツンするなよ兵隊クン（笑）。

カルロス：誰だれが兵隊クンだ、この野良犬が!!（笑）

リディル：もう！　ケンカは止やめてくださいよ!!

グレイ：ほう、ふたりはすっかり仲良しだのう。

リディル：……仲良し？（笑）

グレイ：……そうかも知れぬ、じゃないかも知れぬ（笑）。

リディル：はにゃー！　そのセリフが言いたかっただけですね（笑）。ところで……念のためにここで訊きいておきますけど。話し合いで戦争を終わらせる余よ地ちはないんでしょうか？

ＧＭ：よくぞ訊いてくれました。

リディル：えっ？

ＧＭ：ゴーダ伯はく失しつ脚きやくとアンリ登用。この結果起きた重要な変化が、敵てき側がわに「こいつと交こう渉しようすると戦争が終えられる」相手がいなくなったことなんです。

グレイ：ふむ。なるほどな。

ＧＭ：ゴーダ伯もいないし、リシャールは死し亡ぼう。それどころか、アンリが交渉相手ですから……。

カルロス：「適てき当とうなところで手打ち」という選せん択たく取れないのか。

ＧＭ：なお現げん時じ点てんで降こう伏ふくするという選せん択たく肢しもあります。ただし、アンリには戦場で実じつ績せきを作り、自分の発言力を増ますという目的があるので、簡かん単たんには降伏を認みとめてくれないでしょう。

カルロス：「負けました、統とう一いつ帝ていの座ざはグラスウェルズに渡わたします」では済すまないという話ですね。

リディル：そんな事じ情じようをわたしたちが知っていていいんですか？

ＧＭ：ＰＣがこれまでに入手した情じよう報ほうで分ぶん析せきできる範はん囲いだと考えてください。

グレイ：グラスウェルズはバルムンクの影えい響きよう下かにあるしな。それを考えると、降伏したあとにレイウォールがどのように扱あつかわれるか見当もつかん。




　バルムンク──。

　アルディオン大陸で戦せん乱らんを起こそうと画かく策さくする、秘密結社。レイウォール王国のピアニィ王女出しゆつ奔ぽん、グラスウェルズ王国のフィリップ国王暗殺未み遂すい事じ件けんといった、大事件にも関かん与よしている。




ＧＭ：なお、レイウォール国内には、「ステラを差し出して、それをもって交渉すべし」という声もあります。

リディル：それって……ステラ様を人ひと質じちに出すってことですか？

ＧＭ：むしろ生いけ贄にえですかね。

グレイ：この状況下だと、いかにもありそうな話じゃな。

バヤン：しかし、その方法なら一番確かく実じつに被ひ害がいを減へらせるのか……。

グレイ：それは、相手がバルムンクでなければの話だな。連中に膝ひざを屈くつした場合、民たみがどのような目に遭あわされるか想そう像ぞうもつかん。

リディル：そうですよ！　戦争の被害は減らさなくちゃいけませんが、だからといって被害を恐おそれて相手の言いなりになるのは別の話ですよ！

バヤン：その理り屈くつはわかるけどさー。実じつ際さい勝ち目が見えないと、手しゆ段だんを選んではいられないんじゃない？

リディル：それは……。

ＧＭ：──というように皆みなさんが真しん剣けんに議ぎ論ろんをしているそのとき……。

リディル：そのとき？

ＧＭ：リディルがふと気がつくと、いつの間にか執務室の窓まどが開いていて、カーテンが揺ゆれています。

リディル：え、それってどういう……。

バヤン：はぁん？　誰だよ窓を開けっ放しにしたの。寒いじゃないか（笑）。

カルロス：待てっ！　野良犬──！

バヤン：おっ、どうした兵隊クン？

カルロス：自分は窓に接せつ近きんし、手鏡を取り出してそれを窓の外に出し、室外を確かく認にんします。

一同：おおっ！

リディル：すごい！　まるでプロのスナイパーみたい！

カルロス：自分、プロのスナイパーですから（笑）。

ＧＭ：ところがそんなカルロスの背はい後ごにひとりの男が立ち、「まだまだ若わかいな」と声をかけます。

バヤン：だだだ誰だっ……!?

カルロス：無言で懐ふところからグラビティライフルを取り出し……。

バヤン：懐からライフルを!?

カルロス：背後の人物に「誰だ！」と言いつつライフルを向けます。

ＧＭ：ところがカルロスの背後にいた人物は、グラビティライフルを向けようとするカルロスの動きの起こりを押おさえ銃じゆうを抜ぬかせません。

グレイ：ほう。なかなかやるな。

カルロス：……やむをえない。両手を挙げ、降伏する。

バヤン：す、すごい。兵隊クンが何をされたか見えなかったぞ!?（笑）

ＧＭ：カルロスが抵てい抗こうをあきらめると、侵しん入にゆう者しやは言います。「落ち着け。お前たちに危き害がいを加えるつもりはない」

バヤン：そういうお前は誰なんだ？

ＧＭ：「俺おれの名は、ユンガー」

一同：ユンガー!!

リディル：ユンガーって、あの？




ユンガー

『アリアンロッド・サガ・リプレイ・アクロス』シリーズのＰＣのひとり。かつては傭よう兵へいだったが、現げん在ざいはエストネル王国の密みつ偵てい〝ノーデンス〟となり、エル・ウォーデン王の命に従したがい、世界の裏うらで活動している。
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ＧＭ：プレイヤーのみなさんはユンガーを知っていますが、キャラクターで知っているのは、グレイだけですね。

グレイ：おや、ワシは知っているのか？

ＧＭ：その方が話が早いので。

グレイ：では、ここはいい気になって軍師ロールをしよう（笑）。「ほほう。エストネルの密みつ使し、ノーデンスが我われ々われになにかご用かな？」

カルロス：「なに！　ノーデンスだと!!」と驚おどろこう。

バヤン：「ノーデンスだと!!」と驚いたあと、「……で、ノーデンスって何だ？」ってグレイに聞こう。

一同：おいおい（笑）。

ＧＭ：……ユンガーが何となくがっかりした表ひよう情じようをしています（笑）。

バヤン：しかたないよー、俺外国人だし（笑）。

グレイ：ちなみに、彼がノーデンスであることは絶ぜつ対たいに秘密なのだ。他人に言うと殺されるからな（笑）。

バヤン：ああっ！　命ばかりはお助けを！（一同爆ばく笑しよう）

リディル：さっそく命いのち乞ごい!?

バヤン：俺は知らなかった！　知るつもりはなかったんだあああ！

ＧＭ：ユンガーはそんなバヤンを放置しつつ……。

バヤン：ちっ！　ノリの悪いやつ。

ＧＭ：「この国は、狙ねらわれている……」とユンガーは言い放ちます。

バヤン：な、何だってー!?

カルロス：いったい誰がこの国を狙っているというんだ!?

ＧＭ：「……この戦争の裏で、糸を引いている組そ織しきがあることは知っているだろう？」

カルロス：自分は心当たりがあるので、ここで口を挟はさみます。……それは、ベルフト殿でん下かとリシャール殿どのの戦いに割わって入った者のことか？

ＧＭ：「その通りだ……その組織の名は、バルムンク──」

リディル：グレイさんに無実の罪つみをきせた組織ですね？

グレイ：そのとおりだ。

ＧＭ：で、メタな話でもありますが、今回のシナリオの勝利条じよう件けんは「グラスウェルズ軍をレイウォール軍が明めい確かくに破やぶってみせること」だとユンガーは言います。

一同：おお！

グレイ：つまりこういうことじゃな？　エストネル王国は、レイウォール王国が優ゆう位いに立てば、その時点で勝ちと判はん定ていしてくれる、と。

ＧＭ：「ああ、エストネルにできるのはそこまでだ。あくまで審しん判ぱんであるという立場を崩くずすことはできない……」

リディル：なるほど……。




　エストネル王国は、アルディオン大陸の宗そう主しゆ権けんを持つ〝統一帝アルドワルダ〟を決定する、いわば審しん判ぱん役やくの国だ。

　過か去こ、グラスウェルズ王国は幾いく度どか大きな勝利を手にしたが、統一帝の座にはつけなかった。それは、勝利の陰かげにバルムンクの関与があり、それをエストネルが嫌きらったからだ。




カルロス：なんたるインチキ！

バヤン：審判が一方的に肩かた入いれするんだから……なあ。

グレイ：やれやれ、とんだ茶番じゃな。ワシがグラスウェルズ軍の人間なら激げき怒どしているところだ。

リディル：……じゃないですか。

グレイ：ん？

リディル：茶番だっていいじゃないですか！

バヤン：ど、どうしたお嬢じよう？

リディル：どうしたもこうしたもありませんよ!!　そもそもグラスウェルズには、秘密の組織がついていて、裏でいろいろやっていたんでしょう？

ＧＭ：その通りですね。

リディル：なら、審判がこっちの味方なくらいでちょうどいいですよ！　何度でも言いますけど相手にだけ好き勝手やらせるなんて、そんなバカな話はありません！

カルロス：……それは確たしかに。

バヤン：お嬢が覚かく醒せいした!?

リディル：……と思います。うーっ。勢いきおいでなんかとんでもないことを言ったような気がする（赤面）。

ＧＭ：するとリディルの発言を聴きいたユンガーは、「ほう」と感心したような表情をします。

リディル：え……っと？

ＧＭ：「どうやら、単なる御み輿こしというわけでもなさそうだな」とリディルを評ひようします。

バヤン：ユンガーしぶーい!!

グレイ：さすがはただの傭兵からノーデンスになっただけのことはある。

カルロス：……待てよ？　今気がついたんだけど、この時期のユンガーって確かレベル12くらいだったはず。

グレイ：うん。ワシたちより低いよ。

カルロス：負けた！　16レベルなのに、12レベルに負けた!!（一同笑）

ＧＭ：泣く子とエキストラには勝てないということで（笑）。

カルロス：ちくしょう……ちくしょうちくしょう！（笑）

ＧＭ：ユンガーは「心配するな。君もＮＰＣとして他のシリーズに登場すれば、挽ばん回かいの機会もあるだろう」とカルロスを慰なぐさめます（笑）。

カルロス：そんなメタな慰められ方をされてもうれしくなぁーい!!（一同笑）

リディル：あははは（笑）。カルロスがかわいくなってきましたよ。

ＧＭ：ちなみに、『アクロス』パーティが〝始祖の四人Four Deadly Swords〟の復ふつ活かつを阻そ止しするのはもう少し後の時期です。

バヤン：なるほど。

グレイ：そういえば、この時期だとバルムンク一二人衆はほぼ健けん在ざいなのか。




・バルムンク一二人衆

　バルムンクの中でも優秀な一二人のメンバーのこと。それぞれが恐るべき特殊能力を持つ。




ＧＭ：バルムンク一二人衆は総そう出でで、逃とう亡ぼうしたピアニィたちを追つい跡せき中です。

リディル：あ、ピアニィ生きてるんだ。

ＧＭ：皆さんは知り得ませんし、彼らがＮＰＣとして登場することはありません。ただ、バルムンクがピアニィ追跡を優ゆう先せんしており、戦争への干かん渉しようが弱くなっているという設せつ定ていです。

グレイ：バルムンクに追われているピアニィが「お母様のダンジョンに誘さそい込こむのよ！」と言っている声が聞こえるようだ（一同爆笑）。

リディル：ティナ様のダンジョンは兵器扱あつかいですか！（笑）
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ＧＭ：この辺りで、「伝えるべきことは伝えた。健けん闘とうを祈いのる」と言って、ユンガーは去って行きます。

カルロス：次に貴き様さまと会ったときは不覚をとらんからな。

バヤン：そのときのカルロスはＮＰＣだったりして（笑）。

カルロス：う、うるさいやい！（笑）

リディル：よーし、それじゃあ勝利目指してがんばりますよ！




＊　＊　＊




ＧＭ：……さて、みなさんがどうやって勝利を目指すのかその仕し掛かけを説明しましょう。

グレイ：その仕掛けというのは、もしかして戦せん略りやく級きゆう イフ戦記シナリオの〝戦略級〟に関係したりするのか？

ＧＭ：さすがですね、そのとおりです。




　と言いつつＧＭはテーブルの下からカードの束を取り出した。




リディル：そのカードは？

カルロス：……プリンターで出力する名めい刺しカードですね。

ＧＭ：これは、名付けて〝戦略カード〟！

一同：戦略カード!!

カルロス：いったいそのカードのどの辺が戦略なんだろう？（笑）

ＧＭ：今回私わたしは、イフ戦記をテーマにシナリオを作るに当たり、どうすればプレイヤーの皆さんに「なるほど、これはイフ戦記シナリオだ」と感じてもらえるかを考えました。

リディル：なるほど。

ＧＭ：結けつ論ろんは、「ＰＣが大だい規き模ぼ戦せん闘とうを指し揮きしてその結果が戦局を決する展てん開かい」にすること、でした。

バヤン：確かにイフ戦記と言われて真っ先に思おもい浮うかぶ展開だ（笑）。

ＧＭ：で、そのためにプレイヤーに「難むずかしいこと」を要求することになると気付きました。

リディル：難しいこと？

バヤン：もったいぶるなあ（笑）。

ＧＭ：ひと言で言うと……。

カルロス：言うと？

ＧＭ：戦争指し導どう。

リディル：せんそうしどう？　戦争を指導する……ってことですか？

カルロス：一いつ般ぱん的てきではない用語ですね。戦争を遂すい行こうのために国家の方ほう針しんを主しゆ導どうするというような意味なんですが……。

ＧＭ：誰もが齋さい藤とう君のように戦争に詳くわしければ楽なんだがねえ。

バヤン：俺も「りろんはしってる」って程てい度どにしかわからないや（笑）。




　まあ、そういうものですよね。




グレイ：普ふ通つうのプレイヤーがＧＭに「戦争指導をしてください」と言われたら、ぽかーんとするか、ＧＭを質しつ問もん攻ぜめにするか、どちらかだろうな。

ＧＭ：でまあ、思いついた解かい決けつ策さくがこの戦略カード、というわけです。

カルロス：そのカードでどうやって問題を解決するんですか？

ＧＭ：詳しよう細さいは必要に応おうじてプレイ中に説明しますが、まずは概がい略りやくを解かい説せつしましょう。




　そう言いながら、テーブルの上にカードを置いていくＧＭ。

　配置されたカードの表には、カードの名前の他に、分類、能のう力りよく値ち、難なん易い度ど、そして簡かん単たんな解説が書いてある。
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ＧＭ：そろそろお分かりだと思いますが……このカードが戦争指導者である、みなさんの選択肢になっています。

リディル：なるほど。例えば（カードの一いち枚まいを差し）「神しん殿でん騎士団への協力要よう請せい」というカードを選ぶと、戦力増強イベントが起きる、ということですね？

ＧＭ：そういうことです。判定に成功すると、カードの裏うら面めんに書いてあるイベントが発生して、戦争遂行上良いことがあります。

バヤン：判定に成功したなら良いことが起きてくれないと困こまる（笑）。

ＧＭ：みなさんには、各一枚ずつカードを選んでもらいます。それで起こる四つのシーンの一いち巡じゆんを、ここではターンと呼よぶことにします。１ターン終しゆう了りようごとに、ゲーム内では約一週間の時間が経けい過かすると考えてください。

リディル：ずいぶん進むんですね。

グレイ：戦略級のスケールだと考えると「そんなものか」という感じだがな。

リディル：ＧＭに質問です。……（一枚のカードを指差しながら）この「カード名：その他、難易度：応おう相そう談だん」ってカードは何ですか？

ＧＭ：これは、「ＧＭが想定していない行動を取りたいとき」に使うカードです。

グレイ：なるほど。プレイヤーが既き存そんのカードでは起こらないであろうイベントを起こしたいときに選ぶのか。

ＧＭ：なおこのカードは他のカードと違ちがって、選択してもこの場からなくなりません。例えば全員で「その他」を選ぶことも可か能のうです。

バヤン：すると……このカードを選び続けていると、戦争は起きない？（笑）

ＧＭ：残念ながら、４ターン目終了後、グラスウェルズ軍は満を持してレイウォールに攻せめ込こんできます。

一同：げげーっ!!

ＧＭ：ちなみに、このあと何の準じゆん備びもなく直ちよく接せつ対決をする場合、動員できる兵力は、グラスウェルズ軍六万に対してレイウォール軍が六〇〇〇です。

カルロス：一〇対一!!

ＧＭ：兵員の質は互ご角かくか、生き残りの多いグラスウェルズの方が有利です。

バヤン：それじゃ勝ち目がない（笑）。

グレイ：だから、ワシらは攻め込まれる前にイベントをこなし、戦局を有利にしなければならんわけだな。

ＧＭ：その通りです。……それから、カードの中には、そこに書かれたイベントが発生することで、新たなカードを出しゆつ現げんさせるものもあります。名付けて〝フラグカード〟。

バヤン：フラグカード！

ＧＭ：このフラグを上手うまく利用すれば戦せん況きようをより有利に進めることができるようにシナリオを作りました。

リディル：なるほど。

バヤン：……ところでＧＭ。

ＧＭ：はい。

バヤン：（一枚の場札を指差しながら）この「落ち着いてお茶を飲む」というカードはいったいなんですか？

ＧＭ：イベントの内ない容ようが知りたい場合は、それを選んでください。

バヤン：うぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉ！　気・に・な・る・ぞーっ!!（笑）

グレイ：確かにこれは気になる（笑）。

バヤン：落ち着いてお茶を飲んだらいったいなにが起きるんじゃぁぁぁっ！　知りたい。これはぜひ知りたい。

カルロス：待て！　外れのイベントかもしれん。ここは確実に有利になるイベントから選ぶべきだ。

バヤン：でもさー、やっぱり気になるよなあ。

ＧＭ：では、ひととおり状況は説明しましたし、この辺でシーンを終わらせたいと思います。







◆◇◆Turn 01◆◇◆それぞれのやるべきことを




　プレイヤーたちは相談してそれぞれが担たん当とうするカードを選せん択たくしていった。

　その結果は──。




ＧＭ：では、それぞれが選んだカードを教えてください。

リディル：わたしは「神殿騎士団への協力要請」を選択します。

グレイ：ワシは「メルトランドの内ない情じよう調ちよう査さ」。外交だな。

バヤン：俺は「敵てき中ちゆう突とつ破ぱ」だ。

グレイ：バヤンはいきなり戦せん闘とうか（笑）。

カルロス：自分はバヤンの脇わきをすり抜ぬけ「グラスウェルズ軍偵てい察さつ」をします。

ＧＭ：じゃあ、リディルのシーンから順番にやっていきましょう。

グレイ：ところでＧＭ。ターン内でのシーンの順番はどう決めるのだ？

ＧＭ：全体を見ながら私が進行を組み立てやすい順番で決めていきます。

グレイ：ふむ。了りよう解かいした。

ＧＭ：それでは第１ターン最初のシーンをはじめます。

一同：は～い。







◆Middle 02◆「神殿騎士団への助力要請」




ＧＭ：このイベントはレイウォール神殿に向かったリディルが、神殿騎士団に助力を要請するというものです。

リディル：は、はい！

ＧＭ：リディルが王都内にあるレイウォール神殿に到とう着ちやくすると、聖せい女じよユーフェミアが出で迎むかえてくれます。
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リディル：このたび竜炎騎士団団だん長ちように就しゆう任にんしたリディル・バウエスです。どうか、国こく難なんを救うために神殿騎士団の力をお貸かしください（ぺこり）。

ＧＭ：では、判定をどうぞ。「神殿騎士団への協力要請」は、難易度15で能力値は【精せい神しん】か【幸運】です。

リディル：わたしは【精神】が15なので、【精神】で判定。（ダイスを振ふる）達たつ成せい値ちは20。成功です！

ＧＭ：ではユーフェミアはリディルに向かって「この苦く難なんを乗のり越こえるために、一いつ致ち団だん結けつして行動するのが、神の意い志しです」と、参戦を表明します。兵力＋一〇〇〇とともに、ユーフェミアとイェルクがリディルの麾き下かに入ります。

一同：おおっ！

カルロス：イェルクはユーフェミアの護ご衛えい騎士ですね。
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グレイ：兵力プラス一〇〇〇。これで、六〇〇〇人が七〇〇〇人になった。

カルロス：ちょっと増ふえましたね。

リディル：ご協力を感かん謝しやします。




　リディルの要請に応こたえ、神殿騎士団は協力を約束した。

　現げんレイウォール側兵力：七〇〇〇







◆Middle 03◆「メルトランドの内情調査」




ＧＭ：では、次はグレイ。メルトランドの内情調査となります。

グレイ：うむ、メルトランド王国に潜入し、情報を得るとしよう。

ＧＭ：現在、メルトランドはグラスウェルズ軍に占せん領りようされています。

グレイ：では、目立たぬように行動し……【知力】か【幸運】判定とあるので、【知力】で判定しよう。（ダイスを振る）……クリティカル！

一同：おお！

ＧＭ：では、メルトランド国内で、グラスウェルズの占領政せい策さくに不満が溜たまっていることが判はん明めいします。

グレイ：ほほう、どのような不満が？

ＧＭ：ゴーダ伯はメルトランド戦せん役えき前に根回しをして、メルトランド各地の領りよう主しゆたちを内ない応おうさせていました。「我が方に味方すれば地位の保ほ全ぜんと税ぜいの優ゆう遇ぐうを約束する」という具合に。

カルロス：大おお盤ばん振ぶる舞まいだ。

グレイ：ゴーダ伯の目的はフィリップを統一帝にすることだからな。それもありだろう。

ＧＭ：懐かい柔じゆうに加えて聖せい樹じゆヒースが枯かれたショックも加わり、さほどの抵抗もなくメルトランドは占領されてしまったのですが……。

グレイ：懐なつかしい。『ブレイク』一巻かんのエピソードだな。

ＧＭ：しかし、ゴーダ伯の後あと釜がまのアンリは当然のごとく税を取り立てたり、土地を奪うばったりするわけです。メルトランドの地主たちからすれば「話が違ちがう！」となりました。

バヤン：ちゃんと引ひき継つぎがされていないんだな。

カルロス：（オープニングフェイズの）マスターシーンの雰ふん囲い気きだと就任は唐とう突とつだったみたいだからなあ。

ＧＭ：加えて、メルトランドの女王スリスと、スリスが持っていると思われる王おう威いの竜りゆう輝き石せきの確かく保ほができていないという情報がもたらされます。

グレイ：ほう。

ＧＭ：そして、このイベントの結果、フラグカードが出現します。（と言いつつ新たなカードを配置する）

グレイ：（新たなカードを見て）なになに？「ブルックス商会との交渉」

バヤン：ブルックス商会と？




　ブルックス商会は、メルトランド最大の交こう易えき商会だ。商会を経けい営えいするエルゼリエ・ブルックスは、多くの子女を養子として引き取っている。

『無印』シリーズのアル、『アクロス』のエルザ、『デスマーチ』のアキナといったＰＣたちの母でもある。
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グレイ：なるほど。まあ、ワシはこんなところだな。




　グレイの情報収しゆう集しゆうにより、「ブルックス商会との交渉」カードが出現した。







◆Middle 04◆「敵てき中ちゆう突とつ破ぱ」




ＧＭ：次はバヤンの「敵中突破」。

バヤン：よし！　じゃあ、ちょっくら突とつ撃げきしてくらあ（笑）。

ＧＭ：国こつ境きようを挟はさんで、グラスウェルズ軍とレイウォール軍が対たい峙じしています。今は大だい規き模ぼな戦せん闘とうはありませんが、お互たがい偵てい察さつやその妨ぼう害がいなど小こ競ぜり合いはしょっちゅう起きています。今日も、レイウォール軍の一部隊がグラスウェルズ軍の数倍の規き模ぼの部隊に囲まれ、脱だつ出しゆつを試みています。

バヤン：その部隊を救出しろってか？

ＧＭ：バヤンがグラスウェルズ軍を警けい戒かいさせれば、その間にレイウォール軍が脱出できるかもしれません。難なん易い度ど15の、【筋きん力りよく】か【敏びん捷しよう】の判はん定ていです。

バヤン：じゃあ、騎き竜りゆうに乗って突撃！（ダイスを振ふる）……うわばぁっ!?（二個このダイスが１を上にして止まる）

カルロス：ファンブル～♪（一同笑）

リディル：はにゃ[image: ][image: ][image: ][image: ]ぁ!!

ＧＭ：そうすると「もうだめだ～」（笑）とレイウォール軍が全ぜん滅めつ……。

バヤン：……フェ、フェイトを使います!!　（ダイスを振りなおす）……15。ピッタリ成功。危ねえ。危ねえ！

ＧＭ：ぎりぎり成功ですね。

バヤン：では、改めて突撃！（一同笑）

ＧＭ：すると、グラスウェルズ軍は「あれはなんだ～！」と。

バヤン：やあやあ。遠からん者は音に聞け！　近からん者は目にも見よ！　……逆ぎやくだっけ？

一同：……おいっ!!（笑）

グレイ：正しくは「近くば寄って目にも見よ」じゃな（笑）。

バヤン：細けえことは言いっこなし！　我われこそは竜炎騎士団リディル閣かつ下かが配下、バヤン！　腕うでに覚えがある者はかかってきやがれ！

ＧＭ：判定には成功しているから、好き勝手に演えん出しゆつしていいですよ。

グレイ：（身を乗り出して）そういうことなら、ここでグラスウェルズ軍からはロッソ、ビアンコが出てくる！

カルロス：ああ、『ブレイク』四巻かんでアンリと一いつ緒しよに出てきたふたりか。

バヤン：うっそ!?　お前ら結けつ構こう強いんだけど！（一同笑）

グレイ：安心せいバヤン。こんなこともあろうかと、ワシは策さくを封ふう書しよに入れて、お主に事前に渡わたしておいたのだ。

バヤン：そ、そうだったのか！　知らなかったぜ！（笑）　……で、どのような策が？

グレイ：封書を開けるとだな……。

バヤン：ふむふむ。

グレイ：「お主は判定に成功ずみだ。敵はエキストラだから好きにせい」

バヤン：（ぱあっと明るい笑え顔がおで）そっかーっ!!

一同：「そっかーっ!!」じゃねえ～よ!!（大だい爆ばく笑しよう）

リディル：あはっ、あはははは……！（笑いが止まらない）

カルロス：も、もう、策でもなんでもない……（笑）。




　メタメタ軍ぐん師しの面めん目もく躍やく如じよである。




バヤン：さすがグレイの策。エキストラと分かれば、怖こわくない！　ふたりまとめてかかってきな！（一同爆笑）

カルロス：調子に乗った！（笑）

バヤン：ロッソとビアンコと二合打ち合い、まとめて倒たおして突とつ破ぱする！

ＧＭ：では、ふたりの血しぶきが戦場に飛び散り、どうっと馬上から落ちます。グラスウェルズ軍は動どう揺ようし、撤てつ退たいを開始します。味方の砦とりでからそれを見ていたレイウォール軍の士気が上昇し「うぉーっ！」歓かん声せいが上がります。

バヤン：やあやあ、どうもどうも!!（と言いつつ手を振る）　名前も売ったし、ちょうどいい感じだな。

ＧＭ：この結果、味方の士気が上昇し、味方の損そん耗もうも押おさえられたので、兵力が一〇〇〇上がりました。




　敵中突破によって、レイウォール軍の士気が回かい復ふくし、兵が合流した。

　現げんレイウォール側兵力：八〇〇〇







◆Middle 05◆「グラスウェルズ軍偵てい察さつ」




カルロス：では、その隙すきに自分がメルトランド領りよう域いきに踏ふみ込こみ、偵察してきましょう。

ＧＭ：では、グラスウェルズ軍の監かん視しをかい潜くぐり、潜せん入にゆうできるか判定を。難易度は15、判定は【敏捷】か【感知】。

カルロス：では【感知】で判定します。２Ｄ６で５以上なら成功。

バヤン：楽勝だな。

カルロス：（ダイスを振る）……ファンブル!?（一同笑）

リディル：うそっっ!!

バヤン：俺おれに続いて兵隊クンまでファンブルとか……。

グレイ：どういう確かく率りつだよ（笑）！

リディル：あ、あはははは（泣き笑い）。

カルロス：振り直し！　フェイトで振り直します！

グレイ：……まさか、この時点でフェイトを二点消費することになろうとは。




　このあとカルロスは振り直した結果、なんとか判定を成功させた。




ＧＭ：判定に成功したカルロスは敵てき軍ぐんの配置が分かります。まず、アンリは幻げん竜りゆう騎き士し団だんを率ひきいてレイウォール領りよう内ないに攻せめ込こむ構かまえです。

カルロス：早さつ速そくか！

ＧＭ：エゼルバルド率いる白竜騎士団は、メルトランド国各地で起きている小しよう規き模ぼの反はん乱らんを制せい圧あつしつつ拠きよ点てんを押おさえ、補ほ給きゆう線せんを維い持じしています。
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カルロス：重要なことですね。

ＧＭ：ここで、さらに重要なことが。レイウォール軍の布ふ陣じんに対して、グラスウェルズ軍は正せい確かくすぎるほどに状じよう況きようを先取りして動いている模も様よう。

カルロス：……何だと!?

リディル：どういうことですか!?

ＧＭ：そこまでは分かりません。

カルロス：では、自分が小高い丘おかを背せにしたグラスウェルズ軍の指し揮き所しよを、ライフルのスコープ越ごしに観察してたとき。ふと目に入ったレイウォール軍の布陣図があまりにも正確すぎることに気付いた、という演出にします。

バヤン：おっ、兵隊クンかっこいい！

カルロス：だから兵隊クン言うな!!　そんなことより……もしや、我わが軍の情じよう報ほうが漏もれているのか？

ＧＭ：では、ここでイベントクリアの結果新しいカードが出しゆつ現げんします。

グレイ：カード名は「情報漏ろう洩えい者しやの捜そう索さく」か。

バヤン：こりゃまたストレートな。




　カルロスは、敵軍への潜入によって、自軍の情報が漏洩していることを突つき止とめた。




ＧＭ：では、第１ターン終しゆう了りようです。







◆◇◆Turn 02◆◇◆戦局は動き始める




　２ターン目の開始。

　カードが補ほ充じゆうされ、再ふたたび、それぞれの任にん務むを選ぶことになる。




ＧＭ：では、２ターン目です。……実は、このタイミングで自動的に場に置かれるカードがあります。

グレイ：ああ、イベントが用意されているのだな？

ＧＭ：はい。カード名は「エリンディル船せん団だんへの接せつ触しよく」です。

リディル：エリンディル船団？

カルロス：きっと、エリンディルから竜りゆう輝き石せきを探さがしに来た連中でしょう。

バヤン：なんだろう。なぜか懐なつかしさを感じる（笑）。

ＧＭ：ちなみに難易度は20になっていますが、エリンディル人の場合は15で判定できます。

リディル：……これはエリンディルに詳くわしい人が行くべきですね。

バヤン：俺の出番、だな（笑）。

リディル：わたしはスリスに会いたいので「スリスの保ほ護ご」を選びます。あ、これはプレイヤー発言ですよ？（笑）
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グレイ：「スリスの保護」は難易度が20で高いようだが大だい丈じよう夫ぶか？

リディル：大丈夫です。判定に使う【精せい神しん】は15あります。

グレイ：ワシは「諸しよ外がい国こくの動向」だ。

カルロス：自分は、先さき程ほどの続きで「情報漏洩者の捜索」を行ないます。

グレイ：ところでＧＭ。他のプレイヤーのイベントに同行したい場合はどうすればいい？

ＧＭ：シーンプレイヤーが許きよ可かすれば問題なく同行できます。登場判定などは要りません。

バヤン：まぁ、１ターン一週間だから時間には余よ裕ゆうあるよね。

グレイ：了りよう解かい。お互い何かあったらそれぞれのシーンに登場しよう。

一同：了解です！







◆Middle 06◆「スリスの保護」




ＧＭ：それではリディルのシーンからはじめましょう。判定をしてください。

リディル：【精神】が15スタートなので（ダイスを振る）……達たつ成せい値ち23で成功です！

ＧＭ：すると、リディルの許もとに「グラスウェルズ軍が国境付近のメルトランド側で不自然な動きをしている」という情じよう報ほうがもたらされます。

リディル：では、わたしはその情報をもとに、現げん地ちへ向かおうと思います。

ＧＭ：リディルが現地に着くとわかりますが、グラスウェルス軍は人ひと探さがし中のようです。

グレイ：なるほど。もし、有用な人材なら、こっちが先に押さえてしまえ。

リディル：わかりました。わたしがゴーサインを出すわけですね。バヤンさんたちもついてきてください。

グレイ：指し揮き官かんが前線に行くとは軽けい率そつじゃな。……でもまあ、シーンプレイヤーだから仕方ないか（一同笑）。

カルロス：またメタな発言を（笑）。

バヤン：いざというときは、俺たちが守ればいいさ！

カルロス：守ってもらうのは、実は自分たちの方だがな！（笑）




　リディルは、《カバーリング》を有する、ギルドの守りの要かなめである。




ＧＭ：では、皆みなさんはメルトランドとの国境までやってきました。メルトランド側の様子をうかがうと、グラスウェルズ軍の部隊は、それぞれが距きよ離りを取った状じよう態たいで移い動どうしています。どうやら、包囲行動をしているようです。

リディル：山やま狩がりをしている？

ＧＭ：正せい解かいです。徐じよ々じよに包囲を縮ちぢめており、その中心付近では……少女が巨きよ大だいな剣けんをぶんぶん振ふり回まわし、近ちか寄よるグラスウェルズ軍をなぎ払はらっています。

バヤン：誰だれだ!?

ＧＭ：剣を振るっているのは、十代なかばに見える少女です。そして彼かの女じよの周囲には、仲間がいるようです。

グレイ：なるほど……（にやにや笑いつつ）大体状況が飲のみ込こめたぞ。

リディル：ど、どうしましょう!?

グレイ：フッ、グラスウェルズ軍の意図は分かっておる。一気に包囲してあの少女を倒たおすつもりだろうが……そこに隙ができる。

リディル：そうなのですか？

グレイ：すでに判定に成功した以上、演えん出しゆつは思うがままだ（一同爆笑）。

カルロス：もう、グレイ殿はメタメタ軍師で決定ですね（笑）。

グレイ：行け、バヤン！　そして、彼かの女じよらに、このグレイの名を告げるがよい。きっとお主についてくるじゃろう。

バヤン：よし、俺に任まかせとけ！　……突とつ撃げきだーっ！（笑）

グレイ：きっと、その少女の同行者が「馬ば鹿かな！　エリンディル東方のバートルだと!?　バートルがこの大陸にいるわけがない！」と言うぞ（一同笑）。

リディル：あ、わたしにも状況が飲み込めました！（笑）

バヤン：じゃあ言われたとおりに「俺たちはお前らの味方だ！　こっちには、グレイがいるんだぜ！」

ＧＭ：すると「馬鹿な!?　あの男は監かん獄ごくの中にいるはずだ！」と、いかにも言うことが裏うら目めになりそうな、軍師っぽい外見の男が叫さけびます（笑）。

バヤン：それはどんな外見だ！　いや、わかりやすい説明だけど（笑）。




　グラスウェルズ軍に包囲されていた少女たちだったが、思わぬ第三勢せい力りよくの登場に、お互いの顔を見合わせる。

「マルセルさん、どうします？」

　大たい剣けんを構かまえた少女が言った。




カルロス：やっぱりマルセルか！

グレイ：絶ぜつ対たいいると思った（笑）。

ＧＭ：「グレイがいるなら、間ま違ちがいはない。そちらへ合流するぞ！」とマルセルが言うと、剣を振り回していた少女……アキナは一いつ瞬しゆん不安な顔をします。

一同：ですよねー（笑）。




　マルセルとアキナ。

　このふたりは、『デスマーチ』シリーズのＰＣ〝[image: ]こう速そく機き動どう部隊エンジェルファイヤー〟のメンバーである。
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ＧＭ：しかし、ためらったのはほんの一瞬。「スリス陛へい下か、こちらです」と、アキナは小さい女の子を抱だき上あげ、移動を開始します。

バヤン：ば、馬鹿な、なんという速さだ!?　さすがは《高速機動部隊》（笑）。

カルロス：追いすがる敵の脚あしを撃うち抜ぬいて援えん護ごしつつ、撤てつ収しゆうしましょう。

ＧＭ：やがて、スリスを連れたアキナとマルセルは、みなさんの陣じん地ちにたどり着きます。

グレイ：ここにいるのは、マルセルとアキナだけか？

ＧＭ：そうです。ぶっちゃけると、ドランたちがいると、いろいろ話がややこしくなるので（一同笑）。

グレイ：そうだよなぁ（笑）。この時期ドランの体内にはゴルフォードの王威の竜輝石があるはずだもんな。




　詳しいことを知りたい方は『デスマーチ』三巻をお読みください。




ＧＭ：──というわけで、みなさんはスリスを連れたアキナ＆マルセルと合流しました。

グレイ：これは僥ぎよう倖こう。

リディル：ＧＭ。マルセルはレイウォール出身ですよね？　軍学校時代に知り合っていたことにできますか？

ＧＭ：了解です。では、マルセルがリディルを見つけると「……君は、リディル・バウエスか？」と声をかけます。

リディル：はい、お久ひさしぶりです、マルセル先せん輩ぱい！

バヤン：お嬢じようは、こちらの軍師と知り合いなのか？

リディル：はい、軍学校の先輩です。

ＧＭ：するとマルセルは「君がここにいるということは……レイウォールはかなり追おい込こまれているのだな？」

リディル：うっ……。

バヤン：さすがマルセル。裏うら目めるけど読みは正確だ（笑）。

グレイ：ここでマルセルには、ぜひ「グラスウェルズに勝つことは不ふ可か能のうだ」と言ってもらいたいものだ（笑）。

カルロス：ああ、裏目狙ねらいですね。

ＧＭ：では、マルセルは言います。「……この戦い、どちらが勝つか分からない！」と。

一同：おい────っ！（大爆笑）

カルロス：こ、これは……（笑）。

リディル：あ、あははははは！（笑）

バヤン：なんという裏目警戒発言！

グレイ：ふうむ、あてが外れた（笑）。

リディル：と、ともかく「マルセル先輩、そちらの方は？」と、アキナについて訊ききますよ。

ＧＭ：「彼女はアキナ・ブルックス。メルトランドのブルックス商会の娘むすめさんだ」

リディル：なるほど。

ＧＭ：マルセルはみなさんに状況を説明します。「ピアニィ女王たちがいなくなり、我がフェリタニアは敗北した……。我われ々われも王都バーランドから脱だつ出しゆつしたのだが、スリス陛へい下かを任まかされ、レイウォール方面へ逃のがれてきたのだ」

リディル：そのような事じ情じようが。……どうしましょう？　バルムンクのこと、話しちゃっていいのでしょうか？

グレイ：「彼らはすでにバルムンクのことなど、承しよう知ちしておるよ」……この時期なら、エンジェルファイヤーはもう知っているよな？

ＧＭ：はい。『デスマーチ』一巻の二話にあたる時期ですから（笑）。

カルロス：さすがはグレイ殿どの……もうツッコむのも面めん倒どうくさい（笑）。

リディル：エストネルのノーデンスから、この戦せん乱らんにはバルムンクが暗あん躍やくしていると聞きました。できれば、スリス女王を含ふくめ、あなた方に協力していただきたいのです。

ＧＭ：「私わたしにはその決けつ定てい権けんはない」とマルセル。スリスの行動を決める権けん限げんは彼にはないのです。

リディル：じゃあ、スリス自身に言いましょう。「スリス陛下、わたしたちにご協力願えませんでしょうか？」

ＧＭ：スリスは「わたくしはこの者の命と引ひき替かえに、協力いたしましょう」と、マルセルたちの助命を嘆たん願がんします。

バヤン：スリス賢かしこい！

カルロス：そういえば、マルセルはレイウォールを裏うら切ぎったんだっけな。忘わすれてた。

グレイ：ところで、ここでひとつ確かく認にんしなければならないことがある。

ＧＭ：なんでしょう？

グレイ：スリスに向かって訊たずねる。「……メルトランドの竜輝石はどちらに？」

ＧＭ：すると、スリスが王威の竜輝石を懐ふところから取り出します。その背はい後ごでは「何かあったら斬きるぞ」とばかりに、アキナが大剣をぶんぶんとスイング中です。

バヤン：こ、怖こええ（笑）。

グレイ：竜輝石を失わなかったことは僥倖。「陛下、今後は簡かん単たんにお出しにならずに大切にお持ちください。国王代理のステラ殿でん下かは、きっと篤あつくもてなしてくれるでしょう」と言う。

カルロス：この状況なら、国こく賓ひんとして迎むかえ入いれた方が、得だろうからなあ。

グレイ：そしてレイウォール日につ報ぽうに書き立てるのだ。スリスとステラが握あく手しゆしている写真を掲けい載さいし、「レイウォール、メルトランドに協力を約束」とな。

バヤン：またスポーツ新聞ネタか（笑）。

リディル：情じよう報ほう戦せんですね。

カルロス：その手の流言は重要です。




　この後プレイヤーたちが話し合い、アキナとマルセルはスリスを連れて、レイウォール王都ノルドグラムへ向かうこととなった。




リディル：では、丁重にスリス陛下を迎むかえ入いれるよう、手配しましょう。

ＧＭ：スリスはリディルに言います。

リディル：な、なんでしょう？

ＧＭ：「どうか、この混こん乱らんを収おさめて世界を救ってください」

リディル：……ではこう答えます。「お任まかせください。それがわたしの使命です」と。

ＧＭ：すると、マルセルが「大丈夫か？　君にそんなことを任せられるとは思えないのだが……」と言ってくれます。

バヤン：こいつはありがたい！（笑）

カルロス：普ふ通つうなら「無礼な！」と言って怒おこるべきところだが……。

グレイ：この場合は予言が裏目ってくれた方が好都合（笑）。

ＧＭ：ではここで、このイベントの結果、新しいカードが出現します。

リディル：どんなカードでしょう？

グレイ：「メルトランド内ない応おう」！

リディル：おおー！

ＧＭ：ただし、このカードはこのターンでは選べませんよ。

グレイ：もう、このターンのカード選せん択たくは終わっているからな。

ＧＭ：そういうことです。ではシーンを切って次のイベントに移うつります。







◆Middle 07◆「諸外国の動向」




ＧＭ：では、次はグレイのシーンです。

グレイ：ワシのカードは「諸外国の動向」。【知力】【幸運】で判定し、難易度15か。成功すれば、各国の動向がわかるってことか？

ＧＭ：はい。戦争当事国以外の情じよう勢せいがわかります。

グレイ：では、【知力】で判定。（ダイスを振る）はっ、達成値21で成功！

ＧＭ：では、どんな演出にしましょうか。

グレイ：ワシがリディルの執しつ務む室しつで集まった情報を分ぶん析せきして解かい説せつするということにしよう。

リディル：では、わたしも聞き役として登場します。

グレイ：うむ。ワシは椅い子すに座すわったまま、情報を集めているリディルにいちいち助言するのだ（笑）。

リディル：よ、よろしくお願いします。
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ＧＭ：諸外国の動向は……まずラングエンドは、弱体化したレイウォールにちょっかいを出していますが、基き本ほん的てきには静観のようです。エストネルも表向きは静観しています。

グレイ：まあ、ここで下手へたに干かん渉しようすると、大国になったグラスウェルズから睨にらまれるリスクがあるからな。

バヤン：グラスウェルズからすると、「俺の取り分に手を出すな」って状態だろうからなあ。

ＧＭ：そして、ゴルフォード王国ですが、ここは一いつ切さい動きを見せていません。

グレイ：ほう（興きよう味み深ぶかげな声で）。

ＧＭ：それと、ゴルフォード国王は、現げん在ざい竜輝石を持っていないという信しん憑ぴよう性せいの高い噂うわさがあります。

グレイ：ああ、その話か。

バヤン：詳くわしくは『デスマーチ』三巻をよろしく、ということですね（笑）。

グレイ：ここでこの話が出るからには、何か利用できるのかな？　グラスウェルズとゴルフォードの関係がどうなっているのかはわかるか？

ＧＭ：両国とも国境が接せつしていて、小こ競ぜり合いを続けていた関係ですが、ゴルフォード側は、錬金騎士団団長の戦死もあり、動きが鈍にぶっているようです。

グレイ：ゴルフォードはメルトランド戦役の前半は、ゴーダ伯はくの企たくらみのせいでカムロートとの戦争が泥どろ沼ぬま化かして介かい入にゆうできなかったからな。

リディル：なるほど。

グレイ：そして王威の竜輝石を持っていないゴルフォードとしてはレイウォールに勝ってほしいだろうな。

リディル：どういうことですか？

グレイ：グラスウェルズが勝って、統とう一いつ帝ていの座ざがレイウォールからグラスウェルズに移うつると、各国の王威の竜輝石を集めることになる。そのとき、ゴルフォードが竜輝石を持っていないことが公おおやけに判はん明めいしてしまうのだ。

リディル：なるほど、ゴルフォードの王おう権けんが失しつ墜ついするわけですね。

カルロス：でも、実はレイウォールも王威の竜輝石を持ってないんですよね。

バヤン：その辺を詳しく知りたい人は、『無印』五巻を読んでね（笑）。

カルロス：さっきから宣せん伝でんばかりだ。

ＧＭ：このへんがイフ戦記の醍だい醐ご味みでもあるんで、勘かん弁べんして欲ほしい（笑）。

グレイ：……話を戻もどすぞ？　これはゴルフォードを味方に引き入れる交こう渉しようができそうだ。

リディル：なるほど。そういう風につながるんですね。

ＧＭ：ではそろそろこのへんでシーンを終わります。







◆Middle 08◆「エリンディル船せん団だんへの接せつ触しよく」




ＧＭ：では次。バヤンのシーン。

バヤン：カードは「エリンディル船団への接触」だ。なぜか難なん易い度ど15の【筋きん力りよく】で判はん定ていすることになってる（笑）。

グレイ：バヤンは一いち応おうエリンディル出身とはいえ、東方人だよな？

ＧＭ：それでも一応同じ大陸の出身なので交こう渉しようには有利ってことで（笑）。

バヤン：フフフ、【筋力】なら、２Ｄが５以上で成功だ！

カルロス：なら、余よ裕ゆうじゃないか。

バヤン：……フェイトでも使おうかな？（一同笑）

リディル：なんで急に弱気になるんですか？（笑）

カルロス：そんな弱気になる難易度ではないのでは？

バヤン：兵隊クンの言うとおりだ！　じゃあ、振ふるよ……出目が４!?

一同：えぇぇぇぇぇぇっ!!

カルロス：まさかの失敗!?

バヤン：おかしい、こんなはずでは!?　フェイト１点使って、振り直し！

リディル：順調にフェイトが減へっていく……。

グレイ：ＧＭの陰いん謀ぼうか？（笑）




　ＧＭに陰謀の余よ地ちはありません。




バヤン：ともかく、振り直す！　（ダイスを振る）ふう、今度は出目が８で、達成値は18だ。

ＧＭ：では、バヤンがへクスフォードの港に行くと、エリンディルからの船団に遭そう遇ぐうします。

バヤン：船員が俺おれと竜りゆうを見て「ああ、こんなところにエリンディル人がいる！」とか言っているんですか？

ＧＭ：そうそう。「ああ、つい最近まで見かけなかったバートルだ！　こんなところで出会うとは」と。

グレイ：確たしかに『東方ガイド』が発売されたのはつい最近だからな、彼かれらも見たことはなかっただろう。（注：『アリアンロッドＰＲＧ エリンディル東方ガイド』が発売されたのはこのリプレイの収録少し前だったのだ）

カルロス：ここでもメタ発言が（笑）。

バヤン：「そうそう、俺はバートルだ。見てくれ、竜もいるんだ！」と言いながら、港に降おりてきた彼らと仲良くなるって感じですか？

ＧＭ：はい。船団の副ふく団だん長ちようのボニー・セレストと会話になります。「なんだか、あなたと話していると懐なつかしい魂たましいの風を感じます」

バヤン：ああ、ボニー・セレストか！




ボニー・セレスト

　ベネットを探さがしにエリンディルからやって来たネヴァーフの女じよ性せい。いろいろな意味で苦労人である。

　……このあとボニーとバヤンの間に、ベネットをネタにしたグダグダの会話が続いたのだが、ここでは割かつ愛あい。
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　最終的にエリンディル船団は、ジェネラル・ベネットの捜そう索さくと引ひき換かえに協力を約束した。

　現げんレイウォール側兵力：九〇〇〇







◆Middle 09◆「情じよう報ほう漏ろう洩えい者しやの捜索」




ＧＭ：では第二ターン最後のシーン。シーンプレイヤーはカルロス。

カルロス：カードは「情報漏洩者の捜索」。我わが軍にはスパイがいる！　さっそく捜さがします。

ＧＭ：判定は、【敏びん捷しよう】か【感知】で、難易度は17。

カルロス：（ダイスを振る）達成値19で成功です。罠わなを張はって、スパイを釣つり出そう。

バヤン：紙に「重要な情報」って書いて床ゆかに置いておくんだな（笑）。

カルロス：そうそう、それをスパイが拾った瞬しゆん間かんに紐ひもを引ひっ張ぱって籠かごを落として……って、ちがーう！

リディル：ノリツッコミ～（笑）。

グレイ：意外と付き合いがいい（笑）。

カルロス：偽にせ情じよう報ほうを流すとか、もっとまともな方法を使います！

ＧＭ：では情報漏洩者の名前が分かります。

カルロス：ほう。誰だれだったんですか？

ＧＭ：〝死しに神がみ軍ぐん師し〟ネオス・リガートンです。

カルロス：あいつかー！




ネオス・リガートン

　戦場で生いき延のびるためには、どんな手しゆ段だんも使う男。『無印』五巻かんに登場した、読者投とう稿こうＮＰＣである。
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ＧＭ：さて、ここで選せん択たく肢し発生。

カルロス：そういえば戦せん略りやくカードの裏うら面めんに書いてありますね。「拘こう束そくすると、兵力＋。泳がせると、新しいフラグカードが出しゆつ現げんする」と。

ＧＭ：はい、ここでネオスを捕つかまえると兵力の無む駄だが是ぜ正せいできるので兵力が増ふえます。一方、彼を泳がせると新たなフラグカードが出現します。当然ですが、彼を拘束すると情報漏洩に気づいたことを敵てきに感づかれます。

カルロス：……これは、自分が判はん断だんすべきことではない。事じ態たいをグレイ殿に報ほう告こくします。

グレイ：ふうむ。それは、お嬢じようちゃんに相談せざるを得まい。「内ない密みつな話があるのだが」とリディルに伝えよう。

リディル：ではわたしの執しつ務む室しつで話しましょう。それとバヤンさんも呼よびましょう。

ＧＭ：了りよう解かいです。




　リディルは三人を残して、執務室の人ひと払ばらいをした。そして、カルロスは報告する。「ネオス・リガートンが敵に内通している」と。




グレイ：「ほう、あやつか」と言おう。

リディル：知っているのですか、グレイさん！

グレイ：ああ、死神軍師の異い名みようをとる男じゃ。

バヤン：その名前を聞くと強そうなんだけど……。

カルロス：実じつ際さいには味方殺しとしてつけられたふたつ名だからなあ（笑）。

グレイ：さてどうする、お嬢じようちゃん？

リディル：個こ人じん的てきには泳がせたいです。出現するというフラグカードの内ない容ようが気になるので。

グレイ：情報漏洩者が分かっているのなら、捕とらえずに都合のいい情報を流す手もあるしな。

リディル：なるほど。

カルロス：わかりました。ではネオス・リガートンはこのまま泳がし、彼に伝わる情報は厳げん重じゆうに管理しましょう。

グレイ：うむ。そいつが内通者だということは、他には漏もらさぬように。

ＧＭ：では、泳がせる選せん択たくをした結果、新しいカードが出現します。

リディル：やった♪

ＧＭ：では、フラグカード「苦く肉にくの計」。

リディル：「苦肉の計」？

バヤン：キタ────────ッ!!

リディル：ど、どうしたんですか、バヤンさん？

グレイ：『三さん国ごく志し』ファンなら苦肉の計には反はん応のうするよな（笑）。

リディル：そ、そうなんですか？

ＧＭ：『三国志演えん義ぎ』で、物語の趨すう勢せいを決めた〝赤せき壁へきの戦い〟と呼よばれる戦せん闘とうがあります。

グレイ：映えい画が『レッドクリフ』の元になったエピソードだな。




　グレイの言うとおり、『三国志』ファンなら知らぬ人はいない赤壁の戦い。

　そこで逆ぎやく転てんのために用いられたのが苦肉の計だ。




リディル：それは、いったいどんな計けい略りやくなんです？

バヤン：（神しん妙みような表ひよう情じようで）ひと言で言うと……。

リディル：…………。

バヤン：ひと言で言うのは難むずかしい、か。

一同：なんだそりゃ！（笑）

カルロス：もったいぶったあげくにそれはない（笑）。

リディル：ゆ、油ゆ断だんした……（←テーブルに突つっ伏ぷしながら笑っている）

グレイ：藤井さんが起き上がれなくなっている（笑）。

カルロス：……笑いのツボに入っちゃったんですね。

ＧＭ：えーと、簡かん単たんにいうと、敵に寝ね返がえったと見せかけて、相手を罠わなにはめる計略です。

バヤン：そうそう。そのとおり。

リディル：（まだ笑いのため顔を上げられない）

グレイ：ポイントは、敵を信用させるために、こちらの内ない情じようを探さぐっている相手に偽にせの情報を与あたえるところだな。

カルロス：……なるほど。ネオスが我が軍を裏うら切ぎっているという情報を手に入れたので、苦肉の計を使う余地が出てきたわけですね。

リディル：な、なるほど（←まだ笑いで声が震えている）。

バヤン：でもさー、苦肉の計を仕し掛かけるなら、相手に「内ない応おうするよ」という話を信じさせないといけなくない？

ＧＭ：今はその選択肢が発生しただけなので、実際どう使うかはこのあとのイベントで。

カルロス：このカードの使用法は、それまでに考えておく、ということか。

ＧＭ：その通りです。この辺でシーンを終わりにします。第二ターンもここで終しゆう了りようです。







◆◇◆Turn 03◆◇◆見えてきた勝機




ＧＭ：それでは、第３ターン開始です。

リディル：まずはカードの選せん択たくからですね。……この「在ざい野や武ぶ将しようの登用」というのはどういう意味なんですか？

ＧＭ：歴史物のシミュレーションゲームのネタで、人材を広く求めてスカウトするということです。

リディル：なるほど。

グレイ：ワシはやはり、この「ブルックス商会との交こう渉しよう」をしてから、「メルトランド内応」に行きたいところだ。

リディル：たしかに、足場は固めておきたいですね。お願いします。

グレイ：うむ、任まかせておけ。

リディル：わたしは「苦肉の計」を選択しましょう。たぶん、一番適てき任にんです。

カルロス：そういえば、ゴルフォードとの交渉はどうするんですか？

リディル：交渉？

カルロス：前のターンで、グレイ殿が諸しよ外がい国こくの動向を調べた結果、ゴルフォードを味方に引ひき込こめると言っていたではありませんか。

グレイ：ふむ。では、「その他」を選んでカルロスに使いに行ってもらおう。

カルロス：自分がですか？

グレイ：嬢ちゃんが行くわけにも、ましてバヤンに行かせるわけにもいかんだろ？

リディル：たしかに……。

バヤン：あはーん？　俺ならゴルフォードに行ってもいいのよ？

カルロス：……わかりました。自分が行きます。

バヤン：なんで！（笑）

カルロス：貴き様さまゴルフォードがどこにあるか知っているのか？

バヤン：知るわけないだろう！

カルロス：そんなやつに使者を任せられるわけないだろう！

バヤン：それもそうだ（笑）。

カルロス：……貴様、実はわかっていて自分をからかってるだろう？（笑）

リディル：ふたりは本当に仲が良いですね（笑）。

バヤン：そうそう（にこやかに）。

カルロス：不本意だ……。しかし、この任にん務むって明らかに決死行ですよね？

グレイ：ゴルフォードに行くためには、グラスウェルズの支し配はい地ち域いきを突つっ切きっていく必要があるからな。だからこそ、おぬしに任せるのじゃ。

カルロス：分かりました。ご命令とあらば、自分の命に代えても、成なし遂とげて見せましょう。ということで「その他」のカードを選択します。

リディル：カルロスさんのそういうところ、ちょっと心配です。

カルロス：そ、そうですか？

リディル：カルロスさんはご自身の命を軽けい視ししてるように見えます。任務は大事ですが、あなたの命も大事なことを忘わすれないでください。

カルロス：は、はい。

グレイ：やれやれ、お嬢ちゃんは甘あまいことを言う。

リディル：す、すいません……。

グレイ：なあに、自分に甘く他人に厳きびしいよりはいいさ。

リディル：はにゃあ……。

バヤン：じゃあ、残った俺が「在野武将の登用」をやってやるぜ！

カルロス：えーっ!?

バヤン：なによ兵隊クン、まるで心配でもしているかのような声を出して。

カルロス：実際に心配なんだから仕方がないだろう。

バヤン：そうですね。

カルロス：認みとめるのかよ！（笑）







◆Middle 10◆「その他」




ＧＭ：最初はカルロスのシーンです。

カルロス：はい。

ＧＭ：で、「その他」カードで発生するイベントですが、「敵の関せき所しよを突とつ破ぱするために、見み張はりを気づかれないように狙そ撃げきできるか？」でどうでしょう？

カルロス：それなら得意分野！　問題ありません!!

グレイ：では、カルロスは敵の関所に向かう、と。




　グラスウェルズ国こつ境きよう付近───。

　メルトランド戦せん役えき後、不ふ審しん者しやを通さぬよう国境には厳げん重じゆうな警けい備びが敷しかれ、歩ほ哨しようは無む許きよ可かで越えつ境きようしようとする者がいないか、油断なく監かん視ししていた。

　カルロスは、息を殺して歩哨に照しよう準じゆんを合わせた。




ＧＭ：判定は命中で難易度は40。

一同：40!?

リディル：いきなり高い！

カルロス：だが、命中は得意分野！　念のためにフェイト１点使って《ダンシングヒーロー》の封ふう印いんを解とき、８Ｄ＋25でいきます！

リディル：おおっ、すごい！

カルロス：関所を見下ろせる小高い丘おかで、標的を狙ねらいます。（ダイスを振る）……達成値46で成功です。

グレイ：ほう。40は無理かと思ったが。

リディル：わー、ぱちぱち。

カルロス：スコープに、隊長らしきヤツを捉とらえ、シュート！　……スナイプ完かん了りよう！

バヤン：ていうか、カルロスの銃じゆうだと関所ごと吹ふっ飛とぶな（笑）。

リディル：そ、それって、スナイプなんですか？（笑）

カルロス：ともかく、突とつ然ぜんの爆ばく発はつに混こん乱らんする関所を悠ゆう々ゆうと抜ぬけて、自分はゴルフォードへ向かいます（嬉き々き）。

バヤン：おとなしそうな顔して、やることは過か激げきだな～。




　こうしてゴルフォードにたどり着いたカルロスは、好意的中立を得ることに成功。レイウォール軍が大きくグラスウェルズ軍を破やぶれば、呼こ応おうして軍を動かすという条じよう件けんも付け加えられた。







◆Middle 11◆「在野武将の登用」




ＧＭ：というわけで、次はバヤン。

バヤン：俺のカードは「在野武将の登用」。判定は【筋力】で難易度17。

リディル：いい人材をスカウトしてきてください！

バヤン：17は期き待たい値ちちょうどなので、正直難しい。フェイトを１点使おう。

グレイ：どんどんフェイトが減っていくな。バヤンよ。

バヤン：気のせいですぜ、へへへ。大だい丈じよう夫ぶ、俺はまだ戦えます。

リディル：……これって死にフラグ？

ＧＭ：では、判定をどうぞ。

バヤン：（ダイスを振る）おや、20で成功しました。

グレイ：おお、よかった。

リディル：フェイトを使った甲か斐いがありましたね。

バヤン：というわけで、【筋力】的に気を回して、人材を登用します（笑）。

カルロス：どんなだっ！（笑）

バヤン：力ちから比くらべをして、「コイツはやるな！」と思った人を登用するんだよ、きっと（笑）。

ＧＭ：では、戦力修しゆう正せいが＋１のＮＰＣがひとり味方につきます。せっかくなのでここで、読者投稿ＮＰＣを採さい用ようします。




ハルゲー（55歳さい／男／ドラゴネット（竜頭））

　ドラゴネットの戦士。娘むすめ（ドラゴネット・竜りゆう角かく）に孫まご（ヒューリン・ハーフ）が生まれた際、孫に「じーじ、お顔怖こわい」と言われショックを受け、顔に布ぬのをぐるぐる巻まいて隠かくしている。愛する家族を守るため、参戦を決意した。戦闘では、剣けん槍やり弓ゆみを使い分け、臨りん機き応おう変へんに戦う。長年の経けい験けんによる知ち識しきは頼たよりになる。

[image: ]




バヤン：ほほ～。武ぶ器きを使い分けるのか！　けっこうやるじゃない？

ＧＭ：ハルゲーは「ふむ、お前もやるではないか。愛する家族を守るため、協力しようではないか」と言います。

バヤン：おう！　よろしく頼たのむぜ！







◆Middle 12◆「ブルックス商会との交渉」




ＧＭ：次は「ブルックス商会との交渉」です。グレイの判定をお願いします。

グレイ：うむ、ここはアキナを仲ちゆう介かいにして、ブルックス商会に協力を要よう請せいしよう。（ダイスを振る）……21で成功。これで兵力がプラスされるな。

ＧＭ：ではブルックス商会と連れん絡らくが取れ、協力を得ることができました。戦力が一〇〇〇増えます。




　現レイウォール側兵力：一万







◆Middle 13◆「苦く肉にくの計」




ＧＭ：第３ターンの最後、「苦肉の計」のシーンです。シーンプレイヤーはリディル。

グレイ：さて、何が起こるのか？

リディル：ドキドキします（笑）。

ＧＭ：どんな判はん定ていをするかはこちらも考えていますが、アイデアがあったらどんどん演えん出しゆつしてください。

グレイ：『三さん国ごく志し』をなぞるならリディルが「わたしはステラを裏うら切ぎりたい」という話を、ネオスを通じて、アンリに伝えることになるが……。

バヤン：リディルお嬢じようがステラから嫌きらわれているように見せるのは、難むずかしいよな～（笑）。

リディル：なら逆ぎやくに、あまりにも好かれすぎて、わたしが身の危き険けんを感じるというのは？

一同：好かれすぎて!?（爆ばく笑しよう）




　なんという斬ざん新しんな苦肉の計。




グレイ：ステラが亡なき者ものになれば、リディルが次期国王になってもおかしくない、という立場も利用できるのう。

リディル：なるほど。わたしがアンリと同じ立場だと主しゆ張ちようするんですね。




　アンリはグラスウェルズの王位継けい承しよう権けん第一位。王おう座ざを狙ねらう気満々なのだ。




リディル：それで、具体的にどう動けばいいですかね？

グレイ：他の者、特にネオス・リガートンに知られないように、ステラ殿でん下かに話をつけるのだ。彼かの女じよなら、「苦肉の計」と言えば、すぐに分かるだろう。

リディル：分かりました。あらかじめステラ様に相談しておきます。

ＧＭ：では、会議中ステラが心配してリディルの世話を焼くという演出にしましょうか？

リディル：はい（笑）。




　こうして急きゆう遽きよ、ノルドグラムの王宮において、ステラとレイウォール軍の首しゆ脳のうを集めた会議が開かれた。

　その席上、ステラは徹てつ底てい的てきにリディルの世話を焼き、周囲を困こん惑わくさせた。




ＧＭ：ステラは、「どうだ？　まだ足りないところがあるだろう？」とか「リディルはまだ分からないことがあるはずだ」と、質しつ問もんやら助言やらをたくさんしてきます。

リディル：では「過か保ほ護ごにも程ほどがあります」って顔をします（笑）。「もう、わたしは竜炎騎士団団長なのですよ！　子こ供どもじゃないのですから、自分でできます～」と反はん論ろんしたり。

ＧＭ：そうすると、「何を言う。ほら、こっちに来なさい」とステラがリディルをだっこして、更さらに色々質問します。

一同：だっこ!!（笑）

カルロス：ステラ殿下ご乱らん心しん!?（笑）

グレイ：だっこはすごいな（笑）。これなら周囲の人間はリディルの能のう力りよくに不安を持つな。

リディル：あ、あうぅ……（笑）。

ＧＭ：おそらく「大だい丈じよう夫ぶか？　この王国軍」と思うでしょうね（笑）。

リディル：せ、切ない……そういう策さくだから仕方ないんですけど！（笑）

グレイ：だが、これでいけそうだ（笑）。

ＧＭ：はい。会議の末席で、ネオスがキラーンと目を輝かがやかせています。

リディル：よし、かかった（笑）！

カルロス：自分たちは陰かげから見守ります。リディル閣かつ下か、がんばってください。

リディル：分かりました。「はぁ、わたしも王位継けい承しよう者しやなのになぁ」（棒ぼう読よみ）

一同：なんというわざとらしさ！（笑）

ＧＭ：すると会議終しゆう了りよう後、リディルに「大変でしたな。リディル様」と言いながら、ネオスが近づいてきます（笑）。

リディル：ではネオスと会話しましょう。「たしかにまだ未み熟じゆくですけど、わたしは王国軍の司令官なんです。この調子じゃ、いつまで経たっても子供扱あつかいのままですよ」

ＧＭ：「おお、おかわいそうに。……実は、あなたに引き合わせたい人物がいます」

グレイ：キタ────────!!（笑）

カルロス：またストレートな（笑）。

リディル：是ぜ非ひお願いします。この運命が打だ破はできるならなんでもします！

ＧＭ：では、少々場所を変えて、ネオスはリディルに打ち明けます。「実は私わたし、この国を裏うら切ぎっておりまして」

一同：なにー!?（笑）

グレイ：展てん開かいが早いな（笑）。

カルロス：考え無しにもほどがあるだろう、ネオス（笑）。

ＧＭ：彼かれは「相手が裏切ると自分で確かく信しんしたなら、それに疑うたがいを持つタイプではない」というＧＭの解かい釈しやくです。

グレイ：確たしかに、自分は優ゆう秀しゆうだと根こん拠きよなく信じているタイプじゃったな（笑）。

リディル：では、わたしはすがるような顔で「期待していいのですか？」と言います。

ＧＭ：「ええ！　実は私、グラスウェルズのアンリ様と昵じつ懇こんの間あいだ柄がらで」

リディル：ええっ!?（一同笑）

バヤン：こいつ、本当にためらいなくぶっちゃけるよなー！

リディル：予想より展開が早い（笑）。

ＧＭ：「この国が滅ほろびた暁あかつきには、私をグラスウェルズの王国軍ぐん師しに任にんずる約束も取り付けております」

カルロス：こいつ……どんだけおめでたいんだ。

リディル：でも可愛かわいいキャラにも見えてきましたよ（笑）。「……それでは」

ＧＭ：「ええ、一度アンリ様とお会いしていただきましょう」と、ネオスはリディルに対してアンリとの面会の約束を取り付けてくれます。

一同：おおっ！

リディル：やりましたっ！

ＧＭ：「リディル様、大船に乗ったつもりでお任まかせ下さい」

リディル：上うわ目め遣づかいで、目を潤うるませて「お願いしますね……」と。両手は胸むねの前で組んで必死そうに。

グレイ：お嬢ちゃん、ノリノリじゃのう（笑）。

カルロス：もしやリディル閣下は将しよう軍ぐんよりも策さく士しとして優秀なのでは？

リディル：うっ、手て厳きびしい言葉が聞こえた気がした!?　でもここで退ひいたりしない！

ＧＭ：では、新しいフラグカード「アンリとの面会」が出しゆつ現げんします。

一同：おおっ！

グレイ：イベント内ない容ようは「ケース・バイ・ケース」？

ＧＭ：アンリと会ってなにを話すかによるということです。

リディル：なるほど……。

カルロス：しかし出現しただけでも十分価か値ちがありますよ。

グレイ：それはそのとおり。ではここで、リディルお嬢ちゃんにアドバイスをしておこう。

リディル：は、はい。なんでしょう？

グレイ：このあと本当にアンリと話をする機会があったら……。

リディル：あったら？

グレイ：決して笑ってはいかんぞ？

一同：なんだそりゃ！（笑）

グレイ：なあに、そのときが来ればわかることじゃ。

リディル：は、はい。わかりました。

ＧＭ：それではこの辺で第３ターンを終了しましょう。







◆◇◆Turn 04◆◇◆「あなたは私に似にている」




ＧＭ：では、第４ターンを始めます。カードを選んでください。

グレイ：とりあえず、今出ているカードの中で、みんなが興きよう味みを持っているのはこの四枚まいだ。




・「アンリとの面会」

・「メルトランド内ない応おう」

・「人材登用」

・「落ち着いてお茶を飲む」




カルロス：バヤンはあくまで「落ち着いてお茶を飲む」にこだわるのだな。

バヤン：だって、気になるんだもん！（笑）

グレイ：まあ、そろそろその手のイベントを選んでもいいじゃろ。

リディル：「アンリとの面会」は、わたしがチャレンジします。

グレイ：「メルトランド内応」はワシだな。

カルロス：自分は「人材登用」を。

ＧＭ：それではそれぞれのイベントを開始します。







◆Middle 14◆「人材登用」




ＧＭ：では、カルロスの「人材登用」から行きましょう。

カルロス：了りよう解かいです。

ＧＭ：難なん易い度ど19の【器用】判定に成功すると、ＮＰＣを登用できます。

カルロス：《アキュレイト》を取得しているので、判定で３Ｄ振ふれます。

バヤン：おお、ほんとだ。カルロスは器用なんだな～。

カルロス：まぁな。（ダイスを振る）28で成功です。

ＧＭ：その達たつ成せい値ちなら、戦力修しゆう正せいが＋１のＮＰＣがふたり味方につきます。こちらも、読者投とう稿こうＮＰＣです。




セドリック・アルフォード（21歳さい／男／ヒューリン）

　レイウォールの竜炎騎士団の予よ備び騎士団に所しよ属ぞくしている。過か去このトラウマのせいで、自分の身を護まもる事よりも敵てきと差さし違ちがえてでも倒たおす事を優ゆう先せんする。旧きゆうアヴェルシアの出身。
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ディーノ・カッパー（38歳／男／ヒューリン）

　奇き術じゆつ軍ぐん師しと呼よばれる。優秀な将軍で男だん爵しやく。戦場では奇き策さくを用いて相手を驚きよう愕がくさせることに喜びを感じる男。出しゆつ世せ欲よくや野心は無い。裏うら目め軍師マルセルが理想の観客だったので、新作を是非披ひ露ろうしたいと思っている。
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ＧＭ：セドリックは「差し違えてでも任にん務むを果たしてご覧らんにいれます」と言いますよ。

カルロス：……リディル閣下は、命を粗そ末まつにすることを望まれない。戦いでは存ぞん分ぶんに力を振ふるって欲ほしいが、無茶はするな。

バヤン：おや、カルロスがそんな優やさしいことを言うとは？（笑）

グレイ：リディルに影えい響きようされたか？

カルロス：ち、違ちがう！　自分はあくまで一いつ般ぱん論ろんとして言っただけだ！

バヤン：はいはい。素す直なおじゃないなぁ、兵隊クン（笑）。

ＧＭ：ディーノは「こたびの作戦、さぞや相手も驚おどろくでしょう。楽しみですな」と笑います。

カルロス：そうか。よろしく頼たのむ。

ＧＭ：というわけで、一いつ旦たんこのシーンを切ります。







◆Middle 15◆「メルトランド内応」




ＧＭ：次は「メルトランド内応」をやりましょう。

グレイ：では、判定をするか。

ＧＭ：難易度19の【知力】判定をどうぞ。

グレイ：ここはフェイトを１点使っておこう。今まで使っていないしな。（ダイスを振る）……むおっ!?

バヤン：ダイス目が１、３、５（笑）。

グレイ：だが、達成値は23で成功だ。フェイトを使っておいてよかった。

ＧＭ：では、グレイはブルックス商会を通じて、メルトランド人の反はん抗こう勢せい力りよくと話をつけることができました。

グレイ：なるほど。

ＧＭ：フィリップ国王暗殺未み遂すい事じ件けん犯はんの、オトガルという人物だそうです。

一同：オトガルかー!!




オトガル・カルカーニ

　メルトランド王国の老ろう騎き士し。『ブレイク』では、フィリップ国王暗殺を企くわだてるレジスタンスとして登場した。

『無印』五巻かんにおいて、ベルフトと戦い、壮そう絶ぜつな戦死を遂とげる。
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カルロス：そういえば、オトガルはまだ生きていたんですね。

グレイ：正史でも、彼が死ぬのはずいぶん後だからな。

ＧＭ：このリプレイでは、オトガルが期待していたピアニィはモンドーラにやられてしまっているので、彼は反抗勢力のまとめ役のままです。

グレイ：そうか……そうだよなぁ（感かん慨がい深ぶかげに）。

ＧＭ：というわけで、振ふり上あげてた拳こぶしの下ろしどころに困こまっていたオトガルは、グレイの呼よびかけに応おうじました。




　グレイはメルトランドへと向かい、オトガルとの秘ひ密みつ会談にこぎ着け、スリスの身み柄がらを返へん還かんする代わりに、レイウォールへの協力を取り付けた。

　もとは鈴吹の登場させたＮＰＣのオトガル。プレイヤーは奇き妙みような感かん慨がいにふけりつつ会談を終えたのだが……。

　最後にオトガルはグレイに意外な情じよう報ほうを伝えた。

　それは……。




ＧＭ：「グラスウェルズで一度失しつ脚きやくしたゴーダ伯はくが、ふたたび動いているらしい」とオトガルは言います。

グレイ：ゴーダ伯が？

ＧＭ：「アンリの首しゆ尾びがよくないこともあり、どうやらグラスウェルズはゴーダ伯を復ふつ権けんさせ、その指し揮き下かにある秘密部隊を投入するようだ」

リディル：秘密部隊……。

バヤン：いったいどんなヤツらなんだろうなー（←ワザとらしく）。

カルロス：本当にどんなヤツらなんだろうなー（←ワザとらしく）。

グレイ：いずれにせよ、まずアンリの軍を叩たたいてからの話だ。

ＧＭ：オトガルは「アンリはあれでなかなかあなどれんぞ」とアドバイスしてくれます。

グレイ：それは知っておる。アンリのデータ作ったのはワシだからな！（笑）

リディル：ここでまたメタ発言が（笑）。

カルロス：完全にメタメタ軍師化したなあ（笑）。

ＧＭ：では、このシーンはこのへんで終了しましょう。







◆Middle 16◆「アンリとの面会」




ＧＭ：では、リディルの「アンリとの面会」のシーンとなります。

リディル：いよいよですね！




　事前にグレイと打ち合わせたリディルは、その策さくを胸に秘ひめてアンリとの面会に挑いどむ。

　転送石を使い、リディルは護ご衛えいのカルロスとともにアンリの許もとへ向かった。




ＧＭ：リディルはメルトランドの王都だったレスノールへとやってきました。アンリは元もと王おう城じようを改かい装そうして、総そう司し令れい部ぶとして利用しています。

グレイ：その総司令部の一室にリディルは案内されるわけじゃな？

ＧＭ：はい。さほど大きくない、人ひと払ばらいされた部屋に案内されます。

カルロス：自分はどこかに身を潜ひそめてリディル閣下の動きを見守ります。

ＧＭ：なんか都合のいいこと言ってる（笑）。でもいいですよ、許きよ可かします。

リディル：では、部屋に入ったらそれまで目ま深ぶかに被かぶっていたフードを取って挨あい拶さつをしましょう。「アンリ殿でん下か、お初はつにお目にかかります。リディル・バウエスと申します」

ＧＭ：なお、当然ですがリディルは武ぶ装そう解かい除じよされています。挨拶をするあなたに、アンリは椅い子すから立ち上がって近づきます。

リディル：はにゃっ!?（警けい戒かいのポーズ）

ＧＭ：アンリは右手で握あく手しゆしながら、リディルの背せ中なかをポンポンと叩いて、「いやあ、よくいらっしゃいました」と、愛あい想そよく話はなし掛かけてきます。

リディル：あ、あれ……？

バヤン：アンリ、フレンドリーだ！（笑）

リディル：そっか……相手によっては愛想がよかったんでしたっけ……。

ＧＭ：アンリはリディルに椅子を勧すすめたあと、「ワインでもいかがかな？」と、部屋にしつらえられた棚たなからワインとグラスを取り出して、リディルに差し出します。

リディル：……いけない。雰ふん囲い気きに飲まれそう（笑）。

ＧＭ：アンリはリディルに渡わたしたグラスにワインをつぐと、気取った口調でこう言います。「あなたは私と似ている。……そうは思いませんか？」

一同：ぶ───────────っ!!（そろって盛せい大だいに噴ふき出だす）

ＧＭ：「このふたりの出会いは運命なのですよ！」と。

リディル：くっ……!!（お腹なかを抱かかえて震ふるえてる）

グレイ：ワシのアドバイスを忘わすれたか？　笑ってはいかんぞ（一同爆笑）。

リディル：そ、そんなぁ!?（笑）

バヤン：なるほどグレイ爺じいさんのアドバイスはこの時のためのものかぁ！（笑）

リディル：が、我が慢まんしますよ！　くっ……（笑うのをこらえ震えている）。

カルロス：この展開を見み越こしてのアドバイスだったか（笑）。

ＧＭ：さすがはメタメタ軍師（笑）。……さて、アンリはリディルの思おも惑わくを知らずに、ワインをついだグラスとグラスをカチンッと鳴らして……。

バヤン：（アンリになって）「我われ々われの未来に乾かん杯ぱい！」（一同爆笑）

リディル：み、未来に！（ふるふると必死で笑いをこらえている）

ＧＭ：「いやー、こうして会えたのは、神の配はい剤ざいですな！」と、アンリはフレンドリーに話しかけてきます。……しかし、よく見れば、その目は笑っていないのがわかります。

リディル：なるほど……（一いつ瞬しゆんで緊きん張ちよう状じよう態たいになった）。……ところで、あの、あなたのことは、なんとお呼よびすればよろしいのでしょう？

ＧＭ：「ははは。ただ、アンリとお呼びください」

一同：うは[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]!!（大だい爆ばく笑しよう）

リディル：くっ！（じたばたしながら、必死で笑いをこらえている）

カルロス：アンリ、貴き様さま～っ!?（笑）

バヤン：この返答は予想外！　いや、アンリらしいけど！（一同笑）

グレイ：アンリ……さすがだ。

ＧＭ：アンリは続けます。「私とあなたはとても似ている。もし、あなたの国の国王代理が亡なくなられたならあなたが国王になる可か能のう性せいが高いでしょう。私の国でも、今の国王が亡くなられたならば、私が国王になるのですよ。……なにせ、継けい承しよう権けん第一位ですので」

リディル：は、はい（緊張した表ひよう情じように戻もどる）。

ＧＭ：「もし、レイウォールの国王とグラスウェルズの国王が手と手を取り合えば……大陸を統とう一いつしたと言っても、過か言ごんではありますまい？」

バヤン：すごい！　野心丸出し（笑）。

グレイ：お嬢ちゃん、アンリほど立場が強くないことを主張するとよいぞ。

リディル：はい（笑）。「アンリ陛へい下か、わたしはあなたのように継承順位は高くありません。どなたかの助力が必要なのです……」と言って、もじもじします。

カルロス：……やっぱり閣下は。

バヤン：……腹はら黒ぐろいなあ（笑）。

リディル：はにゃー!!（笑）

ＧＭ：アンリは「なるほど、だからこそ私を頼たよってきたのですね」とうなずきながら納なつ得とくしています。「お任せください、私には大きな力がある」

リディル：大きな……力ですか？

ＧＭ：「そうです。古いにしえのウルフリック以来の大陸統一を、私なら成なし遂とげることができる」

リディル：えっ、あの、その……（笑）。

ＧＭ：「それが叶かなった暁には……国名を神しん聖せいアンリ帝てい国こくとでもしましょうか!!」（一同爆笑）

カルロス：こ、この男、ダメダメだっ!?（笑）

リディル：でも、この話には乗った方がいいですよね？　「なんて素す敵てきなお話でしょう！　大陸は、アンリ陛下によって統一され、平和が訪おとずれるのですね！」と目を輝かがやかせますよ！

ＧＭ：「まったくもってそのとおり！　あなたも、もう軍ぐん装そうなどまとう必要はなく、私の許もとで、大陸中の人々が幸せに暮くらせるのです」（一同爆笑）

カルロス：な、なんて展開だ！（笑）

バヤン：やばい！　もう、アンリが何を言っても笑ってしまう（笑）。

グレイ：（ドヤ顔で）なっ？　ワシの助言は役に立つじゃろ？

リディル：は、はい。たしかに（笑）。

ＧＭ：「そのための手伝いをしていただけますか？」と彼はリディルに手を差し出します。

リディル：喜んで！　それで大陸の民たみがみな、幸せになれるのですから！

ＧＭ：では、アンリは改めてグラスにワインを注いで、「では、大陸の民のために」と言って、乾かん杯ぱいをします。

リディル：「か、乾杯」……笑っちゃダメ！　笑っちゃダメ！　がまん！　がまん！　がまん！（一同笑）

ＧＭ：そして、アンリは大陸制せい覇は軍ぐんがレイウォールに攻せめ込こみ、ノルドグラムまで攻め入った際さいに、それに合わせて内応するようにと求めてきます。

リディル：はい。お約束しましょう。

ＧＭ：見返りにアンリが後うしろ盾だてになり、レイウォール国王にリディルを立てるそうです。

リディル：はい。よし、何とか上手うまくいっ……。

ＧＭ：……その際には、両者で婚こん姻いんを交かわし、大陸に平和をもたらそうと。

リディル：こ、婚姻!?　……わたしと？　……アンリがですか!?

ＧＭ：はい、そのとおりです。

リディル：アンリってこんな好色な人物でしたっけ？（笑）

バヤン：そういや『ブレイク』に初登場したときには、女官の尻しりを触さわってたな（笑）。

ＧＭ：ただ、そんなことを言いながらもアンリの目は笑っていません。

カルロス：愛を語るのは打算……政せい略りやく的てきな理由なんですね。

リディル：あくまでも、自分の野望のために結けつ婚こんを持ちかけてたんですね。うふふふふふふ。それなら、存ぞん分ぶんに罠わなにはめられる（笑）。

カルロス：閣下、腹黒いです（笑）。

グレイ：まぁ、藤井さんだからな（笑）。

リディル：はにゃ。失礼な（笑）。……アンリには「そちらが問題なく侵しん攻こうできるよう手を尽つくしておきます」と言います。「陛下の手で、ステラの軍ぐん勢ぜいを打うち破やぶってください」

ＧＭ：「無む論ろんです！　あなたの協力があれば。勝利はすでに我々のものだ」

リディル：アンリ陛下は、歴史上レイウォールを征せい服ふくした最初の王になるのですね。そうなれば、エストネルも統とう一いつ帝ていとして認みとめざるを得ないでしょう！（にこりと微笑ほほえみかける）

一同：おおっ！

ＧＭ：それはぐらっと揺ゆれるなぁ。

グレイ：いまだ！　《偽ぎ装そう情報》!!

リディル：はいっ！　《偽装情報》を使用します!!

ＧＭ：了解です。ここまで上手くフラグを立ててきたことも考こう慮りよして、《偽装情報》は通ることとします。アンリはなにかひとつリディルの言うウソに引っかかります。

一同：やった！

ＧＭ：すっかり騙だまされたアンリは言います。「では、よろしく頼むよ、リディル」

一同：ここで呼よび捨すてか!!（爆笑）

リディル：「は、はい。ではわたしは一いつ旦たん国に戻もどります」と言って部屋を辞しますよ。

カルロス：お疲つかれ様さまです、リディル閣下。色々な意味で（笑）。

リディル：笑うのを堪こらえるのがこんなに辛つらいとは……（笑）。

ＧＭ：では、リディルたちが帰ったところで、シーンを終了します。
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◆Middle 17◆「落ち着いてお茶を飲む」




ＧＭ：前のシーンで、戦争開始フラグが立ちました。このシーンを終えたところで大だい規き模ぼ戦せん闘とうに移うつります。

バヤン：ほう。

ＧＭ：バヤンのイベント「落ち着いてお茶を飲む」ですが、判はん定ていはありません。

バヤン：おや？

ＧＭ：バヤンがお茶を淹いれると、茶柱が立ちました。

バヤン：おっ！　いいことあるかも！（一同笑）

ＧＭ：はい、あります。具体的には、任にん意いのＰＣひとりのフェイトが１点増ふえるくらい。

バヤン：……いやっほーい！（バンザイのポーズを取りながら）

カルロス：なんと!?　当たりのイベントだったとは!!

リディル：なるほど。バヤンさんが淹れたお茶を飲んだ中のひとりだけが、フェイトを回かい復ふくできるんですね。

ＧＭ：そういうことです。

バヤン：さて、誰だれが飲むのがいいかな？

グレイ：まあ、バヤンだろう。

カルロス：こいつは既すでにフェイトを３点も使ってるからな。

バヤン：ありがとう！

ＧＭ：これで、大規模戦闘を開始する条じよう件けんは成立しました。次は、アンリの大陸制覇軍との戦いです。

リディル：いよいよですね！

ＧＭ：それまでに十分時間がありますので、【ＨＰ】と【ＭＰ】は全ぜん快かいにしておいてください。

一同：やった！







◆幕まく間あい◆　大規模戦闘の前に




ＧＭ：さて、このあと大規模戦闘ルールを使って合戦シーンをはじめようと思っています。

一同：はい。

ＧＭ：その前に、どのような場所でどのような戦闘をするか、プランを立ててください。

リディル：プラン？

バヤン：どういう場所で戦争をするか、俺おれたちが決めていいってこと？

ＧＭ：敵てきの兵力などは最終的にＧＭが判はん断だんしますが、まずどのように敵を欺あざむくのかをみなさんが決めてください。

グレイ：ふむ。まずグラスウェルズが攻こう撃げきにつぎ込こめる戦力は六万ということだったな？

ＧＭ：はい。

カルロス：現げん在ざい我わが軍が防ぼう衛えいに繰くり出だせる戦力は一万ですね。

グレイ：ということは、敵の戦力を一万以下まで削けずるような配置を考えればよい。

リディル：ふむふむ。

バヤン：もっと具体的にいうと？

グレイ：「苦肉の計」が成功したのだから、敵はお嬢じようちゃんの話を信用するわけだ。そこにつけ込こむ。

カルロス：なんとなくわかりました。

バヤン：そうか敵に「レイウォール軍の裏うらをかいて、大戦果を挙げられるような作戦」を提てい案あんすればいいのか。

グレイ：うむ。敵に奇き襲しゆうをさせ、軍を分ぶん割かつしたところを迎むかえ撃うつ。

リディル：なるほど。

バヤン：まあ、明らかに策さくに溺おぼれるタイプだもんな、アンリ。

グレイ：そこでだ。アンリの取りうる奇き策さくがふたつ考えられる。

リディル：ふたつ……ですか？

グレイ：ひとつは……海路でノルドグラムを急きゆう襲しゆうする。

一同：それは『無印』五巻かんでナヴァールが採とった作戦だ!!（笑）

カルロス：不思議！　信じがたい奇襲なのにどこかで聞いた気がする（笑）。

グレイ：もうひとつは、山道を用い、キャメルウォーター平原を抜ぬけて奇襲を仕し掛かける。

リディル：こちらの作戦も、『無印』五巻でフェリタニア軍がレイウォールに進しん攻こうしたルートです（笑）。

ＧＭ：実じつ際さい、地形は同じなので、レイウォール攻撃のルートが似にるのは自然です。

グレイ：……だ、そうじゃ（笑）。

カルロス：……なんだろう。この果てしないマッチポンプ感（笑）。

グレイ：ちなみに、この作戦のポイントはどちらのルートを選ぶにせよ……。

バヤン：奇襲である以上投入できる兵力は限かぎられるということか。

グレイ：うむ。そのとおり。

バヤン：もし『三さん国ごく志し』の赤せき壁へきをそのままなぞるなら、船でやって来たところを焼やき払はらいたいけれど……。

カルロス：その場合、結局敵の総そう司し令れいである曹そう操そうには逃にげられてしまうぞ。

グレイ：確たしかに、船で攻せめてきた場合、取り逃がしたアンリがそのままグラスウェルズ本国へ逃げ帰る可か能のう性せいはあるな。その場合無む傷きずのグラスウェルズ軍がメルトランドに残る。

リディル：なら、陸上で戦いませんか？　それで、アンリを捕つかまえればエストネルがレイウォールの勝ちを認みとめても誰も文もん句くは言わないと思います。

バヤン：俺も賛さん成せい。海はもうこりごりだ（笑）。

ＧＭ：リディルの言うとおり、アンリを捕まえれば完かん璧ぺきにレイウォール勝利という裁さい定ていになりますね。

グレイ：ならば、キャメルウォーター平原に誘さそい込こむのがよかろう。嬢ちゃんが嘘うその手紙を書いて、アンリをおびき寄よせるのだ！

リディル：「国こつ境きようの兵力を手て薄うすにしておくので、精せい鋭えいを率ひきいて侵しん入にゆうしてください」って書くんですね（笑）。

グレイ：はっはっは。嬢ちゃんはこういう話の理り解かいが早いのう。

リディル：はにゃっ！　こ、これも国のため、無理してるんですよ（笑）。

ＧＭ：そういう仕し掛かけでならアンリが引き連れてくる軍ぐん勢ぜいは一万ってとこですかね。『無印』五巻でピアニィたちが率いてキャメルウォーター平原に進軍したのと同数ってことで。

グレイ：《偽ぎ装そう情じよう報ほう》の効こう果かとの兼かね合あいを考えると、そんなところかな。

リディル：これで、敵てき味み方かた同数ですね。

カルロス：今度は、こちらが侵しん入にゆう者しやを打うち砕くだく番です！

ＧＭ：それでは次のシーンへ移ります。
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◆Middle 18◆激げき突とつ、大陸制せい覇は軍ぐんvs竜りゆう炎えん騎き士し団だん




　エダム公アンリはグラスウェルズの精せい鋭えいたる幻げん竜りゆう騎士団を率い、国境の山を越こえ、レイウォール王国領りようキャメルウォーター平原に進出していた。

　勝利の暁あかつきには、栄光を独どく占せんできる。

　アンリの口元は、自然とゆるんだ。




ＧＭ：それではおそらくミドルフェイズ最後になる大だい規き模ぼ戦せん闘とうを行なうシーンをはじめます。

グレイ：ふむ？　クライマックスフェイズではないのか？

ＧＭ：はい。大規模戦闘の結果にもよりますが、このあとクライマックスにひとつイベントが発生する予定です。

グレイ：ふむ、イベントの内ない容ようは、おおよそ予想はついた（笑）。

バヤン：どんなイベントかはともかく、大規模戦闘の後のクライマックスで戦闘が発生する可能性が高いのかぁ。

カルロス：リソースを残しておかないといかん。配分が難むずかしいな。

ＧＭ：その辺は後のお楽しみ（笑）。まずは、キャメルウォーター平原にやってきた、敵てき方がたから演えん出しゆつしましょう。

リディル：ついに来ましたね！

ＧＭ：アンリは大陸制覇軍を率い、山を越こえて、レイウォールの平原を見み渡わたす地にやって来ました。「この国境を越えて到とう来らいする初めてのグラスウェルズの王は、このアンリだ！」

カルロス：だからいつから貴き様さまは王になったんだ!?（笑）

ＧＭ：アンリの隣となりでは副官のエリエが、ひどく醒さめた目でアンリを見ています（笑）。

バヤン：あ、エリエが副官なんだ。




エリエ・アーミット

　初出は『ブレイク』四巻の投とう稿こうＮＰＣ。リシャールの下もとで幻竜騎士団副ふく団だん長ちようを務つとめていた。
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ＧＭ：リシャールを崇すう拝はいしていたエリエは、彼かれの死後職しよく務むとしてアンリの補ほ佐さを淡たん々たんとこなしています。アンリ個こ人じんに対する忠ちゆう誠せい心しんなどはないもよう。

グレイ：すると、アンリが「この国境を越える一歩が！　神しん聖せいアンリ帝てい国こくの最初の一歩となるのだ！」とか言うと。

カルロス：アンリの隣にいるエリエが真ま面じ目めな顔で、「公こう爵しやく、進軍いたしましょう」と淡々と言うわけですね。

バヤン：そしてアンリが、「あっ、よろしく」って頼たのんで、エリエが幻竜騎士団に指し示じを出す（一同笑）。

グレイ：すっかり可哀かわい想そうなヤツになってしまったな、アンリ（笑）。

ＧＭ：なお、副官のエリエは、このリプレイでは30レベルです。

一同：30レベル!?

バヤン：それぐらいでないと、副官は務まらないか。

カルロス：相当の使い手ですね。

ＧＭ：では、大規模戦闘の処しよ理りをはじめましょう。まずは戦団編へん成せいです。




　なお、大規模戦闘ルールの概がい要ようは[image: ]ページのコラムにまとめてあります。




▼アンリ軍

代表者名：アンリ・グラスウェルズ

動員人数：一万

戦団レベル：９

戦力：[image: ]




▼レイウォール軍

代表者名：リディル・バウエス

動員人数：一万

戦団レベル：９

戦力：75

ＮＰＣ参戦数：４




ＧＭ：このように、戦力的には、ほぼ拮きつ抗こうしています。

グレイ：おお、敵にエピタフいるのか。




エピタフ

『ブレイク』に登場した幻竜騎士団員。巨きよ大だいな斧おのに、敵を倒たおした数だけ傷きずを刻きざんでいる。アンリ側の兵としてファントムレイダーズと戦った。
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リディル：「幻竜騎士団の狼おおかみ」って（笑）。

ＧＭ：『ブレイク』一巻に登場した狼君です。飼かっていたテイマーは四巻で新しいペットのラドンに喰くわれています。

バヤン：思い出した！　名前を言う間もなく竜に喰われたあいつか！（笑）

カルロス：狼の方がキャラクターなのかよ（笑）。

グレイ：あいつが『ブレイク』一巻のときに飼っていた狼か。なんか懐なつかしい感じ（笑）。

ＧＭ：次にＦＳ判定の内容です。




●ＦＳ判定

名めい称しよう：アンリ軍の撃げき退たい

終しゆう了りよう条件：３ラウンド経過

判定：【精せい神しん】

難なん易い度ど：22

支し援えん判定：【筋きん力りよく】、【器用】、【知力】
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ＧＭ：これに成功すると、アンリ軍は士気を失って敗走、退たい却きやくします。

カルロス：難易度が高いですね。成功できるのは、リディル閣かつ下かぐらいじゃ？

リディル：わたしは【精神】17ですから、一いち応おう期き待たい値ちで成功できますね。

ＧＭ：なお、アンリ軍は国境を越こえたこともあり、《テレポート》や転送石での退却はできないこととします。負けると通つう常じようの手しゆ段だんで退却します。ＰＣたちも退却できますが、その時点で敗戦が決定し、シナリオ終了です。

バヤン：（ＦＳ判定のデータを見つつ）……結けつ構こう難しいな。最短で行こうとすると、進行判定を三回、達成値28以上出して成功させなくちゃならない。

カルロス：クリティカルが出たとしても、二回はかかりますね。

ＧＭ：敵の戦力を削けずって判定に修しゆう正せいが入るようになると、それが進行値に加わるので見た目よりは早く終わると思いますよ。

リディル：わたしは【行こう動どう値ち】が低いですし、様子を見つつ進行判定をしていきましょう。

ＧＭ：なお、平原での戦いなのでフィールドへの戦場オブジェクトの配置はありません。

カルロス：正面からの殴なぐり合あいか……。

ＧＭ：みなさんはアンリ軍を待ちかまえていますので、戦闘に入る前に、敵てき軍ぐんの様子を確かく認にんできます。【感知】で戦団識しき別べつの判定をどうぞ。




　ここはカルロスが見事に判定に成功。




ＧＭ：では、偵てい察さつ任にん務むに出した読者投稿キャラのハルゲーから報ほう告こくがあったという演出にします。「敵の配置は、前線に幻竜騎士団二体、中ちゆう衛えいに白はく竜りゆう魔ま法ほう騎士団改が四体、そして、本ほん陣じんにアンリとエリエではないか」とのことです。

バヤン：「～ではないか」って口くち癖ぐせなのか（笑）。

グレイ：で、この戦闘の勝利条件は？

ＧＭ：勝利条件はこんな感じです。




▼勝利条件

　・ＦＳ判定に成功する。

　・敵戦団の戦力を０にする。

　・アンリを戦闘不ふ能のうにする。




ＧＭ：この三つの勝利条件を念頭に置いて、戦場スキルを選せん択たくしてください。




戦場スキル

　戦場スキルは大規模戦闘で使う特とく殊しゆなデータだ。ＰＣの取り得る計けい略りやくや作戦などがデータ化されていると考えるとわかりやすいだろう。




カルロス：配置にもよりますが……攻こう撃げきを直ちよく撃げきさせられる《ダイレクトヒット》は持ってないので、アンリを戦闘不能に追おい込こむのは無理でしょう。

バヤン：敵の戦力を０にするのも無理。先に俺たちが倒たおれちまう（笑）。

グレイ：まあＦＳ判定の成功を狙ねらうのがよいかのう。

リディル：そうですね。

グレイ：まず、戦場スキルのひとつは自然と決まる。《本ほん陣じん召しよう喚かん》だ。




《本陣召喚》

　イニシアチブプロセスに、自軍のキャラクターを本陣へと移い動どうさせる。




グレイ：前線と本陣のみで、こちらの戦線を構こう築ちくする。そして、リディルはまず前線で盾たてとして味方を守り、しかるべきタイミングで《本陣召喚》で本陣へ戻もどり、進行判定をするのだ。

バヤン：まともに敵の攻撃を受けられるのはお嬢じようだけだからな。

リディル：なるほど。

バヤン：あとは中衛を殲せん滅めつできるかが勝負所かぁ。もう一個こは、《伏ふく兵へい》がいいんじゃないか。

カルロス：《伏兵》……ひとりが行動済ずみになる代わりに、自分の軍ぐん団だんのキャラクターひとりを中衛に動かす戦場スキルですね。

グレイ：使うとしたらワシだな。しかし、そうするとワシが支援ができなくなるが、それでも中衛を倒たおせるか？

バヤン：俺とカルロスのふたり掛がかりでやれば、十分いけるだろう。

カルロス：必ずや倒してみせます。

リディル：それが最さい善ぜんのようですね……お願いします。

ＧＭ：では、取得する戦場スキルを宣せん言げんしてください。

リディル：《本陣召喚》と《伏兵》で！

ＧＭ：では、次に配置をお願いします。




　配置の結果については図を参照していただきたい。




グレイ：では、アンリの軍を待まち伏ぶせして、一気に叩たたこうではないか。

一同：了りよう解かい！

ＧＭ：では、朝あさ靄もやが深い早朝グラスウェルズ軍はキャメルウォーター平原に侵しん入にゆうします。待ち伏せに気付かぬまま。

グレイ：やがてさーっと霧きりが晴れると、アンリ軍の前に陣じん取どる我が軍勢があるのじゃな。

ＧＭ：すると、アンリが「ん？」と怪け訝げんな顔をします。「そこにいるのは誰だ!?」（爆ばく笑しよう）

グレイ：ここで、お嬢ちゃんのひと言があるといいぞ。

カルロス：（リディルになって）「あなたとは遊びだったのよ！」（爆笑）

リディル：カルロスさん、わたしのことを何だと思ってるんですか!?（笑）




　すっかり腹はら黒ぐろキャラ扱あつかいのリディルである。




リディル：では気を取り直して……「申もうし訳わけございませんが、愛するレイウォールをあなたに渡わたすわけにはいかないのです！」とアンリに言います。

ＧＭ：では「む、リディルだと！　では、レスノールでお前が語ったことは嘘うそだったというのか!?」とアンリは蒼そう白はくになります。

バヤン：ざまあ！（笑）

ＧＭ：しかし、副官のエリエは冷静に、「敵の数は見たところ我が軍と同数、同じ数なら蹴け散ちらしてしまえば我われ々われの勝ちです」となだめます。

グレイ：ふ、それはこちらとて同じ。六万の大軍なら勝てぬが、同数ならなんとかなる。さあ、お嬢ちゃん……いや、リディル閣下。ご命令を！

リディル：はい！　竜炎騎士団、前進せよ!!




　ここに、苦肉の計は成なった。

　リディルの号令のもと、竜炎騎士団は敵に襲おそいかかった。




第一戦場ラウンド

ＧＭ：ということで、開戦です。各自の【行こう動どう値ち】を申告してください。




▼行動値

　アンリ　　　　　　　　　38

　バヤン　　　　　　　　　27

　エピタフ　　　　　　　　20

　白竜魔法騎士団改Ａ～Ｄ　19

　狼　　　　　　　　　　　16

　グレイ　　　　　　　　　15

　カルロス　　　　　　　　９

　リディル　　　　　　　　７

　エリエ　　　　　　　　　５
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バヤン：一番速いのは、アンリか。

ＧＭ：では、セットアップから。アンリは、エピタフに《エントリーマカブル》＋《ダンスマカブル》を使います。

リディル：きましたね！

ＧＭ：「やれ、エピタフ！　皆みな殺ごろしだ！」エピタフは、これで命中のダイスで６が一個でも出るとクリティカルになります。クリティカルすると《バーストスラッシュ》が炸さく裂れつします。

バヤン：つ、強えぇー（笑）。

ＧＭ：次は27のバヤン。

バヤン：《ベストルート》を使用。このスキルは、移い動どう力りよくを＋ＳＬ（スキルレベル）×５する。で、５レベルで持っているから、移動力が25増ふえたぜ！　これは、ダメージが＋25ってことさと突とつ貫かん！

ＧＭ：次。エピタフはセットアップは動きません。狼が《パンプアップ》。ラウンドの間、ダメージ＋10。「アオーン！」と吼ほえて気合いを入れました。

バヤン：横にいる飼し育いく係がかりのフィルボルが「今日のコイツはひと味違ちがうぜぇ」と言うんですね。

グレイ：まず、パクッとフィルボルの飼かい主ぬしから食うんだろ？（一同爆笑）

リディル：それじゃ『ブレイク』の再さい現げんです（笑）。

ＧＭ：まあ、食ったところでデータは変わりませんが（笑）。次はグレイ。

グレイ：理知の宝ほう玉ぎよくを使って、【行動値】を27へ。いきなり速くなったぞ。

バヤン：バカな!?　グレイが俺と同じくらい速く動くだと！（笑）

カルロス：バヤンが驚おどろいてどうする！（笑）

グレイ：そして、このアイテムの効果は、読者投稿ＮＰＣのディーノが目くらましをしてくれたおかげ、ということにしよう。

ＧＭ：はっ。そうやって演出していただけると助かります（笑）。次はカルロス。

カルロス：セットアップは特にすることはないです。戦場を見守ります。

ＧＭ：では、リディルどうぞ。

リディル：わたしは、攻撃しないでＦＳ判定をするつもりなので、《ホーリーフィールド》だけ。【物理防ぼう御ぎよ力りよく】と【魔法防御力】を＋15します。

グレイ：それは堅かたいのう。

ＧＭ：では、次はエリエの行動、彼かの女じよは「わたしは決まった事をやるだけだ」と《司し令れい塔とう》を使用します。

カルロス：何っ!?




《司令塔》

　１ラウンドの間、自分以外の場面（選択）の判定に＋10する。




グレイ：エリエの言うとおりに動くと、判定に＋10されたハイパーアンリになるのか（笑）。

バヤン：ハイパーアンリ！（笑）

ＧＭ：「エリエは、リシャールなどよりよっぽど親切だよ！」というわけで、セットアップは終了。

グレイ：一番速いのは、アンリだな。

ＧＭ：そうですね。アンリが《ファストドロウ》で、対象を増ふやし《ホーリーアシスト》＋《ホーリーアーマー》＋《ホーリーウェポン》を、幻竜騎士団にかけます。

リディル：はい。

ＧＭ：（ダイスを振ふる）判定は成功。武ぶ器き攻撃のダメージ＋25、【物理防御力】＋20。シーン終了まで有効。では、次はバヤン。

バヤン：イニシアチブに、《伏兵》として中ちゆう衛えいに移動したい。

グレイ：なら、ワシが《伏兵》を使い、隠かくれていたバヤンが中衛に突つっ込こむという演出で。

バヤン：それだ！　身を隠かくしていた俺は、竜りゆうと共に横合いから現あらわれる！

ＧＭ：突とつ然ぜん出しゆつ現げんした一騎きのバートルに、アンリ軍も動どう揺ようします。

バヤン：やあやあ、遠からんものは……耳に……目にも見よ？　あれ？　どっちだったっけ？（一同爆笑）

カルロス：いい加か減げん、ちゃんと言えるようになれ！（笑）

バヤン：まあいいや！　リディル閣下の右みぎ腕うでであるこのバヤンが相手をするぞ！　相手はお前らみんなだ！　好きなだけかかってきな！

ＧＭ：では、バヤンの行動をどうぞ。

バヤン：マイナーアクションで《ランナバウト》、メジャーアクションで《ラッシュ》を宣言！　約80メートル前方にダッシュ。ダメージにプラスだ！

グレイ：おお、移動力が80もあるのか！

バヤン：正せい確かくには87メートルですぜ。

カルロス：約80メートルを一気に突とつ撃げきか。中々やるじゃないか。

バヤン：そして、範はん囲い攻撃！　目標は、四体の白竜魔法騎士団！　（ダイスを振る）……うわ！　これはひどい！

グレイ：すごいな。５Ｄ振って１が三つもあるぞ（笑）。

バヤン：１、１、１、３、６（笑）。フェイトを使って振り直そうかな？

リディル：ああ、お茶で回復した分が、ここで消費されるなんて（笑）。

バヤン：あっ、白竜魔法騎士団改って判定値に＋10されてるんだった！　フェイトを使って振り直す！　さらに、もう２点使って判定のダイスを増ふやす。ここで外すと大だい惨さん事じだ！（笑）

リディル：がんばって！　バヤンさんを信じてます！

バヤン：おう、お嬢に助けてもらった分は働くぜ！　（ダイスを振る）……よし、クリティカル！（一同爆笑）

カルロス：なんというアップダウンの激はげしいダイス目！

リディル：やったー！（拍はく手しゆ）

グレイ：これでＧＭが回かい避ひにクリティカルを出したらたまらんな。

ＧＭ：では、まず回避。（ダイスを振る）出目は６と……５。惜おしい！（笑）

カルロス：あぶねー！

ＧＭ：では、次。（ダイスを振る）……６と５！

カルロス：うわっ、またギリギリか!!

バヤン：怖こわい怖い！

ＧＭ：（ダイスを振る）う～ん、ダメか。全員、回避失敗です。

バヤン：では、ダメージロールは[image: ]＋11Ｄ！

一同：11Ｄ!!

グレイ：すごいダメージだな。

バヤン：（ダイスを振る）出目は37だから、期待値そこそこ。ダメージは、[image: ]点の物理です。

ＧＭ：【物理防御力】を引いて[image: ]点ダメージを受けましたが、倒たおれません。でも、三分の二以上持っていかれたか。

バヤン：なかなかしぶとい（笑）。

ＧＭ：次はエピタフです。「なかなかやるな。異い国こくの騎き兵へいよ。だが、俺のハルバードはもっと強いぞ？」

バヤン：おお、見せてもらおうか！

ＧＭ：エピタフは「竜炎騎士団の団だん長ちようはこんなに若わかいのか。しかも前線に出てくるとは」と《ファストセット》を使用。これでマイナーに《インヴィジブルアタック》＋《ブラッディフィート》を使い、メジャーは《ストラグルクラッシュ》！　対象は敵てき将しようのリディルです。

バヤン：俺、無む視しされた！（笑）

グレイ：敵はリディルが戦闘不能になったら勝ちだからな。当然の選択。

ＧＭ：「どれ、実力を見てやろう」（ダイスを振る）よし、６が一個出ている！　これで《ダンスマカブル》の効果でクリティカル！

カルロス：申し訳ございません閣下！　自分は前ぜん衛えいにいるので《インターフィアレンス》が使えません！

リディル：大だい丈じよう夫ぶ、耐たえてみせます。（ダイスを振る）惜しい、片かた方ほう６だったのにな。11で回避失敗です。

ＧＭ：「さあ受けてみるがいい！」　ダメージは、ぴったり[image: ]点！　しかし、クリティカルしたので防御力無視です。

カルロス：ゼパもこれで苦しんだんだった！

リディル：とりあえず《プロテクション》を張はるしかない！（ダイスを振る）

一同：ぎゃー！

カルロス：ひ、低い!?

リディル：５Ｄ振って１、１、１、２、３でした（笑）。10点しか引けない。90？　あっ、《エフィシエント》があるからさらに８点引ける。でも、《インテンション》がなかったら死んでました（笑）。

ＧＭ：さぁ二撃目いきますよ。むしろ、こっちの方がダメージは大きいです。

カルロス：これはクリティカルじゃなければ耐えられるはず。

ＧＭ：うりゃぁっ！（ダイスを振る）　惜しい、６と４！　命中は、48です。

バヤン：うわ、ＧＭの出目良すぎ！

ＧＭ：おかしいな？　普ふ段だんこんなに出目は良くないのに。……『デスマーチ』のときに思ったけど、『サガ』はＧＭの出目が良くなる呪のろいでもかかっているのか？（笑）

リディル：（ダイスを振る）うう、回避は７で失敗です。

ＧＭ：（ダイスを振る）……ダメージはいまいち。[image: ]点です。

リディル：今後は【物理防御力】は有効ですよね？　それなら64点あるから……。ここで《プロテクション》を使います。（ダイスを振る）28点止めて、25点ダメージを受けました。

ＧＭ：「なんという防御力だ！」　エピタフはリディルの堅かたさに驚おどろきます。

グレイ：ほらリディル。なにか言い返してやれ。

リディル：（顔を上げて）にゅ？

一同：「にゅっ」て（笑）。

リディル：ご、ごめんなさい！　ＭＰの計算に没ぼつ頭とうしてました（笑）。

カルロス：リディル閣下、エピタフへ強気のひと言をどうぞ。

リディル：これでもわたしはベルフト殿でん下かの従妹いとこであり、弟で子しです！　この程てい度どで倒たおれるわけにはいきません！

ＧＭ：「なるほど。かのベルフトの従妹なのか」とエピタフは感心します。……で、グレイは行動済ずみですから、四体の魔法騎士団の番です。

バヤン：こいつらに範囲攻撃されると、結構きついぞ！

カルロス：先に行動させるわけにはいかない。《アデンダム》で割わり込こむ！

ＧＭ：では、カルロス、どうぞ。

カルロス：マイナーで《デスターゲット》、メジャーで《アローシャワー》。目標魔法騎士団！　（ダイスを振る）クリティカル！　６が三つ出ました！

ＧＭ：では、回避を試みます。（ダイスを振る）あっ、11だ。

カルロス：危あぶないーっ!?

ＧＭ：……11は出たものの、結局クリティカルはなし、と。全員回避失敗ですので、ダメージをどうぞ。

グレイ：ここで《チェックメイト》を宣せん言げん。ダメージを増やすぞ。演出は読者ＮＰＣのセドリックを突撃させるということで！

カルロス：こっちのダメージは[image: ]点。

グレイ：《チェックメイト》の20点を足しておいてくれ。

カルロス：では、合計[image: ]点の魔法ダメージ。リディル閣下を撃うとうとして隙すきができた敵を狙ねらい撃ちます。

ＧＭ：魔法ダメージか。それだと一いつ掃そうされてしまいますね。四体いた白竜魔法騎士団改は全ぜん滅めつです。

バヤン：兵隊クン、やるじゃなぁい。

カルロス：貴様もな、野良犬。




　リディルを狙うグラスウェルズ魔法騎士団。しかし、それが隙となった。カルロスの射しや撃げきとタイミングを合わせた騎兵の突撃により、魔法騎士団は壊かい滅めつした。




グレイ：ようし。これで、向こうの中衛は崩ほう壊かいだ。

ＧＭ：アンリは「なんたることだ、我が軍が押おされておる!?」と慌あわてますが、エリエは「やられているのは中衛の魔法騎士団だけです」となだめます。

グレイ：そして、戦力の差が22になったので、戦力修正が＋２にシフトだ。

ＧＭ：では、狼がリディルとカルロスを攻撃します。マイナーで《スマッシュ》、メジャーは、《餓が狼ろうの牙きば》というオリジナルエネミー特とく殊しゆ能のう力りよく。範囲攻撃です。（ダイスを振る）命中は44。

リディル：クリティカル以外では避よけられません。

カルロス：こっちも同じく！　（ダイスを振る）……お、クリティカル！（ガッツポーズ）

バヤン：こいつはでかいぜ！

リディル：（ダイスを振る）わたしはダメ。全然無理です（笑）。

ＧＭ：では、ダメージ。80＋７Ｄです。（ダイスを振る）普ふ通つうだな……[image: ]点。

グレイ：さて、果たしてリディルは耐えられるか？

リディル：自分に《プロテクション》。（ダイスを振る）32点軽けい減げん。合計で96点止めましたので、ダメージは８点だけ受けました。

カルロス：８点！　さすがだ！

ＧＭ：狼の攻撃が終わったので、こっちの行動は終わり。カルロスのメインプロセスです。

カルロス：自分のメインプロセス？　……特にやることがありません（笑）。

グレイ：アンリは狙ねらえないのか？

カルロス：射しや程てい距きよ離りの問題で無理です。ここは、リディル閣下に支し援えん判定をするために待機しておきましょう。

ＧＭ：では、リディルの順番がきます。

リディル：では、ＦＳ判定のために、本陣に戻りたいです。

グレイ：《本陣召喚》だな。「さあ、リディル閣下。大たい将しようとしての仕事だ！」

リディル：はい、本陣に移動しました。ＦＳ判定をします。

カルロス：では、自分が【器用】で支援判定します。（ダイスを振る）27で成功！

グレイ：ということは、＋２だ。

リディル：なら、５が出れば判定自体は成功です。でも、達成値を伸のばしたいから、フェイトを２点使います。

ＧＭ：分かりました。

リディル：（ダイスを振る）ダイス目は16……達成値は31！

グレイ：ということは、差が９なので４カウント進行。戦力修正で＋２されるから、６カウントまで進行だな。

リディル：「皆みなさん、バヤンに続いてください！」と指し揮きを執とります。

グレイ：すると、「あの竜りゆう騎き兵へいに続け！」とレイウォール軍が前進するんじゃな。

バヤン：「道が開いたぞー！」となだれ込こんでいく、と。

ＧＭ：では、進行値３でイベントが発生します。

リディル：おや？

グレイ：中衛に戦場オブジェクトの長ちよう距きよ離り砲ほうが配置されます。

カルロス：長距離砲っ!?

ＧＭ：「ええい、例の秘ひ密みつ兵器を前に出せ！」とアンリが命令すると、ガガガガッとバヤンの横に配置されます。

バヤン：うわっ、俺の真横!?（笑）

[image: ]

ＧＭ：砲ほう台だいは、クリンナップに本陣を攻撃します。

カルロス：自分が《インターフィアレンス》しますよ。本陣に弾たまを通すつもりはありません。

グレイ：おお、我が軍は万ばん全ぜんだな（笑）。

ＧＭ：で、さらに進行値６で、グラスウェルズ軍の士気が高こう揚ようします。「栄光ある幻竜騎士団諸しよ君くん！　向こうがベルフトならば、こちらはリシャール公の無念を思い出せ！」とエリエが言う。

バヤン：その言葉を受けて、幻竜騎士団が根こん性じようを見せるんだな。

ＧＭ：はい。これで、ＦＳ判定の難易度が24に上がります。

一同：うわぁ！

バヤン：厳きびしくなったな……。フェイトをガリっと使わないといけない。

ＧＭ：さて、このままですと、エリエの番になりますが……。

カルロス：自分が《エンカレッジ》を使用しリディル閣下にさらに行動してもらいます！　「閣下、ご指示を！」

リディル：はい、ここで退しりぞくわけにはいきません。ＦＳ判定を行ないます！

グレイ：進しん行こう値ちをあとふたつ進めるために、差分は＋３欲ほしいところだ。達成値27を出せば、一気に押おし切きれる。

リディル：出目で12以上……。フェイトを２点使いましょう！

バヤン：いけ、お嬢！　あんたならやれる！

カルロス：閣下、決めてください！

リディル：（ダイスを振る）やった！　出目が13。達成値は28です！

グレイ：おお、差は４か。合計で進行値が４カウント進むから、見事10までたどり着いたな。

リディル：全軍そのまま前進！　敵を殲せん滅めつせよ！

一同：殲滅！（笑）

カルロス：いや、この場合敵が逃にげてくれた方が……。

バヤン：追おい詰つめすぎると反はん撃げきが怖いし……。

リディル：す、すみません。つい……。

グレイ：いや、判定にはすでに成功していることだし、殲滅させるくらいのつもりで突撃するのは悪くない。

バヤン＆カルロス：ごもっとも！（笑）

リディル：じゃあ、あらためまして……全軍前進！

ＧＭ：では、リディルの猛もう烈れつな檄げきに応こたえたレイウォール軍の前進によりグラスウェルズ軍は指揮崩壊します。エリエが「駄だ目めだ……全ぜん軍ぐん撤てつ退たい！」と兵に撤退をうながす。

一同：やった！




　もとより指し揮き官かんに不信を抱いだくグラスウェルズ軍は、負けたら後がないレイウォール軍の猛もう攻こうを支ささえ切るには士気が保もたなかったのである。

　勝敗は、ここに決した───。




カルロス：なんとか勝ったか……。

バヤン：１ラウンドで決着ついたとはいえ、結構厳きびしい戦いだった。

グレイ：というか、長引いたら勝ち目は無かったな。……ところで、アンリはどうした？

ＧＭ：アンリは馬首をくるっと返して、「あとは任まかせたぞ！」とダ──ッ!!　とひとりで逃にげ出だしてしまいます。

カルロス：き、貴様っ……誇ほこりも何もないのかっ!?（笑）

バヤン：でも、あいつはひとりで逃げるだろうなぁと思ってたよ（笑）。

リディル：ともかく、みなさんのおかげで勝ちました！　ありがとうございます！

グレイ：いや、まだ終わりではないぞ？　まだアンリを捕とらえるという仕事が残っている。

バヤン：あっ、そっか。

カルロス：リディル閣下、アンリ追つい撃げきのご指示を！

リディル：分かりました。「グレイさん、バヤンさん、カルロスさん、アンリを追いますよ！」

ＧＭ：では、ミドルフェイズを終了し、クライマックスフェイズに移ります。







ＣＬＩＭＡＸ　ＰＨＡＳＥ







◆Climax 01◆すべてを終わらせるために




　戦いの趨すう勢せいは決した───。

　アンリの軍ぐん勢ぜいは瓦が解かいし、主しゆ将しようたるアンリは真っ先に逃とう亡ぼうを始めている。

　だが、これで終わりではない。

　総そう大だい将しようのアンリの身み柄がらを確かく保ほするための戦いが残っているのだ。




ＧＭ：では、クライマックスフェイズ開始です。各自メインプロセス一回分の回かい復ふくを。

グレイ：では、まずフェイトを１点使って、《ヒール》を解かい放ほう。さらにフェイトを１点使用。《マジックブラスト》＋《ヒール》で全員の【ＨＰ】を回復させる。（ダイスを振ふる）うむ、55点回復。

バヤン：お！　さすがはグレイ！




　この後ＰＣたちは各自の持つアイテムや《ヒール》を使用して回復に努つとめた。




バヤン：んじゃ、アンリをとっ捕つかまえようぜ！

ＧＭ：では山道を必死で落おち延のびようとするアンリに、みなさんが立ちふさがります。

バヤン：じゃーんじゃーんじゃーん！（←銅ど鑼らの音）

ＧＭ：アンリに従したがっていたエキストラの雑ざ魚こ兵へいが「げえー！」と驚おどろきの声を上げます。「どうしたのだ、衛えい兵へいは!?　幻竜騎士団はどうなった!?」と、アンリも慌あわてふためきます。

グレイ：ここは「アンリ、おとなしく投とう降こうせよ」と言ってみるか。

ＧＭ：すると「そうはさせない！」と声がして、四人の人ひと影かげが現あらわれます。

バヤン：はっ！　な、何やつ!?

グレイ：そうやって相手に訊いたら、まるっきりこっちが悪役だろう！（一同笑）

カルロス：ともかく、アンリを守ろうとする連中が現われたんですね。

リディル：でも、四人？

ＧＭ：はい、ひとりは黒い鎧よろいを着た、わりと甘あまい顔かおの青年。

リディル：……うーん。

グレイ：それから、ちょっとこわい顔をした紫むらさき色いろの瞳ひとみの少女。そして禿はげ頭のネヴァーフの老人と、エルダナーンの女じよ性せいだな（笑）。

カルロス：なるほど。ここで登場ですか。

リディル：うわ～ん、生で見れて嬉うれしいけど、こんな形では会いたくなかった！（笑）

グレイ：ふぅむ。そういえば、聞いたことがある……（笑）。

リディル：はっ、グレイさん!?　彼かれらが何者か知っているのですかー？

グレイ：うむ。幻竜騎士団の、影かげの部隊が派は遣けんされたという。彼らはもしや。

バヤン：影の部隊だと!?　いったい、何者なんだ!?（一同爆ばく笑しよう）

ＧＭ：バヤンの言葉に、紫の瞳の少女が答えます。




「……私わたしたちは、ファントムレイダーズ」

[image: ]




カルロス：くくく……!!（笑）

バヤン：ああっ、カルロスが笑った！（笑）

リディル：いつも仏ぶつ頂ちよう面づらのカルロスさんを笑わせるなんて！（笑）

ＧＭ：すると、黒い鎧の青年が「笑うなっ！」と叫さけびます（笑）。

カルロス：失礼。ファントムレイダーズ……最近噂うわさの盗とう賊ぞく団だんか。

グレイ：いや、やつらの正体は盗賊ではない。幻竜騎士団の秘ひ密みつ部隊なのだ。

バヤン：（わざとらしく）な、なんだってー！

ＧＭ：すると黒い鎧の青年……まあ、アンソンなのですが、「何故なぜ、そのことを知っているんだ!?」と問います。

グレイ：フッ、教えてしんぜよう。何故なぜなら！

ＧＭ：「何故なら？」

グレイ：ワシは、お前の上司と魂たましいを共有しているからだ！（一同爆笑）

バヤン：さすがメタメタ軍ぐん師し（笑）！

カルロス：言うと思いました（笑）。

バヤン：この戦いってさ。俺おれたちが負けると、「エダム公こうアンリはいただいていく」っていう、ファントムレイダーズの決まり文もん句くが出るよな？（笑）

グレイ：そして、「巷ちまたでは、ファントムレイダーズがエダム公アンリを盗ぬすんだと言われるが、歴史上にその名はない」と締しめられる。……ワシらが脇わき役やくにならないためには、ここで勝たねば（笑）。

バヤン：うおおおお、なんという負けられない戦い！

リディル：この『イフ』ではわたしたちがＰＣですからね……がんばりましょう！

ＧＭ：というわけで、戦せん闘とうに移うつりましょう。まずはファントムレイダーズがここに（とポーンをひとつだけ置く）。

リディル：あれ、ポーンはひとつ？

バヤン：ファントムレイダーズは四人だよな？

ＧＭ：何故なぜ、ポーンがひとつかと言いますと……ＧＭひとりでＰＣ四人分のデータを運用するのは、大変面めん倒どうなわけです。というわけで……。

カルロス：えっ、まさかモブ扱あつかい!?

ＧＭ：そのとおり。四人で一体の、［ファントムレイダーズ］というモブのエネミーです。

一同：なんだそりゃー!!

ＧＭ：ちなみに、16レベル四人を合わせたので、レベルは64。

カルロス：64!?（笑）

リディル：モブだから安心かと思ったら、全然そんなことなかったです～！

ＧＭ：エネミー特とく殊しゆ能のう力りよくも凝こりましたのでお楽しみに。

カルロス：……いったい何に凝ったんだろう？（笑）

ＧＭ：この戦闘の勝利条じよう件けんは、アンリを戦闘不ふ能のうにすることです。ファントムレイダーズは戦闘不能にしなくても構かまいません。

リディル：なるほど。

ＧＭ：ただ、ファントムレイダーズを放置してアンリを戦闘不能にするのは大変ですよ。

バヤン：何しろ、ゼパ様がいるからなぁ。

カルロス：アンリをかばうだろうことは推すい測そくがつきます。

リディル：ともかく、「申もうし訳わけありませんがアンリの身柄は渡わたせません！」と言い返します。

ＧＭ：では、この辺で戦闘開始。




●第１ラウンド

▼行こう動どう値ち

　アンリ　　　　　　　　　38

　ファントムレイダーズ　　30

　バヤン　　　　　　　　　27

　グレイ　　　　　　　　　15

　カルロス　　　　　　　　９

　リディル　　　　　　　　７

[image: ]




ＧＭ：第１ラウンドの、セットアッププロセス。まずアンリが《エントリーマカブル》＋《ダンスマカブル》をファントムレイダーズにかけます。

バヤン：これで六の目のダイスが一個こでもあるとクリティカルか……。

カルロス：カテナのシーン全体攻こう撃げきから始まるだろうから、これは厳きびしい！

ＧＭ：次、ファントムレイダーズのセットアップ。オリジナルの《ギルドスキル：ファントムレイダーズの限げん界かい突とつ破ぱ》というスキルを使用。

バヤン：なにそのメタなスキル名（笑）。

リディル：通つう常じようの《限界突破》と何が違ちがうんですか？

ＧＭ：効こう果か自体は一いつ緒しよですが、アンリには影えい響きようしません（笑）。

グレイ：アンリはギルドメンバーではないという演えん出しゆつか。細かいのう（笑）。

ＧＭ：はい。このラウンドの間、判はん定てい＋10、ダメージ＋10です。こちらの、セットアップおしまいです。

バヤン：こちらのセットアップ。まずは俺たちも《限界突破》しようぜ。

リディル：了りよう解かい、《限界突破》を使用！　判定の達成値とダメージに＋ＧＬ……だから、＋10します！

バヤン：次は俺。バートルのスキル、《プレパレイション》を使います。これで、セットアップのスキルを二個こ使えるぜ。

ＧＭ：ほう。

バヤン：《グランディア》と《ベストルート》なので高らかに名乗り返すぜ！　「俺はタルタル・ハン国生まれのバヤンだ！　ファントムレイダーズとやら、ひとつ腕うでを見させてもらうぞ！」

ＧＭ：すると、アンソンが「た、タルタルって何？」と首を傾かしげます（笑）。

バヤン：知らないのかお前！　【知力】でダイスを振ふってみろよ！（笑）

ＧＭ：ダイスを振ってみましょうか。（ダイスを振る）アンソン、ファンブル！

バヤン：なんだと！　ファンブル級に知らないのかよっ！（一同笑）

ＧＭ：アンソンは「タルタル・ハン国ってどこ？」って首をかしげます。

グレイ：そこでナーシアが「アンソン、うるさい」って答える（一同爆笑）。

リディル：そしてカテナが「遠い東方の国のことだ。終わったらゆっくり説明してやる」とフォローするんですね。

ＧＭ：そんな流れでしょうね（笑）。

カルロス：（ゼパになって）「ほほう、東方出身の戦士か。その一いち撃げき、ワシが止めてやるのじゃ！」

ＧＭ：みなさんにＮＰＣのセリフを言っていただけて、ＧＭは大変楽ちんです（笑）。

グレイ：では、ワシは《アンパッサン》。リディルに前進してもらおう。

リディル：はい、ファントムレイダーズにエンゲージします！

カルロス：では次。自分はなしです。

ＧＭ：では、リディルのセットアッププロセスです。

リディル：はい。ここで《インペレイティブ》の効果で《シャインストライク》と《ホーリーフィールド》同時に使います。ダメージを上げて、防ぼう御ぎよ力りよくも上がりました。

ＧＭ：アンソンと攻撃手しゆ段だんが似にてますね（笑）。

リディル：……はっ！（笑）

ＧＭ：アンソンはリディルに言います。「君は僕ぼくと似ている……これは運命の出会いだとは思わないかい？」

カルロス：誰だれか、アンリと同じこと言ってるって教えてやれ！（一同笑）

リディル：ああ、これってグラスウェルズ流の口く説どき方なんですね（笑）。

グレイ：きっと、ナーシアから冷たい視し線せんを浴びせられるな。アンソン（笑）。

ＧＭ：ではセットアッププロセスが終しゆう了りようしましたので、イニシアチブプロセスに移ります。ここでファントムレイダーズが《魔ま法ほう攻撃二連発》というスキルを使用します。

カルロス：やっぱり来た！　これって《カリキュレイト》で割わり込こみ、《ダブルキャスト》で《サモン・リヴァイアサン》攻撃を二発ってことですよね？

ＧＭ：その再さい現げんですね。なお、１点でもダメージを受けたＰＣは転てん倒とうします。

バヤン：《デモンズウェブ》の効果までついてるのか！

ＧＭ：この転倒は、回復にメジャーアクションを要します。

カルロス：これを受けると、出鼻を挫くじかれる。《インタラプト》で打ち消し！

ＧＭ：本来、いろんなスキルからなる攻撃ですが……今はひとつのスキルなので《インタラプト》一発で消えてしまいます。しょんぼり（笑）。

カルロス：ああ、よかった。

リディル：ありがとう、カルロスさん。

ＧＭ：次のイニシアチブプロセス。アンリが《ファストドロウ》で《ホーリーアシスト》＋《ホーリーウェポン》＋《ホーリーアーマー》を使用。（ダイスを振る）発動は成功、ファントムレイダーズの攻こう撃げき力りよくが＋25、防御力が＋20されました。

カルロス：うわ、それは堅かたい！

ＧＭ：さらにアンリは《エンカレッジ》をファントムレイダーズに。

バヤン：何だって～!?

ＧＭ：《エンカレッジ》の効果で増ふえたメインプロセスで、《ゼパの鎖くさり鎌がま攻撃》を使用。「わしの攻撃は射しや撃げき攻撃でもあるのじゃー」と、後方のエンゲージを攻撃します。元ネタどおりに１点でもダメージが通ると転倒します。

カルロス：げっ、それは嫌いやだ！

ＧＭ：まずは命中判定。（ダイスを振る）……クリティカルはせず、命中は38！

バヤン：38!?　（ダイスを振る）ダメだな、それは避さけられない。

グレイ：（ダイスを振る）出目は５で、回かい避ひ失敗だ。

カルロス：38だと止められる可か能のう性せいもない。（ダイスを振る）回避失敗です。

リディル：グレイさん、かばった方がいいですか？

グレイ：いや、ワシは《キャスリング》を使うので大だい丈じよう夫ぶ。

リディル：では、《カバーリング》＋《カバームーブ》でカルロスさんをかばいます。

グレイ：では、ワシは《キャスリング》を宣せん言げんし、バヤンにかばわせよう。「異い国こくの戦士よ、ワシをかばうのだ」

バヤン：何か無む性しように恩おん返がえしをしたくなってきたぞ！（笑）

ＧＭ：ダメージはもろもろ含ふくめて70＋８Ｄ点。ゼパですからまだそれほどのダメージではありません。

リディル：ゼパは《カバーリング》役ですからね……。

ＧＭ：（ダイスを振る）おお、出目がいい！　出目は36。[image: ]点のダメージ！

バヤン：俺は《インデュア》を宣言。これで転倒は受けないぜ！

リディル：《ワイドプロテクション》で、《プロテクション》を自分とバヤンさんに！

バヤン：助かるぜ、お嬢じよう！

リディル：まず、バヤンさんに。（ダイスを振る）６がいっぱい出ました！　32点軽けい減げん！

バヤン：ありがたい。【物理防御力】の26点も引くと、食らうのは48点だけ。

ＧＭ：うーん、転倒しなかったか。

バヤン：本来は転倒を打ち消しても、騎き乗じよう状じよう態たいが解かい除じよされちゃうけど、バートルの《ロデオ》というスキルの効果で騎乗状態は解除されないぜ！

グレイ：ほう、さすがはバートルじゃな。

バヤン：（ダイスを振る）……でも、落馬のダメージ、４点受けるんだ。

カルロス：（竜になって）「ご主人、鞍くらが軽いんだが？」

バヤン：わわ、俺を引きずるな～!?

リディル：バヤンさんしっかりしてください！（笑）

ＧＭ：バヤンは《キャスリング》の分のダメージを受けるのもお忘わすれなく。

グレイ：うむ、ワシの分のダメージを受けてくれ（笑）。

バヤン：しまった！　さらに[image: ]点のダメージがくるのか！

リディル：しかも、こっちには《プロテクション》が乗せられません。

バヤン：うぅ、転倒はもう一回《インデュア》で消すにしても、落馬のダメージをまた受けなきゃ。（ダイスを振る）今度は６点食らった。

リディル：では、自分に《プロテクション》。（ダイスを振る）今度は19点しか軽減できない。でも、ダメージは23点しか受けません。

バヤン：こっちはもう瀕ひん死しなのに、お嬢はピンピンしてる！（笑）

ＧＭ：そして、ファントムレイダーズの通常のメインプロセスとなります。

リディル：今度は何してくるんだろ。

ＧＭ：マイナーで《アンソンのコンボトス》というスキルを使います。

グレイ：……それにしてもひどいスキル名だ（一同笑）。




　エネミー特殊能力には凝りましたので（笑）。




バヤン：アンソンの攻撃が、マイナーアクション扱いになってる!?

カルロス：攻撃がメジャーアクション扱いじゃないなんて、アンソンかわいそう（笑）。

ＧＭ：アンソンは「いいんだ！　ダメージがない代わりに、絶ぜつ対たいに外さないんだぞ！　これは大切なことだ！」と満足げに言う（笑）。

バヤン：ううっ、不ふ憫びんだなあ（笑）。

ＧＭ：ちなみにアンソンは「《タイダルウェイブ》！」と言いながら、リディルを殴なぐっています。もちろん、ダメージは発生しません（一同笑）。

リディル：いや～！（笑）

ＧＭ：しかし、命中しているのでコンボが発生。メジャーアクションは《ナーシアのコンボ攻撃》。

リディル：は、はい。今度は大ダメージが来ますね！

ＧＭ：リディルに向かって、白はく兵へい攻撃を二度行ないます。（ダイスを振る）命中は40です。

グレイ：……今日のナーシアは少し手て加か減げんをしているようだな（笑）。

リディル：（ダイスを振る）……駄だ目め、回避失敗！

ＧＭ：はい。いろいろあわせて……、ダメージは[image: ]点になります。

リディル：ＨＰは[image: ]点残ってるから、耐たえられるはず！　まずは《プロテクション》。（ダイスを振る）29点軽減。36点残して踏ふみとどまりました！

ＧＭ：ナーシアは「……次で、仕し留とめる」と呟つぶやきます。（ダイスを振る）クリティカルはしない。二撃目の命中は45！

カルロス：《インターフィアレンス》！《ダンシングヒーロー》も使用。（ダイスを振る）命中は66！　ナーシアの攻撃を撃うち落おとします。

リディル：カルロスさん、ありがとうございます！

ＧＭ：では、カルロスの弾だん丸がんによって、ファントムレイダーズのコンボ攻撃は止まりました。

カルロス：ふう。……ようやく自分たちの番か。

ＧＭ：では【行動値】が27のバヤンから。

バヤン：マイナーアクションで、ファントムレイダーズのエンゲージへ移い動どう。メジャーアクションは《ラッシュ》で攻撃。敵てきは10メートル先にいるけど、俺は80メートルほどぎゅーんと駆かけ回まわって突とつ撃げきだ！（笑）

ＧＭ：移動力分ダメージにプラスですからね。

バヤン：突とつ貫かん！　（ダイスを振る）クリティカルはせず。命中は41！

ＧＭ：それはクリティカル以外では回避できない。（ダイスを振る）……ファンブル!?　ファントムレイダーズはバヤンの想そう像ぞう以上の突撃に足が止まります。

グレイ：ここに来て、ようやくＧＭの目が悪くなってきたな。

ＧＭ：ここで、ナーシアがひと言。「……アンソン、使えない」（笑）

バヤン：アンソン不憫だなあ（笑）。

ＧＭ：では、ダメージをどうぞ。

グレイ：ここで《チェックメイト》を使おう。（ダイスを振る）22点上乗せだ。

バヤン：ここで《ボルテクスアタック》使用でダメージ増ぞう加か。（ダイスを振る）……はっ!?　あまりにいい目にびっくり。ダメージは合計で[image: ]点！

ＧＭ：まず、ゼパのおかげでファントムレイダーズの【物理防御力】は30、アンリによって防御力が＋20点されているので50まで止めます。

バヤン：おお、さすがに堅い。しかし、さすがに「ダメージは０じゃ」というわけにはいかないだろう？（自信満々）

ＧＭ：で、ここで《ダメージは０じゃ》というスキルを使うわけです。

バヤン：何だとぉぉぉ!?（一同爆笑）

カルロス：ゼパの名ゼリフがスキルの名前に!?

ＧＭ：効果は、文字通り、ダメージを０にするというものです。

バヤン：な、何てことだ……！

ＧＭ：では、グレイの番です。

グレイ：うむ。まずはマイナーで《ランニングセット》で《ファストドロウ》と《リミットブレイク》を使う。メジャーで皆みなに《ホーリーアシスト》つきの《ホーリーアーマー》と《ホーリーウェポン》。

リディル：みんなの攻撃力と【物理防御力】が一気に上がりますね！

グレイ：だが、一気に44点もＭＰを使うのだ。効果は、武ぶ器き攻撃のダメージが＋31。【物理防御力】が＋16。

バヤン：《ホーリーウェポン》がアンリを超こえてる（笑）。

ＧＭ：「ば、馬ば鹿かなっ、私の《ホーリーウェポン》より強いとはっ！」

グレイ：エダム公アンリよ。皇こう帝ていなどと言っているが、お前の《ホーリーウェポン》はまだまだ甘あまい。やはり《リミットブレイク》は必要だ。

カルロス：この期ごに及およんでまだメタ発言を（笑）。

ＧＭ：そして、次がカルロス。

カルロス：まずはマイナーアクションの前に《サマーソルト》で《フェザータップ》を使い、飛行状態で移動。エンゲージから離り脱だつします。

リディル：あっ、離脱できるんですね！

カルロス：そうです。続いて、マイナーアクションは《デスターゲット》、メジャーアクションは《ダブルショット》。《ダンシングヒーロー》も使用。狙ねらいはファントムレイダーズ！　トンボ返りしつつ、上空から狙ねらい撃うちにします！




　大地を蹴けって、カルロスは跳とんだ。

　上空から、ファントムレイダーズを正せい確かくにその照しよう準じゆんに捉とらえ、引金を絞しぼる。




バヤン：それ、スナイパーの動きじゃないだろっ！（笑）

カルロス：自覚はあるが、それでも自分はスナイパーだっ！（一同笑）　支し援えんをもらったので、轟ごう魔ま弾だんを使用します。

ＧＭ：二発しかない轟魔弾をここで使っちゃっていいんですね？

カルロス：命中は８Ｄ振ふれますから、クリティカルしますよ。（ダイスを振る）ほら、クリティカル！

リディル：おお、有言実行！（拍はく手しゆ）

ＧＭ：（ダイスを振る）出目は６と３。惜おしい、回避できません。

リディル：あ、危あぶなかった……。

カルロス：では、ダメージロール。フェイトを１点消費して《ブルズアイ》の封ふう印いんを解放。即そく座ざに使用してダメージを10Ｄ点増ふやします。（ダイスを振る）一発目は、[image: ]点の魔法ダメージ！

ＧＭ：では、ここで《ゼパの愛とアンソンのプロテクション》を使用（笑）。

カルロス：な、何っ、ゼパの愛!?

バヤン：……と、アンソンのプロテクション!?

グレイ：本当にスキル名が酷ひどい（笑）。

ＧＭ：これで50点軽減。しかし、【魔法防御力】は低いので[image: ]点ダメージを受けました。

カルロス：では二発目。最後の轟魔弾と、《ダンシングヒーロー》を使います。（ダイスを振る）……今度はクリティカルはしない。それでも、命中は60です。

ＧＭ：命中で60点なんて、あんまり聞いたことないんですが（笑）。（ダイスを振る）あっ、クリティカル！

一同：なに────!?

ＧＭ：ナーシアが攻撃を華か麗れいに回避。

カルロス：くっ、捉とらえきれなかった!?

[image: ]

グレイ：させるか！　《ニゲイト》でクリティカルを打ち消しだ！

ＧＭ：……ちぇっ。せっかくクリティカルしたのになあ（笑）。

グレイ：ファントムレイダーズが来ることを予よ測そくして、《ニゲイト》を取っておいたのだ。

バヤン：さすがグレイ！　……でも実はハッタリでしょ？

グレイ：そうかも知れぬ。じゃないかも知れぬ（笑）。

カルロス：（ダイスを振る）ダメージは[image: ]点です。

ＧＭ：《ゼパの愛とアンソンのプロテクション》がないから、こっちの方がダメージが大きい。

カルロス：メインプロセスが終了するので、飛行状態が終了。すたっと着地。

ＧＭ：ナーシアが「……やるじゃない」と言います。

カルロス：これが自分のスナイプだ。全然スナイプじゃない気がするが、気にするな！（笑）

ＧＭ：次は、リディルの番です。

リディル：はい！　マイナーで《ブルヒット》、メジャーで《ハンマーフォージ》。ファントムレイダーズを攻撃します。

グレイ：向こうのアンソンと同じようなスタイルだな。

リディル：はい、本当に鏡かがみ映うつしですね（笑）。（ダイスを振る）はにゃ～、４Ｄ振ったのに８しか出ない！

カルロス：それは……当たらないかも。

リディル：フェイト１点使用して、振りなおし！　（ダイスを振る）よし、今度はいい出目！　命中は41です。

ＧＭ：（ダイスを振る）回避はできない。アンソンが目を細めながら「君は若わかい。マイナーアクション扱いされようと、命中すればいいと思う日がいずれ来る」と言う（一同爆笑）。

バヤン：なんという、悲しい告白!!（笑）

カルロス：ここは言っておこう！　「リディル閣かつ下かと貴き様さまを一いつ緒しよにするな！　閣下は……我われ々われの重要なダメージソースなのだ！」（一同爆笑）

バヤン：お嬢はみずから前に出て仲間を守り、そして敵も倒たおすという、大たい将しようの鑑かがみのような人だぜ？

リディル：はぅ、みなさんありがとうございます！　（ダイスを振る）一発目のダメージは[image: ]点です！

ＧＭ：では、二発目をどうぞ。

リディル：せっかくですから、フェイトを１点使います。……命中は43です。

ＧＭ：では、ファントムレイダーズはリディルの振ふりかぶったメイスを回避。しようと……（ダイスを振る）失敗！

リディル：（ダイスを振る）二発目のダメージは[image: ]点です。

カルロス：どうだ、閣下の力を思い知ったか！

ＧＭ：アンソンが「うん、強い」と呟つぶやく。

グレイ：これで全員行動済ずみになったな。

カルロス：リディル閣下、ここは畳たたみかけましょう！

リディル：はい！　《再さい行こう動どう》します！

ＧＭ：こっちも《ファントムレイダーズの再行動》を使用。効果は《再行動》とほぼ同じです。

リディル：なるほど（笑）。

[image: ]

ＧＭ：ただし、《ファントムレイダーズの再行動》を使った直後限げん定ていで使える、《カテナのもう一回範はん囲い魔法》というスキルがあります。

カルロス：確たしかに、いつもこのタイミングでカテナが魔法を使うなあ（笑）。

ＧＭ：今度は範囲攻撃なので、バヤンとリディルのいるエンゲージを攻撃。

バヤン：や、やめてくれ！　転倒したらダメージ追加されちゃうんだぞ!?

ＧＭ：もちろん、それが狙い。（ダイスを振る）あれ？　目が低くなっている。命中は42。

カルロス：それでも42か。リディル閣下は耐たえられるでしょうが……バヤンは大丈夫か？

バヤン：まかせろ、俺には必ひつ殺さつ技わざの《ディフレクション》がある！

カルロス：攻撃を打ち返すのか！

バヤン：《限界突破》があるから、俺の命中は５Ｄ６＋24。出目で18以上出せばいい。

カルロス：それならば行けそうだな。

バヤン：おう。……念のため、フェイトを２点使っておく（笑）。

ＧＭ：「くっ、そんなものを！」と、カテナもちょっと驚おどろいています。

バヤン：ライフパスで取ったサムライのスキルだから、意外だろう（笑）。（ダイスを振る）よし！　クリティカル！

ＧＭ：魔法が撥はね返かえされた!?

リディル：（ダイスを振る）片かた方ほう６出たんだけど、駄目、回避できません。

ＧＭ：では、リディルへダメージ。84点の魔法ダメージ！　転倒のバッドステータス付き。

バヤン：ただし、俺の分は跳ね返るんだぜ？

ＧＭ：そうでした！

カルロス：では、ファントムレイダーズは一いつ斉せいに転倒ですね。

グレイ：ゼパとアンソンは《インデュア》を持っているが、今回はモブになっているので、転倒するだろう。

リディル：自分へ《プロテクション》。（ダイスを振る）25点軽減、ダメージは受けません。

ＧＭ：なんと、そんなに堅いとは！

リディル：【魔法防御力】が60点くらいありますから。

バヤン：そこで、ゼパが期待した目でリディルを見るわけだ（笑）。

カルロス：「言ってくれるかのう」と。

リディル：いえ、でも、人のセリフを取るのは何か……申し訳な……。

バヤン：ショボーンとするゼパ。

リディル：はぅ……。「だ、ダメージは０じゃ……」（笑）

カルロス：（ゼパになって）「おお～！　愛じゃ、これも愛じゃよ！」（一同笑）

バヤン：キラキラキラ☆　とゼパの目が輝かがやく（笑）。

ＧＭ：ともかく、次は《ゼパの鞭むち攻撃》で、バヤンとリディルのエンゲージを攻撃！　命中は37。

リディル：よし、今度こそ！　（ダイスを振る）惜しい、片方は６が出るのに。回避失敗。

バヤン：（ダイスを振る）33で回避失敗！　……ん？　いや、《ウィンドセンス》を使えばいけるか！




《ウィンドセンス》

　判定の直後に使用するバートルの自動取得スキル。その達成値に＋１する。なお、このスキルは同時に複ふく数すう回かい使うことができる。




バヤン：《ウィンドセンス》を四回使い、達成値を４点上げ、37で回避成功！

ＧＭ：「なに！　避けられたじゃと!?」

カルロス：バートルというものは強いのだな。見直したぞ。

バヤン：ただ、【ＭＰ】がごっそり減へるんだけどね。

ＧＭ：では、リディルにダメージを。（ダイスを振る）97点。これだと止められてしまう!?

リディル：97点ですね。支援まで含ふくめると、最低80点は止められるので……。そこに《プロテクション》で23点止めて、ダメージは０です！

ＧＭ：「わしの攻撃が効きかなかったのじゃ！」と驚おどろくゼパ。

カルロス：ゼパのお株かぶを奪うばうこの堅さ！

ＧＭ：こちらの行動は終了です。そちらの《再行動》をどうぞ。

バヤン：行くぜ、俺の本気の一撃！　マイナーアクションで《レイジ》、メジャーで《ラッシュ》！　目標はもちろん、ファントムレイダーズ。（ダイスを振る）命中は44！

ＧＭ：（ダイスを振る）30で回避失敗。

バヤン：《レイジ》があるからダメージはでかいぜ？　（ダイスを振る）[image: ]点ダメージ！

一同：おおっ！

ＧＭ：すごい　防御を引いても　[image: ]点くらってしまう！

バヤン：「どうだ、俺の本気は？」とニッと笑ってみせる。

ＧＭ：だが、こっちも本気出す。ダメージの累るい計けいが[image: ]点を超こえると発動するスキルが起動。

バヤン：な、何だそりゃ!?

ＧＭ：名付けて《ナーシア怒いかりの一撃》。

一同：ええええええ～！（爆笑）

バヤン：なんという恐おそろしい名前!?

ＧＭ：今の攻撃、アンソンがナーシアをかばって戦闘不能になったんですよ。「よくもアンソンを！」

バヤン：それで、どんなスキル？

ＧＭ：イニシアチブで、一撃だけ攻撃するスキルです。命中判定とダメージを与えるだけ。目標は、リディル。

リディル：わたしに!?




　鋭するどい視線をリディルに向け、ナーシアが舞まった。

　その動きは、風のように疾はやく、鋭するどい。

　静かな怒いかりを込こめた、氷の刃やいばだった。




ＧＭ：命中した場合、ダメージは[image: ]＋８Ｄ点行きます。覚かく悟ごしてください。

リディル：それは耐えられそうにない！　意地でも避よけなきゃ！

グレイ：《レイジ》が乗ってるだろうからな。その痛いたさ、なぜかよく知ってるぞ（笑）。

ＧＭ：ナーシアの《レイジ》攻撃が一発リディルに来るという演出です。（ダイスを振る）……駄目だ、クリティカルしない！

リディル：ほっ、よかった……。

ＧＭ：それでも、命中は41。

リディル：それは……クリティカル以外回避できません。

バヤン：お嬢なら大丈夫！　がんばれ！

リディル：（ダイスを振る）あ、あれ？　クリティカル……しました！

一同：おおおー!!（ぱちぱちと拍手）

カルロス：さすがです、リディル閣下！

リディル：は、はぅ。《ソウルバスター》で反はん撃げきするつもりでしたが……（笑）。

ＧＭ：残念！　まだこの頃ころはカテナが《ニゲイト》を覚えていないので、クリティカルを打ち消せない！（笑）

バヤン：ふう、危あぶない危ない。

グレイ：さて、ワシの番か。……マイナーアクションで《ファストドロウ》、メジャーアクションで《ブレッシング》。皆みなの判定のダイスを＋１Ｄしよう。（ダイスを振る）発動成功。

リディル：グレイさん、ありがとうございます。

カルロス：では、自分の番です。マイナーアクションで《デスターゲット》、メジャーアクションで《ダブルショット》。さらには《ダンシングヒーロー》も使用。グレイの支援があるので、命中のダイスは９Ｄ！

リディル：それならクリティカルが出そうです。

カルロス：強きよう化か弾だんを装そう填てんして、行きます！　（ダイスを振る）クリティカル！

ＧＭ：（ダイスを振る）……回避失敗。カルロスの弾丸は正確にファントムレイダーズを捉とらえました。

カルロス：（ダイスを振る）ダメージは[image: ]点！

ＧＭ：カルロスの一撃で、ファントムレイダーズは倒たおれます。

一同：やった！

リディル：どうにか勝ちました！

ＧＭ：いや、まだ終わりませんよ？　アンリはまだピンピンしています。

バヤン：確かにそのとおりだっ！

リディル：でも、壁かべ役やくは倒しました。あともうひと息、ですね！

ＧＭ：では、このラウンドの最後。リディルの行動になります。

カルロス：リディル閣下、アンリをやってしまってください。

リディル：はい。マイナーアクションで５メートル先にいるアンリに近づきます。メジャーアクションは《ハンマーフォージ》。思い切り殴なぐります！

バヤン：ようしお嬢、やっちまえ!!

ＧＭ：「待ってくれ、リディル殿どの！　手を取りあって大陸を制せい覇はしようと約束した仲じゃないか！」

リディル：あれは計けい略りやくです！　（ダイスを振る）命中は47！

ＧＭ：それはもう、クリティカル以外避けられない。振るだけ振って……おや？　クリティカルで回避成功!!

一同：出た──────!?

バヤン：なんという往おう生じよう際ぎわの悪さ！

グレイ：（大笑いしながら）きっと腰こしを抜ぬかして転げながら必死で避けたんだろう（笑）。

ＧＭ：アンリをかすめて、リディルのメイスがドーンと振ふり下おろされます。

グレイ：さあ、今こそ決着をつけるのだ、我わが主君よ。

リディル：こ、今度は外しませんよ!?　……あっ、クリティカル!?

バヤン：クリティカルした!?

カルロス：しかもダイス三個が６！

バヤン：すごい、怒いかりの一撃だ！

ＧＭ：（ダイスを振る）……回避できません。

リディル：さあ、今度はダメージのダイスが結けつ構こう振れますよ♪

バヤン：閣下、よほどアンリが嫌きらいだったんだな（一同爆笑）。

リディル：当然です！　（ダイスを振る）ダメージは[image: ]点！




　もはや、アンリを守るはずのファントムレイダーズはいない。

　逃にげるアンリに、高々と掲かかげたリディルのメイスが振り下ろされる。

　アンリは、戦意を喪そう失しつした───。




ＧＭ：「わかった！　降こう伏ふくする！　降伏するからやめてくれっ!?」　とアンリは言う。

リディル：降伏するというならここまでです。アンリを捕ほ縛ばくしましょう。

ＧＭ：では、ここでクライマックスフェイズを終了しましょう。







ＥＮＤＩＮＧ　ＰＨＡＳＥ







◆Ending 01◆戦いを終えて




　キャメルウォーター平原が朱しゆに染そまる頃ころ、戦争の帰き趨すうは決していた。

　幻竜騎士団は撤てつ退たいを余よ儀ぎなくされ、エダム公アンリはリディルたちによって捕ほ虜りよとなった。

　レイウォールの危き機きは、ひとまず救われたのだ。




ＧＭ：では、エンディングフェイズです。時は夕ゆう暮ぐれ時。キャメルウォーター平原に進しん出しゆつした幻竜騎士団を待まち伏ぶせ、みごと総そう司し令れい官かんのアンリを捕とらえました。戦いは終わり、戦場となった平原も朱色に染まっています。

リディル：何とか撃げき退たいに成功……したんですよね。

カルロス：グラスウェルズの動向は？

ＧＭ：伝令によると、アンリが捕らえられたことを知ったバイゴットは、味方の損そん害がいが増ふえる前に兵をまとめて、撤てつ収しゆうを開始したとのこと。

カルロス：まあ、そうなるだろうな。

ＧＭ：それに呼こ応おうするかのように、ゴルフォードの錬れん金きん騎き士し団だんがメルトランド領りよう内ないに侵しん入にゆうし、旧アヴェルシア領りようを占せん拠きよします。まあ、これはのちのことになりますが。

一同：なんと！

バヤン：油ゆ断だんも隙すきもない（笑）。

グレイ：ゴルフォードが旧きゆうアヴェルシア領を占拠するなら時代は二強から三強に変わるのう。

バヤン：アルディオン三国史開かい幕まくか！

カルロス：巻まき返かえした結果、我わが国くにが頭ひとつ抜ぬけた感じでしょうか？

グレイ：それでも、策さく謀ぼうにより、いつ覆くつがえされるかが分からない戦せん乱らんの世だ。

リディル：今後、グラスウェルズとの争いはどうなるんでしょうか？

ＧＭ：特にＰＣが関かん与よしなければ。帝てい紀き八一二年一二月、エストネルで会議が開かれ、停戦協定が結ばれ、今回のメルトランド戦せん役えきは一いち段だん落らくします。

リディル：よかった、一いち応おう我々は役目を果たすことができたんですね。

グレイ：ふむ。しかし、アンリを捕とらえたとはいえ、グラスウェルズの戦力は大半が維い持じされたままだ。まあ、当面はゴーダ伯はくの復ふつ帰きなど、内ない紛ふんに費やされるだろうがな。

ＧＭ：そして、ピアニィたちアブソリュートの行方ゆくえは知られないままです。

カルロス：国は失ったが、彼かの女じよたちの戦いは続いてるんですね（笑）。

リディル：ファントムレイダーズの処しよ遇ぐうはどうなるのでしょう？

ＧＭ：このまま捕ほ虜りよとするのだと思いますが、アンソンはグラスウェルズの貴き族ぞくですし、カテナは出しゆつ奔ぽんしたとはいえレイウォールの貴族ですから、無む下げにはできないでしょう。

カルロス：なるほど。

ＧＭ：まあ、ゼパはさておき、ナーシアはいずれ逃亡するかも知れません。

グレイ：オトガルが協力して、脱だつ出しゆつさせるだろうな。

ＧＭ：でも、それはまた別の話です。

リディル：それにしても……この先、どうなるのでしょう、グレイさん？

グレイ：ふむ、正直な話……この先はワシも展開が分からん。なぜなら、もうワシの知っている歴史ではなくなってしまったからな！

リディル：……改めてここがイフの世界だって思います。

ＧＭ：今後、このイフのアルディオンはこれまで展開してきた『サガ』シリーズとは、まったく違った歴史を歩むことになるでしょう。

リディル：では、最後にわたしは思います。もしも、メルトランド戦役の結果が違っていたら、わたしは今いま頃ごろどうしていただろうかと。

バヤン：ああ、それもまたイフだよな。

リディル：士官学校で見習いのままだったのかな、それとも、と───。

ＧＭ：では、そんなことを想おもいながら、リディルが空を見上げたところで、今回の『レイウォールの奇き跡せき』は、これで終了です。どうも、お疲つかれ様さまでした。

一同：お疲れ様でしたー！




　帝紀八一二年一二月───。

　キャメルウォーター平原の戦いにおいて、リディル・バウエスはエダム公アンリを敗やぶり、レイウォール王国に迫せまっていた危機を救った。

　アルディオン大陸はレイウォール、グラスウェルズ、ゴルフォードの三国が大きな力を持つ新時代を迎むかえた。

　もし、リディルが別の選せん択たくをしていたら？　そこにはまた違った歴史が生まれただろう。




『アリアンロッド・サガ・リプレイ・イフ』

第一話「レイウォールの奇き跡せき」

─FIN─
















ＰＲＥＰＬＡＹ







◆Preplay 01◆ふたたびイフ




　ある日ある時、ＴＲＰＧ製せい作さく会社Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．社内。

　かわいそうな田た中なか、略りやくして〝かわたな〟が、青い顔をして私わたしのところに駆かけ込こんできた。

「たのさん、たのさん。大変です！」

「どうした、何が大変なんだ？」

「菊きく池ちさんの『無印』が、中二ヶ月で発売されることになりました！」

「無理だろ」

「でもやるしかありません」

「原げん稿こう落ちないか？」

「ですから、もしもの事態に備そなえなければなりません」

「まあ、そうだね」

「そこで、もしもと言えば、『イフ』。『サガ・イフ』文庫化の準じゆん備びをしてください！」

「強ごう引いんすぎるだろ！　その理り屈くつ!!」




＊　＊　＊




ＧＭ：……というわけで、ふたたび『イフ』を収しゆう録ろくすることになりました。皆みなさん、またよろしくお願いします。

一同：よろしくお願いしまーす。




　収録当日。Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．の会議室には、藤井忍ふじい・しのぶ、鈴吹太郞すずふき・たろう、大畑顕おおはた・あきら、齋藤幸一さいとう・こういち、そして私ことたのあきらが再ふたたび集まっていた。




藤井：はにゃ。まさか『イフ』の収録をすることになるとは……。

ＧＭ：私も予よ測そくしていませんでした（笑）。

藤井：えへ♪　えへ♪（笑）

齋藤：なんだか藤井さんのテンションが高い（笑）。

藤井：はい。自分でも『イフ』がこんなに気に入るとは思いませんでした（笑）。

齋藤：ところで今回は前のリプレイの続きになるのでしょうか？

ＧＭ：事前に連れん絡らくしたとおり、ＰＣは引ひき継つぎますが、続きではなく別の〝もしも〟の世界です。

大畑：「世界線が違ちがう」とかそういうやつですな（笑）。

ＧＭ：まあ、そんな感じです（笑）。前回はメルトランド戦せん役えきを題材にしたイフ戦記でしたが、今回は帝紀八一四年に起こった、ピアニィによる〝四宝の試み〟にイフ要素を盛り込んでみました。

齋藤：〝四宝の試み〟、つまり統一帝になるための儀式ですね。

ＧＭ：なお、そこまでの歴史は『無印』と同じになります。フェリタニア王国は敗北していませんし、ベルフトやリシャールも死んでいません。

藤井：じゃあ、我々はどうやって出会うんでしょうか？　前回はレイウォールの危機ということで、急きゆう遽きよ集まりましたが。

ＧＭ：今回は最初から全員が一緒にいます。フェリタニアが敗北しなくても、あなたたちは出会う機会があったわけです。

鈴吹：まさに運命というやつだな。

大畑：それで、今回のイフ要素というやつは、どのようなものなので？

ＧＭ：前回と同様、説明することが多いので順番に話していきます。まずは今回予告から読み上げましょう。




●今回予告

　時は帝てい紀き八一四年、一〇月。

〝四し宝ほうの試こころみ〟の儀ぎ式しきを終え、ピアニィは統とう一いつ帝ていの座ざに着いた。

　長きに亘わたるアルディオンの戦せん乱らんに終しゆう止し符ふが打たれ、平和が訪おとずれる……はずであった。

　だが、平穏と調和をもたらすはずだったピアニィは豹ひよう変へん。圧あつ倒とう的てき武力による大陸統一へと乗り出し、新たな戦火が生まれてしまう。

　統一帝の号令によって、バウエストンに終結したピアニィ平和軍……その数、二〇万。

　ピアニィは領りよう主しゆリディルに恭きよう順じゆんを要求、従したがわなければ全面攻こう撃げきが開始される。




『アリアンロッド・サガ・リプレイ・イフ』

　第二話「バウエストンの逆ぎやく転てん」




　───竜りゆうの石は散り、新たなる戦乱の時代へ。




鈴吹：ピアニィ平和軍!?（一同笑）
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大畑：というかピアニィが豹変って、どういうことですか!?

ＧＭ：はい、では説明していきましょう。まず、ピアニィの豹変は、邪じや神しんの御み子この影えい響きようです。

藤井：神竜王セフィロスが身を挺ていして封印した、魔ま族ぞくのボスですね。

ＧＭ：（頷いて）神竜王と邪神の御子は一いつ緒しよに封ふう印いんされたわけですが、エストネル王国の国王エル・ウォーデンは、その封印を解いて、邪神の御子だけを倒たおすための準備──〝真の四宝の試み〟を密ひそかに用意していました。

齋藤：ピアニィたちが『無印』七巻でやったやつですね。その結果、ピアニィは神竜王と邪神の御子を身体からだに宿し、神のような存在になってしまいましたが（笑）。

鈴吹：……ははーん、読めてきたぞ。つまり、この豹変したピアニィは、なんらかの理由で、邪神の御子だけ乗り移ったんだな！

ＧＭ：正解です。さらに邪神の御子がうまくやったため、神竜王セフィロスは消しよう滅めつしました。

一同：神竜王消滅!?

ＧＭ：というわけで、今回は「もしもピアニィが本当に悪の女王になって世界征服を開始したら」というイフ戦記になります。

一同：おお───っ！

大畑：邪神皇こう帝ていピアニィの下もとに！　アルディオンは統一されようとしている！

齋藤：……不思議と違い和わ感かんがないのはなぜだろう？（笑）

ＧＭ：では、次にハンドアウトを読み上げます。まずはリディル用ハンドアウトから。




▼リディル用ハンドアウト

コネクション：バウエストン　　　関係：故こ郷きよう

　キミはレイウォール王国バウエストンの領りよう主しゆである。ピアニィが統とう一いつ帝ていとなることで、アルディオン大陸に新たな秩ちつ序じよが生まれ、バウエストンにも平和が訪おとずれるはずであった。

　だが、そうはならなかった。

　バウエストンは二〇万のピアニィ平和軍に包囲されてしまったのだ。




藤井（以下、リディル）：ピアニィ……平和、軍……（笑）。

齋藤：やっぱり名前がすごいですね（笑）。

リディル：二〇万かぁ……バウエストンって、何人ぐらい兵がいましたっけ？

鈴吹：かき集めても、二万に届かないんじゃないか？

ＧＭ：そうですね。数の差だけ見ても、一〇倍以上あると考えていただければ。

リディル：はう～、どう考えても勝ち目がない状じよう態たいなのは、よくわかりました……。

大畑：まさに絶望的状じよう況きようというやつですな。

ＧＭ：ですが、これを何とかしなくては、民たみを守ることはできません。

リディル：が、がんばります！




▼バヤン用ハンドアウト

コネクション：リディル　　　関係：恩おん人じん

　キミはレイウォール王国バウエストンの地にいる。東方から流されてきたキミを保ほ護ごしてくれたのは、その領主リディルである。以来この地に居いつき、その恩を返す機会を待っていた。今、統一帝ピアニィの号令によって、バウエストンは包囲されている。この苦く境きようこそ、恩返しにふさわしい。




大畑（以下、バヤン）：俺はだいたい前と同じですな。リディルに拾われて、「み、水……」と言ったところで水を差し出してもらえれば、いつでも仲間になるという。

リディル：あはははは（笑）。

齋藤：きっと前回と同じように、乗ってた船が沈ちん没ぼつして、流されてきたところを拾ったんでしょうね（笑）。

バヤン：俺に水をくれるなんていい人だ！　受けた恩は返さなければならない！

鈴吹：おまえ、前回もそんなこと言ってたろ。

リディル：バヤンさんはブレないなあ（笑）。

ＧＭ：というわけで、次です。




▼カルロス用ハンドアウト

コネクション：リディル　　　関係：主人

　キミはレイウォール王国バウエストンの兵士である。領主のリディルは、行き場を失っていたキミを温あたたかく迎むかえてくれた。そんな日々をすごすうち、バウエストンがピアニィ平和軍によって包囲されてしまった。兵士として活かつ躍やくするのは今、このときだ。




齋藤（以下、カルロス）：ふーむ。いつの間にか竜りゆう炎えん騎き士し団だんからバウエストンの兵士にランクダウンしている気がする！（笑）

ＧＭ：この世界は、ベルフトがピアニィに負けていますからね。
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バヤン：もともと竜炎騎士団にいてピアニィに負けて放ほう浪ろうしているところをバウエストンでリディルに拾われたとか？

カルロス：なるほど。では、そんな感じで。

リディル：カルロスさんのお家って、どんな家系なんでしょう？

カルロス：騎士の家であること以外は、明確には決めてないんですよね。……地方領主の次じ男なん坊ぼうあたりにしましょうか。それで家は兄あにに任まかせて、自分は職しよく務む軍人になったと。

リディア：ふむふむ。

ＧＭ：では、次はグレイ用ハンドアウト。




▼グレイ用ハンドアウト

コネクション：リディル　　　関係：幼おさな子ご

　キミはレイウォール王国のバウエストンにいる軍ぐん師しだ。領主リディルはまだ若わかく、キミの教えを必要としている。

　そんなとき、バウエストンが二〇万のピアニィ平和軍に包囲されてしまった。領主を導みちびき、この地に平和をもたらせるかは、キミの軍師としての働きにかかっている。




鈴吹（以下、グレイ）：最初から軍師として腕うでを振ふるっているんだな。それだと地下六六六階に囚とらわれていたという前回の設定は、この歴史だとない方がよさそうだ（笑）。

ＧＭ：では、囚われそうになったところで、ぎりぎり難を逃のがれてそのまま地下に潜せん伏ぷくしたという感じでどうでしょうか。

カルロス：『特とつ攻こう野や郎ろうＡチーム』みたいですね（笑）。

グレイ：「しかし、地下でくすぶっているような俺たちじゃあない！」と、リディルの許もとに身を寄せたわけか。いいんじゃないかな。それでいこう。

ＧＭ：了りよう解かいです。これでハンドアウトは全部です。次は各キャラクターの成長に移うつってください。今回は『ＡＲ２Ｅ』に対応するのでＰＣのデータはリビルドする形になります。

一同：はーい。




　あれこれと相談しながらキャラクターのリビルドを行なうプレイヤーたち。

『ＡＲ２Ｅ』のルールブックやサプリメントを開き、データを新版に差し替える。

　そして二時間後……新たに生まれ変わった四人のＰＣが完成した。




▼リディル・バウエス（17レベル）の場合

ＧＭ：では、各キャラクターの自己紹しよう介かいをお願いします。まずはリディルから。

リディル：はーい。リディル・バウエスです。クラスはパラディン／モンクで変わりませんが、新しく称しよう号ごうクラスのドラグーンを取得しました。




　称号クラスとは『上級ルールブック』で追加された、15レベル以上のキャラクターのみが取得できる、社会的なステータスなどを伴う特殊なキャラクタークラスのことだ。

　リディルが取得したドラグーンは、古代竜の力を借りた魔法戦士の一種となっている。




グレイ：アルディオン大陸でドラグーンだと、やはり神竜王セフィロスの力を得てるのかね。

リディル：ああ、それいいですね！　こちらの古代竜といえばセフィロスですし！

カルロス：でも、さっき、セフィロスは消滅したみたいな話がありませんでしたか？

ＧＭ：はい。邪神の御子に倒されました。でも、力の残ざん滓しぐらいはあってもいいと思います。なので、セフィロスの力を受けて戦う、でもいいですよ。

リディル：ありがとうございます！　基本的なデータは変わってないです。前衛として戦いながら、《カバーリング》や《プロテクション》で仲間を守ります。

グレイ：防ぼう御ぎよ力りよくはどうなった？

リディル：【物理防御力】60、【魔法防御力】49になりました。《ホーリーフィールド》とかスキルの修正も入れれば、60～70点ぐらいは固定値ではじくことができます。

グレイ：ずいぶん堅くなったなあ。

リディル：前から変わったのは、やはりドラグーンの力ですね。《イモータルブラッド》で復活できるようになったり、《エンハンスブレス：光》と《エレメンタルパワー：光》で攻撃のダメージを魔法ダメージにして、攻撃を強化できるようになりました。

ＧＭ：防御と攻撃どちらも高まったと。では、次はバヤン、お願いします。




▼バヤン（17レベル）の場合

バヤン：はっ、バヤンです！　まず、成長を考えた結果、作成時のサポートクラスがサムライからニンジャになりました。俺の師し匠しようはこっちの世界だとニンジャ！（一同笑）

グレイ：スタート地点から変わったんだ？

バヤン：２レベルまではニンジャで、《スタントフライング》を取りました。その後も移い動どう力を伸のばすため、バートルとしての成長をひたすらしてます。現げん在ざいのクラス構成はナイト／バートルでレベルは17です。やること自体は変わってなくて、突とつ撃げきして殴なぐる！

ＧＭ：ちなみにバートルはまだ『ＡＲ２Ｅ』対応のデータがないので、現在発表されているデータのコンバート指針にしたがって修正したものを使用しています。

カルロス：バートルじゃなくなったら、バヤンじゃなくなっちゃいますしね（笑）。

バヤン：あとは装そう備びがちょこちょこ変わった。前につけてた翼つばさの盾たてが装備できなくなったので、代わりにナイトシールドを取得。頭部の装備は天てん魔まの兜かぶとになってます。

リディル：（キャラクターシートを覗のぞき込こみ）すごい、【ＨＰ】が[image: ]点もありますよ！

バヤン：ナイトは【ＨＰ】の伸びはいいんですよ。あとは……そうそう一般スキルで《アニマルエンパシー》を取りました！　これで俺は名実ともに竜としゃべれるように！（笑）

ＧＭ：乗ってる竜の言葉を介かいせるようになったと。了解しました。では、次はカルロスで。




▼カルロス・ウィンチェスター（17レベル）の場合

カルロス：カルロス・ウィンチェスターです。キャラクターレベルは17、クラスはスカウト／アルケミストです。あと、称号クラスのハイランダーを取得してますね。実はそんなに変わっていません。前回の通り、後ろに下がって、皆みなさんの後ろからぺちぺち殴りますよ。

バヤン：何をおっしゃる。武ぶ器きが変わったじゃないですか！（一同爆ばく笑しよう）

リディル：ええーっ!?（笑）

カルロス：『ＡＲ２Ｅ』で銃じゆうのデータが変わったので。今回はスカウティングボウを《アブストラクター》で魔ま導どう剣けんにして、さらに《ツインギミック》で錬れん金きん銃じゅうにしました。これをアルケミストのスキルで強化してます。〈光〉属性の魔法ダメージを与あたえるレーザー砲ほうというイメージですね。［種別：弓］があるので、リンメルの矢とかも使えるようになりました。

グレイ：矢や弾だまの選せん択たく肢しが増えるのはいいな。

カルロス：ちなみに武器の外観は変えず、絵え面づらを同じにしようと思うのですがいいですか？

ＧＭ：問題ありません。むしろ、それでお願いします（笑）。

カルロス：ありがとうございます。自分からは以上です。

ＧＭ：では、最後はグレイ。お願いします。




▼グレイ・ウォーデン（17レベル）の場合

グレイ：クラスはソーサラー／フォーキャスターで変わらず。称号クラスでメンターを取得。あと出自が［秘ひ密みつ結社］になってしまった（笑）。

リディル：きっと世界の秘密を知ってしまう結社なんですよ（笑）。

グレイ：そして、さらに大きな変更がある。実は……《サモン・リヴァイアサン》で魔法攻撃をするキャラになったのだ！（一同笑）

カルロス：ええっ、サポートキャラだったのに！

グレイ：《リゼントメント》もあるから、瞬しゆん間かん火力も出る。ちなみに、フォーキャスターで《チェックメイト》と《スタンドバイ》とかのサポート用のスキルは取得してあるから、サポートができなくなったわけじゃない。そこは安心してくれ。

リディル：なるほど。




●ギルドの成長

ＧＭ：それぞれのキャラクターの紹介が終わったところで、次はギルドの成長です。これも、リビルドすることになります。

グレイ：ギルドスキルと言われていたものは、『ＡＲ２Ｅ』になってギルドサポートという名前に変わったしな。

リディル：じゃあ、何を取っていくか相談しましょう。




　そんなわけで、相談することしばらく。

　ギルドサポートの構成は次のようになった。




ＧＭ：決まりました、皆さん？
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リディル：はい、報告します。取得したのは、《蘇そ生せい》《祝しゆく福ふく》《陣じん形けい》《限げん界かい突とつ破ぱ》《再さい行こう動どう》《最後の力》《命の滴しずく》《ギルドシンボル》《偽ぎ装そう情じよう報ほう》《派は遣けん販はん売ばい》《命の泉いずみ》です。

ＧＭ：（データを確かく認にんして）その内容だと全部を持っていくにはレベルが足りませんね。

グレイ：そうだな。《命の滴》と《派遣販売》は置いていくのがいいんじゃないか？

カルロス：《命の滴》は、より効果の高い《命の泉》がありますしね。

リディル：《派遣販売》も、なくてもなんとかなると思いますし、いいと思います。

バヤン：では、《命の滴》と《派遣販売》を置いていくということで。

ＧＭ：了解しました。あとは《ギルドシンボル》となるアイテムを決定してください。

カルロス：ああ、前は竜りゆう炎えん騎き士し団だんの旗でしたからね。竜炎騎士団じゃなくなっちゃったから、新しいのを決めないと（笑）。

グレイ：じゃあ、シンボルは我われ々われ〝ドラゴンファイヤー〟の紋もん章しようだな。リディルの盾たてに紋章が刻きざんであるというのはどうだろう？

バヤン：妙みようにかわいい絵になっているとか？　痛車ならぬ、痛パラディン！（一同笑）

リディル：はにゃぁ～!?（笑）

カルロス：いや、騎士が盾や鎧よろいに、騎士団の紋章を刻むのは普ふ通つうですから（笑）。

ＧＭ：ではこれでギルドのリビルドも終了。本編を始めましょう。







ＯＰＥＮＩＮＧ　ＰＨＡＳＥ







◆Opening 01◆暗黒大たい帝ていピアニィ覚かく醒せい




　エストネル王国エル・ウルフリック・ミンスター。

　その神しん殿でんで、ピアニィは〝真の四し宝ほうの試こころみ〟に挑いどもうとしていた。

　それは、神竜王セフィロスと邪じや神しんの御み子この封ふう印いんを解とく、というもの。

　儀ぎ式しきは、思わぬ結果となってしまった───。




ＧＭ：それではオープニングを始めましょう。まずはマスターシーンから。

リディル：どんなシーンなんですか？

ＧＭ：『無印』七巻のラスト……エル・ウルフリック・ミンスターの神殿で、ピアニィが〝真の四宝の試み〟を行ない、倒たおれてしまう、という場面になります。

グレイ：〝真の四宝の試み〟……すなわち、もつれ合って封印されていた神竜王セフィロスと邪神の御子の封印を解くということだな。

ＧＭ：そうです。邪神の御子を解放しようと押し寄せてきた妖よう魔またちとセインを始めとする神竜王の陣営が戦せん闘とうを繰くり広げている最中、ピアニィが〝真の四宝の試み〟を行ない、神竜王と邪神の御子を吸収して大変なことになるのが正史なのですが……。

バヤン：今回はイフ戦記だから、異なる展開になるんだな。

ＧＭ：そのとおり。ここから歴史が分ぶん岐きします。まず、封印から解放され、空に穿うがたれた次元の穴を通って、神竜王セフィロスと邪神の御子が飛び出してくる。

グレイ：さて、どうなる？

ＧＭ：このふたつの強大な存在はそれぞれ光と闇やみと化して、ピアニィへと吸い込まれていくのですが、その途と中ちゆうで闇が膨ふくれあがり、光……セフィロスだけが弾はじき飛ばされてしまいます。そして、セフィロスである光はそのまま消しよう滅めつしてしまう。

バヤン：いきなりセフィロスが消滅!?

カルロス：光と闇を備えた最強の存在になるはずが、闇だけに！

ＧＭ：そして、ピアニィの体内に邪神の御子だけが取り込まれ、とさりと倒たおれる。その様子を目撃したアルが、「ピアニィ！」と名前を叫さけんで駆かけ寄るのですが。
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リディル：ですが？

ＧＭ：そのとき、ピアニィの瞳ひとみが赤く輝かがやき、空中に次元の穴が出現。その中にアルは吸い込まれてしまいます。その後、次元の穴が閉じ、アルの姿は消えてしまう。

リディル：アルが……。

カルロス：し、死んだ……!?

グレイ：いや、わからんぞ。別次元に飛ばされただけのようにも思える演出だった。

ＧＭ：その様子を見たナヴァールとベネットが慌あわてて駆け寄ろうとするのですが、その直後、ピアニィを中心にすさまじい衝しよう撃げき波はが荒あれ狂くるいます。それが晴れると、そこにはすべてが破は壊かいされた荒こう涼りようとした光景だけが残る。
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「アル……」

　ただひとり荒あら野のに立つピアニィが、呆ぼう然ぜんと呟つぶやく。

　だが、その声に応こたえる者は、誰だれひとりいなかった。




ＧＭ：そして、ピアニィの瞳からは急速に光が消えていく。以上でこのシーンは終しゆう了りようです。

リディル：はにゃ～！　これ、ナヴァールとかベネットちゃんとか、他のキャラクターたちは無事なんでしょうか？

ＧＭ：さて、どうでしょう？　ともかくここでシーン終了です。







◆Opening 02◆ゲッタウェイの帰き還かん




　帝てい紀き八一四年一〇月、バウエス城じようの見み張はり塔とう。

　リディルから施ほどこされた飯の恩に報むくいるため、周囲を見張るバヤン。

　その目に予想外のものが飛とび込こんできたのが、絶望的な戦いの始まりだった。




ＧＭ：では、次のシーン。シーンプレイヤーはバヤンです。

バヤン：え？　お、おーう（一同笑）。

グレイ：どうしたんだ、そんなに取とり乱みだして。

バヤン：いやあ、まさか俺が最初だとは思わなかったんで（笑）。

ＧＭ：とりあえず状じよう況きようを説明しましょう。場所は、バウエス城の見張り塔。バヤンはそこから周囲を見張っています。

バヤン：俺はリディルに助けられた恩を返すため、兵士として働いてるんだぜ！

ＧＭ：時期は帝紀八一四年の秋、ピアニィが統一帝につくために、エストネルで〝四し宝ほうの試こころみ〟に挑ちよう戦せんしているころ。『ゲッタウェイ』だと、ヒルダたち……ギルド〝ゲッタウェイ〟が、ステラの使し節せつ団だんに紛まぎれ込こんで、エストネル王国に向かってしばらく経ったころです。

リディル：ところで、わたしたちって『デスマーチ』五巻で城代としてノルドグラムに行ったはずなのですが？

ＧＭ：ステラの帰還が遅れ、いつまでもノルドグラムにいられず、戻ってきたということで。

カルロス：……いいのかそんなことで？

ＧＭ：逆に君たちは、いつまでも居座っていると謀反を疑われる可能性もあるので、ノルドグラムを離れざるを得ないのです。

グレイ：なるほど、政治は面倒だのう。

バヤン：話を戻すけど、ゲッタウェイのパーティーって、バウエストンに逗とう留りゆうしてたんだっけか。
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ＧＭ：ええ。なので、みなさんはすでに彼らとは面識があります。

リディル：分かりました。出発したあと連れん絡らくは？

ＧＭ：ありません。再会を約束してはいますが、それも一二月のアルトリウス祭でという話になってます。

リディル：そうでした、そうでした。

バヤン：便りがないの無事な証しよう拠こってね。心配しすぎてもしょうがないさ。しかし、今日もバウエストンは平和だな（一同笑）。こんなに空も青いぜ。おや？　見ろよカルロス。あの雲、まるでドラゴンのようだぜ！

カルロス：えっ？　自分も見張り塔にいるんですか？

ＧＭ：登場しても構いませんよ。

カルロス：では、登場します。はしゃぐバヤンを一いち瞥べつして言いますよ。「いいからちゃんと見張りをしていろ」

バヤン：ちぇっ。兵隊クンはお堅かたい奴やつだなぁ。

ＧＭ：さて、そんな感じで話をしながら周囲を警けい戒かいしていると、あなたたちは、なぜかボロボロになったゲッタウェイの面々が街に近づいてくるのを発見します。

リディル：ええっ！　い、いったい、何が!?

カルロス：ともかく、見張り塔を降りて出で迎むかえに行きましょう。

ＧＭ：カルロスが救助に向かうと、彼らは負ふ傷しようしたステラを抱かかえていることがわかります。

グレイ：ステラもいるのか！　なぜ、ノルドグラムではなくバウエストンに！（笑）

リディル：ゲッタウェイの皆さんははレイウォールから追われてますから、ノルドグラムに向かうのは危険じゃないですか。助けを求めるなら、この町でいいんですよ。

グレイ：なるほど。言われてみれば、確かにそのとおりだ。

バヤン：ともかく事じ情じようを聞こう。

ＧＭ：ゲッタウェイを助けると、事情を説明してくれます。〝四宝の試み〟の後、謎なぞの衝しよう撃げき波はが発生して、エストネル王国の王都エル・ウィン・フリットが壊かい滅めつしたということ。

カルロス：壊滅!?

ＧＭ：ステラはそのときに負傷した様子。各国の幹かん部ぶは、衝撃波によって行方ゆくえ不明になっており、混こん乱らんはおびただしいとのこと。

カルロス：なんと！　よくそのような状じよう況きようの中で、ここまでたどり着けましたね。

グレイ：ゲッタウェイの面々に感謝だな。

リディル：『無印』だとゲッタウェイの皆さんとは連絡が取れなくて安否不明でしたしね。イフ世界とはいえ、無事な姿が見られて、ちょっとほっとしました。

ＧＭ：さて、ゲッタウェイの面々が説明を終えたところで、ステラが「リディルに会わせてくれ」と面会を申し出てきます。

バヤン：しかし、その身体からだでは……。

ＧＭ：「至急、リディルに話さねばならないことがあるのだ……！」

バヤン：そうなのか。なら飛ひ竜りゆうを呼んで、ステラを運ばせよう。背に乗せて「行け！」と言うと、ふわりと飛び上がる……はっ、俺が置いて行かれてる!?

カルロス：ちょっ、落ちたらどうするんだ！

バヤン：大だい丈じよう夫ぶ、あいつは安全に運んでくれるはずだ。やればできる子だ！　それはそれとして……待って！　俺を置いていかないでーっ!?（一同笑）

カルロス：やれやれだな（笑）。急いで追いかけますよ。

ＧＭ：では、ふたりがステラを乗せた飛竜を追ったところで、シーンを終了します。







◆Opening 03◆今、そこにある危き機き




　予想もしていなかったステラの来らい訪ほう。

　事じ態たいは、誰だれも想像ができないほど大きく動いていた。




ＧＭ：次のシーンプレイヤーはグレイです。場所はバウエストンの城じよう内ない。前のシーンで、バヤンとカルロスに助けられたステラと〝ゲッタウェイ〟一行が、バウエス城内にやってきたところだと思ってください。ＰＣは全員登場になります。
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リディル：た、立場が逆ぎやくだと妙みような気持ちになるなぁ（笑）。

カルロス：ああ、『ゲッタウェイ』の収録では藤井さんがＧＭでしたからね。

ＧＭ：城にたどり着いたステラですが、治ち療りようより先にリディルに伝えることがあるそうです。

リディル：て、手当てをしなくてよろしいのですか？

ＧＭ：「その前に、お前に話さなければならないことがあるのだ」とステラは言います。

グレイ：それは話し終わったら死ぬフラグだ！　しかも肝かん心じんなことは言わずに！（一同笑）

ＧＭ：ステラの父、オーギュストはそうでしたが、彼女は大丈夫です（笑）。ともかく、ステラはどうしてもリディルに伝えたいことがあるようです。
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リディル：そんなに重要なお話ならばうかがいましょう。いったい何が起こったのです？

ＧＭ：「順を追って話そう。まず、ピアニィは〝四宝の試み〟に成功し、統一帝になった。ところがその直後、突とつ如じよ、各国の王たちに退去命令が出されたのだ」

カルロス：儀式が無事に終わったのにですか？

ＧＭ：「そうだ。退去命令のあと、各国の王はエストネルを退去しようとした。だが、その途と中ちゆうに原因不明の超ちよう爆ばく発はつが起こり、何もかもが吹ふき飛とんでしまった……」

リディル：わたしたちが帰ったあとに、そんなことが……。

ＧＭ：「私はなんとかノルドグラムまで帰き還かんすることができたのだが、その直後、統一帝となったピアニィがやってきた」

グレイ：ほう、ピアニィ様が？

ＧＭ：「ああ、だがピアニィの様子はおかしかった」

カルロス：ピアニィ様がおかしいのはいつものことなのでは……と思うけど、口に出すのは失礼なので言わないでおこう（笑）。

バヤン：じゃあ空気を読まずに俺が言おう（一同爆笑）。

リディル：だ、駄だ目めですよ！　ステラ様の前でそんなことを言ったら！

バヤン：でもぉ、俺はお嬢じように仕えてるだけだしぃ。

リディル：とにかく駄目です！（笑）あの、それでピアニィ様はいかがされたのですか？

ＧＭ：ステラは沈ちん痛つうな面おも持もちで応こたえます。「彼女は私にこう告げたのだ。統一帝である自分に全面服従せよと。そして、私がそれを断ると、あろうことか拉ら致ちしようとしてきた」

カルロス：な、なんということを！　よく無事に逃にげられましたね！

ＧＭ：「うむ。ゲッタウェイの諸君に助けられて、何とか逃げることができたのだ」

バヤン：おお、やるじゃん。

ＧＭ：「ピアニィはいずれ、このバウエストンにもやってくるに違ちがいない。備えるのだ」と言うと、ついに限界がきたのか、ステラはがくりと意識を失います。

リディル：ああ、しっかり！　バヤンさん、カルロスさん！　ステラ様を救きゆう護ご室しつに！

カルロス：はっ！

バヤン：おっす！　てぇへんだ、てぇへんだー！　どいたどいたー！




　ステラを救護室に運び、騒さわぎは一いつ旦たん治まる。

　四人はリディルの執しつ務む室しつに集まり、ステラが残した言葉について相談する。




ＧＭ：そんなわけで、リディルの執務室です。ステラは別室で治療中なのでいません。

リディル：……グレイさん、どう思います？

グレイ：うむ。時じ系けい列れつ的に七巻よりあとだとすると……リディル殿下、ここはひとつ備えねばならない。なぜならば、我々はベルフト殿でん下か逃とう亡ぼうを教きよう唆さしているからだ！（一同爆笑）

リディル：……あっ！

カルロス：『ゲッタウェイ』一巻の話かあああっ！




　先にも少し触ふれたが、〝ドラゴンファイヤー〟は『ゲッタウェイ』一巻に登場し、〝ゲッタウェイ〟と出会っている。そこで彼らは、ピアニィたちに敗北して捕ほ縛ばくされたベルフトの救出を、〝ゲッタウェイ〟に依い頼らいしたのだ。




バヤン：知らないうちに自分たちが悪あく行ぎようを！　くそっ、藤井忍めぇーっ!!（一同爆笑）

リディル：仕方なかったんですよう!?

ＧＭ：ちなみに、社長もシナリオの相談に乗っていますから共犯ですよ（笑）。

グレイ：ワシだって、こんなことになるとは思ってなかったわい！（一同笑）　……ちなみにゲッタウェイをぐるぐる巻きにして、ピアニィ陛へい下かに差し出して、「こいつらが悪いんです！」と言うと、我々は助かったりせんかな？

リディル：だめぇっー!?　やめましょう。イフの世界だとしても、自分のシリーズのキャラを生いけ贄にえにするのはちょっと……（一同笑）。

グレイ：まあ冗じよう談だんじゃ。ステラ陛下があんな目にあっている以上、駄目っぽいしのう。

リディル：そうですよ！　それに一度は部下として認みとめた相手を差し出すのは忍しのびないです。

バヤン：さすがはお嬢。お優やさしいお人だぜ！

リディル：領りよう民みんと秤はかりにかけてしまうと、なかなか悩なやんでしまうのですが……。

グレイ：「まあ、そう言うと思っておったさ」と言ったあと……ここで突とつ然ぜんグレイがシリアスモード、ひとコマだけ劇げき画が調のタッチになる（一同笑）。

リディル：はにゃ!?

グレイ：「……どうもピアニィ陛下のことは、それだけでは済すみそうにありませんがな」

バヤン：い、いったいどういうことだ、グレイ？

グレイ：お前らは今回予告を忘れたのか！（一同大だい爆ばく笑しよう）

カルロス：コンカイヨコク……ですか？（笑）

バヤン：い、いったい何のことだ（笑）。

グレイ：そういう予言がある。時として予告なく変へん更こうされることもあるが（笑）。ともかく、ただではすまんかもしれんということだ。

リディル：は、はにゃ～……。

ＧＭ：では、グレイの一言に部屋の空気が重くなったところで、一度シーンを切ります。







◆Opening 04◆ピアニィ平和軍迫せまる




　ステラの報告からほどなく、バウエストンを雲うん霞かのごとき軍ぐん勢ぜいが取り囲んでいた。

　アルディオンに名を轟とどろかす各国の騎き士し団だんの旗がはためいている。

　これこそが、統一帝ピアニィの下もとに集まった軍勢なのだ。




ＧＭ：では、次のシーンプレイヤーはカルロス。場所はバウエス城。バウエストンに続々と各国の軍隊が到とう着ちやく、城の見張り塔とうにいるカルロスは、バウエストンが以下の軍勢によって包囲されているのを目もく撃げきします。

カルロス：見張り塔で敵てきの陣じん容ようを見ながら、「なぜここで包囲されているのかがさっぱりわからん……」と呟つぶやく。何の要求もなしにいきなり包囲されているんだが。

ＧＭ：他のＰＣも登場して構かまいませんよ。

バヤン：俺も出ておこうかな。……おいおい、あいつらは何なんだ？

ＧＭ：騎士団ごとに団章が描えがかれた旗があるので、正体は判別できます。レイウォールの竜りゆう炎えん騎士団、グラスウェルズから白はく竜りゆう騎士団、ゴルフォードの鋼鉄騎士団もいます。

グレイ：なんと！　『デスマーチ』から鋼鉄騎士団が登場か!?

リディル：ドランさんの元部下のエクスマキナで構成された騎士団でしたっけ。

バヤン：そんなのもいたなぁ。しかし、今日はなんの集まりだ？

カルロス：大軍勢で街を包囲……自分にはこちらを攻せめようとしているように見えるがな。

ＧＭ：なお、ピアニィ平和軍は、本ほん陣じんの軍勢もあわせると、総勢で二〇万人以上います。

カルロス：に、二〇万!?　補ほ給きゆうまで考えるとすごいことになるぞ。

リディル：う、うわぁ～ん（笑）。

ＧＭ：で、その軍勢が包囲を終えたぐらいのタイミングで、伝令がやってきます。

カルロス：では、自分が迎むかえよう。貴き殿でんは？

ＧＭ：現われたのは快活そうなヴァーナの少女です。彼女は敬礼して言います。「フェリタニア王国伝令隊に所属するイムイム・キャリーです！」
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バヤン：ああ、イムイムか。

ＧＭ：「ええと……あなたは？」挨あい拶さつを終えたイムイムがカルロスに聞きます。

カルロス：自分はバウエストン領主リディルに仕えるカルロス・ウィンチェスターです。

ＧＭ：では、名めい簿ぼを見て実じつ在ざいを確たしかめたうえで、「はい、カルロスさんですね。お手紙を届けにきました。ここにサインをしてください」と受け取り票を差し出します（一同爆笑）。

リディル：どこの宅たく配はい屋やさんですか!?（笑）

カルロス：えーっと……では、サインして「ご苦労様です」とにこやかに送り出します（笑）。というわけで、手紙を渡わたされた（笑）。

ＧＭ：リディル宛あての書しよ状じようで、封ふう蝋ろうの紋もん章しようから、差出人がピアニィであることがわかります。

カルロス：ならばすぐにお届けしましょう。リディル殿下、ピアニィ様より書状が！

リディル：じゃあ、登場します。ご苦労さまです。えーと、封を開けて大だい丈じよう夫ぶかな？

カルロス：一応検けん閲えつをいたしました。爆発物はありません。ということでよろしいか？

ＧＭ：はい、特に危険な仕し掛かけはないです。

リディル：じゃあ、封を切って読みましょう。

ＧＭ：そこには、リディルに対して、ピアニィ軍の本陣に来るようにという命令が、可愛かわいらしい文字で簡潔な文章で書かれています。

リディル：こ、このかわいい文字は間ま違ちがいなく、ピアニィ様のもの（笑）。

グレイ：しかし、本陣に来いとは、字じ面づらのわりに高こう圧あつ的てきな。

リディル：ひとりで来いとか書いてありますか？

ＧＭ：書いてませんね。同行者がいても構いません。

グレイ：ならば、我われ々われもついていくとするかの。

リディル：助かります～。

ＧＭ：では、リディルが本陣に向かう準備を始めたところで、シーンを切ります。







◆Opening 05◆恭きよう順じゆんか死か




　リディルたちは、ピアニィ平和軍の本陣に向かう。

　そこで待ち受けていたのは意外な面々。

　そして、驚愕の要求だった。




ＧＭ：次のシーンプレイヤーはリディル。全員登場となります。

一同：はーい。

ＧＭ：みなさんは今、ピアニィ平和軍の本陣で、ピアニィと謁えつ見けんしている真っ最中になります。招しよう待たいという形は取っていますが、開かい城じようを交渉するのに、城じよう主しゆに「出てこい」と言っている、非ひ常じように高圧的なものです。ピアニィ平和軍の交渉役やくはマルセル。彼は今、ピアニィ平和軍の総参謀となっています。
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バヤン：総参謀！（笑）

カルロス：あれ？　ナヴァールじゃないんですか？

リディル：本当だ！

バヤン：マスターシーンで衝しよう撃げき波はに巻き込まれてたからなぁ。

ＧＭ：マルセルの背後、一段高い場所に簡易玉座があり、そこにピアニィが座っています。また、その横にはアキナとナーシア、エルザが控ひかえています（一同笑）。
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バヤン：うほっ、各シリーズの女じよ傑けつが大集合だな。

カルロス：な、なんと恐おそろしい！（笑）

グレイ：ふむふむ。それで、ピアニィの様子はどんな感じかの？

ＧＭ：にこにこ微笑ほほえみながら、皆みなさんを見下ろしています。ただし、その目は笑っておらず、冷たい光を放っています。

グレイ：なるほど。たしかに、こいつはおかしいな。

カルロス：おかしいというか、むしろ女帝らしいというか。

リディル：そ、そんな……（笑）。

ＧＭ：他にも騎士や兵士などがいたりしますが、特に目を惹ひくのは、先ほど述べた五人ですね。彼らはみなさんの動向に注目しています。

リディル：え、えっと、どう言えばいいのかな……。

カルロス：ひざまずいて頭を下げる、でいいんじゃないでしょうか。

リディル：では、そのようにします。

ＧＭ：で、マルセルがリディルたちに声をかけます。「よく来た、リディル・バウエス。統一帝となられたピアニィ陛へい下かは、神竜王から信しん託たくを受けた」

バヤン：お、おお……。

ＧＭ：「それは、この大陸に妖よう魔まが復ふつ活かつするため、それに備そなえてアルディオンの軍勢を束たばねろというものだ。見ての通り、各国の軍勢がピアニィ平和軍への参加を表明している」

カルロス：なるほど。

リディル：ピアニィ平和軍……な、名前を聞くと笑ってしまう……（笑）。

ＧＭ：「ついては、バウエストンにも参加をしてもらいたい。参加してもらえれば、リディル・バウエスに〝ピアニィ四し天てん王のう〟の座を用意しよう」

一同：ピアニィ四天王!?（一同笑）

バヤン：ちょ、ちょっとまって！　アキナ、ナーシア、エルザがいるから……。
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ＧＭ：そうそう、彼かの女じよたちの横に、ひとつ空席があります。

グレイ：あの席が、リディル殿下の席……ということか？

ＧＭ：「そうだ。〝ピアニィ四天王〟とは、統一帝の親しん衛えい隊たいのこと。護衛のほか、統一帝の模も擬ぎ戦せんの相手を務つとめる」

リディル：し、死んじゃうーっ!?（一同爆笑）

グレイ：でも、意外にバランスの取れたパーティじゃないか？（笑）

バヤン：ウォーリアのアキナ、シーフのナーシア、メイジのエルザ……おお！　これでお嬢じようが加わればメインクラスが全員そろう！（一同笑）

グレイ：つまり、アコライトの席が空席なのか（笑）。

カルロス：正直、全員攻こう撃げき系けいに寄よりすぎていると思いますが（笑）。

バヤン：きっと、残り三人は必死な表ひよう情じようでリディルを見つめて、「アコライトがいないとこっちが困こまる」という顔をしているに違いない（一同爆笑）。

グレイ：しかし、四天王にリディルが加わると、模擬戦で最初に狙ねらわれるのはリディルか。

リディル：あっ、回復役だから!?　本当に死んじゃう～!?（笑）

カルロス：なんて嬉うれしくない特典だ……。

ＧＭ：おほん。もう少しだけマルセルの話があるので聞いてください。「なお、恭順の証あかしにバウエストンの領民全員を兵士としてピアニィ軍に供きよう出しゆつすること」

リディル：えっ？　えええ～!?

バヤン：兵士だけじゃなくて、領民全員かよ!?

ＧＭ：「これを拒きよ否ひすると、妖魔に通じているとみなし成敗する」

カルロス：成敗？　なんと武ぶ断だん的な。

リディル：え、えーと……三人と顔を見合わせます。

バヤン：俺は普ふ通つうに首をかしげる。何を言ってるんだ、この軍師様は？

カルロス：自分は仏ぶつ頂ちよう面づらで眉まゆをひそめます。

グレイ：ワシは思案顔じゃな。ところで、ピアニィは何か言うのかね？

ＧＭ：いえ、にこにこ笑いながら黙って見ています。

リディル：はにゃ～、どうしよう？

グレイ：質しつ問もんしてよいのか、聞いてみるとよいですぞ。いろいろ疑問があるじゃろう。

リディル：ですね。……あの、いくつか質問をしてもよろしいでしょうか？

ＧＭ：マルセルがピアニィの方を見ると、彼女は鷹おう揚ようにうなずきます。それを見たマルセルは、「よろしい、質問するがいい」と答えます。

リディル：たしか、フェリタニア合がつ衆しゆう国こくの王国軍ぐん師しはナヴァール殿であったはずですが、どうしてマルセルせんぱ……マルセル殿に代わられたのでしょうか？

ＧＭ：すると、マルセルは「ナヴァールは……星になったのだ」と答えます。

一同：星に!?（一同爆ばく笑しよう）

リディル：それで今、マルセル殿が総参謀に……。では、かの有名なジェネラル・ベネットは？　彼女が親衛隊にいてもおかしくないと思うのですが。

ＧＭ：「ベネット殿は、別命があってこの場にはいない」

バヤン：極ごく秘ひ任にん務むか。えらくなったもんだなぁ。いいじゃないですか、極秘任務！

カルロス：自分がベネットのプレイヤーだからって、無む邪じや気きに喜んで（笑）。

グレイ：きっと、海軍率ひきいてたりするんじゃないか。

一同：ああ～。

バヤン：やばい！　それは海軍壊かい滅めつしますよ！（一同笑）

リディル：ま、真ま面じ目めに大陸情勢について訊くことを考えよう。ええと、エストネルがどうなったのか、は訊けますか？

ＧＭ：「エストネルは、平和のための犠ぎ牲せいになったのだ」（一同笑）

グレイ：妖魔の襲しゆう来らい……さらに超爆発で王都まで吹き飛んだらしいからのう。

リディル：はうっ！　そ、それじゃあ、あとは……ええと、他の都市も同じ条じよう件けんを出されて呑のんでる、ってことですかね？　鋼鉄騎き士し団だんが来ているってことは。

ＧＭ：「他の都市は、喜んで従したがったぞ」

カルロス：喜んで、ですか。

リディル：他の三人……ナーシアさんたちの顔をうかがってみます。ちらっ。

ＧＭ：ナーシアたちは、非常に心苦しそうな顔をしています。目を向けると、すっと目を背そむけてしまいますね。

リディル：本心から協力してる、というわけじゃなさそうですね。

バヤン：やれやれ、力ずくか。んで、従わなきゃ、俺たちも酷ひどい目にあわせるぞってか。

カルロス：黙だまって従うわけにはいかないでしょう。町の人すべてが兵士となると、年とし端はも行かぬ子こ供どもも兵士として召めし上あげられる可か能のう性せいがあります。

バヤン：というか、訓練されていない人間を、妖魔との戦いに駆かり出すってぇのも変な話じゃねぇっすか？

カルロス：体ていのいい盾たて、ということでしょうかね。

グレイ：まあ、国民総《カバーリング》とか、国民総《ディスコード》とか考えたお人だからな……って、何も変わってないぞ!!（一同笑）

カルロス：ほ、本当だ！　おかしいです！

バヤン：ピアニィがいつもどおりだ！（笑）




　もはや何がおかしいポイントだったかを見失う一同。




ＧＭ：他には質問ありますか？

リディル：あっ、そういえば第一の騎士アル殿はどうなさったのですか？

ＧＭ：「アル殿は、よんどころない事情があってこの場にはいない」

リディル：そ、そうですか……。うう～。あっ、マルセル先せん輩ぱいの表情はどんな感じですか？

ＧＭ：いつもと変わらないです。

リディル：それじゃあ、意図的に従ってるのかな……。

ＧＭ：「質問は以上かな？」とマルセルは聞いてきます。

リディル：はい。ええと、回答の件けんですけど時間をもらえないでしょうか？

ＧＭ：「いいだろう。期限は明日の朝だ。それまでに恭順の意を示しめさない場合は、攻撃が開始されるので覚かく悟ごをするように」というわけで、明日の朝まで時間がもらえます。

リディル：は、はい。少し時間は稼かせげましたよ。

カルロス：しかし、明日の朝までとは、ずいぶんと急な話ですね。

バヤン：はっ！　今何時だ!?　二二時!?（一同笑）

ＧＭ：いや、時間がないのは確かですが、そこまでではないです（笑）。今から戻もどって、会議の準備を整えたら、夕刻に届くぐらいですかね。

バヤン：おお、そうなのか。じゃあ、ちゃんと会議はできるってことね。よしよし。

ＧＭ：最後にマルセルは言います。「このピアニィ平和軍は、全軍あわせて二〇万。蟻ありの這はい出でる隙すきもない包ほう囲い網もうを敷しいている。答えはおのずと決まっていよう」（一同笑）。

カルロス：（力強く）よし!!　脱だつ出しゆつしよう!!　……と心に誓ちかう（笑）。

バヤン：これは裏うら目めること間違いない！

リディル：マルセル先輩……（笑）。

ＧＭ：では、ここで謁えつ見けんは終しゆう了りよう。みなさんが本ほん陣じんを後にして、シーンを閉とじます。







ＭＩＤＤＬＥ　ＰＨＡＳＥ







◆Middle 01◆予言者現わる？




　ピアニィ平和軍本ほん陣じんから、バウエス城じように帰き還かんした一行。

　領りよう民みん全員を兵士として供きよう出しゆつせよ、という要求はとてもではないが呑のむことはできない。

　かといって、二〇万の大軍相手に籠ろう城じようするのも無む謀ぼうだ。さて、どうしたものか？




ＧＭ：では、ミドルフェイズに入ります。ピアニィとの謁見後、バウエス城に帰って、皆みなさんが執務室で今後の方ほう針しんを相談するシーンとなっています。全員登場です。

グレイ：さて、返答の時間は朝までだが。どうするかね？

バヤン：従ったら、領民がみんな《カバーリング》要員に（笑）。

リディル：そ、それは駄だ目めです～！

グレイ：では、二〇万を相手に戦うわけか。

リディル：む、無理ですよねえ……。

グレイ：そうじゃの。まともにやっては勝てん。ならば、まともにやらなければよいのだ。

バヤン：まともにやらない……どうやるんだ？

グレイ：……わからん（一同笑）。

リディル：わ、わからないんですか～!?

グレイ：その方法を見つけるために、情じよう報ほうがいるということだよ。

リディル：あっ、なるほど。

バヤン：せっかく時間を稼かせいだから、調べられるものは調べたいな。

ＧＭ：では、何が知りたいですか？

バヤン：知りたいことはたくさんあるわな。

グレイ：ワシはやはり、ナヴァールがどうなったかが気になるのう。

リディル：アルさんのことも知りたいです。

カルロス：ナーシアたちの事情も調べておきたいところですね。

ＧＭ：分かりました。では、質問に答えられるＮＰＣを出しましょう。みなさんがさまざまな疑問に頭を悩なやませていると、ぎいっと部屋の扉とびらが開いて、ひとりの美少年が入ってきます。

バヤン：おっ？　誰だれだ？

ＧＭ：「やあ、久しぶり。ボクだよ。マーリンだよ」

一同：マーリン!?




　マーリン──『ゲッタウェイ』シリーズに登場する美少年予言者。

　とらえどころのない不思議な人物で、意味深な予言で人々を導く。
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カルロス：あれ？　我々はマーリンと会ったことがありましたっけ。

リディル：会ってますね（笑）。『ゲッタウェイ』一巻で、わたしたちはマーリンの助言を受けて、〝ゲッタウェイ〟の人たちを受け入れたことになってますから。

カルロス：なるほど。では、再会を喜んでおきましょう。マーリン殿どの、お久しぶりです。

リディル：ベルフト兄様救出の際はお世話になりました。ぺこりと頭を下げます。

ＧＭ：「はは、お役に立ててなによりだよ。しかし、まさかボクが三シリーズぶち抜ぬきで、三ヶ月連続で出演することになるとは思わなかったよ～」（一同笑）

グレイ：三シリーズ……『ゲッタウェイ』、『無印』、それに『イフ』で三つじゃな。

カルロス：今さらりとマーリンがメタ発言を……（笑）。

ＧＭ：「気にしない、気にしない。それよりも、予言者のぼくに聞きたいことがあるんじゃないかな？　何でもいいから、聞きたいこと聞いてよ」

バヤン：そんなこと言われてもな。そもそも、こいつ、信用できるのか？

カルロス：正体もいまいちわかりませんしね。

ＧＭ：実は、私も正体を知りません（笑）。藤井さんならわかるかもしれませんが。

リディル：し、知ってますけど、『ゲッタウェイ』のネタバレになるから言えませんよ～！

ＧＭ：なので、今回はただの予言者として登場させています。このシナリオ限定で、彼の言葉は信用できることをＧＭとして保証します。

バヤン：じゃあ、後になって「実はボクは妖よう魔まの手下だったのさ！　騙だまされたね！」とか、そういうことはないわけだな。

グレイ：では、最初にナヴァール殿がどうなされたのか、聞かせてもらえるかな。

ＧＭ：「その質問に答えるには、その前にいくつか説明する必要があるね」

カルロス：ふむ、なんでしょうか？

ＧＭ：「ピアニィは今、邪じや神しんの御み子こに支し配はいされている」

グレイ：ほうっ！　なるほど。様子がおかしかったのは、その影響というわけか。

カルロス：おかしかったというか、おかしくなかったというか……。

リディル：しーっ！（笑）

カルロス：まあ、ピアニィ様が邪神の御子に支配されているとしよう。しかし、それでは状じよう況きようと矛む盾じゆんするぞ。ピアニィ平和軍は、妖魔と戦うために軍勢を集めているはずだ。

ＧＭ：「妖魔がそうやって人を騙すのは普ふ通つうのこと、エリンディルじゃあ日にち常じよう茶さ飯はん事じさ」

バヤン：まあ、よくあること言われれば、そうだ。

カルロス：そういえば、バヤンはエリンディル出身だったか。

ＧＭ：「そもそもピアニィは、オーギュスト王が作った、対たい妖魔用の決戦兵器なんだ」

カルロス：対妖魔用人型決戦兵器！（笑）

ＧＭ：「本当なら、神しん竜りゆう王おうと邪神の御子の両方を吸い込む予定だったんだけれどね」

グレイ：だが、実際にはそうはならなかったと？

ＧＭ：「そうだね。吸収される直前、神竜王がピアニィに意識を囚とらわれた一いつ瞬しゆんの隙すきをついて、邪神の御子が致ち命めいの一いち撃げきを放ったんだ。結果、神竜王は消しよう滅めつ。ピアニィは邪神の御子だけを吸収して、その力に支配されてしまった」

リディル：では、今のピアニィ様は、邪神の御子に操あやつられているのですか？

ＧＭ：「そういうこと。ナヴァールはエストネル王国で起きた超ちよう爆ばく発はつは生いき延のびたんだけど、邪神の御子に支配されたピアニィを止めようとして、逆にピアニィに肉体と生命エネルギーを吸い取られちゃって、彼女の体内に封ふうじ込こめられたような状態になってしまってる。とても動ける状態じゃない」

グレイ：むう……。ナヴァール殿がピアニィ陛下に吸収されたというならば、内側から邪神の御子の力を封じ込めたりはできないのか？

ＧＭ：「神竜王クラスの力がなければとても対たい抗こうできないよ。彼を今すぐ助けるのはちょっと無理だね。とまあ、ナヴァールに関しては、こんなところ。他に何か聞きたいことは？」

リディル：あっ、じゃあベネットさんは？　個こ人じん的てきな質しつ問もんですけど……。

ＧＭ：「ベネットは、ぼくの目をもってしても、見通せない場所にいるみたいだ」

バヤン：どこかの海岸にでも打ち上げられてたりするんじゃないの？（一同笑）

カルロス：次にアル・イーズデイル殿がどうなったのかお聞かせ願いたい。

ＧＭ：「うん。実はね、ここがシナリオのポイントなんだ」

一同：シナリオ!?（爆ばく笑しよう）

バヤン：もう予言でもなんでもねーっ!!

カルロス：みんなしてメタ会話ばっかり!!

リディル：あははは！（爆笑）

ＧＭ：「キミたちはきっと、ナーシアとかアキナとかエルザとかが、ピアニィ四し天てん王のうになっていることを不思議に思ったはずなんだ」

バヤン：あ、お、……お、思ってました！　思ってました、超思ってました!!（一同笑）

カルロス：嘘だっ!!（笑）

リディル：（爆笑している）

ＧＭ：「さて、何で彼かの女じよたちが、妖魔に乗っ取られてしまったピアニィの言うことを聞いているかというと……アルが囚われて、人ひと質じちになっているからなんだ」

カルロス：人質……つまり、脅きよう迫はくされて仲間になっているということですか？

グレイ：ほほう、くわしく話してくれ。

ＧＭ：「アルは邪神の御子の力によって、闇やみの空間に囚われている。そこから救い出せば、ピアニィの目が覚めるかもしれない」

グレイ：闇の空間……そういえば、マスターシーンで次元の穴に放ほうりこまれとったな。

リディル：つまり、アルさんを助け出せば……。

ＧＭ：「ピアニィの目が覚める可能性もでてくるし──」

カルロス：ナーシアさんたちも、今のピアニィ様に従う必要がなくなる、と。

ＧＭ：「そういうこと」

バヤン：なるほど。アルが鍵かぎなのはわかった。んで、助けるにはどうすればいい？

ＧＭ：「具体的には、次のマスターシーンで戦せん況きようがいったん膠こう着ちやくするから、その隙にピアニィのところに突つっ込こんでいくといいと思うよ」

カルロス：つ、次のシーン!?　だから、あなたは何を言ってるんですか！（笑）

グレイ：次のシーンは次のシーンじゃよ。

バヤン：そうだぞ、カルロス。わからないのか？

カルロス：お前ら、もっと人間にわかる言葉で話せ！　ねえ、リディル殿下？

リディル：えっ？　あ、いや、その……わたしも分かっちゃいそうかなって……（笑）。

カルロス：そ、そんな!?

グレイ：ふっふっふっ、お主もこちらにこい。メタを理解すれば楽になるぞ？

バヤン：そうだぞ、カルロス（笑）。

カルロス：ぐぐぐ……いや、自分だけは絶対にそっちには行かん！

ＧＭ：「ん～、人間って面めん倒どうくさいなぁ」（笑）

カルロス：やかましいわ！（一同大爆笑）……それで自分たちはどうすれば？

ＧＭ：「うん。アルの囚われている場所は、今キミたちのいる世界とは別の空間にあるんだ。そこに通じる次元の穴を開くには、ピアニィに接せつ触しよくして、力を使わせるしかない。そして、そのためには、ピアニィの本ほん陣じんにまで行く必要がある」

バヤン：んで、本陣にたどり着くには、状況が変わるまで時を待つ必要があるってことか。

ＧＭ：「そうそう。まあ細かいことは該がい当とうシーンになったら説明するね」

カルロス：……突っ込まない、もう突っ込まないからな！（笑）

ＧＭ：「あらら、怒らせちゃったかな。まあ、とりあえず、ぼくの知ってることはこんなところかな。それじゃあ、そろそろお暇いとまさせてもらうよ。じゃあね～」

リディル：あ、はい。お元気で～（笑）。

カルロス：あ、嵐のような奴やつだった……（げっそり）。

ＧＭ：カルロスがげんなりと肩かたを落としたところで、シーン終しゆう了りようとなります。







◆Middle 02◆鬼き神しんは死なじ




　明け方、バウエス城からの返答はなかった。

　時間を待って、マルセルは攻こう撃げきを命じる。

　バウエストンは、為なす術すべもなく陥かん落らくする……はずであった。




ＧＭ：では、マスターシーンとなります。舞ぶ台たいはバウエス城の周囲、ピアニィ平和軍の来た翌よく日じつの朝になります。

リディル：おお。

ＧＭ：日が変わり、返答がなかったためにピアニィ軍の攻撃が始まります。ピアニィ軍は猛もう攻こうを加え、三方向から四天王が攻撃をしてきたりするわけですよ。

バヤン：四天王なのに三方向（一同笑）。

ＧＭ：まだ三人なので（笑）。アキナが剣けんでバウエストンの兵士をなぎ払い、エルザが焼やき払い。ナーシアは短たん剣けん二刀流で攻撃しています。当然、バウエストン側は劣れつ勢せいだったのですが……。

バヤン：（兵士になって）「うわぁ、もう駄だ目めだー！」

ＧＭ：敵てきの軍が集結したのを見計らって、そこの戦線にベルフトが投入されます。

リディル：ええ、ベルフト兄様!?

カルロス：なぜ、ここにベルフト様が！

バヤン：これもイフの世界だからなのか？

ＧＭ：そうです。『ゲッタウェイ』第一巻で〝ゲッタウェイ〟に救出されたベルフトは、正史だと単独でどこかへ旅立っていきました。このイフ世界ではそうならず、ギデオンの部下になってゲッタウェイのメンバーと一いつ緒しよにバウエストンに帰き還かんしてるんです。

リディル：おお～っ！

カルロス：ベルフト様がおられるとは！　これはまさに千人力！

ＧＭ：迫せまり来る軍勢を、仁に王おう立だちで迎むかえ撃うつベルフト。そして、このラウンドのセットアッププロセスに、前線にいた敵兵が一いつ瞬しゆんで戦せん闘とう不ふ能のうになります。

一同：おおーっ！

バヤン：出た！『無印』でも猛もう威いを振ふるった、ベルフトの特とく殊しゆ能力！

リディル：さすがはベルフト兄様！　圧あつ倒とう的ですね！

ＧＭ：一瞬で数百の兵士をなぎ払ったベルフトが、剣を構えながら言います。「俺に近づくものは、死ぬ。恐おそれを知らぬものはかかってくるがいい！」

グレイ：そこで「げぇっ、ベルフト！」と、誰だれかが驚おどろくに違ちがいない（笑）。

ＧＭ：じゃあ、アンソンがそう言いました（笑）。

バヤン：……ギデオンもアンソンも菊きく池ちさんのＰＣ。菊池さんが仕し掛かけて菊池さんが驚おどろいている！（一同爆笑）

カルロス：忙しいな、菊池さん（笑）。

ＧＭ：このベルフトの投入によって、戦況は膠着します。まだ兵力はピアニィ平和軍が上ですが、ベルフトが片かたっ端ぱしから倒たおしていくので、被ひ害がいは敵側が多いですね。

グレイ：さすがは大陸最強の武人じゃな。ひとりで戦況をひっくり返しおった（笑）。

カルロス：再びベルフト殿下の活かつ躍やくが目にできるとは……自分は感動しております！

ＧＭ：しばらくして、ベルフトを相手に力ちから攻ぜめをする不利を悟さとったマルセルが、ピアニィに進言します。「このままでは、こちらの被害も甚じん大だいになります。ここは持じ久きゆう戦せんにしましょう」

カルロス：おっ、作戦を切きり替かえるのか。

ＧＭ：すると、ピアニィはにっこりと笑って、「兵ひよう糧ろう攻めもいいですね」と賛さん成せいします。

リディル：……マルセルの案を採さい用ようするんだ（笑）。

バヤン：これは俺たちにとって有利！（一同笑）

ＧＭ：というわけで、ベルフトが出しゆつ陣じんした成果により、すぐに攻せめ込こまれるということはなくなりました。さらに時間を稼かせいだところでシーン終了です。







◆Middle 03◆わずかに見えた光こう明みよう




　ベルフトの奮ふん戦せんによって、わずかに敵てき軍ぐんに隙すきができたようだ。

　しかし、戦況の不利が覆くつがえったわけではない。

　残された時間は多くない。

　敵が再び動き出す前に、逆転の一手を打つべく、リディルたちは会議を続ける。




ＧＭ：というわけでシーンは変わって、舞台はバウエス城内。全員登場して結けつ構こうです。

リディル：はーい。

グレイ：では、先ほどの会議の続きだな。ワシもたまにはメタではないまともなことも言おう。……このままでは、バウエストンが落ちるのは時間の問題ですな。

カルロス：そうですね……。住民だけでも逃にがせないでしょうか？

バヤン：無理だろ。蟻ありの子一匹ぴき出ることはできないって、あの軍ぐん師し様も言ってたじゃねぇか。

ＧＭ：そうですね。敵軍も数が減ったとはいえ、包ほう囲い網もうは崩くずれていませんから、多数の人間を外に逃がすのは難しいでしょう。

カルロス：仮かりに脱だつ出しゆつしたとしても、どこへ逃げればいいのやら……。

リディル：進むも地じ獄ごく、退ひくも地獄、ですか……。

バヤン：いっそのこと大たい将しようの首を狙ねらうとか、そういう作戦の方がいいんじゃないかねぇ？

ＧＭ：今のピアニィはとても強いですよ。邪神の御子と融ゆう合ごうしてますから、大おお竹たけさんが待ち望んだエネミースキルを大量に獲かく得とくしているでしょう（笑）。

カルロス：ＰＣというくびきがなくなったピアニィか……。

グレイ：今の彼女なら、《宿敵：人間》を持っていてもおかしくない！（一同笑）

リディル：はにゃ～!?（笑）

バヤン：……言い出しておいてなんだけど、マジで今のピアニィとは戦いたくないな（笑）。

カルロス：まったくだ（笑）。別の案を考えた方がいいと思います。しかし、ベルフト殿でん下かのおかげで時間は稼かせげましたが、戦況は今だ厳しいですね。

グレイ：うむ。攻めるなら、やはり搦からめ手であろう。囚とらわれの身になっているというアル・イーズデイルを救出し、〝ピアニィ四天王〟を〝反ピアニィ四天王〟にするのがよいと思う。

リディル：内部から切きり崩くずすわけですね。

バヤン：やっぱ、その手かね。マーリンもアルが鍵だって言ってたな。

カルロス：マーリン殿どのか……。プレイヤーとしてはやはり胡う散さん臭くさいと思ってしまう（笑）。

ＧＭ：胡散臭いのは否定しません（笑）。

カルロス：一応、確かく認にんの言葉は投げておこう。リディル殿下、マーリン殿の言葉を信じるのですか？　どうにも胡散臭い少年でしたが。

リディル：そうですね……。

バヤン：まあ、このまま手をこまねいていても、滅めつ亡ぼうは確実なんだ。やれる手は打ったほうがいいんじゃねえのか？

グレイ：バヤンの言うとおりじゃな。ちなみに、ワシはマーリンを信じてもよいと思うぞ。

カルロス：なぜです？

グレイ：ＧＭがそれを保証したからな（笑）。

一同：おい！（笑）

バヤン：メタメタだ！（笑）

カルロス：相変わらずグレイ殿の言うことは、自分には理解しきれません（一同笑）。

グレイ：ともかく、今回はマーリンの予言、信じる価値があるということじゃよ。

リディル：なるほど。……そうですね、打てる手は打った方がベストですよね！　よし、弱気になっていてもしょうがない！　マーリンさんの予言でベルフト殿下が解放されたこともありますし、今回も乗ってみましょう！




＊　＊　＊




バヤン：んで、アルを救出するとして、どうすればいいんだっけか？

カルロス：マーリン殿はピアニィに会いに行け、ということを言っていたな。

リディル：ピアニィ様と接せつ触しよくする必要があるんですよね。

ＧＭ：そうです。なお、ピアニィは今のところ城攻めには参加せずに、本陣に控ひかえています。

バヤン：……今の説明、すげえ違い和わ感かんあるな。

リディル：あ、わたしもです。ピアニィ様なら喜んで城攻めに参加しますよね！（一同笑）

カルロス：……おかしい、ピアニィがおかしくない（笑）。しかし、本陣に隠かくれてるとなると厄やつ介かいですね。潜せん入にゆうして、こちらから会いに行く必要がある。

グレイ：安心せい。ピアニィ陛下に接触する作戦ならすでに考えてある。

バヤン：さすがだな、グレイ。んで、その作戦ってのは？

グレイ：《偽ぎ装そう情じよう報ほう》を使い、ピアニィ平和軍の兵士に変装するのだよ。

リディル：ああ！　なるほど！

カルロス：それなら敵も欺あざむける！

グレイ：それと、潜入後はピアニィ陛下よりも先に、まずは〝ピアニィ四天王〟に会ったほうがいいだろう。

カルロス：アル殿を救ったら、こちら側に内応するよう、前もって説得しておくのだな。

グレイ：うむ、そういうことだ。

リディル：なるほど。じゃあ、グレイさんの作戦で行きましょう。ＧＭ、《偽装情報》で本陣に潜もぐり込こめますか？

ＧＭ：はい、可能です。ただし、《偽装情報》の効果は、本陣に潜入するまでに限定させてもらいます。

カルロス：となると、潜入後は、下手に動くと正体がバレる可能性があるのか。

バヤン：障害なしで本陣に入れるんだろ？　それだけでも十分だよ。

グレイ：うむ。下手を打たなければいいだけの話だ。

リディル：がんばります！

ＧＭ：では、《偽装情報》でピアニィ平和軍の本陣に潜入する、ということでいいですか？

リディル：はい、それでお願いします！

ＧＭ：了りよう解かいしました。ならば、みなさんがピアニィ平和軍の兵士に変装して、敵側の本陣へと向かったところで、シーンを切りましょう。







◆Middle 04◆ピアニィに突とつ入にゆう




　息を殺して、リディルたちはピアニィ平和軍の本ほん陣じんに忍しのび込こんだ。

　このままピアニィに接せつ触しよくできれば、活路は開けるのだが。




ＧＭ：では、次のシーンです。《偽装情報》を使ってピアニィ平和軍の兵士となって潜り込んだ皆みなさんは、本陣の玉ぎよく座ざの間までやってきました。

バヤン：もう本陣か。わりとあっさり来れたな。

ＧＭ：バウエストンの人々を逃にがさないため、完かん璧ぺきな包囲を敷しいているので、本陣はそれほど警けい備びされてないんですよ。強力な親しん衛えい隊たいもいますしね。

バヤン：なるほど、マルセルがさっそく裏うら目めってるな（笑）。

ＧＭ：さて、本陣に侵入した皆さんが、慎重に歩を進めていると、目の前に立たち塞ふさがる人間が現われます。ナーシアですね。

グレイ：むっ。来たか、ナーシア！

ＧＭ：ナーシアは「どうも、ナーシアです」と挨あい拶さつをします（一同笑）。

カルロス：えー、そんなフランクな態度なの!?

ＧＭ：「……そちらとは面めん識しきがないから、ざっくばらんな態度を取った方が会話がはずむかと思った」と言います（笑）。

バヤン：そ、そうか……（笑）。

リディア：そういえば、わたしたちはナーシアさんのことを知ってるんですかね？

ＧＭ：ファントムレイダーズの活かつ躍やくは歴史に残されていませんからね……。でも、城攻めの際の活躍は見ていますから、彼女が凄すご腕うでの密みつ偵ていであることはわかりますよ。

カルロス：では、自分は隙すきのない彼女の立ち姿にうなりましょう。……このナーシアという女性、かなりの腕前だ！

バヤン：さすがは〝ピアニィ四天王〟のひとりってか。俺たちを待ち構えてたのか？

ＧＭ：「ええ。……立ち話も何だし、こっちへ」と、彼かの女じよは皆さんを誘ゆう導どうします。

リディル：こ、攻こう撃げきされるかと思ったけど、そんなことはなかったですね……。

ＧＭ：「あなたたちのことは、予言者を名乗る不思議な少年から聞いてる……」

カルロス：マーリン殿から!?

バヤン：俺たちのところだけじゃなくて、こっちにも来てたのか！

ＧＭ：「あなたたちのような風ふう体ていの者が来るから、会って話をするように言われた」

グレイ：どうやら、ここでは戦いにはならんようだな。

リディル：では、とりあえず警けい戒かいはしながらついて行きましょう。

ＧＭ：するとテントのひとつに案内されるのですが、そこにアキナとエルザもいます。

リディル：わわっ!?

グレイ：これは好都合。ならば、早さつ速そく本題に入りましょう。皆さんはご存ぞんじですかな？　ピアニィ陛へい下かが、邪じや神しんの御み子こに取とり憑つかれている、ということを。

ＧＭ：三人はみんな、こくりとうなずきます。

リディル：おっ、知ってましたよ！

カルロス：ならば話は早い！

ＧＭ：ここでエルザが代表して、自分たちの事情を説明します。「……実は、わたしの弟が人ひと質じちに取られており、邪神に取り憑かれたピアニィさんに手出しができない状じよう態たいなんです」

バヤン：完全に囚われのヒロイン状態だな、アル（笑）。

ＧＭ：「弟を解かい放ほうできればわたしたちも自由に動けますし、邪神の御子を切きり離はなして、ピアニィさんを助けることができるかもしれません。どうか協力してもらえませんか？」

グレイ：それならば話は早い。我われ々われがアルを助けに行こうではないか。

リディル：ですね！　アルさんの救出には、我々が向かいます。もしもそれが成功した暁あかつきには、こちら側の味方になってくださる……ということで、よろしいですか？

ＧＭ：「現げん時じ点てんでも、わたしたちはあなたがたの味方だと考えていただいて結けつ構こうです」実は、先ほどの城攻ぜめでも、被ひ害がいがなるべく少なくなるように、動いてくれていました。

バヤン：そうなのか？　なんか、すごい勢いでなぎ倒たおしていたような（笑）。

ＧＭ：ええ。ですから、率そつ先せんしてバウエストンの兵士を戦せん闘とう不ふ能のうにして、とどめを刺ささないことで、死亡者の数を減らしていたんです（笑）。

リディル：それって、被害減ってるんですか～!?（一同爆ばく笑しよう）

カルロス：そういえば、負傷者の数の割に、死亡者が異様に少なかった……ということにしておこう（笑）。

バヤン：それはいいこと……なのかなぁ（笑）。

グレイ：悪いことではないと思うぞ（笑）。さて、だいたいの事情はわかった。ともかく、アルを助ければ、彼女たちはピアニィ四天王という立場に縛しばられなくなるのだな。

ＧＭ：グレイの言葉に、エルザたちが頷うなずきます。そして、その直後、皆さんがいるテントに向かってまるで投光器で投影されたような光が、カカカッと突つき刺さります！

カルロス：こ、これは!?

グレイ：むう、ばれてしもうたか。

ＧＭ：そのとおりです。外に出ると、マルセルとダインに担かつがれたピアニィの姿があります。
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バヤン：ダインもいたのか！

ＧＭ：マルセルがみなさんを鋭するどく見つめてこう言います。「すべてお見通しだ！　私の読みどおりだったな！」
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リディル：……ぷっ……！（笑いをこらえている）

グレイ：ううむ、さすがだ！

カルロス：この先に起こるだろうことも含ふくめてさすがだ!!（笑）　来るぞ……すごい裏目がな！（一同笑）

リディル：マルセル先せん輩ぱい、待ってました～！　うわぁ～い！（笑）

ＧＭ：「貴様ら、何を喜んでいるのだ！　大人しく投とう降こうしろ！　そうすれば、命は助けてやる！　抵てい抗こうすれば、無む駄だに命を散らすものと知れ！」

バヤン：へいへい。とりあえず、すぐに動けるようにしながら、周囲を確かく認にんするぜ。

ＧＭ：前方にダインと彼に担がれたピアニィ、マルセルがいます。距離は10メートルほど。また、皆さんと彼らの間を隔へだてるように、一〇数名の平和軍の護衛がいます。

カルロス：おや。思ったよりも敵の数が多くありませんね。

グレイ：本陣は本当に手て薄うすなようじゃな。だから、マルセルは最大火力のピアニィ陛下の力で、ワシらを一気に殲せん滅めつする腹づもりなんじゃろう。

リディル：で、でも、今の状じよう況きよう、もうわたしたちの目的達成されてませんか？　ピアニィ様と接せつ触しよく、できちゃってますよね？（笑）

カルロス：こちらの動きを読んだのはさすがだが、どうしてここにピアニィ陛下を連れてきてしまったのか！（笑）

ＧＭ：まあ、裏目軍師なので（一同笑）。

グレイ：ＧＭがそれを言っちゃうのか！（笑）　なら、ここはひとつ言おう。ピアニィ……いや、邪神の御子よ！　お前はたしかに神しん竜りゆう王おうを、エル・ウォーデンを出だし抜ぬき、ピアニィを乗っ取った。だが、お前はひとつの間ま違ちがいを犯おかした！　それは───!!
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ＧＭ：グレイの言葉に、ぴくりとピアニィが反応して、耳をかたむけます。

グレイ：それは……マルセルを軍ぐん師しにしたことだーっ!!（一同爆ばく笑しよう）

リディル：ひっ、ひどいっ!?（笑）

ＧＭ：「戯たわ言ごとを！　陛下、お願いします！」

カルロス：くるぞ！

ＧＭ：マルセルの要請に応じて、ピアニィが魔ま法ほうを撃うとうと、ミスティックロッドを構える。それと同時に膨ぼう大だいな量の魔力が彼女から放出されます。その尋じん常じようならざる力は、もはや人間の域を軽く超こえています。

バヤン：げええええっ!?

リディル：はうっ！　こ、これ、本当に大だい丈じよう夫ぶなんですかー!?

グレイ：わからん！　だが、ここまできたら、マーリンの予言を信じるしかあるまい！

ＧＭ：圧あつ倒とう的な魔力を使って、ピアニィは魔法を放とうとする……のですが、その直前で、突とつ如じよ周囲の空間がぐにゃりと歪ひずみます。

リディル：えっ、どういうこと!?

ＧＭ：邪神の御子の想定よりも、ピアニィのポテンシャルが高すぎたんですね。魔法を使うために解放した魔力だけで、空間が歪んで、異次元への道が出現してしまうんです。

バヤン：なんじゃそりゃ！（笑）

リディル：ピアニィ様、すごすぎですよ（笑）。

ＧＭ：みなさんの目の前で空間の歪みはどんどん大きくなり、やがて巨きよ大だいな穴を形成します。それを見たマルセルが叫さけびます。「ば、馬ば鹿かなっ!?　アルが閉じ込められている空間の門が開いてしまうとはっ!?」（一同笑）

グレイ：解説ご苦労！　よし、みなのもの、敵が混乱しているうちに、あの穴に飛び込め！

リディル：わかりました！

カルロス：バヤン、ぐずぐずするな。急げ！

バヤン：えっ、マジで!?　あの中ってきっとダンジョンだよな？　竜が入れなくね？（笑）

カルロス：自力でがんばれ！

バヤン：う、うわぁっ！　やめて、竜と引ひき離はなさないでー！（一同笑）

ＧＭ：するとマルセルが言います。「あの空間には、ナイトでも十分活躍できるだけの広さがある！　よもや本ほん陣じん潜せん入にゆうに竜を連れてくる者がいようとは、計算外だ！」（一同爆笑）

バヤン：えっ、マジでっ!?　そうとわかれば話は早い。相棒と一いつ緒しよに突とつ撃げきだ！　途と中ちゆうにいる護衛兵をなぎ倒たおして、一気に次元の穴に入るぜ。おらおら、どいたどいたー！

ＧＭ：護衛兵は慌あわてて止めようとしますが、勢いに乗ったバヤンに蹴け散ちらされてしまいます。そして、次元の穴までの道が切きり拓ひらかれる。

カルロス：リディル殿でん下か、グレイ殿どの！　我々もバヤンに続きましょう！

リディル：はい！

グレイ：わかっとる！　というわけで、全員で次元の穴に飛び込む！

ＧＭ：皆みなさんが次元の穴に飛び込むと、次元の穴は閉じて、マルセルたちはすぐに追つい跡せきはできなくなります。

カルロス：ひとまず、追っ手の心配はないわけですね。

グレイ：じゃが、次元の穴が閉じたということは、ワシらもすぐには脱出できん。次に外に出られるのは、恐おそらく、アルを救出した後になるであろう。

リディル：望むところです！　そのために、わたしたちはやってきたんですから！

ＧＭ：それぞれの決意を胸に、皆さんは次元の穴をとおり、暗闇に包まれた空間を落ちていきます。こんなところでシーン終しゆう了りようです。







◆Middle 05◆異い空くう間かんのダンジョン




　次元の穴を通り抜けたリディルたちがたどり着いたのは、不思議な場所だった。

　上下四方は半はん透とう明めいの水すい晶しようのような結晶体の壁かべで覆おおわれている。

　壁越ごしに外を見れば、そこはまるで星々の煌きらめく夜空のような空間が広がっていた。

　この迷めい宮きゆうのどこかに、アル・イーズデイルが囚とらわれているはずだが……。




ＧＭ：では、ここからダンジョンシーンに入ります。ピアニィの魔力で開いた次元の穴の先は、水晶のような物質でできた壁を持つ部屋になっています。広さは25メートル四方ほど。騎き乗じよう状態になれるだけの十分な余よ裕ゆうがあります。

バヤン：いやっほー、やったぜ相棒！　ずっと一緒だ！　自分の竜とハグしてる（一同笑）。

カルロス：こら、あまり気を抜くな。何が起こるかわからないんだぞ。

バヤン：わかってるって。ハグはほどほどにして、さっと竜に乗ろう。

リディル：それじゃあ、まずは部屋の様子を確かく認にんしましょうか。

ＧＭ：了解です。先ほども言いましたが、上下四方の壁は水晶のようなものでできています。そのため、壁越しから外を覗のぞけるのですが、そこは星の光にも似た輝かがやきが浮うかぶ、漆しつ黒こくの空間がどこまでも広がっています。

グレイ：宇宙空間みたいな感じかの？

ＧＭ：この世界の宇宙空間がどうなっているかは分かりませんが、イメージとしてはそんな感じです（笑）。なお、壁越しに外に浮かぶ光が差し込んできているので、部屋は意外と明るいです。少々暗くも感じられますが、ペナルティが発生するほどではありません。

リディル：ふわ～、なんだか不思議な場所ですね～。

グレイ：うむ。あまりダンジョンっぽくないのう。

カルロス：異空間ですからね。

ＧＭ：さて、次に室内ですが、正面と左右の壁にそれぞれ扉とびらがひとつずつあります。正面の扉が金、左が銀、右が銅と、異なる色がついていますね。

バヤン：ふむふむ。

ＧＭ：あと部屋の中央近く、皆さんから10メートルほど離れた場所に巨大な檻おりがあって、その中にエルダナーンの男性が捕とらえられているのがわかります。

カルロス：むっ、誰だれでしょうか？

ＧＭ：皆さんには見覚えのない人物です。無ぶ精しよう髭ひげの生えた精せい悍かんな顔つきの男で、いかにも歴戦の戦士という雰ふん囲い気きがあります。髪かみは群ぐん青じよう色いろで大変長く、それを頭の後ろでまとめて、ポニーテールにしてます。あとは……眼鏡を着用してますね。

リディル：それって、もしかして……。

グレイ：たぶん、あいつだろう。プレイヤーとしては正体が想像できた（笑）。

バヤン：まあ、違ちがう可能性もあるし、一応確認しとこうぜ。

カルロス：そうですね。では、ここは自分が行きましょう。トラップがあったら大変ですし。

リディル：カルロスさん、よろしくお願いします！

カルロス：お任まかせください。というわけで、自分が檻に近づきますよ。

ＧＭ：特に問題なく近づけます。また、近づくとわかるのですが、彼は首から〝Ａ〟と書かれたプレートをぶら下げています。

バヤン：なんだそりゃ？

カルロス：よくわかりませんね……。まあ、とりあえず中の人物に声をかけましょう。檻の中にいる者に問う。貴様、何者だ？

ＧＭ：するとエルダナーンの男は、じろりと睨にらみ返かえして。「何者か知らんが、礼れい儀ぎを知らん男のようだな……。人に名を問う時は、まず自分から名乗るべきではないのか？」

カルロス：むっ。では、名乗ろう。自分は、レイウォール王おう位い継けい承しよう者しやリディル・バウエス殿下の配下、カルロス・ウィンチェスターだ。

ＧＭ：「レイウォール王家配下の者だったか。これは失礼をした。私の名はユンガー。エル・ウォーデンに仕える者だ」
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一同：やっぱり！

リディル：ユンガーさんだ～♪

バヤン：となると、〝Ａ〟のプレートって、もしかして『アクロス』って意味か？（笑）

ＧＭ：さて、どうでしょう（笑）。

グレイ：これは、他にもいろいろなキャラクターが出てくるやもしれんな（笑）。

カルロス：ユンガーに聞きます。エル・ウォーデン配下の方が、何故なぜこのような場所に？

ＧＭ：「エストネル王国壊かい滅めつ以降、独自に原因を調査していたのだが、その途中で、邪じや神しんの御み子こに心を囚とらわれたピアニィの真実を知ってしまい、閉じこめられたのだ」

カルロス：エル・ウォーデンの配下、しかもそこまで事情に通じているとは。もしや、あなたは……。

ＧＭ：「ノーデンス……だった……」状じよう況きようが状況なので、素す直なおに身分を明かして、ノーデンスの証あかし──銀の印章指輪を見せてくれます。

カルロス：おおっ、それはまさしく！　そこまで確認できるなら、檻を開けましょう。まず、檻をトラップ探知します。たあっ！（ダイスを振ふる）22！

ＧＭ：［鍵かぎＡ］以外、特にトラップはありません。［鍵Ａ］の解除値は10です。

カルロス：装身具をセブンタブに変へん更こうして、トラップ解除。（ダイスを振る）27で成功！

ＧＭ：では、カルロスが鍵をいじると、あっさりと錠じよう前まえが外れました。

カルロス：装身具を鷹たかの目に戻もどしつつ、檻からユンガーを出します。あと、他の人たちも呼んで、先ほど聞いた話を伝えましょう。

ＧＭ：では、皆さんが揃そろったところで、ユンガーは改めてお礼を言います。「お初はつにお目にかかります、リディル・バウエス殿下。私はノーデンスのユンガー。この度たびは窮きゆう地ちを救っていただき、感謝いたします」

リディル：そ、そんなかしこまらないでください！

ＧＭ：「いや、本当に助かった。この迷宮に囚われた際、邪神の御子の力で、戦せん闘とう力りよくを奪うばわれてしまってな。今の私には人並みの力もない。もし、助けがなくば、永遠にあの檻に囚われていたかもしれない」

グレイ：ふむ。つまり、今のユンガーはエキストラということか。

ＧＭ：「そうだ。あなたたちに協力したいが、残念ながら、今の私では足手まといにしかならない。すまない」

カルロス：…………。

バヤン：……カルロス、突つっ込こまなくていいのか？　メタな会話してるぜ？（笑）

カルロス：もう、あきらめた。いちいち突っ込んでたら、こちらの身がもたん！（笑）

グレイ：なんじゃ、寂さびしいのう。カルロスをからかうのが、この老骨の楽しみのひとつだというのに。

カルロス：勘かん弁べんしてください！（一同笑）

リディル：え、えーっと、ユンガーさんが戦えないことはわかりました。迷宮はわたしたちが攻こう略りやくしますので、知っていることを教えていただけませんか。

ＧＭ：「喜んで。まず、この迷宮には私と同様、ピアニィの真実を知った者、あるいは反逆した者、しようとした者が囚われている。別の者が奥へと運ばれていくのを何度か見た」

グレイ：ほう。やはり他にも囚われ者がおったか。

バヤン：それで、誰が囚われてるんだ？

ＧＭ：「わからない。この部屋は広い。端はしを移動されると顔までは確認できないのだ」

バヤン：あらら、残念。

カルロス：それだと、アルがどこにいるかも知らなさそうですね。

ＧＭ：「アルとは、ピアニィの第一の騎き士しのアル・イーズデイル殿のことか？」

リディル：そうです！　わたしたちはピアニィ様を止めるため、彼を助けにきたんです。

ＧＭ：「ふむ……。アル殿がどこにいるかは知らないが、この迷宮に囚われているのは確かだ。迷宮の管理者が彼の名前を口にしていた」

グレイ：ぬっ！　お主、この迷宮のボスを見たことがあるのか！

ＧＭ：「遠目にではあるがな。人相までは判別できなかったが、身のこなしから推測するに、かなり手て練だれのニンジャだと思われる」

バヤン：ニンジャ……いったい、誰だ？

リディル：ぱっと思いつくのは、ドランさんぐらいですね。

カルロス：自分もです……。

グレイ：もしかして、そのニンジャは自じ爆ばくするか？

ＧＭ：「わからん。ただ、自分のことを謎なぞのニンジャだと名乗っていたな」

一同：謎のニンジャ!?（笑）

グレイ：うーむ、謎のニンジャか（笑）。

リディル：謎のニンジャだけだと、正体はわからないですね（笑）。

ＧＭ：「私の知っていることはこれぐらいだな」

リディル：そうですか……。どうも、ありがとうございました（ぺこり）。

ＧＭ：「いや、少しでも力になれたなら幸いだ。本当は共に戦えればいいのだがな。足手まといになってしまうから、私はここで君たちの無事を祈いのっているよ」

リディル：十分です。それと、この後あなたの力が必要になると思います。もし困ったことがあったら、いつでもバウエストンにいらしてください。喜んで迎むかえ入いれたいところです。

ＧＭ：「ありがとう。今は寄る辺なき身だ。ここから脱出したら考えてみよう」

グレイ：では、今はゆっくり休んでおれ、ユンガー。アルは我々が必ず助け出す。

カルロス：きたるべき戦いのときに、また会おう。

ＧＭ：皆みなさんの言葉に、ユンガーはこくりと頷うなずきました。

バヤン：うし。んじゃ、先に進むかい。

リディル：はい。扉は金、銀、銅の三つでしたね。……どこから行きましょうか？
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カルロス：とりあえず、三つの扉をトラップ感知しておきましょう。罠わなが仕し掛かけられている可能性がありますから。




　三つの扉を調べていく、カルロス。

　結果、すべての扉にトラップが仕掛けられていないことが判明した。




カルロス：リディル殿でん下か、とりあえず罠は仕掛けられていないようです。

ＧＭ：なお、各扉に順番を示し唆さするメッセージなどはありません。どこからでも入れます。

リディル：うーん……。それなら、わかりやすく金銀銅の順番で行きましょうか。

グレイ：では、金から行こうではないか。

バヤン：あいよ！

カルロス：念のため、扉は自分が開けましょう。がちゃり。

ＧＭ：では、金の扉を開いて、その中に入ったところでシーンを終しゆう了りようしましょう。







◆Middle 06◆メカアンリ軍ぐん団だんの脅きよう威い




　扉を開けて進むと、また似にたような部屋となっていた。

　部屋の奥には檻があり、その前に人ひと影かげがある。

　その人物は、見覚えがあるような、ないような……。




ＧＭ：金の扉を開けると、そこは先ほどと似た構造の部屋になっています。奥には檻が設置されていて、左の壁に金の扉が、右の壁に銀の扉が見えます。そして、ふと気づきますが、いつの間にか背後の扉がなくなっています。
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バヤン：なんと、一方通行だと！

ＧＭ：奥の檻にはやはり誰かが囚われているようです。ただ、先ほどの部屋と違って、今度は檻の前に、監かん視しと思われる人影が見えます。

リディル：誰でしょうか？

ＧＭ：檻の前にいる人物は、豪ごう華かな服を着た貴き族ぞくっぽい男で、顔には銅どう線せんがあったり鋲びようが打ってあったりと、メカメカしい顔をしています。

グレイ：メカ貴族!?

カルロス：（笑いを堪こらえながら）そいつはもしかして……って、予想通りだとしても、前回のエピソードはなかったことになったから、今の自分たちは知らないのか（笑）。

グレイ：そうだな。まあ、『サガ』関連シリーズに登場した、メカで貴族な敵なんて、奴やつぐらいしかいないが（笑）。

ＧＭ：アルディオン大陸の有名人なので、直接面識がなくても知っていておかしくない人物ではあります。なので、難易度10で【知力】か【幸運】の判定をしてください。成功したら、彼のことを知ってるということで。

グレイ＆カルロス：成功。

リディル＆バヤン：失敗！

バヤン：なんだ、あのメカっっぽい貴族は？

リディル：いったい誰なんでしょうか？（笑）

カルロス：リディル殿下が知らないのは、王家の人間としてやばい気もしますが……（笑）。

グレイ：判定で失敗したのだから、仕方があるまい（笑）。

カルロス：そうですね。ちなみに、アンリですよね。というか、メカアンリ。
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ＧＭ：正解です。メカアンリがみなさんに言います。「まさかこの異空間に侵しん入にゆう者しやが現れようとはな。私の名はアンリ。かつてグラスウェルズの王になろうとし、今は神しん聖せいアンリ帝てい国こくの帝王の地位にある偉い大だいなる男だ。ピーガガガ」（一同笑）

カルロス：アンリは「ピーガガガ」とか言わん！　貴様、エクスマキナだろう!?（笑）

リディル：アンリさんは、ヒューリンでしたよね（笑）。

グレイ：貴様、その姿すがたは邪神の御子に魂たましいを売ったか！

ＧＭ：「はっはっはっ、私はメカなので魂はないのだよ、これが」

グレイ：……そ、そうか、残念だな。

バヤン：なんかよくわからねえが、こいつはメカで偽にせ物ものだから倒たおしていいってことだな！

ＧＭ：いや、本物だとしても倒していいですよ（一同笑）。

グレイ：しかし、メカアンリとはな。お主、『デスマーチ』で倒されたはずじゃろう。

ＧＭ：「確かに、私は一度敗北した。しかし、新たな力を得て、蘇よみがえったのだよ。今の私はただのアンリではない……。『ＡＲ２Ｅ』に対応したことでグレードアップした、メカアンリ２Ｅなのだ！」

一同：メカアンリ２Ｅ！

バヤン：いかん、なんだか強そうだぞ！（笑）

ＧＭ：「強そうなのではない。強いのだ！　無む駄だな抵てい抗こうは止やめて降こう伏ふくするがいい。邪神の御子にかなうとは思わないことだ」メカアンリ２Ｅは、高笑いしながら降伏勧かん告こくをしてきます。

リディル：降伏はしません！（即答）

カルロス：リディル殿下のおっしゃるとおりです。

バヤン：てめえを倒して、檻おりに閉じこめられてる奴を助けさせてもらう！

ＧＭ：「交こう渉しようは決けつ裂れつか。なら仕方あるまい。貴様らの命、邪じや神しんの御み子こ様に捧ささげさせてもらう。さあ来るのだ、神聖メカアンリ軍団！」

一同：神聖メカアンリ軍団!?（笑）

リディル：それって、メカアンリがいっぱい出てくるってことですか？（笑）

ＧＭ：はい、そのとおりです（笑）。メカアンリ２Ｅが手をかざすと、彼の周囲の空間がぐにゃりと歪ひずんで、小さなメカアンリ……メカアンリ・トルーパーズがわらわらと出てきます。

バヤン：うおっ!?

リディア：なんかいっぱいでてきましたよ～！

ＧＭ：その数、三〇体。ゲーム的にはモブ三グループになります。メカアンリ・トルーパーズは、メカアンリ２Ｅを中心に機械の正確さで陣じん形えいを整えていきますよ。

リディル：みなさん、蹴け散ちらしますよ！

一同：おう！

ＧＭ：では、戦せん闘とうを開始しましょう。




●第１ラウンド

▼行こう動どう値ち

　メカアンリ２Ｅ　　　　　　　　　　　　　　22

　メカアンリ・トルーパーズＡ、Ｂ、Ｃ　　　　20

　グレイ、バヤン　　　　　　　　　　　　　　14

　カルロス　　　　　　　　　　　　　　　　　11

　リディル　　　　　　　　　　　　　　　　　４
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ＧＭ：では、セットアッププロセス。行動値22のメカアンリ２Ｅからになります。彼は《メカアンリ連携》というオリジナルのスキルを使用。自身とトルーパーズ全員の命中判定に＋１Ｄ、ダメージに＋20。「陣形を整え、一気に攻勢に出るのだ！」メカアンリ２Ｅの指示に、トルーパーズの動きが鋭さを増します。

グレイ：むう。敵ながらよい動きをする！

ＧＭ：ちなみにメカアンリ２Ｅとトルーパーズが連携を取ってパワーアップするスキルなので、人数が少なくなると効果が低下します。

カルロス：なるほど。となると、早めにトルーパーズは殲せん滅めつしたいところですね。

ＧＭ：次はトルーパーズですが、こちらは特になし。バヤンとグレイの番です。

グレイ：《コーデックス》＋《メンターアーツ》。奥おう義ぎ書しよを開いて、魔ま術じゆつの効果を高める。

バヤン：俺は《グランディア》＋《アグランダイズ》。命中判定に＋１Ｄ、ダメージに５Ｄ＋９のボーナスを得る。竜の上に立って、槍をぶん回しながら高らかに名乗り挙げるぜ！　やあやあ、我こそはバヤン。恐おそれを知らぬならかかって来やがれ！

カルロス：《シャープエッジ》を使用しますこれでダメージ＋３Ｄ。ライフルの出力を調整して、威力を上げますよ。

リディル：《インペレイティブ》から《シャインストライク》＋《ホーリーフィールド》！　攻こう撃げきのダメージ、【物理防ぼう御ぎよ力りよく】、【魔法防御力】にそれぞれ＋14。武器と防具を魔力で強化しますよ～。

ＧＭ：これでセットアッププロセスも終わったのでイニシアチブプロセスになります。一番手はやはり、メカアンリ２Ｅ。

リディル：みなさん、来ますよ！　備えてください！

ＧＭ：メカアンリ２Ｅはマイナーアクションで《バッドステータス：威い圧あつ》を使用。メジャーアクションは《ホーリーミサイル２Ｅ》というオリジナルスキルで攻撃します。彼の背中がパカッと開いて、ミサイルを三連発。「神聖アンリ帝国の威光を見よ！」

バヤン：うお、ミサイル!?（笑）

グレイ：そうそう、メカアンリ２Ｅはミサイルで攻撃してくるんだよな（笑）。

ＧＭ：ちなみに、『デスマーチ』のものよりパワーアップしていて、三人を対象にできます。対象は……ダイスで決めよう。（ダイスを振ふる）グレイ以外の三人に攻撃です。「さあ、貴様ら死ぬがよい！」命中判定は37。

リディル：それはクリティカルじゃないと避よけられません！

カルロス：ここは自分に任まかせてください。《インターフィアレンス》でミサイルを撃ち落としましょう。（ダイスを振る）……クリティカルで成功！

ＧＭ：ちっ！　では、放たれた三発のミサイルは、カルロスの狙そ撃げきによってすべて迎げい撃げきされ、空中で爆ばく発はつします。室内を煙けむりが覆おおい、メカアンリ２Ｅが言う。「やったか！」（一同笑）

グレイ：それで煙が晴れると、無傷にワシらが出てくると（笑）。

カルロス：ふっ、甘いな。その程度の攻撃で自分たちを倒たおせると思うな。

ＧＭ：「ちぃっ！　ならば、お前たち、行け！」とメカアンリ２Ｅはトルーパーズをけしかけます。というわけで、次はトルーパーズ三体の行動。

バヤン：全員、こっちに先んじて動くか。速いな。

グレイ：なに、耐たえきれば、今度はこっちの番じゃよ。

ＧＭ：まずはトルーパーズＡから。ムーブアクション、マイナーアクション共になし。メジャーアクションは《ホーリーメカアンリビーム》というオリジナルスキルです。対象はリディル。（ダイスを振る）……28。

リディル：（ダイスを振る）……ダメでした。ダメージをください。

ＧＭ：ダメージは８Ｄ＋70の〈光〉魔法ダメージ。（ダイスを振る）……[image: ]点。トルーパーズＡの瞳ひとみが光り、十条のビームが一いつ斉せいにリディアに殺さつ到とうします。

リディル：魔法ダメージですか。なら、【魔法防御力】だけで63点止めます。

ＧＭ：なんだとー!?　そんなに止めるのか。じゃあ、メカアンリ２Ｅが「そんなに防ぼう御ぎよの堅かたいあなたは私とどこか似ている」と（一同爆ばく笑しよう）。

カルロス：なんだか、デジャビュが……（笑）。

グレイ：ここではない、どこかであったやりとりだな（笑）。

リディル：（無む視しして）《プロテクション》張はっておこうかな……。

ＧＭ：「ああ、スルーしないでっ!?」（一同笑）

バヤン：いいスルーだぜ、お嬢じよう（笑）。

リディル：《プロテクション》します。（ダイスを振る）25点止めて13点ダメージ。

グレイ：それなら《サモン・アラクネ》は必要ありませんな。

リディル：はい、大だい丈じよう夫ぶです。

ＧＭ：では、放たれた無数のレーザーは魔力障壁を貫くも威力が減少。鉄壁のリディルは、ほぼ無傷でしのぎました。続くトルーパーズＢも《ホーリーメカアンリビーム》で攻撃です。対象は……グレイ。「ボス、やはり回かい復ふく役やくからですよ。暗黒大だい皇こう帝ていもそう仰おつしやっていました」

バヤン：暗黒大皇帝!?（笑）

ＧＭ：「暗黒大皇帝ピアニィ陛下だ！」

リディル：あ、新しい呼よび名なが……（笑）。

グレイ：ちなみに、このギルドの回復役はリディルだぞ。

ＧＭ：がーん！　そうだった。前衛な上に防御力も高いから、すっかり回復役も兼かねているのが抜ぬけてしまった（一同笑）。

リディル：わたしに攻撃しますか？（笑）

ＧＭ：「……いや、一回決めたんだから不退転の覚かく悟ごで攻撃だ！」対象はグレイのままでいきます。（ダイスを振る）命中判定の達成値は22！　再びレーザーが放たれる！

グレイ：（ダイスを振る）……回かい避ひは10、避さけられんわい。

リディル：《カバーリング》！　グレイさんの前に立って、レーザーを盾で受け止めます！

ＧＭ：「見てくださいよ、大たい将しよう。回復役が当たりに来ました、作戦どおりです！」レーザーの射線に割り込むリディルの姿に、トルーパーズたちが、ぴょんぴょんと小躍りします。

バヤン：（メカアンリ２Ｅになって）「さすがは我わがアンリ。計算どおりということか」

ＧＭ：と、互たがいに褒ほめあうメカアンリ（一同笑）。[image: ]点、〈光〉属ぞく性せいの魔法ダメージ。

グレイ：守ってもらったし、今回はワシが支し援えんしよう。《サモン・アラクネ》でダメージ軽減。（ダイスを振る）……39点止めた。〝偉大なる蟲の王〟が出現し、その口から糸を吐き出してレーザーを受け止めるぞ。

リディル：ありがとうございます。それだと２点抜けです。

ＧＭ：ぜ、全然ダメージが通らない……（笑）。じゃあ最後、トルーパーズＣの行動です。三み度たび《ホーリーメカアンリビーム》！　対象はランダムで……またリディル。（ダイスを振る）命中は……ふははっ、クリティカルです！

バヤン：（メカアンリ２Ｅとトルーパーズになって）「さすがは我がアンリ！」「はっはっはっ、アンリ様の部下でございますから」

カルロス：また自分同士で褒め合ってる……（笑）。

グレイ：アンリがゲシュタルト崩ほう壊かいを起こしそうだな（笑）。

ＧＭ：トルーパーズＣのダメージロール。（ダイスを振る）……クリティカルで２Ｄ増ふえてるのに、出目がしょぼい。さっきと同じ[image: ]点だ。……ここで使うか。メカアンリ２Ｅがオリジナルスキル、《ホーリーサポート》を宣言。

リディル：ど、どんな効果ですか？

ＧＭ：ダメージロール直後に使って、ダメージを＋50します。メカアンリ２Ｅからエネルギー供給がされて、ビームの出力が一気に上がりますよ。

リディル：合わせて[image: ]点……なら、《プロテクション》だけでいいかな。

グレイ：《サモン・アラクネ》は必要ありませんかな？

リディル：そうですね。《ヒール》で回復した方が早いでしょうし。《プロテクション》（ダイスを振る）……28点追加で止めたので、63点抜け。まだまだぴんぴんしてます！

ＧＭ：「あの女、ビームが効かないのか!?」トルーパーズがびびって後ずさり。メカアンリ２Ｅは、リディルをまっすぐ見つめて言います。「……うーん、美しい」（一同笑）

リディル：はにゃー！　いやーっ!!（笑）

カルロス：いきなりお前は何を言ってるんだ！（笑）

ＧＭ：「美しいものを美しいと言って何が悪い！」と、メカアンリ２Ｅ（笑）。……こっちの行動はこれで全員終しゆう了りようです。次は行動値14のグレイとバヤンの手番ですね。

グレイ：では、まずはワシから行こうか。ムーブアクションはなし。マイナーで《ブーストマジック》、メジャーで《サモン・リヴァイアサン》。対象はトルーパーズＡ～Ｃ。我が召しよう喚かん魔ま術じゆつ、とくと味わえ！　（ダイスを振る）命中は30。

ＧＭ：（ダイスを振る）……だめ、全員避けられません。

グレイ：ダメージは80点、〈無〉属性の魔法ダメージ！

ＧＭ：【魔法防御力】は０なんですよね……。80点素す通どおし。半分くらい吹ふっ飛とびました。

グレイ：ダメージが通ったら［スリップ］。しかも、《デモンズウェブ》の効果で、回復するまであらゆる判定にマイナス１Ｄだ。

ＧＭ：ぐっ！　グレイの生み出した強烈な水流にトルーパーズの半数が流され、残った者も魔法の糸に絡め取られて、ごろごろと地面に転がります。こ、これはきつい……。

カルロス：……今ので半分削けずれるなら、自分の攻撃力でも倒せそうだな。バヤン、待機しておけ。火力のあるお前がメカアンリ２Ｅを叩たたいた方がいいだろう。

バヤン：おう、任せたぜ。というわけで待機！

ＧＭ：では、次の行動はカルロス。

カルロス：ムーブアクションで横に９メートル移い動どうしてエンゲージを離はなしつつ、マイナーで《ブルズアイ》。メジャーは《ワイドアタック》でトルーパーズＡ～Ｃをまとめて攻撃。命中判定の前に轟ごう魔ま弾だんを使用。（ダイスを振る）命中判定の達成値は47。

ＧＭ：こちらの回避は１Ｄしか振ふれないので、命中確かく定ていです。

カルロス：ならば、ダメージロール直前に《ピアシングストライク》。（ダイスを振る）……[image: ]点の〈光〉属性魔法ダメージ。横っ飛びしながら、ライフルを釣瓶打ちです。

ＧＭ：かなりオーバーキルです（笑）。カルロスのライフルから放たれた光に呑のみ込こまれ、トルーパーズは全ぜん滅めつ。あっという間にメカアンリ２Ｅだけになってしまった。

リディル：次はわたしの番。ムーブアクションで移動……でも【移動力】は13メートルだから、全力移動してもメカアンリ２Ｅに届かない。戦闘移動で10メートル接近。マイナーアクションは《エンハンスブレス：光》しておきます。これで武ぶ器き攻撃のダメージが〈光〉属ぞく性せいの魔法ダメージに。

ＧＭ：まばゆい輝かがやきをまとうリディルを見て、メカアンリ２Ｅが叫さけびます。「おお、この光は……マイ、ゴッデス！」（一同爆笑）

リディル：ええーっ!?

カルロス：こ、こいつ……口を開く度たびに、どんどんひどくなっていくぞ（笑）。

リディル：と、ともかくメジャーアクションで自分に《ヒール》しておきましょう。（ダイスを振る）……71点回復。これで残り【ＨＰ】[image: ]点です。

ＧＭ：ほとんど回復されてしまいましたか……。

バヤン：最後は俺だな。ムーブアクションは戦闘移い動どう。【移動力】65メートルあるから、一気にメカアンリ２Ｅとエンゲージだ。竜を駆って、一気に戦場を駆け抜ける！

カルロス：すごい【移動力】だな。

バヤン：まだまだ。マイナーアクションで《スタントフライング》。飛行状態になって、【移動力】に＋15する。メカアンリ２Ｅの前に来たところで、びゅーんと竜りゆうごとジャンプ！

ＧＭ：「はっ！　と、飛んだ!?」

バヤン：メジャーアクションで《バッシュ》＋《ラッシュ》。アンリの上に落ちながら槍やりで突つく！　命中判定は（ダイスを振る）41。

ＧＭ：クリティカルすれば避よけられるけど……（ダイスを振る）しませんでした。バヤンの見事な跳躍に見とれて、アンリは思わず動きを止めてしまいます。

バヤン：ダメージロールは14Ｄ＋[image: ]の物理ダメージ。（ダイスを振る）……[image: ]点！

ＧＭ：なかなかのダメージですが、それぐらいでは死にません！　ここで《ホーリーカウンター》というオリジナルスキルを使用。メカアンリ２Ｅが「きえー！　死なばもろともー!!」と、反はん撃げきのパンチを繰くり出だす！

バヤン：うおっ、反撃してきやがった!?

ＧＭ：槍に貫つらぬかれながらも、メカアンリ２Ｅの拳こぶしがバヤンをとらえる。ＨＰロス50点です。

バヤン：ぐはっ!?　やってくれたな！　なら、こっちは攻こう撃げき終了後に《ホースバトラー》だ。「ばかめ！　俺は囮おとりさ」手綱で竜に合図して、アンリを踏ふみつぶすように落下させる！

ＧＭ：バヤンが囮なのか！（笑）

バヤン：そう、これが俺たちの新たな戦法！　（ダイスを振ふる）命中は32。

ＧＭ：（ダイスを振る）……無理、回かい避ひできません。

グレイ：その攻撃に《チェックメイト》を乗せよう。（ダイスを振る）27点増やしてくれ。

バヤン：サンキュ！　自分のと合わせて、95点貫かん通つうダメージだ！

ＧＭ：それは痛い。１シナリオ１回のスキルを使おう。《ホーリーバリア》。メカアンリ２Ｅがバリアを展開。落ちてきた竜を受け止める。ダメージ50点軽減して、48点食らいました。

バヤン：切り札を使わせたからよし！

ＧＭ：全員行動したので、次のラウンドに行きます。




●第２ラウンド

[image: ]

ＧＭ：では、第２ラウンドのセットアップ。こちらはもうない。

グレイ：エネミー識しき別べつしておこう。（ダイスを振る）達たつ成せい値ちは24。

ＧＭ：ピッタリ分かりました。35レベル、［分類：機械］のエネミーです。属性はなし。スキルはパッシブ以外はもう全部使用されていて、改めて説明するものはないですね。

バヤン：これ以上、特とく殊しゆなことはしてこないのか。なら、ガンガン攻せめていこうぜ！




　猛もう然ぜんと攻め続けるリディルたちに、メカアンリたちはどんどんと追い込まれていった。

　メカアンリたちは何とか反撃を試みるものの、リディルの堅けん牢ろうさと、グレイの支援の前に大きなダメージを与あたえることができない。

　逆にリディルたちの攻撃は、着実に敵の【ＨＰ】を削っていく。

　そして、３ラウンド目のカルロスの行動。

　彼の銃じゆうから放たれた光条を受けて、ついにメカアンリ２Ｅは倒たおれたのだった。




ＧＭ：「神しん聖せいアンリ帝てい国こくに、栄光あれーっ！」コアを撃ち抜かれたメカアンリ２Ｅは、断末魔の叫びと共に爆発。カランカランと、周囲に歯車などの部品が転がりました。

カルロス：ふう、意外としぶとかったですね。

グレイ：しかし、これが最後のアンリとは思えん……。

バヤン：我々がアンリへの恐きよう怖ふを忘れた時、第二、第三のアンリが現われるだろう（笑）。

カルロス：いや、そもそも我々がアンリに恐怖したことなど、一度もないのだが（笑）。

グレイ：そうかね？　アンリはああ見えて怖こわい相手だぞ？

カルロス：怖い……ですか。いったいそれは？

グレイ：フッ、若いな。お主にもいずれ、アンリの怖さがわかるときが来るだろう。

カルロス：はぁ……って、ええっ!?　それだけですか！

グレイ：うむ、シーンが閉じるときに意味深なことを言っておくのは基本だ（笑）。

カルロス：投げっぱなし!?（一同笑）

グレイ：ほっほっほっ。さあ、部屋を調べるぞ。

カルロス：ちょ、ちょっと、グレイ殿どの！（笑）

リディル：……ぷっ、あはは！（笑）

ＧＭ：そんな賑にぎ々にぎしい中、戦せん闘とうが終了したので、一度シーンを切っておきます。







◆Middle 07◆次なる囚われ人




　メカアンリ軍団を撃破した一行は、早さつ速そく、部屋の調査に乗り出す。

　部屋の奥に置かれた檻おりの中には、やはり囚とらわれ人がいた。




ＧＭ：場所は引き続き、金の部屋になります。アンリ２Ｅを撃破すると、彼の部品が飛び散り、その中から、この部屋の檻の鍵かぎを解除するための［鍵Ｂ］が見つかります。

バヤン：おっ、やったぜ。みんな、鍵があったぞ！

リディル：じゃあ、檻の中に誰だれがいるのか確かめましょう。

ＧＭ：檻の中にいるのは、妙に愛嬌のある、頭の禿げたネヴァーフのおじいちゃんです。首から〝Ｂ〟と書かれたプレートを下げてますね。

リディル：（声にならない声を上げて）[image: ][image: ][image: ]っ！　ゼパ様だ～!!

[image: ]

グレイ：プレートの〝Ｂ〟は、ブレイクのＢだな（笑）。

ＧＭ：はい、そうです（笑）。なお、みなさんはゼパと面識がありませんが、彼を知っていて構いません。ナーシアと話した時、ゼパのことも聞いたことにしましょう。

カルロス：その方が話がスムーズですね。助かります。

グレイ：とりあえず、声をかけてみるか。そこな方。もしや、セインのゼパ殿ではないか？

ＧＭ：ああ、グレイならゼパがセインだと知っていてもおかしくはないですね。すると彼はあなた方を見て。「ワシの名は確かにゼパじゃが……お主ぬしらは？」

バヤン：リディル・バウエスと愉ゆ快かいな仲間たちだ！

カルロス：正確には〝ドラゴンファイヤー〟というギルドです。ゼパ殿、あなたの話はナーシアから聞いていますよ。

ＧＭ：「ナーシアの知り合いじゃったか！」話を聞いたゼパは相そう好ごうを崩くずします。

リディル：檻の中では窮きゆう屈くつでしょうから、ひとまず助け出しましょうか。

カルロス：では、念のため、トラップ探知を（ダイスを振る）。

ＧＭ：［鍵Ｂ］以外、特にトラップはありません。

バヤン：なら、さっき拾った鍵を使うぜ。カチャ（←檻を開けた音）。

ＧＭ：では、檻が開いて、ゼパが出てきます。「ふう、ようやく外に出られたわい」

グレイ：ゼパ殿、セインであるあなたが、なぜここに？

ＧＭ：「うむ～。エストネル王国にて邪じや神しんの御み子ことの戦いに参加しておったんじゃが、その途と中ちゆうで突とつ如じよ、すさまじい衝撃波に襲おそわれての。耐たえたものの、気を失ってしまったのじゃ」

バヤン：んで、気づいたら、ここに閉じこめられてた？

ＧＭ：「そうなのじゃ」

リディル：ゼパ様もやはりユンガーさんと同じく、力を封ふうじられているんですか？

ＧＭ：「ここに来てから、思うように力が出なくてのう。今のワシのレベルは０じゃ☆」

グレイ：ダメージじゃなくて、レベルが０なのか！（爆ばく笑しよう）

ＧＭ：しょんぼりとゼパが言います。「すまんが大した力にはなれそうにないわい。ワシに与えられるのは、愛とわずかばかりの情報ぐらいのものじゃ」

リディル：ゼパ様の愛！　もう、それだけで十分ですよ！

ＧＭ：「おぬし、愛の大切さを知っておるのだな。そう、すべては愛じゃよ。きらーん☆」

リディル：ですよね！　わかります！

バヤン：即そく答とうか（笑）。藤井さん、ゼパのこと好きなのね。

リディル：はい、大好きです！

カルロス：えーっと……愛も大切だと思いますが、情報もいただけませんか？（笑）

ＧＭ：「わかったのじゃ。おぬしら、この迷めい宮きゆうの主が謎なぞのニンジャなのは知っておるか？」

グレイ：ここに来る途中、ユンガーというノーデンスから聞いたな。

ＧＭ：「その謎のニンジャにはたくさんの部下がいるのじゃ。部下の前だとやる気が出るらしくてな。ひとりの時より、謎のニンジャの動きがよかったぞい」

カルロス：戦う時は、その部下というのにも気をつけた方がよさそうですね。

ＧＭ：「ワシもそう思うのじゃ」ゼパの知っていることは以上です。

リディル：じゃあ、立ち去る前にちょっと話をしてもいいですか？

ＧＭ：どうぞ。

リディル：あの、ゼパ様。あなたはセインなのですよね。ならば、ここから出たら邪神の御子との戦いに、力を貸してくださいませんか？

ＧＭ：「もちろんじゃ」ゼパは力強く頷うなずきます。

リディル：ありがとうございます！　では、時が満ちたら、力を貸してください。今はまだ力を温存しておいてください。わたしたちは謎のニンジャを追います。

カルロス：ぶふっ（思わず噴き出して）。謎のニンジャ……か（笑）。

バヤン：いったい何者なんだ（笑）。

グレイ：（笑）。さて、そろそろ先に進むとして……まずは回復しておこうか。

リディル：ですね。さっきの戦いで、結構消しよう耗もうしましたし。ＧＭ、いいですか？

ＧＭ：「問題ないのじゃ。きらーん☆」

バヤン：ゼパ様が答えた！（笑）

グレイ：ゼパ様ありがとう（笑）。




　そういうわけで、一行はゼパの許可（？）を得て回復を行なう。

　その結果はコラムの通り。




ＧＭ：回復完かん了りようですね。では、左側の金の扉とびらと右側の銀の扉、どちらに進みますか？

リディル：わかりやすく金に行きましょうか。

一同：異議なし！

ＧＭ：わかりました。金の扉を通ったところでシーンを切ります。
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◆Middle 08◆「Ｃ」の部屋




　ゼパを救出した一行は、金の扉を越えて進んでいく。

　Ａ、Ｂ、きたら、次は……。




ＧＭ：では、金の扉を開いて次の部屋にやってきました。入ってきた扉はまた消えます。

リディル：あらら。基本的に後退はできないみたいですね。

グレイ：部屋の中はどうなっているかね？

ＧＭ：この部屋にもやはり右奥に檻が設置してあって、中に人がひとり捕つかまっています。他には誰もいません。扉は奥に金色のものがひとつあるだけですね。

バヤン：檻に閉じこめられてるのは誰だ？

ＧＭ：年の頃ころはピアニィと同じぐらいで、ヒューリンの少年です。

リディル：……黒くろ髪かみで眼鏡の人だったりします？

ＧＭ：そうです。温おん厚こうそうな、人の良さそうな少年で、グラスウェルズの文官の服に身を包んでいます。あと、首に〝Ｃ〟と書かれたプレートをぶらさげていますね。

リディル：セシル君だ！　ですよね？

ＧＭ：はい（笑）。囚われているのは、セシル・フォーミダブルです。




セシル・フォーミダブル

　コミック『アリアンロッド・サガ・コンチェルト』の登場人物。ピアニィがエストネル王国のシェルドニアン学園に入学していた頃の学友。実家は、グラスウェルズ王国の名門騎き士しの家か系けいで、本人は魔ま法ほう使つかいを目指していた。
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グレイ：まあ、ワシらは面識がないからな。普ふ通つうに名を聞こうか。少年、名は？

ＧＭ：すると、セシルは人が現われたことに驚おどろきながらも、素す直なおに自じ己こ紹しよう介かいします。「僕はセシル・フォーミダブルといいます」

カルロス：フォーミダブル？　聞いたことがある。グラスウェルズの騎士の家系だな。

バヤン：知っているのか、兵隊クン？

カルロス：ああ。騎士の名門として知られる家いえ柄がらだ。

グレイ：そうだな。だが、その格好から察するに君は騎士ではないな。

ＧＭ：「あっ、はい。グラスウェルズ王国で、王国軍師補ほ佐さ見習いをしています。先日、エストネルで行なわれた会議に出席した帰り、囚われてしまいまして……」

カルロス：なるほどな。

グレイ：君も、邪神の御子に反はん抗こうしたのかね？

ＧＭ：「……しました。ああ、コーディ、どこに行ってしまったんだろう」（一同笑）

リディル：コーディさんも連れ去られちゃったんですね。

カルロス：単たん純じゆんだからなあ、あの娘むすめ……。目をぐるぐるさせながら「ピアニィ様ばんざーい！」と言っている可か能のう性せいも無なきにしも非あらず！（一同笑）




コーディー・フェラー

　セシルやピアニィの学友。『無印』七巻～八巻で登場。戦士としてセシルの護衛をしていた。
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ＧＭ：「は、はぁ……」

バヤン：身元は確かみたいだし、こいつも外に出すかい？

リディル：はい。カルロスさん、お願いします。

カルロス：了解（ダイスを振ふる）。

ＧＭ：問題なく、助け出せました。セシルを助けると、お礼とひとつ情報がもらえます。「ありがとうございます。お礼に、この部屋にいてわかったことをお教えしますね」

リディル：おっ、なんでしょうか？

ＧＭ：「この部屋には、テレポート装そう置ちが隠かくされているんです」

一同：な、何だってー!!

ＧＭ：「ほら、そこの床ゆかの形、少し違ちがうでしょう？」セシルは謎のニンジャがそれを使う場面を目もく撃げきしたと言います。ちなみに、テレポートの床があるのは、奥の扉の前です。

グレイ：ふむ。何も考えず扉に向かっていたら、いきなり飛ばされていたかもしれんな。

カルロス：となると、この部屋にはテレポート装置と扉、ふたつの移動経路があるわけか。

リディル：どっちに行きましょう？

バヤン：今までのパターンからすると、一方通行なんだよな。なかなか悩なやましい。

リディル：うーん……。ここまでＡ、Ｂ、Ｃと来てるから、扉を開けたらＤの人と会えそうな気がしますね（笑）。

カルロス：ならば、金の扉を進みますか？

グレイ：すまないな、セシル。テレポートした先がどうなってるかわからないし、ひとまず扉を進ませてもらうぞ（笑）。

バヤン：ま、あとで戻もどってこられるかもしれないし。

リディル：では、失礼しました。縁えんがあったら、また（笑）。

ＧＭ：「お気をつけて」セシルに見送られて、部屋を後にしたところでシーンを切ります。







◆Middle 09◆謎なぞのニンジャの謎




　セシルを助けた「Ｃ」の部屋から、次の部屋に向かう。

　順番からいえば、次はＤなのだが……。




ＧＭ：次の部屋に入ると、またしても入り口の扉が消えます。部屋の中央にはもはや見慣れた巨きよ大だいな檻おり。左の壁かべには金の扉が見えます。

バヤン：今度は誰だれが出てくるかな。

ＧＭ：檻の中にいるのは、目隠しをされたドラゴネットです。

グレイ：ドラゴネット……ナヴァールとかか？

ＧＭ：いえ、ドラゴネットといっても、アンスロックではないです。二足歩行のトカゲのような外見を持った、レパータルの少年ですね。首には〝Ｅ〟のプレートがかかってます。

リディル：あっ、わかった。その人、シェルドニアン学園の学生ですね。

ＧＭ：はい、その制服を着ています。

バヤン：〝Ｃ〟の次は〝Ｄ〟かと思ったら、〝Ｅ〟なのか。

グレイ：服から想像するに、君はシェルドニアン学園の学生だな。安心したまえ。君を助けにきたのだ。名前を教えてもらえんか。

ＧＭ：「ぼ、僕はユーキリスっていうドラ！」




ユーキリス

　シェルドニアン学園の学生生活を描えがいた『エチュード』に登場したＰＣで、錬れん金きん料理が得意なドラゴネットである。
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リディル：やっぱり！（笑）

カルロス：では、さくっと助けますか。トラップ探知をして……（ダイスを振る）。

ＧＭ：今回も問題なく成功です。カチャという音がして、鍵かぎが外れました。

カルロス：さぁ、出たまえ。外に出して、目隠しを外してあげよう。

ＧＭ：「ありがとうドラ！　目隠しのせいで、ずっと真っ暗で怖こわかったドラ！」

バヤン：ごつい外見の割に、繊せん細さいな奴やつだなぁ（笑）。

カルロス：シェルドニアン学園の学生がどうしてこんな所に？

リディル：巻まき添ぞえでも食らったんじゃないですか？

ＧＭ：エストネルにいたんで色々な意味で巻き添えを食らうのはおかしくないかと。

リディル：まぁ、なんて可か哀わい相そうに。怖かったでしょう。もう大だい丈じよう夫ぶですよ。

グレイ：彼もエキストラだとは思うが、なにか有益な情報とかを持っていたりするかね？

ＧＭ：「ごめんドラ。ずっと目隠しされてたから、この迷めい宮きゆうのことはわからないドラ」

カルロス：ああ、そういえば。……なんでまた目隠しされてたんでしょうね？

バヤン：そういや他の連中は、特にそういうことをされてなかったな。

グレイ：何か理由があるのか……現状ではよくわからんな。

ＧＭ：皆みなさんが思案顔になっていると、ユーキリスが懐ふところから調理道具を取り出し始めますよ。「情報はないし、戦いの役にも立てないけど、錬金料理なら作れるドラ！　材料が少ないから一回分しか作れないドラけどね」

カルロス：れんきんりょうり？　初めて聞く名前ですね（笑）。

ＧＭ：「その名のとおり、錬金術を駆く使しした料理ドラ。食べれば、疲つかれが吹ふっ飛とぶドラ！」

リディル：もしかして、回復をしてくれるんですか？　そわそわ、そわそわ。

ＧＭ：はい。ユーキリスの料理を食べると、【ＨＰ】と【ＭＰ】が50点ずつ回復します。

一同：おおっ！

グレイ：…って、それなら回復する前に会いたかったぞっ！（一同笑）

カルロス：仕方ないですよ。こういうこともあります（笑）。

バヤン：その錬金料理って、お持ち帰りできる？

ＧＭ：「残念ながら、今の材料だと長持ちするものが作れないドラ。作ってすぐ食べてもらわないと、あんまり美味おいしくないドラ」というわけで、この部屋でないと使えません。

カルロス＆バヤン：なんだとっ！

リディル：賞味期き限げんはやいっ！（笑）

カルロス：この部屋にまた戻ってこられるなら、この効こう果かは取っておきたいが……。

リディル：でも、この部屋に戻ってこられるかどうかわからないんですよね？

バヤン：今のうちに食った方が、安全だとは思うぞ。

グレイ：ユーキリス、ワシらはこの部屋にもう一度戻ってこられると思うかね？

ＧＭ：「そ、そんなこと聞かれても、僕にはわからないドラ！」

グレイ：くそう！（笑）

バヤン：だよなぁ。囚われてる人間が知るわけ無い（笑）。

グレイ：これは次の金の扉を開けてみるしかないかのう。

カルロス：じゃあ、先に進みますか？

リディル：いっちゃいましょう！　もしまた会えたらその時によろしくね！

ＧＭ：「わかったドラ。また来るのを待ってるドラよ！」ユーキリスが元気よく皆さんを送り出します。

バヤン：というわけで、金の扉とびらを開くぜ！

ＧＭ：では、みなさんが扉をくぐり抜ぬけると、ユンガーのいた部屋に出ます。

リディル：あれ？　ぐるっと一周しちゃった？

ＧＭ：そうです。そして、振り返ると、来た道はなくなっています。

カルロス：さすがは魔族の作り上げた空間。なんとも奇き妙みような……。

バヤン：さて、これからどうする？　別の扉に行ってみるか？

リディル：ですね。テレポート装置は残しておいて、他の扉に行ってみましょう。

グレイ：銀の扉か、銅の扉か。最初の順番通りなら銀の扉だな。

リディル：はい、銀の扉に行きましょう。




　扉をくぐると、その先にいたのはセシルだった。

　先ほど通った部屋に出てしまい、リディルたちは再びぐるぐると部屋を回っていく。




グレイ：また、戻ってきてしまった（笑）。

バヤン：となると、銅の扉か、テレポート装置の先に〝Ｄ〟の部屋があるのかね？

リディル：じゃあ、銅の扉に行きましょうか。最初に決めた順番で行くということで。

ＧＭ：なら、銅の扉をくぐったところで、シーンを切りましょう。







◆Middle 10◆小さき影




　Ａ、Ｂ、Ｃ、ときてＥの部屋にたどり着いた一行。

　次の部屋では一体何が待つ？




ＧＭ：では、銅の扉を開けると、その部屋もやっぱり正方形になっていて、右手の壁に金の扉があります。部屋の奥には巨大な檻があり、その中にドラム缶のような形をしたエクスマキナが捕とらえられています。

一同：「Ｄ」の部屋だー！（笑）

グレイ：ふむ、これでだいたい、部屋の構造がわかったな。恐おそらくこうだ（次の図参照）。
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ＧＭ：ちなみにドラム缶のようなエクスマキナは、首から「Ｄ」のプレートを下げて「助けてほしいナリー」と言ってます。

バヤン：そのセリフではっきりした。ドランだな（笑）。




ドラン・ベレレン

　ドラム缶を思わせる形状のエクスマキナ。『デスマーチ』シリーズのＰＣ。
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カルロス：ドランに首ってあるんですかね？

リディル：肩かたの付け根の上ぐらい？（笑）

カルロス：肩はどこだっ！（一同笑）

ＧＭ：檻は20メートル先にあるのですが、その前に通つう常じようの一〇分の一サイズの男だん性せいがいます。

グレイ：一〇分の一サイズ!?　それは、フィルボルにしても小さすぎる。

ＧＭ：彼かれはＰＣたちを見上げると、懐ふところから黄金の装そう置ちを取り出してスイッチを入れます。

グレイ：……スイッチを入れる前に、ひとつ聞かせてくれ。

ＧＭ：おっ、どうぞ。

グレイ：こいつの名前はミニミニ・ゴルドレイだな？（一同笑）

リディル：そうか。黄金といえば、ゴルドレイですよね！




〝黄金マネーの〟ゴルドレイ

『デスマーチ』に登場したバルムンクのひとり。金こそがすべてと考えており、経けい済ざいを武ぶ器きに戦うことを得意としていた。
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ＧＭ：残念ながら、エネミー識しき別べつしてないからわからないのです（笑）。

グレイ：ちぇーっ（笑）。

ＧＭ：黄金の装置を手に、服の装飾でピカピカ光ってる小人がいいます。「ほほう、あなたたちが邪じや神しんの御み子こに屈くつ服ぷくしない方々ですか」

バヤン：おっ、こいつも邪神の御子にしたがうヤツか。

リディル：ここに囚われている人たちを解かい放ほうしてください！

ＧＭ：「それはできないなぁ。我われ々われも遊びでやっているわけではないんだよ」

グレイ：どうやら戦せん闘とうになるようだな。

カルロス：そんな小さいサイズで、我々とどう戦うつもりだ！

ＧＭ：「ふっ、それはこうするのだよ！」と、黄金色の男が持っている装置のスイッチを入れると、皆さんの身体からだが縮み、一〇分の一サイズになってしまいます。

グレイ：なんだってーっ!?

カルロス：ちっちゃくなっちゃった！　いったい何を？

ＧＭ：同時に部屋が黄金色に輝かがやき、その魔ま力りよくが皆さんの【ＨＰ】を奪うばい始めます。この部屋にいる限かぎり［エナジーロスト］の効こう果かでクリンナップ時にＨＰロス50点を受けますよ。

一同：50点!?

リディル：１ラウンドに50点も減ったら、わたしですら３ラウンドしか耐たえられない！

バヤン：防ぼう御ぎよ力りよくが高くても、ＨＰロスは関係ないからなぁ。

ＧＭ：装置を止めるには、黄金色の男のところまで行く必要があります。ただし、先ほどまでは10メートルの距離でしたが、今はサイズが一〇分の一なので、実距離[image: ]メートルになっていることに注意してください。

カルロス：な、なるほど！　我々を小さくして距離を稼かせぎ、持久戦に持ち込む腹か！

バヤン：なんて嫌いやらしいギミックだ！（笑）

ＧＭ：「私はあまり直接戦闘が得意ではないのでね。君たちが倒たおれる姿を、ここから見物させてもらうよ」というわけで、これから戦闘ラウンドになります。




●第１ラウンド

▼行こう動どう値ち

　グレイ、バヤン　　　　　14

　カルロス　　　　　　　　11

　リディル　　　　　　　　４

　黄金色の男　　　　　　　０
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リディル：あれ、敵の行動値は０なんですね。

ＧＭ：というか何もしません。

カルロス：特とく殊しゆなエネミーなのかな？

ＧＭ：くわしくは、エネミー識別をしたらわかります。さて、ラウンドを進めて行きましょう。まずはセットアッププロセスから。

グレイ：まず《エンサイクロペディア》でエネミー識別するぞ。《モンスターロア》で３Ｄ振ふれるし、普ふ通つうにいけるか。とりゃ！（ダイスを振る）いい出目だ。達たつ成せい値ち30。

ＧＭ：それなら成功です。まず、名前はメカゴルドレイといいます。

グレイ：こいつもメカなのか！（笑）

カルロス：かつて敗北した敵がメカになって復活……何だか再生怪人みたいなノリだ（笑）。

ＧＭ：このメカゴルドレイは特殊なエネミーです。オブジェクトとして扱あつかわれ、行動はしません。また、破は壊かい不可能なのでダメージで倒すことはできないですね。

バヤン：無敵かよ!?　そんなのどうすればいいんだ！

ＧＭ：唯ゆい一いつ、パッシブのオリジナルスキルで《黄金スイッチ》を取得していて、この効果によって、部屋の［エナジーロスト］が発動しています。これは、メカゴルドレイに対してトラップ解除を行ない、成功することで無効化できます。

カルロス：……つまり、メカゴルドレイをトラップ解除すると［エナジーロスト］も解除されて、無力化できるわけですか。

ＧＭ：そうです。ちなみに解除値は秘密。とても高い、とだけ言っておきましょう（笑）。

カルロス：トラップ解除以前に、[image: ]メートル移動するのが大変なんですが……（笑）。

グレイ：だが、何とかしないと、我々がしおしおになる。というわけで、作戦タイムじゃ！

ＧＭ：わかりました。では一〇分ほど時間を設けましょう。




　現状のＰＣデータを確かく認にんしつつ、相談を始める一同。

　そして、一〇分後、彼らが出した結論は───。




グレイ：これしかあるまい。カルロスがバヤンの竜りゆうに同乗。

バヤン：俺が[image: ]メートルを最短距きよ離りで駆かけ抜ぬけて。

カルロス：自分がメカゴルドレイをトラップ解除します！

リディル：バヤンさん、カルロスさん、がんばってください！

ＧＭ：では、セットアッププロセスの続きです。

バヤン：俺は《ベストルート》で【移動力】を＋25する！　相棒、目的地は、あの金ぴか野郎のいるところだ。最速で駆け抜けるぜ！

ＧＭ：他にはないですね？　では、イニシアチブプロセスに入ります。




　その後、グレイは行動を放ほう棄きし、バヤンは待機を宣言。

　カルロスがマイナーアクションで、バヤンの竜に飛び乗った。

　リディルは行動を放棄し、待機していたバヤンへと再び行動順番が巡めぐってくる。




バヤン：行くぜ行くぜ行くぜ！　全力移動で95メートル前進！　……と、届かない！（笑）

カルロス：あと５メートルだぞ！　何とかならないのか！（笑）

バヤン：無茶言うな！（笑）　うーむ、《スタントフライング》まで入れられたら届いたんだけどな。使用タイミングがマイナーだから、今回は使えなかった。

カルロス：くう、もう目の前だというのに！

ＧＭ：では、ものすごい勢いで迫せまってくるバヤンとカルロスに、メカゴルドレイは冷ひや汗あせをかきながら言います。「お、おお、驚おどろかせてくれる！　しかし、そこが限界のようだな。そのまま干ひ涸からびてしまうといい！」というわけで全員、50点のＨＰロスです（笑）。

カルロス：貴き様さまの移動が５メートル足りなかったからダメージ喰くらったじゃないか！

バヤン：５メートルぐらい勘かん弁べんしてくれよ。世の中５メートルくらいで人生変わらないって。

カルロス：たった今５メートルで変わってるだろうがっ！

バヤン：それぐらい、おおらかにいこうぜ？

カルロス：……と、騎き乗じよう中、ずっと喧けん嘩かしてます（笑）。

リディル：もう、キミたち結けつ婚こんしちゃいなさい！（一同笑）

ＧＭ：それでは［エナジーロスト］の処理が終わったようなので、次のラウンドへ。




●第２ラウンド

▼行動値

　グレイ、バヤン　　　　　14

　カルロス　　　　　　　　11

　リディル　　　　　　　　４

　メカゴルドレイ　　　　　０
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ＧＭ：では、第２ラウンドのセットアップ。何かする人は……いないようですね。では、まずバヤンとグレイの行動になります。

グレイ：念のため待機しておく。バヤン、カルロス、ここで決めてしまえ！

バヤン：おうよ！　ムーブで戦せん闘とう移動。竜を突撃させて、メカゴルドレイに接敵だ！

ＧＭ：では、同乗状態のカルロスも一緒に移動しました。メカゴルドレイが、ふぁさっと髪をかき上げながら言います。「ここまでたどり着いたのは褒めてあげよう。だが、私を力で破壊することはできない。つまり、黄金のトラップも永遠に解除できないのだ！」

バヤン：ほざいてろよ。その自信、へし折ってやるぜ。カルロス！

カルロス：おう！　メカゴルドレイにトラップ解除！（ダイスを振る）……って、低い!?

バヤン：おいおい。ここで失敗したらしまらねえぞ（笑）。

カルロス：フェイト１点使って振り直し！　……達成値は34。竜から身を乗り出して、メカゴルドレイの身体に手を伸ばす！

ＧＭ：では、カルロスはメカゴルドレイの構造を一いつ瞬しゆんで把は握あくして、黄金のトラップへエネルギーを供給している内部機関を停止させました。

バヤン＆カルロス：よし！

ＧＭ：「わ、私の黄金のトラップが解除されてしまった！　こんなに金をかけて造った自じ慢まんの黄金のトラップがぁぁぁぁっ!?」メカゴルドレイは大声で叫ぶと、爆発します（笑）。

一同：し、死んだー!?（爆ばく笑しよう）

グレイ：トラップを解除されたのが、そこまでショックだったのか！（笑）

ＧＭ：黄金のトラップ以外、能力がないので（笑）。爆発したメカゴルドレイの部品が散乱すると、その中から鍵かぎが見つかります。また、気づくと皆みなさんは元のサイズに戻っています。

グレイ：元に戻れたか。では、鍵を拾ってふたりと合流しよう。お主ら、よくやった！

リディル：バヤンさん、カルロスさん、お疲れ様です！

バヤン：なに、大したことはねえよ。さあ、ドランを助けようぜ。

カルロス：念のため、トラップ探知を。（ダイスを振る）

ＧＭ：［鍵Ｂ］以外のトラップはありません。また、その［鍵Ｂ］もメカゴルドレイの残ざん骸がいから回収した鍵を差し込むと、カチャリと解除されます。「た、助かったナリ！」

カルロス：ノルウィッチ警備隊長のドラン・ベレレン殿どのですね。

グレイ：何か、ワシらに役に立つ情報を持ってないか？

ＧＭ：「つい最近、連れてこられたから、何も知らないナリよ。すまんナリ」

バヤン：ありゃ、ここはハズレか。まあ、ドランは助けられたし、よしとしとくかね。

リディル：……ドランさんにちょっと聞きたいことがあるんですけど。

ＧＭ：「何ナリ？」

リディル：なぜマルセルさんがピアニィさんに協力してるんですか？

ＧＭ：「くわしくは知らないナリ。でも、マルセルのことだから、きっと何かで裏うら目めったナリ！」（一同笑）

グレイ：ここでも裏目か！（笑）

バヤン：だが……説得力がある！（一同爆笑）

グレイ：いろいろ大変だったようだな、ドラン。しっかりな。

ＧＭ：「情なさけが心に染しみるナリ。とりあえず、自分はここで正座して待ってるナリ」

リディル：正座できるのっ!?（一同笑）

グレイ：（笑）。さて、では、次の部屋に行こうか。

リディル：あっ、はい。この部屋は……金の扉とびらだけでしたよね。そちらに進みますよ～。







◆Middle 11◆いざ、最後の部屋へ




「Ｄ」の部屋の扉を開けた先に待っていたのは……。




ＧＭ：「Ｄ」の部屋の金の扉を通ると、そこはユーキリスのいる「Ｅ」の部屋です。

リディル：あら、また戻っちゃいました。

グレイ：だが、ちょうどよい。錬金料理で回復してもらうかね？

カルロス：そうですね。ですが、その前にリディル殿でん下か。自分に《ヒール》をお願いします。

グレイ：【ＭＰ】も回復できるから、今のうちに《ヒール》をかけてもらうのはよいな。

バヤン：そういうことなら、俺も頼たのむぜ。

リディル：じゃあ、ふたりに《ヒール》をかけます。（ダイスを振る）バヤンさんが77点、カルロスさんが74点回復ですね。

バヤン＆カルロス：ははー、ありがたき幸せ。

リディル：では、みんなで錬金料理をいただきましょう。アップルパイとかかな？

ＧＭ：では、そうしましょう。ヒョイヒョイと材料を出して、ユーキリスが手て際ぎわよく料理を作っていきます。「アップルパイは熱々が一番おいしいドラ！」というわけで、錬金料理の効果で、皆さんの【ＨＰ】と【ＭＰ】が50点回復します。

バヤン：ありがたい。

グレイ：すごいぞユーキリス。ワシも全快だよ！




　腹ごしらえをした一行は、探たん索さくを再開。まだ開けていない、ゼパのいた「Ｂ」の部屋にある銀の扉と、セシルのいた「Ｃ」の部屋のテレポート装置を試ためしにいった。

　だが、そのどちらも一度訪おとずれた部屋に通じており、新しい部屋にはたどり着けなかった。

　ユーキリスの「Ｅ」の部屋へ戻ってきた一行は頭を悩なやませる。




グレイ：……これはどこかに隠かくし扉でもあるのかもしれんな。

リディル：すべての扉を確かめましたし、テレポート装置もダメでしたからね。

カルロス：そうですね。しかし、隠し扉があるとして、どこにあるんでしょうか。

バヤン：う～ん……。

ＧＭ：ちなみに、ヒントはもう出してますよ。

リディル：えっ、そうなんですか!?

グレイ：一度、今までにあったことを振り返ってみるか。




　お互いの記き憶おくを便たよりに、ダンジョンに入ってから起きたことを確認していく。
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　その途と中ちゆうで、不意にリディルがある違い和わ感かんに気づいた。




リディル：……あの、この「Ｅ」の部屋、怪あやしくないですか？

バヤン：どういうことだ、お嬢じよう。

リディル：えーっと、その……ユーキリス君だけ、目隠しされてましたよね。

カルロス：されてましたね。

バヤン：ああ、それ気になったけど、よくわかんなくてスルーしたな。

グレイ：目隠し……つまり、見られると困るものが、ここにあるということか。

リディル：そうです。

カルロス：（手書きマップを確認して）他の部屋との繋つながりを考えると……南の壁かべが、現状、他の部屋の繋がりとも関係ないですね。

バヤン：調べてみようぜ。もし、何もなくても損するわけじゃないし。

カルロス：そうだな。では、金の扉の反対側の壁をトラップ探知しよう。

ＧＭ：どうぞ。

カルロス：では……（ダイスを振ふる）うっ!?　こ、ここでファンブル!?

バヤン：ぶっ!?　３Ｄ振ってファンブルかよ！（笑）

リディル：カルロスさーん!?

カルロス：なんということだ。このカルロス、一生の不覚！　フェイトを使って振り直す！　……今度はダイス目15で達成値27です！

ＧＭ：そうすると……おめでとうございます。隠し扉が見つかりました（笑）。

一同：やったー！

リディル：あっ！　今わかっちゃった!!

バヤン：どうしたお嬢？

リディル：隠し扉の位置を見たら気付いたんですけど、これって立方体の展開図じゃ？

ＧＭ：正解です。ダンジョンの構造に気付いて扉の位置を推定できた場合には、判定なしで隠し扉が見つけられるという予定だったんですけどね。

カルロス：しまった！　カルロス一生の不覚！

バヤン：さっきも言ったな、それ（笑）。

グレイ：この先に進んだら、クライマックスフェイズに入るであろうな。

バヤン：Ａ～Ｅときたら、次は「Ｆ」か。

リディル：「Ｆ」……『ファンブック①』の敵は……ティナ様？（笑）

バヤン：ちょっ！　やめてくださいよっ!?　絶対に勝てない！（笑）

リディル：でも、ここダンジョンですし……。

バヤン：やめてー！　本当にそうなったらどうすんの！（一同爆笑）




ティナ

　ピアニィの母親。アヴェルシア王家の王女にしてレイウォール国王オーギュストの王おう妃ひ。ピアニィに「最初に狙ねらうのは回かい復ふく系けいから」と教育した人物。アルディオン各地に彼かの女じよが設せつ計けいしたダンジョンが残されているらしく、『ファンブック①』では、そのダンジョンにＰＣたちが挑いどむ様子が描えがかれている。
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グレイ：まあ、ティナ様ではなかろう。ボスは謎のニンジャらしいし（笑）。

カルロス：そういえばそうでしたね。ニンジャ……ニンジャねえ。

グレイ：まあ、行ってみるしかあるまい。

リディル：行きましょう！　恐おそれていては何も進みません！

バヤン：まあな。

カルロス：わかりました。進みましょう。

ＧＭ：では、「Ｆ」の部屋に入るということでよろしいでしょうか？

リディル：はい、結構です！

ＧＭ：わかりました。皆さんが「Ｆ」の部屋に入ったところで、クライマックスとなります。
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ＣＬＩＭＡＸ　ＰＨＡＳＥ







◆Climax 01◆驚きよう愕がく、謎なぞのニンジャの正体！




「Ｆ」の部屋に乗のり込こんだ、リディルたち一行。

　はたしてアル・イーズデイルはそこにいるのか？

　そして、謎のニンジャの正体は？




ＧＭ：それでは隠かくし扉とびらを通って「Ｆ」の部屋に来ました。ここからクライマックスになります。部屋は他の部屋と同じく正方形で、正面にはヴァーナの女じよ性せいとヒューリンの戦士がいます。

グレイ：ヒューリンの戦士は、アルに違ちがいない。

リディル：そのヴァーナの女性が、謎のニンジャ？

カルロス：ヴァーナのニンジャって……。

ＧＭ：皆みなさんが入ってくるとヴァーナのニンジャが大声で叫さけびます。「よくぞここまでたどり着いたでやんす！」
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一同：やんす!?

カルロス：ベネットなのかー!?（一同笑）

バヤン：お前、ニンジャじゃなかっただろうがー！（笑）

ＧＭ：いや、かつてニンジャだったこともあったじゃないですか（笑）。

バヤン：昔はそうだったけど、『ＡＲ２Ｅ』対応ベネットはニンジャを経由してないよ!?

グレイ：つまり、これもまた〝イフ〟ということだな。ここにいるのは射しや撃げき攻こう撃げきキャラではなく、ニンジャの道をつっ走ぱしったベネットなのだ！

リディル：じゃあ、部下の人に暴言を吐はかれたころのベネット……なんですかね？（笑）

バヤン：（いきなりベネットになり）「あの時は悔くやしかった、本当に悔しかった！　だから、あっしはニンジャの道を究きわめ、語ご尾びをゴザルに変えっ！　さらには戻もどしっ！　ここまで上りつめたでやんす！　そんなあっしの気持ちがおまえたちにわかるか！　わかるかっ!?」

カルロス：わかんねえよ！　なんでお前いきなりベネットになってるんだよ!!（一同爆ばく笑しよう）

バヤン：……はっ！　し、しまった。なぜか魂が引きずられたでや……いや、引きずられちまったぜ！

リディル：（突つっ伏ぷして笑っている）

グレイ：メタメタなワシがいうのもなんだが、これはひどいな（笑）。

カルロス：なんか力が抜ぬけてきた……。と、とりあえずアルは無事ですか？

ＧＭ：無事ですよ。ただ、アルの周りには、ベネット親しん衛えい隊たいである犬の群むれがいまして。

リディル：ぶふぅっ!?（一同笑）

カルロス：そうか、アルは犬が苦にが手て！　それで動きを封ふうじられているのか！（笑）

グレイ：ピアニィ第一の騎き士しも、こうなっては形無しだな。

バヤン：で、ベネットがなぜこんなところに？

ＧＭ：「ピアニィ陛へい下かの腹ふく心しんであるジェネラル・ベネットならば、ここにいても何も不思議でないでやんす！」

グレイ：今のピアニィは、邪じや神しんの御み子こに操あやつられておるのだぞ！　なのに協力するのか！

リディル：……あれ？　確たしかベネットって妖よう魔まの血か何か引いてませんでしたっけ？

バヤン：……はっ、そういえばそんな設定もあった！（笑）

カルロス：つまり、貴き様さまは元々妖魔側で、ピアニィ陛下の内ない情じようを探さぐるために側そばにいたのか？　我われ々われはすっかり騙だまされていた！

バヤン：（ベネットになって）「……ちっ、ばれちゃあ仕方がねえ」

一同：認みとめた!?

グレイ：なるほど、ピアニィ陛下が邪神の御子に囚とらわれ、妖魔になってしまったのは、すべてお前の仕し業わざだったのだな？　つまり事じ件けんの黒くろ幕まくはお前っ!!

バヤン：（ベネットになって）「く、黒幕！　いい響ひびきじゃないかっ！　そう、あっしこそがすべての黒幕っ！」

リディル：なんだか、話がヘンな方向に行っているんですけど（笑）。

ＧＭ：面おも白しろいのでこのまま進めましょう。ベネットの妖魔の血が目覚めた〝イフ〟で（笑）。

リディル：なるほど！

バヤン：（ベネットになって）「そういうわけでやんす！」

グレイ：だが、お前の右みぎ腕うでと左ひだり腕うでである、アンリとゴルドレイはすでに倒たおしたぞ？

バヤン：（ベネットになって）「ふん！　あのふたりは我われらの部下の中では一番の小物！」

カルロス：……なぜだろう、見えないはずの天てん狗ぐの鼻がどんどん伸のびてるのが見える（笑）。

リディル：ところでベネットさんが喋しやべるほど、バヤンさんが静かになるんですが（笑）。

バヤン：バヤンはここら辺で魂たましいが抜ぬけた顔で、ぼーっとしてるよー（笑）。……俺、戦ウ。命中判定ニナッタラ、起コシテクレ。

リディル：ああっ、なんだか機械っぽくなってる!?

バヤン：（ベネットになって）「フッ、すでにひとり戦せん闘とう力りよくを奪うばったようでやんすな」（笑）

カルロス：ひ、酷ひどい会話だ……（笑）。

ＧＭ：いやあ、ＧＭとしては楽ちんだなあ（笑）。

バヤン：俺は大変ですよっ！（一同爆笑）

ＧＭ：だよね（笑）。これじゃバヤンが話せないから、ちゃんとベネットしよう。「ここにいるのは、お前たちが知っているベネットとは別人。ニンジャの能力を極きよく限げんまで鍛きたえたので接せつ敵てきしたら攻撃できないとは思わない方がいいでやんす。その証拠に武ぶ器きは忍にん者じや刀とう！」

バヤン：ばかなっ！

カルロス：こいつ、ベネット……じゃない!?

ＧＭ：ベネットですよ！　そういうイフなんです（笑）。

バヤン：（ベネットになって）「いまのあっしはベネットではない。ジェネラル・ベネットでもない。ベネット・ハイマスターと呼よべ！」

一同：ベネット・ハイマスター！（笑）

バヤン：…………言っておいてなんだけど、ハイマスターってあんまり強くなさそう（笑）。

グレイ：うむ、中ちゆう途と半はん端ぱにやられそうなイメージだな。

リディル：（ぼそっと）倒たおしたらベネットさん、土ど下げ座ざしてくれるかなあ？　ワクワク。

カルロス：で、殿でん下か？　黒い呟つぶやきが漏もれてますよ？

リディル：えっ、見たくありませんか？（笑）

バヤン：（ベネットになって）「ひ、ひい!?　この女、なんて恐ろしいことを！　そっちがその気なら、こっちだってやってやらぁああああ！」怪け鳥ちようのごとく躍おどりかかるベネット！

ＧＭ：では、ベネットの咆ほう哮こうが轟とどろいたところで、戦せん闘とうを開始します！




●第１ラウンド

▼行こう動どう値ち

　ベネット　　　　　　　　26

　グレイ、バヤン　　　　　14

　カルロス　　　　　　　　11

　リディル　　　　　　　　４
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ＧＭ：ではセットアップ、まずはベネットからです。

リディル：何をしてくるの？

ＧＭ：「フッフッフッ、忍者のあっしは部下の下げ忍にんを呼ぶでやんす！」オリジナルのスキル、《下忍の陣じん》を宣せん言げん。「下忍、カムヒアー！」と叫ぶと、部下がシュパパッと集まってきます。ベネットの後方５メートルに、下忍というオブジェクトを配置されました。

バヤン：そういや、ゼパが「部下がいると強くなる」って言ってたな。

カルロス：いったいどんな効果があるんだ？

ＧＭ：下忍が設置されていると、「あっしには部下がいるんじゃ」と、ベネットが奮起して、自分の行なうあらゆる判定に＋２Ｄ、ダメージに＋40されるのです。

リディル：す、すごく強力ですよ!?

ＧＭ：そりゃ、ボスキャラだから強いですよ（笑）。

グレイ：しかし、オブジェクトということは破は壊かいできるのだろう？

ＧＭ：はい、【ＨＰ】があります。なお、ベネットの趣しゆ味みなのか防ぼう具ぐは装そう備びしてません。

バヤン：やはり！　そうでなくては。

ＧＭ：というわけで、次のセットアップをどうぞ。

グレイ：《コーデックス》＋《メンターアーツ》を宣言。奥おう義ぎ書しよを取り出す。

カルロス：リディル殿下、ここで《陣じん形けい》を！

バヤン：《限げん界かい突とつ破ぱ》もいっちまおうぜ！

リディル：ギルドスキルを両方とも承しよう認にんします！




　リディルの合図で、一いつ斉せいに動き出す〝ドラゴンファイヤー〟。

　バヤンがベネットに接敵。リディルはあと５メートルまで距きよ離りを詰つめる。カルロスが右方へ回り込んでエンゲージを離はなし、グレイは不動で支し援えん可能な距離を保つ。

　さすがは歴戦の戦士たち。一いつ瞬しゆんで態勢を整え、士気を高めていく。




バヤン：次は俺。《プレパレイション》から《ベストルート》と《グランディア》＋《アグランダイズ》！　竜の上で槍をぶん回しながら気合いれるぜ。よっしゃ、やってやるぜ！

カルロス：自分は《シャープエッジ》を使用。ライフルの出力を上げます。

リディル：《インペレイティブ》で《シャインストライク》と《ホーリーフィールド》を使用。武ぶ器き攻撃のダメージと防ぼう御ぎよ力りよくが＋14。こちらは以上です。

ＧＭ：では、イニシアチブプロセスに移ります。行動値26のベネットから行動。ムーブアクションで《フェザータップ》と《スニークアップ》を宣言。飛行状態になって移動します。

カルロス：ぐっ、バヤンはまだ飛行状じよう態たいじゃないから……。

バヤン：こいつは止められねえ！

ＧＭ：ひらりと舞い上がったベネットは、すごい勢いでカルロスの許もとへ飛び、マイナーの《カッティングプラン》とメジャーの《連続攻撃》で二回攻撃を実行。

カルロス：こっちに来たか！　しかも、スキルでダメージ軽減できない攻撃……やばいな。

ＧＭ：じゃあ、命中判定いきますよ。（ダイスを振る）おっ、いきなりクリティカル！

カルロス：回かい避ひ！（ダイスを振る）クリティカルせず、ダメージを！

ＧＭ：命中判定でクリティカルしたので、《マーダースキル》が発動。さらにダメージロールで《デスブロウ》を使用して、合計でダメージに＋５Ｄ＋30。鋭い斬撃が、カルロスの首へ放たれます。「カーカカカッ！　これでこの世からおさらばするでやんすよ！」

リディル：《カバーリング》＋《カバームーブ》でカルロスさんをカバーします！

カルロス：ありがとうございます、殿下！

リディル：いえいえ。さあ、ダメージきなさい！

ＧＭ：（ダイスを振ふる）[image: ]点の物理ダメージです。

リディル：二発目がまだあるので《プロテクション》なしで。……92点抜けましたけど、まだ大丈夫です！　忍蛇刀の軌道に、強引に盾を割り込ませて止めました！

ＧＭ：跳ちよう躍やくから一気に斬ざん撃げきを放ったベネットが着地して、リディルを見ます。「今のを防ぐとはやるでやんすね。しかし、あっしはこれで終わる漢おとこではない！　そ～れ、もう一撃！」

バヤン：（ベネットになって）「もう《カバーリング》はできなかろう。ふはははっ！」

ＧＭ：そんな感じで勝かち誇ほこりながら二発目。（ダイスを振る）おや、またクリティカルです。

カルロス：またですかー!?　回避は……できません！

バヤン：「さあ、食らうがいい。これが妖魔の力を手に入れたあっしの力だー！」って、俺はどっちを応援すればいいんだ？（一同笑）

リディル：今はバヤンのプレイヤーなんですから、こっちを応援してください！（笑）

ＧＭ：二発目のダメージロールは、[image: ]点の物理ダメージになりました。ベネットは再び跳躍すると、カルロスの急所めがけて無数の刺突を繰り出してきます。

カルロス：[image: ]点受けますが、残り【ＨＰ】36で立っています。傷だらけですが、何とか膝はつかずに済みました。

ＧＭ：「ぐぬぬ、これに耐えるとは！　だが、もはや貴様の命は風前の灯ともし火び！　次の攻こう撃げきでその命を散らすといいでやんす。かーっかっかっ！」とベネット、高笑い。

カルロス：ちぃ、さすがピアニィの懐ふところ刀がたなをやっていただけはあるな！

バヤン：だろ？（←超ちよう嬉うれしそう）

カルロス：だから、お前はどっちの味方なんだ!?（一同笑）

ＧＭ：さて、これでベネットは行動終しゆう了りよう……なんですが、カルロスがあと一撃で倒れそうなんですよね。ここは容よう赦しやなくいこう。《アデンダム》を宣言します。

バヤン：ですよねー！

カルロス：その《アデンダム》を《インタラプト》で打ち消す！

ＧＭ：ならば、その《インタラプト》を《インタラプト》！

一同：ああぁぁぁぁっ!?

カルロス：ですよね！　ベネットですもんねっ!!

ＧＭ：カルロスが牽制しようと放った弾丸を、ベネットはあっさり避けて、目にも止まらぬ速さで動き始めます。

バヤン：ばかな、俺がベネットの動きを追えないだと！（一同笑）

ＧＭ：では、ベネットの追加行動。マイナーで《カッティングプラン》、メジャーで《連続攻撃》でカルロスを攻撃。一撃目（ダイスを振る）クリティカルせず。《シークレットアーツ》で振り直し……残念。クリティカルしない、命中は44。

カルロス：それはクリティカルのみ。（ダイスを振る）くっ、命中しました！

リディル：《カバーリング》＋《カバームーブ》でカルロスさんをかばいます！

ＧＭ：ダメージロールは……出目が酷ひどいな。[image: ]点の物理ダメージです。

リディル：74点止めて28点。まだ立ってます！　残り【ＨＰ】42点。攻撃を受け止めた衝撃で倒れそうになるのを堪えて、ベネットさんを睨みつけますよ！

ＧＭ：「またあんたでやんすか！」毒づきながらも二撃目。（ダイスを振る）クリティカルしなかったので《シークレットアーツ》で振り直し……よし出た、クリティカル！

カルロス：クリティカル出ろ……（ダイスを振る）ぐぉー、出ない！　命中です!!

ＧＭ：[image: ]点の物理ダメージ。今度は出目がよかった。

カルロス：（計算中）……【ＨＰ】全ぜん快かいできればなんとか立っていられる。

リディル：なら《蘇そ生せい》を使いましょうか。

グレイ：リディル殿どのの【ＨＰ】もかなり減っておるしな。それがよかろう。

リディル：じゃあ、《蘇生》で！　全員の【ＨＰ】が全快です！

カルロス：そのあとに[image: ]点受けて、残り【ＨＰ】28点。まだまだ！

ＧＭ：「ふっ、よくあっしの猛もう攻こうに耐たえたでやんす」次はバヤンかグレイの行動です。

グレイ：いつもどおり、ワシから動こう。ムーブで《ランニングセット》＋《アニマルパクト》、マイナーで《ブーストマジック》、メジャーで《ダブルキャスト》で、シーン全体に《サモン・リヴァイアサン》二連発。（ダイスを振る）まずは一発目、命中は33。

ＧＭ：下忍は回避をしません。ベネットは５Ｄ＋13で防御判定。（ダイスを振る）出目が低いので、《トラブルセンス》で振り直し。……クリティカルで避けました！

カルロス：うお、避けた!?

バヤン：やっぱり、下忍の修正があるうちはきついな。

グレイ：問題ない。ベネットには避けられたが、下忍にはダメージがいく。（ダイスを振る）[image: ]点の〈無〉属ぞく性せい魔ま法ほうダメージだ！

ＧＭ：直撃ですが、下忍は倒たおれません。

グレイ：ならば、二撃目の《サモン・リヴァイアサン》。命中判定にフェイトを２点入れよう。もう避けさせはせん。（ダイスを振る）また33か。低いな……フェイト１点で振り直し。（ダイスを振る）うおっ、さらに下がった!?　達成値32！

ＧＭ：裏うら目めりましたな。こちらは回避……できず。振り直せば避けられそうなので、《ラストラック》！　（ダイスを振る）うわ、ちょっと低かった！　31で命中しました。

グレイ：ダメージは[image: ]点。通れば追加で［スリップ］。さらに《デモンズウェブ》で［スリップ］中の判定にマイナス１Ｄだ。

ＧＭ：［スリップ］入りました。渦巻く水の奔流に呑み込まれ、ベネットが床の上を転がっていきます。ちなみに、下忍はまだ健在です。

リディル：……ベネット（笑）。

バヤン：意外と耐える……。面めん倒どうだな、下忍。

カルロス：待機してもらえれば、自分が下忍を潰つぶすぞ。

バヤン：それじゃ俺は待機だ。

カルロス：では自分の番。ベネットとエンゲージしているのはやばい。ムーブで離り脱だつ。５メートル、グレイに近づく。そして、メジャーで《ダブルショット》。下忍を狙う。一発目、リンメルの矢を使います。演出としては、リンメルの弾丸を装填する感じで。

ＧＭ：「特別製の弾丸か。それで我らを倒せるかな？」下忍たちが不敵な笑みをうかべます。

カルロス：その余裕、今、崩してあげますよ。命中は（ダイスを振る）クリティカル！

ＧＭ：下忍は回避しないのでダメージをください。

カルロス：《ピアシングストライク》を使用。……[image: ]点の〈光〉属性魔法ダメージ。

ＧＭ：……それで下忍は倒れました。これで《下忍の陣》の効果も解かい除じよです。カルロスのライフルから放たれた一条の光が、ベネットの背後にいた下忍たちを一気になぎ払はらいました。

一同：やった！

バヤン：（下忍）「ここまでのようだな。戻もどるぞ」（ベネット）「逃にげるでやんすか!?　お前らはあっしの右みぎ腕うでだったはず！」（下忍）「あなたの右腕はそこに付いている」（一同笑）

リディル：ええっ、右腕に言われちゃうの!?

カルロス：さすがベネット（笑）。

ＧＭ：そんなわけで下げ忍にんはいなくなりました（笑）。次はリディルですね。

リディル：これはどうしよう……。カルロスさんに《ヒール》かな？

カルロス：いや、今は必要ありません。次に《クイックエイド》を使いますから。

リディル：なら、ベネットさんを攻撃しましょうか。ムーブで全力移動してエンゲージ。メジャーで《ホーリーヒット》。命中は……（ダイスを振る）あう、出目が低い。フェイトで振り直します。……このダイスはダメですね！

グレイ：ダイスがリストラされた（笑）。

リディル：（ダイスを振る）ん、今度は普ふ通つうだ。ピッタリ30です。

ＧＭ：ベネットの回避。下忍がいなくなった上、《デモンズウェブ》の効果もあるので２Ｄしか振れない。さすがにクリティカルでないと避けられません。

カルロス：やっぱり下忍を先に倒したのは正せい解かいでしたね。

ＧＭ：大正解でございます。（ダイスを振る）……クリティカルせず。振り直しても厳しいか。リディルの攻撃は命中です。

グレイ：ならば《チェックメイト》。……ダメージ＋28点。リディル殿でん下か、やってしまえ！

リディル：はい！　合わせて、86点の物理ダメージ！　メイスで頭をゴツンッと一発です！

ＧＭ：ふふふ、【物理防御力】０なので86点全部くらいましたよ。

リディル：やっぱり（笑）。そして《ホーリーヒット》だから、もう一回！

ＧＭ：「なんだってー。なんで二回も殴なぐるでやんすか、この愛らしいあっしを！」と言って、つぶらな瞳ひとみでリディルを見つめます。

バヤン：（即そく座ざに）その目を潰つぶす。ずぶしゃ！

ＧＭ：「ぎゃあああああっ!?　目がー、目がー！」（一同笑）

バヤン：今だ、お嬢じよう！

カルロス：いま、バヤンが空間をねじ曲げたぞ（笑）。

バヤン：【移動力】80ぐらいあるんだからいいだろ。演出だし（笑）。

リディル：あはは（笑）。二発目の命中は……また30ピッタリ。

ＧＭ：たぁ！（ダイスを振る）ダメだ。ダメージください。

リディル：（ダイスを振る）……あ、ダイス目がいい。６が４つもでてる。ごめんなさい、ベネットさん。６Ｄ振って31。全部合わせて71点の物理です！

ＧＭ：ごすっといただきました。次は待機していたバヤン。

バヤン：この時が来てしまったようだな……。これも主君への恩おん返がえしのため。お前とは戦わざるをえない！　と言うと、ベネットが「いいでやんす。お互たがい仕える主あるじのため戦うのだから」その言葉に涙なみだする、俺。お前と早く出会えていたら……！

グレイ：いいから、行動せんか！（一同笑）

バヤン：へ、へい！（笑）まず、ムーブでベネットにエンゲージ。マイナーで《スタントフライング》。さらにフリーアクションで天てん魔まの兜かぶとを使ってエンゲージを封ふう鎖さ。

ＧＭ：「こ、これは……あっしが見切れない動きだとっ!?」

バヤン：「当たってくれよ。俺とお前の仲じゃないか」「……ふっ、仕方がないでやんすね。すべて受け止めてやるでやんす」

カルロス：アイツら、仲いいな、おい（笑）。

バヤン：だが、手加減はしないぜ！　[image: ]点の物理ダメージを食らえっ！

ＧＭ：[image: ]点!?　すごい威力だ。全部食らいました。バヤン渾身の一撃でベネットは吹っ飛び、天井に激突。床にべちゃりと落下します。「し、死ぬかと思ったでやんす……！」

バヤン：じゃあ、ベネットが起き上がろうとしたところを、騎き竜りゆうが愉ゆ快かいなステップで踏ふみつけていく。《ホースバトラー》で追撃！（ダイスを振る）今度は33。

ＧＭ：回かい避ひは……ファンブル！　さらば、ベネット！

バヤン：（ダイスを振ふる）出目がいい、84点貫かん通つうダメージ。

ＧＭ：先ほどのと合わせて[image: ]点食らったか……ごりごり削けずられていくなぁ。

リディル：これで全員行動済ずみですね。《再さい行こう動どう》を使用します！

ＧＭ：こちらは《二回行動》を使用。で、こちらのメインプロセスですが……。

カルロス：その前に自分が《アデンダム》。ベネットよりも先に動こう。

ＧＭ：それなら《カリキュレイト》！

カルロス：…………なにっ!?

ＧＭ：これでベネットが先です。まずはムーブで［スリップ］を解除。「くくくっ、あっしを囲んでフルボッコにしようとは、愚おろかなやつらでやんす。さあ、我わが忍にん法ぽうをとくとみるでやんす！」むくりと立ち上がって、メジャーで《ポイゾネスミスト》。

バヤン：毒どく霧ぎり!?

ＧＭ：「そう、ベネット忍法毒霧の術じゆつ！」ベネットが「ぷふーっ！」と口から毒霧を噴ふき出だす。《範はん囲い攻撃：魔法攻撃》を持っているので、対象はリディルとバヤン！　（ダイスを振る）クリティカルしないので《シークレットアーツ》で振り直し……ダメか。命中は31。

バヤン：期き待たい値ちで回避か……フェイトを１点使おう。（ダイスを振る）40で回避した！　毒霧が広がるよりも早く、後ろに飛び退く！

リディル：さすがバヤンさん！　こちらは避けられませんでした。

ＧＭ：（ダイスを振る）63点、〈水〉属性の魔法ダメージです。

リディル：えっと、今の【魔法防御力】は63点ですね（笑）。

バヤン：カーン。ダメージは０じゃ（一同笑）。

ＧＭ：堅かたすぎる（笑）。リディルが毒霧に呑のみ込こまれたのを見て、ベネットが「やったか！」と叫さけぶのですが。

リディル：霧が晴れると無む傷きずのわたしが立ってます（笑）。

バヤン：（ベネットになって）「げげぇー、無傷っ!?　げ、下忍はどこだ。早く来い！」

ＧＭ：セットアップに呼ばないとこない（笑）。カルロス、《アデンダム》の処理をどうぞ。

カルロス：はい。まず、フリーアクションで「カートリッジ：光」の効果を停止して、物理ダメージに戻します。

グレイ：【物理防御力】が０だからな。

カルロス：ムーブで戦せん闘とう移動。ベネットから距きよ離りを離はなす。そして、マイナーで《クイックエイド》。高速で応急手当をして、これで【ＨＰ】全快です。

ＧＭ：そんなに回かい復ふくするのか!?

カルロス：[image: ]点回復しますからね。メジャーはベネットに《ダブルショット》。一発目、リンメルの矢を使って撃うちます。今回もリンメル製の弾丸ということで。

バヤン：（ベネットになって）「ふっ、そんな弾丸であっしを撃ち抜ぬけるとでも──」

カルロス：あっ、クリティカルした（笑）。

ＧＭ：避よけてみせる！（ダイスを振る）おおっ、こっちもクリティカルしました！

グレイ：すまんな。《ニゲイト》でクリティカル無効だ（笑）。

バヤン：（ベネットになって）「ば、馬ば鹿かなぁああああああっ!?」（一同爆ばく笑しよう）

カルロス：《ピアシングストライク》を乗せて……[image: ]点の物理ダメージ！

ＧＭ：うーん、いいダメージだ。グレイの魔力がベネットを絡め取り、動きが止まったところにカルロスの撃った弾丸が命中。ベネットはもんどり打って倒れますが、素早く起き上がります。「やるじゃないの。だが、まだまだでやんす！」

カルロス：ではもう一発、リンメルの矢を使って。（ダイスを振る）またもクリティカル！

バヤン：カルロス、絶ぜつ好こう調ちようだな！

ＧＭ：ぐっ、今回はクリティカルしない。……いや、諦あきらめない！《ラストラック》で振り直し！　これでクリティカルする、絶対する！（ダイスを振る）……１・１・３！

リディル：さすがベネットさん、期待を裏切りませんね！（笑）

バヤン：（ベネットになって）「好きにするといい」とベネットは大の字になった（笑）。

カルロス：もうちょっとやる気を出せ！（笑）

バヤン：（ベネットになって）「終わったんでやんすよ。あっしの人生は……」

カルロス：まだやれるって。大だい丈じよう夫ぶだって！

バヤン：（ベネットになって）「カルロス……あんた、いいやつでやんすな」（一同笑）

カルロス：まあ、容よう赦しやはせんがな。今度は[image: ]点の物理ダメージ。まあまあか。

ＧＭ：直撃です。「お、おのれ……！　優やさしくしておいて、この仕打ち。貴様、鬼おにか!?」

カルロス：容赦せんと言っただろうが（笑）。次、グレイ殿どの、お願いします！

グレイ：うむ、任せておけ。




　カルロスに続いて、グレイが《クラッシュバリア》で【魔ま法ほう防ぼう御ぎよ力りよく】を０にした上で、《ダブルキャスト》からの《サモン・リヴァイアサン》を二連発で放つ。

　しかし、その一発目は、ベネットがクリティカルを叩たたき出して回避。

　ならばと、奮起したグレイが二発目の《サモン・リヴァイアサン》の命中判定にフェイト２点注ぎ込むと、こちらもクリティカル！

　対するベネットの回避は──。




ＧＭ：「この程度の水流なんて、華麗に飛び越えて──」って、ファンブルかい！《ラストラック》で振り直し！　（ダイスを振る）だ、だめだ、出ない！　溺おぼれました（一同笑）。

グレイ：ダメージはちょいと低いな。[image: ]点の〈無〉属性、魔法ダメージ。リヴァイアサンの吐はき出した水流が、ベネットを押し流すぞ。

ＧＭ：「ごぼがぼげべばべらっ!?」［スリップ］と《デモンズウェブ》が地味にきついな。

バヤン：落ち込んでる暇ひまはないぜ。次は俺の行動だ！




　バヤンが竜を駆かって、ベネットに突とつ撃げきを仕し掛かける。

《ヘビーアタック》も加わって、さらに威力を増した一撃は、命中判定でクリティカル！

　もはや、先ほどからクリティカル祭りである。




ＧＭ：ま、またクリティカルですか!?　じゃあ、ベネットがふてくされます（笑）。「すればいいさ、お前らはいくらでもクリティカルすれば！」

カルロス：拗すねるなよ、ベネット（笑）。

ＧＭ：「だって、あっしは２Ｄでしか避けられないでやんすよ？」（ダイスを振る）とか言ってみたが、こっちもクリティカルが出た！

一同：なんと！

グレイ：こら、ベネット！　空気を読まんか！（笑）

バヤン：「あっしは空気など読まない。意い地じ汚ぎたくとも生きるでやんす。へっへっへっ、生き残ったやつが勝利者なんじゃー！」とベネットが言ったところで、《ホースバトラー》。勝かち誇ほこるベネットを竜が踏ふみつぶしていく（一同笑）。

ＧＭ：「ぎゃあああっ、それがあったか!?」




　一度は回避したものの、結局踏みつぶされ、83点のダメージを受けるベネットであった。

　そして、行動順番はカルロスへと移る。




カルロス：移動はなし。マイナーで《ブルズアイ》、メジャーで《ダブルショット》。一発目に血けつ晶しよう弾だんを使用。命中判定にフェイト１点使います。（ダイスを振る）クリティカル！

ＧＭ：こっちもクリティカル出すさ！（ダイスを振る）……出ない。

バヤン：なんかベネットさん、カルロスに対してダイス目が優しいような（笑）。

カルロス：リディル殿下、その……妙みような期待で満ちた目で見るのはやめてください（笑）。

リディル：でも、戦いから芽生える恋があったり……。

カルロス：しません！　奴やつは敵です！　ダメージロール行きますよ！

ＧＭ：「よっしゃ、くるがいいでやんす！　お前のすべてを受け止めてやらぁ！」

カルロス：お前も焚たき付つけるようなこと言うなよ！（一同爆笑）[image: ]点の物理ダメージだ！

ＧＭ：結構いいダメージですね。だが、ベネットはまだ立っている。「あ、あっしたち祝福されてるでやんすよ？　争いはよくないでやんすよ？」と、瞳ひとみをうるうるさせます。

カルロス：やかましいわ！（笑）二発目は轟ごう魔ま弾だんを使用。（ダイスを振る）もう一回クリティカル！　火薬を増量した弾丸で眉間を撃ち抜く。これが自分の答えだ！

ＧＭ：「ま、まま、待つでや……あぽらっ!?」回避失敗、命中しました。

カルロス：ふんっ！（ダイスを振る）今回もなかなかのダメージだ。[image: ]点の物理ダメージ！

ＧＭ：「ぐぐぐっ、今のは効いたでやんす……。だが、すでに地じ獄ごくを見たあっしは、この程度で倒たおれたりはせんのじゃー！」血をだくだく流しながら、ベネットが叫びます。

バヤン：しぶとい！　お嬢じよう、やっちゃってください。ヤツはいま転んでますぜ！

リディル：なんかそう言われると攻こう撃げきしづらいです……（笑）。

バヤン：そんな情など捨てるんだ。特にあのベネットに対しては！

カルロス：お前はベネットを憎にくんでるのか、それとも親近感を覚えてるのか？（笑）

バヤン：ヤツがいると俺のロールプレイがおざなりになるんだよ！（一同爆笑）

リディル：プレイヤーが立ち位置を見失い始めてる!?（笑）わかりました。やりづらいけど、やります！　マイナーで《ブルヒット》を使用、メジャーは《ホーリーヒット》で攻撃です。思いっきりマインドメイスを振り上げて……えーいっ！




　武器の重量を叩きつけるように振り下ろされたリディルの二連撃は、片方の命中判定が振るわずフェイトで振り直すことにはなったが、結果はどちらもヒット。

　ダメージにフェイト２点が使われ、合計で[image: ]点のダメージを与あたえた。

　こうして、全員の行動が終しゆう了りよう。クリンナッププロセスに、ベネットとカルロスが《バーサタイル》を使用して、《アデンダム》の使用回数を復活させた。




ＧＭ：他はありませんね。ではラウンドを終了します。




●第２ラウンド

▼行動値

　ベネット　　　　　　　　26

　グレイ、バヤン　　　　　14

　カルロス　　　　　　　　11

　リディル　　　　　　　　４

[image: ]




ＧＭ：では第２ラウンドのセットアップ。ベネットが《下げ忍にんの陣じん》で再び下忍を前と同じ位置に配置。

バヤン：「ベネット様、参さん上じよういたしました。我われら前任者のような小物ではありません！」「待っていたでやんす！」「真の精せい鋭えいたる我らベネットレンジャーであれば、あのような者ごとき楽勝でございます！」「おお、なんと頼たのもしいやつらでやんすか！」（一同笑）

ＧＭ：と、ベネットが元気になりました。［スリップ］で寝ね転ころがったままなんで、ごろごろ転がりながら本とか読んじゃってますけど（笑）。

カルロス：くつろいでる!?

ＧＭ：「『アリアンロッド・サガ・リプレイ』シリーズ、超ちようおもしろい！」（一同爆笑）

グレイ：いい本を読んでおるな。ちなみに、『イフ』が文庫化するのは知っておるか？

バヤン：（ベネットになって）「なん……だと……！　これは全巻読み直さざるを得ない！　おのれ、グレイ！　『アリアンロッド・サガ』シリーズ好評発売中でやんす！」（爆笑）

一同：おい！（笑）

カルロス：も、もうわけがわからん……。

リディル：バヤンさん、戻もどってきてくださーい！

バヤン：はっ、俺はなにを!?　えーと、セットアップは何をするんだっけ……《ベストルート》でいいんでやんすかね？

一同：混ざってるー!?（一同大爆笑）




　一同、呼吸困難気味になりながら、第１ラウンドと同じくスキルによる強化を行なう。

　グレイはスキルはベネットのエネミー識別を試みるも、《識別不能》に阻はばまれ、彼女の能力を調べることはできなかった。




グレイ：ぬう、さすがは謎なぞのニンジャじゃな！　やつの手の内が読めんわい！

カルロス：となると、まだ油断はできないですね。

バヤン：《最後の力》でフェイトを回復しとくか？

グレイ：ふむ……。多少消しよう耗もうしておるし、いいタイミングかもしれんな。

カルロス：自分もよいと思います。

リディル：では、《最後の力》です。みんなを鼓舞して、士気を上げますよ。みなさん、もう一息です！　油断せずに行きましょう！

バヤン：おうさ！　みんなのフェイトが３点回復したぜ。

ＧＭ：では、これでセットアップは終了。ベネットの行動からになります。「さあ、今この時から、このベネット帝てい国こくの時代がくるでやんす！」寝転がりながら、にやりと笑う。

カルロス：お前、邪じや神しんの御み子こはどうした!?

バヤン：（ベネットになって）「邪神の御子なども飲のみ込こみ、あっしだけの帝国を作る！」

カルロス：あ、こんなところにピアニィ陛下が。

バヤン：（ベネットになって）「うわぶらばぁ！　ウソです！　なんにも言ってないですピアニィ様！　ももも、もちろん、ピアニィ様にこいつらの首を捧ささげるつもりでやんすよ!?　……はっ、いない!?　騙だましたなー！」（一同笑）

カルロス：悲しげな顔でベネットを見ながら《アデンダム》で追加行動を得ます。

ＧＭ：ベネットも《アデンダム》！

カルロス：わかった、先手は譲ゆずろう。今の醜しゆう態たいを見て優しい気持ちになれたから（笑）。

バヤン：譲ってやるって、【行動値】はこっちが上だよ！　……って思わず、「こっちが」とか言っちゃったよ！（一同笑）

リディル：バヤンさん、戻ってきて～（笑）。

バヤン：（ベネットになって）「バヤンを取り戻したければあっしを倒すことでやんすな」

リディル：じゃあ、殴なぐり倒します！（即そく答とう）

バヤン：（ベネットになって）「ノ、ノー!?　なんか急に殺意が上がったでやんすよ!?」

ＧＭ：では、びびったベネットはリディルから視線を外して、バヤンに目をつけます。ムーブで［スリップ］を回復。マイナーで《カッティングプラン》、メジャーで《連続攻撃》。対象は先ほども言ったとおりバヤンで。

バヤン：ついにこのときが来たようだな！

ＧＭ：「お前は最初から目め障ざわりだったんでやんすよ！」

バヤン：奇き遇ぐうだな、俺もだ！（一同笑）最初は親近感があった。しかし、それは高まりすぎて憎ぞう悪おに変わった。お前だけはぶっ倒す！

ＧＭ：「うおぉおおお、死ぬがいい、ベネット……じゃなくてバヤン！」（一同爆笑）

バヤン：俺を殺せるか、バヤン！　いや、ベネット！

一同：どっちがどっちだ!?（笑）

バヤン：生き残った者が真のバヤンであり、真のベネットよ！

ＧＭ：というわけで一発目。（ダイスを振ふる）命中は38！　ベネットは地を走り、空中を飛び回りと、縦横無尽に動きながら、バヤンの急所を忍者刀で狙います。

バヤン：（ダイスを振る）……回かい避ひ失敗！

リディル：《カバーリング》します？

バヤン：クリティカルしてないなら自分で受けるよ。へっ、この程度でこのバヤンを倒そうなどと、片腹大激痛！（一同爆ばく笑しよう）

ＧＭ：そこまでいくと、逆にやばいのでは（笑）。（ダイスを振る）[image: ]点物理ダメージです。

バヤン：77点くらって、まだ全然余よ裕ゆうだぜ！

ＧＭ：ならばもう一発！（ダイスを振る）６が一個出たので《シークレットアーツ》で出目６以外の３個振り直し。行けっ！（ダイスを振る）よし、クリティカル！

バヤン：ふっ、お前の攻撃はだいたい見切って……げぼあっ!?　あたりました（笑）。

ＧＭ：「こいつで倒れろ！」と袈裟懸けの一刀。（ダイスを振る）[image: ]点の物理ダメージ！

バヤン：残念。残り【ＨＰ】38点で耐たえたぜ。その程度じゃ俺はやれねえな！

ＧＭ：「ぐぬぬ！」ぎりぎりとベネットが歯ぎしりして、ちらの《アデンダム》は終了。

カルロス：では、こちらの《アデンダム》だ。




　ベネットの動きが止まった瞬間、反撃に転じるカルロス。《ブルズアイ》で狙いを定めて、放った《ダブルショット》の二連射は、両方とも命中判定でクリティカル！

　合計[image: ]点ものダメージを与え、一瞬で下忍を殲せん滅めつしてしまう。




ＧＭ：げ、下忍、瞬殺ですか……。今日のカルロスは本当にすごいな。

カルロス：矢や弾だまはベネットに叩たたきつけるために温存したんですが、なんとかいけましたね。

バヤン：（ベネットになって）「なんだとっ!?　ひどい、あっしをなんだと思っているでやんすか！　あっしだって女の子なのに……！　男なら女の子に優やさしくしなさいよ！」

リディル：なら、女同士なら手加減しなくていいですよね？（にこやかに微笑ほほえむ）

バヤン：（ベネットになって）「……ひ、ヒィ!?」（一同笑）




　リディルに威い圧あつされて、思わず後ずさるベネット。

　なんとか気合を入れ直し、自分の行動で再びバヤンを《連続攻撃》で狙うも、一回目の攻撃はカルロスの《インターフィアレンス》に阻まれて、失敗に終わる。




ＧＭ：カルロスの放った弾丸が、ベネットの忍者刀を撃うち抜ぬき、その軌き道どうを逸そらしました。

カルロス：お前がそうくるのはわかっていた。動きが読めれば、止めるのは造作もない。

ＧＭ：「だが、この程度で止まるあっしではなぁあああい！」と二発目もバヤンに攻撃です。




　この二発目はバヤンに命中。しかし、リディルが《カバーリング》で彼を守る。

　ベネットの繰くり出した刃やいばが、リディルに迫せまるが……。




リディル：ダメージは０です♪　盾をどっしりと構えて、全部弾き返しちゃいますよ。

グレイ：下忍を失い、攻撃力の低下したお前の攻撃では、リディル殿でん下かには通用せんぞ。

バヤン：くっ……。

リディル：なんで、悔くやしがってるんですか！　あなたは今バヤンでしょう!?（笑）

バヤン：いや、あまりにも哀あわれすぎてな……（笑）。

ＧＭ：「あっしは無力だ……。こんなかわいそうなあっしをいじめたりしないよね？」

カルロス：ちゃき（銃じゆうを構える音）。

バヤン：（ベネットになって）「この外げ道どう、鬼おに、悪あく魔ま！」

リディル：……そろそろバヤンさんも、ベネットさんに何か言ってくださいよ（笑）。

バヤン：あいつ、殺すしかないな（一同笑）。

カルロス：いま、すごいテキトーに言いましたね（笑）。

ＧＭ：大畑くんがオーバーヒートする前に進めましょう（笑）。




　ここからは〝ドラゴンファイヤー〟怒ど濤とうの攻せめである。

　まず、グレイが《リゼントメント》でダメージを大幅に上げた《サモン・リヴァイアサン》を放ち、[image: ]点のダメージに［スリップ］と判定マイナス１Ｄのペナルティを与あたえた。

　グレイの召喚した〝偉大なる魚の王〟が吐き出す激流が、ベネットを呑み込む。




ＧＭ：「ぎょわぁあああああっ!?」




　それに続くのはバヤンだ。得意の槍を振り回し、勢いよく突撃をしかける。

　異様に気合が入った《バッシュ》＋《ラッシュ》による攻こう撃げきを繰り出し、それにグレイが《チェックメイト》と《バリアントマジック》による支し援えんを乗せる。

　このふたりのコンビネーションによって、さらに[image: ]点のダメージが与えられた。

　そして、さらに《ホースバトラー》の追撃が、ベネットから80点の【ＨＰ】をもぎ取る。




ＧＭ：「あべばらっ!?」いかん、もはやタコ殴り状態だ（笑）。しかし、それでもベネットは倒たおれない！「へ、へへっ、まだまだでやんす！　かかって……こいやぁああ！」

カルロス：なら、自分がとどめをくれてやる！




　カルロスの《ダブルショット》。

　温存していた轟魔弾も装そう填てんして、全力でベネットの【ＨＰ】を削けずりに行く！




バヤン：（ベネットになって）「いいのかい？　そんな弾を使っちまって」

ＧＭ：ふらふらしながらも、不敵にベネットが笑う。

カルロス：構わん。気にせず照準をつけます。

バヤン：（ベネットになって）「死ぬぜ……あっしが！」（笑）

カルロス：ターンッ！（銃声）

バヤン：（ベネットになって）「あぺっ!?」（一同爆笑）




　カルロスの攻撃。一発目はなんと、またまたまたクリティカル！

　ここまでくると、もはや何かが取とり憑ついているように思えてくる。

　しかし、ここまで全力で攻撃してきたカルロスは、ついに【ＭＰ】切れ。

　リディルの承しよう認にんを得て、《祝しゆく福ふく》による【ＭＰ】の回復が行なわれた。




カルロス：リディル殿下、ありがとうございます！　ダメージは[image: ]点の物理ダメージ！

ＧＭ：[image: ]点……おっ？　おおっ！　それは耐える！

カルロス：倒れないのか！　なら、二発目で仕留める！　リンメルの矢を使って……（ダイスを振る）クリティカルはしないが、達成値45だ！

ＧＭ：こちらは（ダイスを振る）１と６。振り直しももうない。命中です！

カルロス：《ピアシングストライク》！　さらにフェイト６点全部突つっ込こむ!!

ＧＭ：カルロスが怒いかりに充みち満みちている（笑）。

カルロス：吹ふっ飛とべ、ベネットォォォッ！　[image: ]点の物理ダメージ！　これでどうだ!?

ＧＭ：それは耐えられない！　二発目の弾丸が命中すると、ついにベネットががくりと膝をつきます。戦せん闘とう不ふ能のう！　しかし、まだこっちには奥の手がある！




　カルロスの攻撃で舞まい上がった粉ふん塵じんが晴れると、ゆらりと立つベネットの姿があった。

　その腹部には、自爆用と思おぼしき爆発物の束が巻かれているではないか！




ＧＭ：戦闘不能になったのでオリジナルスキルの《自爆チャンス！》を使用します。

カルロス：じ、自爆チャンス!?（笑）

ＧＭ：このベネット、防具は着てないけど、腹マイトを仕込んでるんですよ。上着を脱ぎ捨てると、腹に無数の爆弾が結びつけられているのが見えます。

リディル：ちょ、ちょっと、そんな危ない！（笑）

ＧＭ：「くくくっ、死なばもろともじゃー！」至近にいる範囲（選せん択たく）に魔法攻撃を行ないます。なので、対象はリディルとバヤンですね。そして、命中判定でこのためにとっておいた《ホーミングヒット》を使います。

グレイ：ニンジャなのに《ホーミングヒット》しないなーと思ってたら、この時のために取っておいていたのか！（笑）

バヤン：（ベネットになって）「あっしはもう、自爆を外すのは嫌いやでやんす！」（一同笑）

ＧＭ：なにしろ、命中判定が２Ｄ＋３しかないので、《ホーミングヒット》を使わないと当たらないんです（笑）。というわけで、命中判定（ダイスを振る）クリティカルはせず。

バヤン：……ここはリディルを《カバーリング》だな。

リディル：大だい丈じよう夫ぶですか、バヤンさん!?

バヤン：（にやりと笑って）任せときな！

ＧＭ：「うおぉおおおお！　往生せいやぁあああ！」ダメージは固定で[image: ]点ジャストの〈火〉属性、魔法ダメージです！

バヤン：《インバルネラブル》、ダメージを０にする！　槍やりを一いつ閃せんして、迫せまり来くる炎ほのおを払はらっちまおう。

ＧＭ：「ば、馬ば鹿かな！　あっしの、あっしの自爆が防がれるだなんて……まさか、あっしが自爆するのを読んでいたでやんすか!?」爆風で空中を舞いながら、ベネットが驚きます。

バヤン：フッ、俺にはお前の行動が手に取るようにわかるのさ。なぜかな！（一同笑）

ＧＭ：しかし、このスキルはここからが本領。ベネットの戦闘不能を回復して【ＨＰ】が少し回復します。「あっしはまだ倒れないでやんす！」空中で体勢を整え、華麗に着地。

カルロス：し、しつこいっ！

バヤン：いやらしい！

カルロス：もう自分は疲つかれ切きって、膝ひざをついて肩かたで息してますよ……。

リディル：大丈夫、まだわたしがいます！

バヤン：お嬢じよう、ヤツはもはや手が尽つきたはず。俺が知るベネットはもう何もないはずだ！　やれることといったら嵐あらしに巻き込まれてエリンディルに帰ることだけさ。国に帰るんだな、お前にも家族がいるだろう。あ、いなかったっけ。ごめん（一同笑）。

ＧＭ：「なら、お前が家族になってくれないかい？」

バヤン：（にこりと笑って）断る！　お嬢、やっちまってください！（一同爆笑）

リディル：はーい！（笑）マイナーで《ブルヒット》、メジャーで《ホーリーヒット》！

ＧＭ：「ま、待て！　は、話し合おうじゃないか！」




　必死に時間を稼かせごうとするベネットに、リディルはにっこり笑って言った。




リディル：ダメです♪




　振ふり下おろされたメイスがベネットの脳天を直撃。さらに切り返して振り上げられた一撃が、顎あごをとらえる。

　リディルの二連撃を食らって、ベネットはついにひっくり返った。




ＧＭ：さすがにもう耐たえられません。ベネットは戦闘不能になりました。戦闘終しゆう了りようです。

カルロス：倒れてくれた……。２ラウンドの激戦だった。

リディル：ごめんなさいね、命は取らないから。でも、アルさんを解放しないと、ピアニィ様を邪じや神しんの御み子こから解放できませんし。……あなた、ピアニィ様のお友達でしょう？

バヤン：（ベネットになって）「うっ……痛いところ突いてくるでやんすね。友だちだから離はなれちゃいけないと思っていたでやんすが……。ちなみに妖魔うんぬんは後付けでやんす」

カルロス：ベネット殿どの……お前は妖よう魔まではないのか？

バヤン：（ベネットになって）「あくまで血が流れているだけ。種別的には人間でやんす」

カルロス：お前、最初は我われこそが黒くろ幕まくとか言ってなかったか!?

バヤン：（ベネットになって）「ちょ、ちょっと言ってみただけでやんす……」（一同笑）

カルロス：おかげで大混乱だよ!?

グレイ：それじゃベネットを殴なぐっておこう。いいからおぬしはもう黙だまってバヤンに戻もどれ。もうエンディングフェイズなんだから、おぬしに用はない！

バヤン：「ぎゃふんっ!?」……はっ、危あやうくベネットに取り込まれるところだった！

リディル：やった～、バヤンさんが戻ってきた～（笑）。じゃあ、ベネットさんも倒れたし、あとはアルさんを助けましょうか。

ＧＭ：では、みなさんがアルの救助に向かったところで、エンディングに移ります。

[image: ]
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◆Ending 01◆戦い終えて日が暮くれて




　アル・イーズデイルを救出し、ピアニィ四し天てん王のうを引ひき込こんだことで、ピアニィ平和軍は内部から瓦が解かいを始めた。統とう制せいを失った各国の部隊は、バウエストンから撤てつ退たいしていく。

　バウエストンは救われた。だが、アルディオンは新たな時代へと突とつ入にゆうしていく───。




ＧＭ：では、ベネットを倒たおしたのでエンディングフェイズに入ります。

リディル：じゃあ、アルさんを解放しましょう。

カルロス：では、ベネット親しん衛えい隊たいを追おっ払ぱらおう。しっしっしっ！

ＧＭ：そうすると、ベネット親衛隊はキャンキャン吠ほえてどこかに逃にげ出だします。そして「なんか、お前に初めて会った気がしないんだが」とアルがバヤンに言う（笑）。

バヤン：えっ？　き、気のせいだよ！（一同笑）

ＧＭ：というわけで、みなさんはアルを解放して元の世界に戻ってきました。

カルロス：じゃあ、ピアニィ四天王の三人もこっちの味方になってくれるんだな？

ＧＭ：はい、アルが救出された結果、ピアニィ四天王は邪じや神しんの御み子こに従したがうのをやめました。

リディル：力強い味方が！

ＧＭ：その結果、ピアニィ平和軍は瓦解し、とりあえずバウエストンの危き機きは去ります。その撤てつ退たいしていく様子を、皆みなさんが見守っているところからエンディングを始めましょう。

カルロス：バウエストンの壁かべにもたれかかって、はぁーっとため息をつこう。

リディル：カルロスさんが燃もえ尽つきてる（笑）。

バヤン：どうしたんだカルロス？　そんなに疲つかれて。

カルロス：なんだろう、この怒いかりをお前に叩たたきつけなければいけないような気がするんだが。

バヤン：気のせいだよ、兵隊クン。

リディル：戦争が続く間は、バヤンさんを生かしておいてあげてくださいね。

バヤン：待て！　戦いが終わったら俺を見み捨すてるのかっ？

リディル：冗じよう談だんですよ。むしろ、バヤンさんがわたしを見捨てるかと思いました。

バヤン：そんなことは無いさ。俺はまだお嬢に食わせてもらった飯めしの分の恩おんは返してない。そんぐらいでかい恩なんだ、あれは。

リディル：やっとバヤンさんが戻ってきた気がする（笑）。

バヤン：いやあ、危あぶないところだった（笑）。

リディル：バウエストンはなんとかなりましたが、その後どうなるんです？

ＧＭ：この後の展てん開かいですが、ピアニィは邪神の御子に操あやつられたままなので、まだ戦争は続いていきます。今のところ、ピアニィを解放する方法がわからないので、どうなるかわからないという状じよう況きようですね。

グレイ：「俺たちの戦いはこれからだ」という感じだな。状況を整理してみるか。

ＧＭ：おっ、頼たのみます。

グレイ：（地図を見ながら）だいたいメルトランドを中心として、大陸の真ん中にピアニィ暗黒大だい帝てい国こくってのがある。邪神の御子に乗のり移うつった暗黒大だい皇こう帝ていピアニィがいて……。

ＧＭ：社長、それは逆ぎやくです！

グレイ：え？

バヤン：俺の中で違い和わ感かんがなかった（笑）。……あぁ、ピアニィが邪神の御子に取とり憑つかれて暗黒大帝になったんだったな（笑）。

リディル：どんだけピアニィさんが危き険けんなのかと思ってしまった（笑）。

グレイ：ともかく、アルディオン大陸の真ん中に巨きよ大だいな勢せい力りよくを持った暗黒大帝ピアニィが君くん臨りんし、それに従う勢力も多い。もちろん、妖よう魔まの軍ぐん勢ぜいや魔族たちもいる。

カルロス：ううん、なんという状況だろう。

グレイ：さらにはエストネルは滅めつ亡ぼうし、アヴェルシアはエルザが反ピアニィの一いち勢せい力りよくとしてかろうじて頑がん張ばっている。グラスウェルズ方面ではナーシアが、メルトランドの一部ではアキナが頑張っている。そして、レイウォールではリディルというわけだ。

リディル：はにゃ～、反ピアニィ勢力の一角に。

グレイ：で、アルはピアニィを解放する方法を求めて探たん索さくの旅をするのだろう。しかし、これはこれで面おも白しろそうだな。……サプリメントを出すか。

バヤン：サプリメントって（笑）。

リディル：どういうものですか？

グレイ：というわけで、今回の『イフ』が楽しかった方にお願いです。面白い〝イフ〟ネタを送ってくれれば、それを活かしたサプリメントを出しますよ、と言って終わる（笑）。

カルロス：グレイは誰に向かって喋しやべっているんだーっ！（一同笑）

リディル：カルロスさんの精せい神しんがガリガリ削けずれてる（笑）。

ＧＭ：最後に、リディルは何かありますか？

リディル：とりあえずわたしは、この三人と一緒にいられて幸せです（笑）。あとは〝ゲッタウェイ〟のメンバーと協力して、妖魔をなんとかしたいです！

グレイ：ふむ、このバウエストンの方ほう針しんは決まったようだ。ピアニィを元に戻し、妖魔をなんとかすると。

リディル：そのために、また皆さんの力を借りることになると思います。

カルロス：元より承しよう知ちです！

バヤン：おう、遠えん慮りよはいらないぜ。

グレイ：やれやれ、仕方ない。

ＧＭ：と、皆さんの意い志しが決まったところで、シナリオ終了です。お疲つかれ様さまでした。

一同：お疲れ様でしたー！




　帝てい紀き八一四年一〇月───。

　バウエストンを包囲した二〇万のピアニィ平和軍は突とつ如じよ瓦が解かいし、囲かこみを解といた。

　その直後、統とう一いつ帝ていピアニィに対し、各地で反はん抗こうの狼煙のろしが上がる。

　アルディオン大陸は、また新たな時代へ突とつ入にゆうしたのである。




『アリアンロッド・サガ・リプレイ・イフ』

第二話「バウエストンの逆ぎやく転てん」

─FIN─







あとがき




　初めての方ははじめまして。

　もしかしているかもしれないベテランのドラゴンブック読者の方にはお久ひさしぶり。

　ライターのたのあきらと申します。

　さて、今回世紀をまたいでドラゴンブックに戻もどってきた私の仕事は、元々架か空くうの世界を舞ぶ台たいにした戦記『アリアンロッド・サガ』で架空戦記をプレイするというもの。

　イフにイフを重ねるという作業について少々不安もあったのですが、いざ実じつ際さいにやってみると想そう像ぞう以上に〝イフ戦記〟のプレイが楽しいことが判はん明めいしました。

　考えてみれば、ＴＲＰＧに想そう像ぞう力りよくは不ふ可か欠けつです。「もしも」と考えを巡めぐらせる行こう為いとの相あい性しようがいいのは当然でした。




　なお、本文中に出てくる「メタ会話」という言葉の意味について。

「メタ」という言葉は「高次の」という意味を持ちます。本書の場合は「ＰＣがプレイヤーの知ち識しきを用いて会話する」というような意味で使っています。

　ＴＲＰＧにはプレイヤーとしての発言とＰＣとしての発言、それらが混まざることで作家と役者と観客という異ことなった立場を行き来する楽しみがあるのではないかと思います。

　イフ戦記の場合、ＧＭだけでなくプレイヤーもシナリオの背はい景けいとなる知識を豊ほう富ふに持つことになります。その結果、より「作家」に近い視し点てんでゲームを楽しむことができるようです。これは実際にプレイしてみるまでは想像もしていなかった面白さでした。

　この本と同時に富ふ士じ見み書しよ房ぼうから『アリアンロッドＲＰＧ２Ｅ アルディオン レボリューションガイド』という本が発売されます。その本には『アリアンロッド・サガ』の世界でプレイできるように追加データや追加設せつ定ていが掲載してあります。この『レボリューションガイド』を使うことで、あなたもアルディオン大陸を舞台にゲームを遊ぶことができるのです。

　そのとき、もしよければリプレイのイフを遊んでみてください。

　きっと新しい楽しみを発見できると思います。




　最後にこの本の制せい作さくに関わったすべての皆さまに感かん謝しやをさせていただきます。

　特にお忙いそがしい中とてもすばらしいイラストを描えがいてくださったイラストレーターの椋本夏夜くらもと・かや先生にはいくら感謝してもしたりない気持ちでいっぱいです。

　そしてこの本を手にとってくださった読者のあなたにも感謝を。

　また何かの機会にお会いできることを願っています。

二〇一二年　一月　たのあきら
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